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本研究の対象であるS・ ウェルズ ・ウィ リアムズ(S.WellsWilliams:b.
1812/09/02,Utica～d.1884/02/16,NewHaven;以 下で時にSWWと 略す)を
意識 したきっかけは、今 日か ら数 えて40年 前に遡 る。大学院生 の頃に、
新刊書紹介欄(「 クリスチャン新聞」1971年10月17日 号)に 書評 した一
冊が、保永貞夫著 『七人の 日本人漂流民』(小 峰書店)と い う児童文学作
品であったためである。同 じ七名 の漂流する運命について、後年 に三浦綾
子先生が、『海嶺』三巻本(角 川文庫 、平成21年)で 取 り上げているのを
知 った。そ こでは歴史事実を掘 り下げて書 くとい うよりも、ク リスチャン
作家 らしい内心の葛藤 を独 自のテーマ として展開 していた。
モ リソン号渡来劇それ 自体は、希望 と失意 に終始 した。 日本の近代史 に
於いては、マカオヘモ リソン号が戻ってか ら日本国内で起 きた騒動の方が、
深刻な政治社会問題に発展 した。一方 には幕府 による鎖国政策の強化が あ
り、他方には進歩的な蘭学者 の間に、事件の余波が襲いかかったからであ
る。蛮社の獄。ここでも進歩的な知識人の希望 と絶望の入れ替わる悲劇 に
終始 した。吉村昭先生は、長編小説 『高野長英』を著 して、 ウィリアムズ
渡来劇 の影響が、開国待望論者 の側に残 した悲惨な運命 を夜明け前の 日本
的状況 下に描き出 し、克明に跡付 けている。
1837年 、マカオか ら日本へ七名の漂流民 を帰還 させ るとい うこの壮大な
希望に、モ リソン号が使われ、 ウィ リアムズは 日本語通訳 として参加 して
いた。不毛に終わった最初の 日本渡航が、しか し、再び ウィリアムズの再
来 を促す ように時代は進行 した。 日本 の近代史の節 目に登場す る契機 を提
供 したわけである。
1853年 と1854年 にペ リー提督が、 日本開国のために艦隊を伴い渡来す
るの先立 ち、マカオに立ち寄った。提督は即座 にウィ リアムズ との面会 を
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要請 した。マカオ ・広東在住のウィリアムズを抜擢 して、主席 日本語通訳
の役 目を引き受けてもらいたい と考 えていた。シーボル トの強要 に近い通
訳就任の申し出までも断 り、ウィリアムズをおいて他 にないと確信 してい
るペ リ._..提督が、判断基準 にした ものは、ことわるまでもなく、モ リソン
号 によるSWWの 日本渡来 とい う履歴 にあった。一連のこ うした流れが、
本研 究の対象 にしているエール大学図書館所蔵す るSWWコ レクシ ョンの
中のペ リー書簡によって追跡できる。
幕府側 との交渉場面は、文書だけでなく、 日本側 の絵師による絵画 にな
ん どか描かれていた。その中でも秀作の一点が、長 野市松代町 の真 田宝物
館 の所蔵する 「横浜応接場秘図」であろ う。米国側使節団面々の列席す る
なかに、一人、サングラスをかけた人物が座 してい る。居並ぶ 日本側参列
者の眼に映った ウィ リアムズの姿 とは、弱視者のそれであった。
一般の 日本人読者の知るウィリアムズは、以上 に述べてきた ように、モ
リソン号 とペ リ.___艦隊の渡来の二つに尽きるであろうか。
科研費 による本研 究を申請す るに至った経緯 には、どちらか と言 えば間
接的な影響 と言 えるこうした一般的知識 に加 え、それ とは別に、直接的な
契機 が存在 した。十年 ほど前に遡 る。
マカオ と広東 に対す る関心が、私 のなかで次第に求心力を集めるきた時
期 にあたっていた。その頃、五回ほ ど現地滞在 を繰 り返 していた。それ に
はそれな りの進展段階な り、研究パタ._..ンが先行 したもの と、今 では思い
出 される。
老木研究者の回想 を今回 このよ うに報告書の冒頭に記すことは、場違い
であるかも知れない。定年一年前の現時点 ともな ると、 どうしても回顧的
な心境に陥 りがちになるのを特にお許 し願 いたい。 しかも過去二十年余 り
の間に、三度にわた り、今回同様 の科研費に よる研 究を認 めていただき、
支援 されて実施 し、無事に完了できたことに対 しては、感謝す る気持 ちを
抑 えきれない。
最後 と言 えるこの機会 に、私的な回顧を総括報告 のなかに溶 け込ませて
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お きたい心の働 きは、隠 しておけない ものの ようである。
私の研究テーマが、 日本 と外国 との関係 と比較、 とい う一つの側面では
いつ も共通 していた。最初に、近代英文学 と近代 日本文学、次に薩摩藩 と
英国 もしくは近代 日本 と近代英米国、最後に近代中国 ・近代米国 ・近代 日
本、 とい う段階で進んできた。二国間の影響や二国間の関係史の研究に終
始せずに、中国 ・英米 ・日本 とい う三角形の構図によって、調査研究を進
めてい くように変化 したのも、 自然な発展であった ように今では思 う。
三角形では三本の線が、 トライアングルを形成す るように、三つの二国
間の関係で構成 され、 日 ・英米 、中 ・日、中 ・英米、それぞれの直線に関
係す る資料を集めて読み進む ことに、結果的に展開 してきた。ライデ ン大
学 のLeonBlusse先 生が、追及 した東アジアの三つの都市(バ タビア ・マ
カオ ・長崎)の 三角関係 とか、またtriangleapproachと い う方法論 もここ
で思い出す。
長崎 ・横浜の歴史や役割 を考えている うち、上海 との関係史を読む よ う
にな り、上海の歴史を調べている うちに、先行 したマカオ ・広東の歴史 と
その役割が、視野に入ってきた。そ うい う自然な流れであった。マカオの
存在 と重要性 を意識す るよ うになった こと。 この ことが、近代中国の開国
史 に関心を深 める直接的な契機 となった。鹿児 島、長崎、横浜、東京、そ
れ と中国の上海、香港、広東、マカオそ して北京 とい う順番 に、私な りの
研究の視野が広がってきた。東アジア近現代 の国際関係 史の拠点 をこうし
て集約的 に勉強できたわけである。
マカオは 日本 の近世史それ に近代史 において重要な位置を占めている。
そのなかで も、ポル トガル はもとよ り、英国ばか りでなく、新勢力 として
の米国が進出するようになる十九世紀以降には、この国際都市の持つ 目覚
ま しい役割が直感できた。今で も東アジアの対外史に、マカオが中核的な
位置 を占めている、 とい う私な りの信念に変わ りない。それ に、その中心
人物の一人が、米国人宣教師の ウィ リアムズである、 とい う確信 にも変化
はない。
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ここで一例を挙げて説明 しておきたい。ウィリアムズは謙虚 な性格 の宣
教師であ り、 目立っこ とを嫌った。開国後の幕末か ら維新 にかけての 日本
において、伝道畑の草分け となって活躍 したS・R・ ブランウンやJ・C・
ヘ ボンは、 日本近代史 に役割 を演 じ、今 日まで名前 を残 しているの と大 き
く異なる。
彼 ら二人 の米国人宣教師 とウィリアムズ とは、畑違いの人物のよ うに、
対照的に映 る。 日本開国に先立つ1830年 代か ら1840年 代 にかけて、彼 ら
二人 とそれぞれの家族 が、マカオで文宇通 り同 じ屋根 の下で寝食を共 に し、
世話 を受 けた恩人的友人。その人物が、ほかならない ウィ リアムズで あっ
た。横浜、上海の先に、マカオがある、 とい う意味は、単に こうした人物
関係の伝記的事実か らも証明できそ うに思 える。
1S・ ウェルズ ・ウイリアムズの再評価
前出のヘボ ンやブラウンに比較 して、日本に於 けるウィ リアムズの知名
度は、きわめて低い。一般読者 の間ばか りでな く、研究者の間で もそ うな
のである。 中心的なテーマ として、研究者の焦点が集 まった ことは、最近
までなかった。
ウィ リアムズに言及 している関連研究書か らは、主に次の五点をあげて
おきたい。
(1)相 原 良一著 『天保八年米船モ リソン号渡来の研 究』(野人社 、1954)
(2)都 田恒太郎著 『ロバー ト・モ リソンとその周辺一一
中国語聖書翻訳史』(教 文館 、1974年)
(3)矢 吹晋著 『日本の発見一一朝河寛一』(花 伝社、2007年)
(4)塩 野和夫著 『19世紀アメ リカ ンボー ドの宣教思想<1>
1810～1850』(新 教出版社 、2005)
(5)富 坂 キ リス ト教センター編 『原典現代中国キ リス ト教資料集
プロテスタン ト教会 と中国政府 の重要文献19502000』
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(新教 出版 社,2008)
以上五点の うちで、(D相 原は、終戦後 まもなくの頃に、米国公文書館 の
保有する一次資料を探索 ・駆使 している点で、資料的な価値は今 日でも遜
色 を見せていない。ただ、ウィ リアムズに関する限 り、資料や言及が、同
書の方々 に拡散 しているために、彼 の役割 に関する集約的な叙述 と分析 に
欠 けてい る。断片的な印象を残 してしま う点では、(2)都田も(4)塩野 も、同
じである。
(3)矢吹の場合には、朝河寛一 をテーマ にしていて、エール大学 に在学 中
に博士論文の指導を担 当 した指導教官が、ウィリアムズ(SWW)の 一人息
子 にあたるフレデ リック(FWW)で ある ところか ら、 ウィ リアムズへ の言
及 には興味深いものがある。海外に留まって 目本史研究に携わ り、入来家
文書 を研究 した朝河寛一 と、やは り海外 に留 まって中国学に没頭 した ウィ
リrF,ム ズ とは、 どこか共通点があ りそ うに見える。
(4)富坂は、ユニークな研究資料の提供 である。中国に於 ける伝道活動が、
日It'の伝道 に歴史的に先行 している点 を思い出す ときに、近現代 の両国で




こ うした研究状況のなかで、マカオ ・広東に関心 を寄せ て通 ううちに、
かっての英国系商人等の在住者 によって書き残こされた滞在記 ・書簡 ・日
記 ・中国文化論の多いのに気づいた。画家ではチナ リーも多 くの珍 しい絵
画作品を残 している。最初の うちは、そ うした英国系の資料を集 めては読
んでいたのである。なかなか初版本の入手は困難であ り、ロン ドンに行 く
ような ときに、ス トー ン トンの中国文化論、モ リソンの二巻本伝記な どを
購入できた。神保町の洋書古書店では、ギュツラフ とメ ッ ドハース トの中
国滞在記 を購入 した。それ にマカオのポル トガル系新刊書店 と広東 の大型
書店洋書売 り場にも、渡航のたびに足 しげくかよい、新 しい研究書や研究
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資料を集 めるように努 めたので、それな りに資料収集の成果はあった と自
分では考 えている。
そ うした英文の研 究書や資料の中に、ウィ リアムズが、中心的なテーマ
になっているものを発見できていない。英文の研究に関する限 り、未刊の
関連 ドクター論文が、一本 しかない事実 も、徐 々に分 かってきた。Martin
RoberRingの 書 い たAnsonBurlingame,s.WellsWilliamsandChina,
1861～1870:AGreatErainChinese.4澀 θ7たαηRεZα∫ oη3(TulaneUniv.,1972)が
それである。アメ リカでの研究それに再評価は、日本 と同様 に遅れている
のであるか ら、 とても洋書の伝記 ・書簡集 ・研究書な どが、 目の前 に飛び
込んで くるはず のない不人気振 りである点 を、今 になって理解するよ うに
なったにす ぎない。
米国ばか りでなく日本に於いて も、ウィ リアムズに焦点を当てた研 究者
は、陶徳民先生一人 と言えそ うな状況にあった。
陶徳 民「日本の開国 とアメ リカ人宣教師一S・W・ ウィ リア ムズ と初期
日米 関係一」(科研費 ・基盤研究C、 研究期間:2004年 度～2006年 度)は 、
日本や米国の ウィ リアムズ再評価 に向けた実に開拓的な業績であ り、高く
評価 できる。関西大学の陶徳民先生は、上海 と大阪の大学で研究 した後に、
米国の大学で教鞭を とられた国際的な指導的学究である。 どんな契機 でい
っ頃か らウィ リアムズ研 究を一つのテーマ に されたのか分か らない もの
の、中国の近代史研究者のあいだに、急速 に関心を集 めてきていた ウィ リ
アムズの存在に、先生は、早 くか ら気付いてお られた ようであ る。それに
科研費研 究の大 きな成果 として、本格的な ウィリアムズ研究の始動に加え、
吉 田松陰 と羅森 に照明を当てる新資料 の発掘 も見 られた。
再評価 に向けた研究は、 日本 ・米国でな く、顕著に中国で始動 し台頭 し
てきていたのである。単行する私の歩みは、そ うした中国気流の動向を知
らず に、まるで雲間か らマカオ ・広東 の青空 を眺 めて歩いて うちに、十年
ほ ど前か らの独歩 が、北京 の方角に向いてきただけの ことだ。 こ うした中
国学者たちの間に流れ る宣教師研究の隆盛 に、引き寄せ られ影響 されてい
ることに気づかないままであったと言 える。
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日本でのウィ リアムズ研究 において第一人者が、陶徳民先生であるよ う
に、中国での第一人者は、北京外国語大学の顧鈞先生であ ることをやがて
知 るようになった。いずれ も中国国籍の研究者たちばか りである。今 日の
地点か ら振 り返 ってみるとき、2003年 とい う年が一つの 目安 にな りそ うに
考 えられ る。
陶徳民先生の科研費研究は、2004年 か ら始 まっているので、前年2003
年は 申請の年で あたる。また、顧鈞先生によるフレデ リック(FWW)の ウ
ィ リアムズ伝(SWW伝 記)が、 出版 されたのも2004年 であ り、前年2003
年は翻訳 ・印刷作業の真っ最 中であったように推測できる。
2003年 とい うウィ リアムズ研究上の共通項が一つ見えてきた ら、もう一
つの共通項が閃き始める。名 著の誉れ高い 『方言 と文化』の著者、周振鶴
先生である。
瀰 鈞先生はウィ リアムズ伝記 を2004年 に出版す るのに続 き、20冊 余 り
の誤WW編 集の英文雑誌TheChineseRepository、 その復刻版 を編集 出版 し、
貴重な研究資料 の復活に貢献 した。 さらに、一年サバティカルの米国大学
亊髄 中に、ウィ リアムズの研究書をまとめ上げてもいる。2009年 出版の『衛
ミ 畢及美国早期文学』こそ、中 日米 の三力国のなかで、最初のウィ リアム
ヌ韃研 究書の誕生 となった。
2003年 前後 の同 じ時期には、関西大学の陶徳民先生 と北京外国語大学 の
顧鈞先生によるウィリアムズ研 究の始動化 に加 えて、も う一っの大事な動
きが別 にあった。杭州の浙江大学である。2006年 に孔陳姦先生が、「衛三
畏及美国早期漢学的発端」を博士論文 として発表 した。最近になって一冊
の書物 にま とめ られ出版する至った。『衛三畏及美国漢学研 究』(2010年9
月、上海辞書出版)で ある。 これ もまた中国人学者の作品であ り、中目米
の三力国のなかで、最初の ウィ リアムズ研究博士論文の誕生 となった。
同書の巻頭には先ず、陳先生の博士論文研究が、もとも と浙江省教育庁
の2003年 度科研資助、同 じく2003年 度の浙江省社会科学基金資金 に採択
された最終研究成果である、 ことが記 されてい る。 同書 自体 の出版 にも、
や は り浙 江省 の今度は社研聯省級社 会科学学術 著作出版 資金、浙江大学
211工 程 「中国伝統文化及江南地域文化」課題資助 出版 として、出版補助
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金 を受 けてもいる。
ここで注 目したいのは、2003年 とい う上記 した同 じ年号であ り、また杭
州 とい う点で もある。 こうして次 々 とSWW研 究成果 の発表のつづ くよう
にみえる中国学会 には、も うひ とつの研究拠点が、杭州の浙江大学であっ
て、その指導的な学究が、ほかでもない、『浙江早期基督教史』(杭 州 出版
社、2010年)の 著者、巽纓晏である、と考えるよ うに至った。別 の流れな
のだ。
2伝 記研究の必要性
父親SWWの 死後まもな く1888年 に、フレデ リック(FWW)が 出版 した
ウィリアムズ(SWW)伝 記 は、久 しく陽の眼を浴 びずにきた。上 で述べた
よ うに、中国語訳の出版が2004年 の顧鈞訳である。日本語訳 の方は、2008
年 に拙訳 『清末 ・幕末に於 けるS・ ウェル ズ ・ウィリアムズ生涯 と書簡』
と題 し、北京で印刷 し周本で出版できた。翻訳作業それに印刷 ・出版まで
に、ど うしても二、三年を要するので、2005年 あた りには取 り掛かってい
るはずである。上記 してきた2003年 前後に本格化する ウィリアムズ研究
の中国動 向を思い合わせてみ るとき、邦訳 は多少 とも連動するよ うに思え
るであろ うが、実際にはまったく別 のところか ら始まっていた。詳 しい事
情や直接的な経緯については、 「訳者前書き」に記 してある し、本報告書に
も抜粋を再録 してあるので、ここでは繰 り返 さない。
ただ、なぜ宣教師の研究なのか、ウィ リアムズ伝の翻訳なのか、それに
今回の ウィリアムズ未刊書簡の調査 ・研究に進むのか、とい う一つの研究
テーマに対す る関心 と深入 りについては、少 し述べてお きたい ことがある。
先 に 触 れ た ロバ ー ト ・モ リ ソ ン の 二 巻 本 伝 記 、 そ れ に フ ラ ン シ ス ・ホ ー
ル 日記(EGNotehelferedited:Japan'伽麗効 オ〃2θ7たα12Eyes,theJournalof
FrancisHall,KanagawaandYokohama189～1866,publishedbyPrincetonUniv
Press,1992)の 二 冊 を 読 ん で か ら 、 宣 教 師 に 関連 す る歴 史 資 料 に 関 心 を 深 め
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るよ うになった。ロン ドン大学のSOASに 残 る膨大なモ リソン関連資料 の
なかでは、砂粒ほ どのほんのわずかな資料にすぎない ものの、宣教師の残
した資料に対す る私な りの見方を一変 させた。学生時代以来なん どか手 に
して きた高谷道男先生の 『ヘボン書簡集』『ブラウン書簡集』 とは、一 味
違 った資料性 を上記二冊 に感 じたためである。
宣教師の残 した私的な文書(日 記 ・書簡)の なかか ら、周辺で起 きてい
る生活実態をつかめる、とい う新角は、後者のホール 日記を読むにつれ て
確信へ と変わった。ヘボ ンとその家族、とりわけ一途な信仰者ヘボン夫 人
クララの重大な存在に気づかせて くれ た貴重な、それでいて楽 しい読書が
出来た ことを今にも覚えている。
マカオ ・広東、それ に初期の中国開港地に在住 した外国人のなかで、生
活実態を感 じさせ る日記や書簡 とい う種類 の資料のなかに、宣教師関連の
熾のは、比較的少なめである点について も分かってきた。信仰 と伝道 に明
犠碁れてす る宗教家の敬虔な一面ばか りを思い込んでいた ら、そ うではな
いのである。彼 らにも当然のことなが ら、私 どもと同 じ生活がある。そん
な餅純な ことに築 くのに時間がかか りす ぎたよ うである。
',汐イ リアムズのよ うに1833年 か ら1876年 に至 る40年 ほどの長 い期間
を津国の南部(マカオ ・広東)で20年 余 り、中国北部(北 京)で20年 弱 の
年 月 を健 康 に過 ごせ た一 点だ けで も驚 きで はないであ ろ うか。物事 を
seriousに考 えるばか りでは、とうてい異国の土地での生活 は成 り立たない
はずである。それでいて聖職 として受 け止 めている宣教師の使命には、た
えず忠実にseriousで あ りたい とす る心が働いている。生活者の弱い肉体 と
聖職者の強い使命感の間の実際的バランス感覚に、ウィリアムズは、特 に
優れ ていたよ うに思われ る。
こうした生活者 としての肉体的な外見の一 面は、息子 による伝記ばか り
でな く、エール大学に寄贈 された未刊 の自筆書簡、それ も膨大な数量の資
料のなかに残 されていた。
几帳面で実際的な性格 を多く見出せ る宣教師の間に、実 は、このよ うに
沢 山の私的な書簡や 日記 を残 している人物がいる。信仰 と教会史の文献 と
20
して見 るだけに終始す ることなく、歴史研究資料 とい う広い視野のなかで
も、彼 らの残 した膨大な資料が、貴重な情報 ・監察 ・判断を提供する と考
えるに至った。SWWは そ の代表格的人物 と言 える。
3エ ール大学図書館文書室所蔵S・ ウェルズ ・ウィ リアムズ家
の自筆文書コレクシ ョンと、研究対象の特定
ウィ リアムズの一人息子 でエール大学の歴史學教師 になったフレデ リ
ックは、1884年 の父親 死後、早めに私的な文書、とりわけ父親発信 の私的
書簡(OutLetters)を 集 めて整理す る仕事に取 り掛かった。伝記執筆 に使用
したあとも、収集 と整理に努めていた よ うであるが、FWW晩 年 とな って
それ ら父親 関連の私的文書を親子両者に馴染み深いエール大学 図書館 に
寄贈 した。それ と同時に、 自分 自身の私的文書、それ に一族に伝承 されて
きた他の家族 の自筆文書類 も一緒に、エール大学図書館文書部門に寄贈 し
た。
本報告書で扱 う研究対象 は、これ らウィ リアムズ(SWW)、 フレデ リッ
ク(FWW)、 それ に家族を加えた三者の私的文書 か ら構成 されている。 同













六 つ の グル ー プ に分類 に整 理 され て い る コ レクシ ョン全 体 のサ イ ズは 、
(1)SeriesIか ら(5)SeriesVま でで、28箱 それ に3巻 大 判 書類 で構成 す る直
線20.25フ ィー トの長 さであ る。この数 量 のな かで本科 研 費 の研 究対象 は 、
自筆書 簡 で あって(1)SeriesI.Correspondence,1825～1939、お よび追加 資
料 ひ と箱分(6)Accession2010。M-027に 分類 され て い るが 、 コ レクシ ョン
全 体 の半 分 を 占める。
コ レクシ ョン全体 の約 半分 、約10フ ィー トの 自筆 書 簡類 を35mmマ イ
グ ロフ ィル ムに収す る と、後述 す るよ うに、10本 の リール とな った。一 本
Fyリ'一ル に は
、平均約1300コ マ、つ ま り1300頁 分 の書 簡 が収 録で き てい
'10本 の書簡 マイ ク ロ フィル ム ・リー ル の うち、 ウィ リアム ズ(SWW)に
直接 関連す る書 簡(BoththeOutLttersandtheInLettersofSWW)は、全体 で8
羮箋にあ り、残 り2巻 が 、 ウィ リア ムズ 死後 の フ レデ リック(FWW)に 関連
す鐇 自筆 書簡 で ある。
従 っ て(1)Seriesl.Correspondenceのうちで、 ウ ィ リアム ズ関連 の 自筆
書 簡 に 限定す る とき、約10000頁(1300pagesperreelx8reels)とい う数
量 計算 がで き る。 ウィ リア ムズ発信 書簡 と受信 書簡 の 両方 を含 めた概 算 の
頁 数 で あ る。一 通 の 自筆 書簡 が 、平均 してA5判 の4頁 分(通 常 の書簡 用
紙A4判 を半分 に折 る と、A5判4頁 とな る)と して概 算 した ら、2500通
の書簡 とい うこ とにな る。実 際 に は、6頁 以 上の長 文 書簡 とな るケー スが
多 い。 な に しろ相 互 の意思 疎通 の手段 が、 自筆 書簡 に 限 られ ていた 時代 で
あ るの だか ら、実 際 には長 く長 くな りが ちで あった。
そ の ほか に、ウィ リア ム ズ関連 の 自筆 書簡 が 、(2)SeriesILSamuelWells
Wi11iamspapersに も多数 含 まれ てい るの で、 見落 と して はな らない。 も と
も とこのSeriesIIの 分類 は、 自筆 原稿 、 それ に新 聞記 事切 り抜 き ・投稿 記
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もともと妻セイ ラに宛てて、二回の遠征 の旅先か ら日々の様子 を書 き送
った 自筆書簡 であるので、実際に小 さく折って郵送 した形跡が、用紙 に残
ってい る。後年にフレデ リック(FWW)が 、父親の伝記 を書 く際 に、大幅
に編集 した上で使 ってみた り、またそれぞれの遠征記 を学会 の出版物 とし
ても印刷発行 した。
そ うした執筆過程の さなかに、フ レデ リックの手に よって、両者 は とも
に合本 ・製本 して しまってい る。誠に残念である。資料の散逸 を避 けるた
め とか、効率的な執筆の方法 としては、その方が、書簡のままに保管 し使
用す るよるは、はるかに安全で便利 であったものらしい。
問題は後年 の私 どもに至るまでの保管状態にある。合本 してために、空
気 の流通 を妨 げ、湿気を保存 して しま うから、現状では、ボロボ ロの状態
に近 くなって しまってい る。 とてもマイ クロフィル ムの収録作業に耐 えら
れ る状態 にない。かろ うじてデ ジカメ、それ も二度の渡航によって、 よ う
や く判読可能 なコピー資料 に整えられた。
エール大学図書館の分類 では、SeriesIIの 各種文書類に入れているもの
の 、 日記 体 書 簡 とい う元 来 の 執 筆 動 機 か ら判 断 して 、SeriesI.
Correspondenceに 入れて もよかった性格の資料 なのである。本研究の対象
にこれ ら二冊の遠征記 を加 えなければな らない。両者 ともに大部 の遠征記
である。
実際、北京遠征 の終わった段階 とな り、1860年1月13日 の 日付で妻セ
イ ラに宛 てて次の ような文面を綴 ってい るのを見て も、それ はわか る。
1858～1859年 の北京遠征期 間に、800頁以上の 日記体私信 を妻に送 った と、






本研 究報告 書 の(2)に 掲載 す る 自筆 書簡 のAListの うち、swwOCと い
う記 号 が 入 っ て い る も の が 、 数 点 あ る 。 本 研 究 に よ っ てSeriesI.
Correspondenceは 、後 述 す る よ うに ウ ィ リア ム ズ に直接 関連す る8箱 分
(SeriesLBox1～Box7&Box18)を初 めてマ イ ク ロフ ィル ム化 で きた。 これ
に先行 して行 われ たマイ ク ロフ ィル ム化 は、短 い もの が一 つ あ るだ けだ っ
た。1853年 ～1854年 の 日本遠 征 に 関連 す る沖縄 訪 問 の書簡14通100頁 弱
だ けが、それ にあ た る。短 い ものでは あ るが、 これ も本 研 究 の対象 に加 え
ない とい けな い と判 断 した。
書簡 の 時期 と して は、[SWWtoNye:1854/02/06;Napa;SWWOqに始 ま
り、[SWWtoNye:1854/02/06;Napa;SWWOqに終わ る分 で あ る。 このマ
イ ク ロフィル ム作 りは、お そ らく早稲 田大 学 図書館 か らの依 頼 で作成 され
た よ うに推測 で きる。
ウィ リアム ズ関連 自筆 書簡 の最 後 は、2009年 末 まで に寄贈 を受 け、整理
分 類 した後 にの2010年 か ら、閲 覧可能 に なっ た次 に挙 げ る新 資料 で あ る。
(6)Accession2010-M-027.-Additionalmaterials
寄贈者 のハ ンチ ン グ トン三 世(Huntington.III)が 、ウィ リア ムズ(SWW)
の弟 ロバ ー ト(RobertStantonWilliams)の 子 孫 で あ る ところか ら、新 資料 の
内容 は、 ウィ リア ムズ宛 て ロバ ー ト自筆 書簡 が 占有 して い るので 、 ウィ リ
アム ズ発 信 の 自筆書簡 を含 ん で いない。 しか し本研 究 の対象 に加 えたい新
しい資料 であ る こ とに変 わ りな い。
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図1:2010年8月10日 工一ル大学図書館文書部でEM氏 の撮影。『SWW日 本遠征記』の一部
図2:2010年8月10日 工一ル大学図書館文書部でEM氏 の撮影。『SWW日 本遠征記』の一部
zs
以上のほかに、エール大学 図書館 以外に、ウィリアムズ関連 の自筆書
簡 を所蔵 す る機 関には、ア メ リカン ・ボー ド(ABCFM)と 米 国公文書館
(NationalArchive)が ある。今 回の研究対象 としては、周辺的な参照資料 に
違 いないものの、調査可能な範囲内で部分的に探索 した。ABCFMの 資料
は、エール大学神学部の保有す るマイクロフィルムを利用 した。また、後
者 の外交文書 は、北京の米国文化センター(美 国駐華使館信息諮詢 中心)
の保有す るマイクロフィルムを利 用で きた。
4判 読と活字化の手順と実績
研究対象 を確定 したあ とに、実際の作業に取 り掛か るのであるが、以 下
には、この研究期間に達成できた活字化の成果を リス トしておきたい。






























申請段階での ウィ リアムズ書簡 の判読 ・活字化は、初年度2008年 度 中に
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1500頁 、次年度に さらに1500頁 、合計で3000頁 を計画 していた。上掲の
図1で 合計欄 の36x40は 、通常のA4用 紙に打ち出 した ときに、一頁あ
た り36行 で一行あた り40文 字 として計算 した ら、3824頁 分 を打ち込んだ
とい う意味になる。 これは 目標の3000頁 を超 える枚数 とな り、下欄 の一
頁あた り30行 、一行あた り40文 字 に換算すると、6000頁 近 くなった。目
標 の二倍 ほどの英文を判読 し、タイプ して打ち出 した結果である。英単語
数 は、百五十 万近 くに迫る分量 となった。
5SWW発 信 書 簡(Out-Letters)の リス ト作 成
上掲の表 「図3:SWW発 信および受信書簡の判読と活宇化の実績」に示 した ウィ リア
ムズ関連の自筆書簡総数には、ウィ リアムズ発信 の書簡(OutLetters)お よ
び ウィリアムズ受信書簡(111Letters)の双方が含まれ ている。
後者の ウィ リアムズ受信書簡は、家族 のみな らず、知人 ・友人 ・仕事関
係者等、多彩 な人物による書簡を見 ることができる。主だった書簡 の書き
手 を単に以下に列挙するだけでも、興味津津 とい うところであろ う。
Bettleheim, Henry Blodgett  (18251903), Williams Jones Boone  (1811-1864), 
Sir John Bowring  (17921872), E.C. Bridgman  (18011861), Samuel Robbins 
Brown  (1810-1880), Anson Burlingame  (1820-1870), Edward L. Burlingame 
 (1848-1922), Caleb Cushing  (1800-1879), James Dwight Dana  (18131895), 
Hamilton Fish, George Park Fisher  (18271909), Daniel Coit Gilman 
 (18311908), Asa Gray  (18101888), Sophia Gardner Williams Grosvenor Gray 
 (1855-1938), Henry Fletcher Hance  (1827-4886), A.P. Happer  (1818-4  894), 
Robert Hart, James Curtis Hepburn  (1815-1911), Chester Holcome  (1844-1912), 
Samuel Reynolds House  (1817-1899), Henry Ivison  (1808-4884), John Glasgow 
Kerr  (1824-4901), William Lockhart  (1820-4892), Frederick Ferdinand Low 
 (1828-4894), W.A.P. Martin  (1827-1916), C.W. Mateer  (1836-1908), John 
Robert Morrison  (1814-1843), William Muirhead  (1822-1900), Gideon  Nye
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 (18121888), George Talbot Olyphant, Peter Parker  (1804-1888), Sir Harry 
Parkes  (1828-1885), Matthew  Calbraith Perry  (1794-1  858), William  B. Reed 
 (1806-1876), Charles Scribner (1854-1930), William Henry Seward 
 (1801-4  872), Benjamin Silliman  (1779-1864), Edward  W. Syle, William K. 
Townsend  (1849-1907), T.F. Wade  (1818-1895), William Hayes Ward 
 (1835-1916), Williams Family, M.T. Yates  (1819-4  888), Wing Yung 
 (1828-1912)o
これ らの人物 た ちか ら受 け取 った書 簡(lnLetters)が 現 存 してい て も、そ
の逆 の方 向の ウィ リア ムズ発信 書簡(OutLetters)が 、エ ール 大 学図書館 の
当該 コ レク シ ョンに含 まれ て い るわ け でない。
観 存す る ウィ リア ムズ発信 書簡 は 、前述 した二 冊 の遠征 記 の ほか には 、
本諏 告書第 一報 の 「(2)2011年2月2日 作成 、英文 報告 資 料:TheOutLetters
of=S.WellsWilliamsattheYaleUniversityLibraryArchive-一一AList.1で 、ほ ぼ全
て を網羅 で きてい る。 上 に列 挙 した 大勢 の人 物 と、 このOutLettersの リス
ト:..,:一比較 す る ときに、 大 きな違 い が あ る こ とに気 づ く。 断 るま で もな く、
ウpi'fsリアムズ発信 の書簡(OutLetters)は 、受 信 た ちの手 に一度 渡 っ てか ら、
ウィ リアム ズ死後 に、 フ レデ リック(FWW)の も とに返 却 され た もの と推
測 で き る。
二 冊 の遠征 記 を 除 く、ウィ リア ムズ発信 の 自筆書 簡 の総数 は、ほぼ1267
通 と判 断 で きる。
6研 究成果について
1)SWW自 筆書簡 の出版計画
これ ら二冊の遠征記 とウィリアムズ発信 自筆書簡は、今後一年間をかけ
て、最後検証 し、注や索引を作る等の編集作業 を経 て、中国の広西 と雲南
の二箇所の出版社 から別々に出版す る計画が、2012年3月 中旬の段階で進
行中である。出版の暁には、断るまで もな く、科研費による研 究の成果の
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一部であるこ とを明記 しなければならない。
ウィ リアムズ誕生か ら130年 にあた る2012年 には、北京外国語大学海
外漢学研 究中心の主催す る国際シンポジューム、そ して折 りよく上記 のよ
うな記念 出版物が、企画検討 され ているためである。
科研費の研究成果の公表は、もとよ り望 ましい ことであ り、これか らの
一年 ほどの時間をかけ、上記のよ うに成果 を出版できるように、これ まで
と同様に最大限の努力を傾 注 してみたい。
2)第 二報 研究成果(論 文)
約一年後 の2012年 に、上記の ように、英文の転写テ キス トを公表す る
ために、中国で出版できれ ば、当該科研費の成果 としては最高のものにな
ろ う。他方、た とえ一年先 とは言 え、将来計画である ことに変わ りない。
計画の頓挫 はありえることだ。
ところで、 この3年 間の継続期間のあいだに、判読 と活字化の作業 を進
めるかたわ らで、その都度、研究成果 の一部 を論文にま とめていけるよ う
にも努力 してみた。第二報にはそれ らすでに公表 した論文を再録 した。
3)第 三報 研究成果(そ の他)
論文のほかに研究成果の一部 を学会発表、講演、書評 、研究資料 として、
適宜発表 してきたが、 これ らを三報にま とめて報告 しておきたい。
本研究報告書でこうして再録 したもののほかに、論文(2点)、 講演(2
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 ["B" with numbers in the following list stands for the Biography of S.W.W. 
         written by Frederick, the number referring the related page in the book.] 
 ["n.y." in the following list indicates no year being given in the corresponding 
          letter, just as  "n.m." stands for no month, and "n.d." sometimes means no day 
         being given as well as  no  date inclusive of no year, no month, and no day. Also 
         "n.p." indicates no place-name being given by SWW when he wrote the 
         corresponding letter. The editor's tentative attempts are made in the following 
         list for such a missing information of dates and  places. 
         [SWWOC: SWW Okinawa Correspondence;  Yale. University Library; Williams 
         Family Papers; Correspondence  and  related papers 1853-1854, in English and 
         Chinese, of Samuel Wells Williams, missionary, diplomat, and sinologue, 
          concerning his service as interpreter on Commodore Matthew C. Perry's 
         expedition to Japan. 96 frames, ca. 28 items; Microfilmed at Yale University 
         Library, September 1970.] 
      1831 
 sww-000l  [SWW to Dana:  1831/  01/ 27; Utica; B28-9] 
 SWW-0002 [SWW to Father:  1831/  11/  23; Troy; B33-34] 
 SWW-0003 [SWW to Father:  1831/  12/  24; Troy; B36] 
      1832 
 SWW-0004 [SWW to Father: 1832/ 01/ 21;  Troy;  B36-38] 
 SWW-0005 [SWW to Father: 1832/ 03/07; Troy] 
         SWW-0006 [SWW to Father: 1832/04/ 23; Troy; B39-40] 
 SWW-0007 [SWW to Dana: 1832/ 04/ 25;  Troy] 
         SWW-0008 [SWW to Father: 1832/06/ 01; Troy]
32 
 SWW-0009 [SWW to Father: 1832/ 06/ 18; Troy; B41-43] 
SWW-0010 [SWW to Father: 1832/ 07/ 03; Troy] 
SWW-0011  [SWW  to Father: 1832/ 07/ 12; Troy; B43] 
 SWW-0012 [SWW to American Board: 1832/  07/20; Troy; B43-45; a coy] 
 SWW-0013 [SWW to Father: 1832/ 10/ 29; Utica] 
1833 
 SWW-0014 [SWW to Parents: 1833/ 04/ 12; Utica; B48-49] 
 SWW-0015 [SWW to Parents: 1833/ 06/ 15; On board the Morrison; B51] 
SWW-0016 [SWW to Friend Tubbs: 1833/ 06/ 26; On board the Morrison] 
 SWW-0017 [SWW to Father: 1833/ 09/ 24; On board the Morrison; B51-53] 
SWW-0018 [SWW to Friend unidentified: 1833/ 10/ 24; Lintin] 
SWW-0019 [SWW to Father: 1833/  11/  06; Canton; B64-65] 
 SWW-0020  [SWW  to Father: 1833/ 11/ 12; Canton] 
 SWW-0021  [SWW  to Mother:  1833/  11/ 13; Canton] 
SWW-0022  < [SWW to Father: 1833/ 11/ 14;  Canton] 
 SWW-0023 [SWW to Father: 1833/12/16; Canton] 
 SWW-0024 [SWW to Mrs. Whittelesy: 1833/ 12/ 29; Canton] 
1834 
 SWW-0025  [SWW  to Father: 1834/  01/  01; Canton] 
SWW-0026 [SWW to Father: 1834/ 01/ 24; Canton] 
SWW-0027 [SWW to Father: 1834/ 02/ 23; Canton: B67-8] 
SWW-0028 [SWW to Mother: 1834/ 02/ 23; Canton; B68-69] 
 SWW-0029 [SWW to Father: 1834/ 02/ 28;  Canton]. 
SWW-0030 [SWW to Father: 1834/ 03/ 04; Canton] 
 SWW-0031 [SWW to Father: 1834/ 03/ 26; Canton] 
 SWW-0032 [SWW to Mother: 1834/ 04/ 18; Canton] 
 SWW-0033 [SWW to Parents: 1834/ 04/ 20; Canton] 
SWW-0034 [SWW to Father: 1834/ 05/ 12; Canton]
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 SWW-0035 [SWW to Father: 1834/  05/  31; Canton] 
           SWW-0036 [SWW to Father: 1834/ 06/ 18; Canton] 
 SWW-0037 [SWW to Mother: 1834/ 07/ 01;  Canton] 
 SWW-0038 [SWW to Sister Sophia: 1834/ 07/ 04; Canton] 
 SWW-0039 [SWW to Father: 1834/ 07/ 14; Canton] 
           SWW-0040 [SWW to Father: 1834/ 08/ 08; Macao; B71-72] 
 SWW-0041 [SWW to Father: 1834/ 10/ 11; Canton] 
           SWW-0042 [SWW to Parents: 1834/ 10/ 30; Canton] 
 SWW-0043 [SWW to  Brothers  & Sister: 1834/ 11/ 12; Canton] 
 SWW-0044 [SWW to Father: 1834/  11/  20; Canton] 
 SWW-0045 [SWW to Mother: 1834/ 12/ 06; Canton] 
 SWW-0046 [SWW to Father: 1834/  12/  11; Canton] 
 SWW-0047 [SWW to Father: 1834/ 12/  20; Canton] 
        1835 
 SWW-0048 [SWW to Mother: 1835/ 01/ 19; Canton] 
 SWW-0049 [SWW to Father: 1835/ 01/ 24; Canton] 
 SWW-0050 [SWW to Mother: 1835/ 02/ 18; Canton] 
 SWW-0051 [SWW to Brother Frederick: 1835/  02/  19; Canton] 
 SWW-0052 [SWW to Father: 1835/ 02/ 21; Canton] 
 SWW-0053 [SWW to Father:  1835/03/ 21; Canton] 
 SWW-0054 [SWW to Mother: 1835/ 04/ 28; Canton] 
 SWW-0055 [SWW to Father: 1835/ 06/ 02; Canton] 
 SWW-0056 [SWW to Family:  1835/ 06/ 15; Canton] 
 SWW-0057 [SWW to Father: 1835/ 07/ 06; Macao] 
 SWW-0058 [SWW to Mother: 1835/ 07/ 22; Macao] 
 SWW-0059 [SWW to Anderson: 1835/  08/  20; Canton; unsigned; a draft] 
 SWW-0060 [SWW to Father: 1835/  08/  20; attached to the draft letter 
                       to Anderson] 
 SWW-0061 [SWW to Parker: 1835/ 08/ 27; Canton]
34 
SWW-0062 [SWW to Family: 1835/ 09/ 12; Canton] 
SWW-0063 [SWW to Father: 1835/ 09/ 25; Canton] 
SWW-0064 [SWW to Mother:  1835/  09/  26; Canton] 
 SWW-0065 [SWW to Father: 1835/ 10/ 29; Canton] 
 SWW-0066 [SWW to Father: 1835/  11/  23; Canton; B78-79] 
SWW-0067 [SWW to Brother Frederick: 1835/  11/  24; Canton] 
 SWW-0068 [SWW to Father: 1835/ 12/ 10; Canton] 
 SWW-0069 [SWW to Brother Frederick: 1835/ 12/ 17; On board a chop-boat] 
SWW-0070 [SWW to Stevens: 1835/ 12/ 31; Macao] 
1836 
SWW-0071 [SWW to Father: 1835/ 12/ 31, 1836/ 01/ 02, 1836/  01/  04, 
         1836/ 01/ 09  &1836/ 01/ 19;  Macao] 
 SWW-0072 [SWW to Brother Frederick: 1836/  01/15;  Macao] 
SWW-0073 [SWW to Stevens: 1836/  01/  21;  Macao] 
SWW-0074 [SWW to Father:  1836/  02/  12;  Macao] 
SWW-0075 [SWW to Mother: 1836/  02/.12; Macao] 
 SWW-0076 [SWW to Parker: 1836/ 02/ 15;  Macao] 
 SWW-0077 [SWW to Father: 1836/02/27;  Macao] 
 SWW-0078 [SWW to Father: 1836/ 03/ 17;  Macao] 
 SWW-0079 [SWW to Brother Frederick: 1836/ 04/ 02;  Macao] 
 SWW-0080 [SWW to Mother: 1836/ 04/ 02; Macao] 
 SWW-0081 [SWW to Father: 1836/ 04/ 09; Macao] 
SWW-0082 [SWW to Unidentified Recipient: 1836;  B] 
SWW-0083 [SWW to Unidentified Recipient at Home: 1836/ 06/ 25:  B83-84] 
SWW-0084 [SWW to Brother Frederick: 1836 /07/ 13; Macao] 
SWW-0085 [SWW to Father: 1836/ 08/ 24; Macao] 
SWW-0086 [SWW to Brother Frederick: 1836/ 08/ 31;  Macao] 
 SWW-0087 [SWW to Father: 1836/ 09/ 01;  Macao] 
SWW-0088 [SWW to Father: 1836/ 10/ 11;  Macao]
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 SWW-0089 [SWW to Parker: 1836/ 10/ 03;  Macao] 
 SWW-0090 [SWW to Anderson, ABCFM: 1836/ 11/ 29; Macao; B87-91] 
 SWW-0091 [SWW to Mother: 1836/ 11/ 30;  Macao] 
 SWW-0092 [SWW to Father: 1836/ 12/ 01;  Macao] 
 SWW-0093 [SWW to Father: 1836/ 12/ 10;  Macao] 
        1837 
           SWW-0094 [SWW to Parents: 1837/ 01/ 01;  Macao] 
 SWW-0095 [SWW to Unidentified Recipient: 1837/ 01/ n.d.; 
 n.p., Macao; B91-92] 
 SWW-0096  [SWW to Mother: 1837/ 01/ 31; n.p.,  Macao] 
 S'WW-0097 [SWW to Father: 1837/ 02/ 12;  Macao] 
 SWW-0098 [SWW to Brother Frederick: 1837/ 02/ 22;  Macao] 
 SWW-0099  [SWW  to Father: 1837/ 03/ 14;  Canton] 
           SWW-0100 [SWW to Sister: 1837/ 03/ 16;  Macao] 
           SWW-0101  [SWW to Mother: 1837/ 04/ 05;  Macao] 
 SWW-0102 [SWW to Father: 1837/ 04/ 10;  Macao] 
 SWW-0103 [SWW to Father: 1837/ 04/ 27;  Canton] 
 SWW-0104 [SWW to Brother Frederick: 1837/ 05/ 15;  Macao] 
           SWW-0105 [SWW to Father: 1837/ 07/ 02;  Macao] 
 SWW-0106 [SWW to Father: 1837/ 07/ 15; Lewchew] 
 SWW-0107 [SWW to Anderson:  1837/ 09/ 10; Canton;  B94-8] 
 SWW-0108 [SWW to Father: 1837/ 09/ 10;  Canton] 
 SWW-0109 [SWW to Father: 1837/ 09/ 30;  Canton] 
 SWW-0110  [SWW  to Father: 1837/ 10/ 08;  Macao] 
 SWW-0111  [SWW to Mother: 1837/  11/  12;  Macao] 
 SWW-0112 [SWW to Father: 1837/ 11/ 12; n.p.,  Macao] 
 SWW-0113  [SWW  to Father:  1837/  11/ 12; n.p.,  Macao] 
 SWW-0114 [SWW to Brother Dwight: 1837/  11/  12; Macao; a  copy] 
 SWW-0115 [SWW to Father:  1837/  11/  19;  Macao]
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 SWW-0116 [SWW to Parker: 1837/ 12/ 26; Macao] 
1838 
SWW-0117 [SWW to Father: 1838/ 01/ 21; Macao; B107-9] 
 SWW-0118 [SWW to Father: 1838/ 03/ 15; Canton] 
 SWW-0119 [SWW to Father: 1838/ 04/ 10; n.p., Macao] 
 SWW-0120 [SWW to Mother: 1838/ 04/ 29;  Macao] 
 SWW-0121 [SWW to Brother Frederick: 1838/ 05/  12;  Macao] 
SWW-0122 [SWW to Father: 1838/  07/  21; Macao] 
 SWW-0123 [SWW to Brother Frederick: 1838/ 08/ 31; Macao] 
 SWW-0124 [SWW to Father: 1838/ 09/ 17; Canton] 
 SWW-0125 [SWW to Father: 1838/ 11/ 12;  Macao] 
 SWW-0126 [SWW to Mother: no date, 1838; no place] 
1839 
 SWW-0127  [SWW  to Father: 1839/  01/  26; Macao; B109-110] 
 SWW-0128 [SWW to Parker: 1839/ 02/ 01;  Macao] 
 SWW-0129 [SWW to Mother: 1839/ 02/ 02;  Macao] 
 SWW-0130 [SWW to Parker: 1839/ 02/ 26; Macao] 
 SWW-0131 [SWW to Father: 1839/ 03/ 20; Macao] 
 SWW-0132 [SWW to Father: 1839/ 04/ 03;  Macao] 
 SWW-0133 [SWW to Father: 1839/  05/09; Macao] 
 SWW  0134 [SWW to Brother Frederick: 1839/ 05/ 17;  Macao] 
 SWW-0135 [SWW to Mother: 1839/ 06/ 13;  Macao] 
 SWW-0136 [SWW to Brother Frederick: 1839/ 06/ 21; Canton] 
SWW-0137 [SWW to Parker: 1839/ 07/ 10; n.p.,  Macao] 
 SWW-0138 [SWW to Mother: 1839/ 07/ 20;  Macao] 
 SWW-0139 [SWW to Parker: 1839/ 07/ 24; n.p.,  Macao] 
 SWW-0140 [SWW to Parker: 1839/ 08/ 01; n.p., Macao] 
SWW-0141 [SWW to Parker: 1839/ 08/ 12; n.p., Macao]
                       37 
 SWW-0142  [SWW  to Parker:  1839/  08/  21; n.p., Macao] 
 SWW-0143  [SWW  to Father: 1839/  08/  28; Macao;  B116-117] 
 SWW-0144 [SWW to Brother  Frederick: 1839/ 08/ 29;  Macao] 
 SWW-0145 [SWW to Parker: no date, ca. Aug., 1839; n.p., Macao] 
 SWW-0146  [SWW to Parker: n.d., 1839/ 09/ 12; n.p.,  Macao] 
     SWW-0147 [SWW to Father: 1839/ 09/ 20;  Macao] 
 SWW-0148 [SWW to Father: 1839/ 09/ 28;  Macao] 
 SWW-0149 [SWW to Parker: 1839/ 09/ 28;  Macao] 
 SWW-0150 [SWW to Mother: 1839/  11/  02;  Macao] 
 SWW-0151 [SWW to Father: 1839/  11/  02;  Macao] 
 SWW-0152  [SWW  to Parker: no date; 1839/ 11/ 16; n.p.,  Macao] 
 SWW-0153 [SWW to Brother Frederick: 1839/ 11/ 30;  Macao] 
 SWW-0154 [SWW to Father: 1839/ 12/ 03;  Macao] 
 SWW-0155 [SWW to Peter: 1839/ 12/ 17;  Macao] 
 SWW-0156 [SWW to Parker: no date, 1839; n.p.,  Macao] 
 1840 
 SWW-0157 [SWW to Parker: 1840/ 01/ 05;  Macao] 
 SWW-0158  [SWW to Parker: 1840/ 01/ 17; n.p.,  Macao] 
 SWW-0159 [SWW to Parker: 1840/  01/  25;  Macao] 
 SWW-0160 [SWW to Parker: 1840/  02/  12; n.p.,  Macao] 
     SWW-0161 [SWW to Father: 1840/ 03/ 06; Canton] 
 SWW-0162 [SWW to Parker: 1840/ 03/ 18;  Macao] 
 SWW-0163 [SWW to Parker: 1840/ 03/ 21;  Macao] 
 SWW-0164  [SWW to Parker: 1840/ 03/ 25;  Macao] 
 SWW-0165 [SWW to Parker: 1840/  03/  31; n.p.,  Macao] 
 SWW-0166 [SWW to Parker: 1840/ 04/ 04;  Macao] 
 SWW-0167 [SWW to Nye: 1840/ 04/ 04;  Macao] 
 SWW-0168 [SWW to Brother Frederick: 1840/ 04/ 05; Macao] 
 SWW-0169 [SWW to Parker: 1840/  04/ 08;  Macao]
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 SWW-0170 [SWW to Father: 1840/ 04/ 16;  Macao] 
 SWW-0171 [SWW to Parker: 1840/ 04/ 18;  Macao] 
 SWW-0172 [SWW to Parker:  1840/ 04/ 22;  Macao] 
 SWW-0173 [SWW to Brother Frederick: 1840/ 04/ 28;  Macao] 
 SWW-0174 [SWW to Father: 1840/ 04/ 30;  Macao] 
 SWW-0175 [SWW to Parker: 1840/ 05/ 23;  Macao] 
 SWW-0176 [SWW to Unidentified, Father; no date, 1840/ 06; no signature; 
          Enclosure, newspaper cutting; a  circular] 
 SWW-0177 [SWW to Frederick: 1840/ 06/ 15;  Macao] 
SWW-0178 [SWW to Father: 1840/ 06/ 15;  Macao] 
 SWW-0179 [SWW to Father: 1840/ 06/ 22; n.p.,  Macao] 
 SWW-0180  [SWW  to Brother Frederick: 1840/ 06/ 22;  Macao] 
 SWW-0181 [SWW to Frederick: 1840/ 07/ 29; n.p.,  Macao] 
 SWW-0182 [SWW to Father: 1840/ 08/ 06;  Macao] 
 SWW-0183 [SWW to Father: 1840/08/20; n.p., Macao;  B119-121] 
 SWW-0184 [SWW to Father: 1840/ 10/ 24; n.p.,  Macao] 
 SWW-0185 [SWW to Brother Frederick: 1840/  10/  26;  Macao] 
 SWW-0186 [SWW to Brother Frederick: 1840/  11/  30;  Macao] 
 SWW-0187  [SWW  to Father: 1840/  12/  01;  Macao] 
1841 
 SWW-0188 [SWW to Brother Frederick: 1841/ 01/ 02;  Macao] 
 SWW-0189 [SWW to Father: 1841/ 01/ 02;  Macao] 
 SWW-0190 [SWW to Mother: 1841/01/ 02;  Macao] 
SWW-0191  [SWW  to Father: 1841/ 01/ 09;  Macao] 
SWW-0192 [SWW to Father:  1841/03/ 01;  Macao] 
 SWW-0193 [SWW to Father:  1841/ 03/ 07;  Macao] 
 SWW-0194 [SWW to Father:  1841/ 03/ 29;  Macao] 
 SWW-0195 [SWW to Brother Frederick:  1841/ 03/ 29;  Macao] 
SWW-0196  [SWW  to Mother:  1841/  04/ 12;  Macao]
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 SWW-0197 [SWW to Father: 1841/ 04/ 26; Macao; B121-122] 
SWW-0198 [SWW to Father: 1841/ 05/ 10; Macao] 
 SWW-0199 [SWW to Father: 1841/ 05/ 15;  Macao] 
 SWW-0200  [SWW to Brother Frederick:  1841/ 05/ 15;  Macao] 
 SWW-0201 [SWW to Brother Frederick: 1841/ 05/ 31; Macao; 
         probably copied by  Dwight] 
 SWW-0202 [SWW to Brother Frederick: 1841/ 05/ 21;  Macao] 
 SWW-0203 [SWW to Father: 1841/ 06/ 15;  Macao] 
 SWW-0204 [SWW to Brother Frederick: 1841/ 07/ 01;  Macao] 
 SWW-0205 [SWW to Brother Frederick:  1841/ 07/ 28;  Macao] 
 SWW-0206 [SWW to Father:  1841/ 09/ 02;  Macao] 
SWW-0207 [SWW to Mother: 1841/ 09/ 15;  Macao] 
 SWW-0208 [SWW to Father:  1841/ 09/ 21;  Macao] 
 SWW-0209 [SWW to Brother Frederick: 1841/ 09/ 29; n.p.,  Macao] 
 SWW-0210  [SWW  to Father: 1841/  11/  20;  Macao] 
 SWW-0211 [SWW to Brother Frederick: 1841/  12/  10;  Macao] 
1842 
 SWW-0212 [SWW to Mother: 1842/ 03/ 26;  Macao] 
 SWW-0213 [SWW to Brother Frederick: 1842/ 05/ 25;  Macao] 
 SWW-0214 [SWW to Brother Frederick: 1842/ 06/ 25;  Macao] 
 SWW-0215 [SWW to Brother Frederick: 1842/ 09/ 02;  Macao] 
 SWW-0216 [SWW to Mother: 1842/12/16;  Macao] 
1843 
 SWW-0217 [SWW to Brother Frederick: 1843/  01/  20;  Macao] 
 SWW-0218 [SWW to Brother Frederick: 1843/ 02/ 28;  Macao] 
 SWW-0219  [SWW to Brother Frederick: 1843/ 03/ 20;  Macao] 
SWW-0220 [SWW to Mother: 1843/ 04/ 19-1843/ 06/ 03;  Macao] 
 SWW-0221  (SWW to  Nye:  n.d.. 1843/ 04/  27;  n.n., Macaol
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 SWW-0222 [SWW to Brother Frederick: 1843/  05/  29; Macao] 
SWW-0223 [SWW to Nye: n.d., 1843/ 06/ 10; n.p., Macao] 
 SWW-0224 [SWW to Brother Frederick: 1843/ 06/ 15; Macao] 
SWW-0225 [SWW to Mother: 1843109/ 21; Macao] 
SWW-0226 [SWW to Brother Frederick: 1843/ 09/ 27; Macao] 
 SWW-0227 [SWW to Brother Frederick: 1843/  11/  20; Macao] 
SWW-0228 [SWW to Mother: 1843/  12/  10; Macao] 
 SWW-0229 [SWW to  Brother Frederick: 1843/ 12/ 18;  Macao] 
SWW-0230 [SWW to  Nye: no date, 1843; no place, Macao] 
 SWW-0231 [SWW to Nye: no date, 1843; no place,  Macao] 
1844 
 SWW-0232 [SWW to  Brother  Fredeick: 1844/ 01/ 24;  Macao] 
 SWW-0233 [SWW to Mother: 1844/  01/  24; Macao] 
 SWW-0234 [SWW to Mother: 1844/ 03/ 12;  Macao] 
 SWW-0235 [SWW to Brother Frederick: 1844/ 03/ 19;  Macao] 
SWW-0236 [SWW  to. Brother Frederick: 1844/ 03/ 31;  Macao] 
SWW-0237 [SWW to Brother  Frederick:  1844/ 05/ 01;  Macao] 
SWW-0238 [SWW to  Nye: no date, July-August, 1844; no place, Macao] 
 SWW-0239 [SWW to Cousin Harriet Wood:  1844/  09/ 10;  Macao] 
 SWW-0240 [SWW to Nye:  1844/  09/  03;  Macao] 
 SWW-0241 [SWW to Mother: 1844/ 09/ 21; Macao;  B130-131] 
 SWW-0242  [SWW to Parker: 1844/  11/  01;  Macao] 
SWW-0243  [SWW to Parker: 1844/  11/  25;  Hongkong] 
SWW-0244 [SWW to  Bridgman:  1844/  12/  06;  Singapore] 
SWW-0245 [SWW to Parker: 1844/ 12/ 06; Singapore] 
1845 
SWW-0246 [SWW to Bridgman: 1845/ 01/ 13; Bombay] 
 SWW-0247 [SWW to Bridgman: 1845/ 01/ 29; Bombay]
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SWW-0248 [SWW to Bridgman: 1845/ 02/ 17; Suez; 
         misplaced in the microfilming, see No. 0341,  Reel  4, for 1865] 
 SWW-0249 [SWW to Brother Frederick: 1845/ 03/ 10; River Nile] 
 SWW-0250 [SWW to Bridgman: 1845/ 03/ 12, 14, 20, 21 & 1845/ 04/ 05, 16; River Nile] 
SWW-0251 [SWW to Parker: 1845/ 04/ 14; Cairo] 
SWW-0252 [SWW to Bridgman: 1845/ 04/ 24; Cairo] 
SWW-0253 [SWW to Parker: 1845/ 05/ 11; Jurusalem] 
SWW-0254 [SWW to Bridgman: 1845/ 05/ 12; Jurusalem; B134-136] 
 SWW-0255  [SWW  to Bridgman: 1845/ 05/ 30; Acre;  B137-8; & 1845/ 06/ 19] 
SWW-0256 [SWW to Bridgman: 1845/ 06/ 13 & 1845/ 06/ 19;  Beirin] 
 SWW-0257 [SWW to Unidentified Recipient: no date, no place given, 
         (June 30, 1845); perhaps copied by Frederick]
 SWW-0258 [SWW to Bridgman: 1845/ 06/ 30 & 1845/ 07/ 07; Malta;  B139-40] 
 SWW-0259 [SWW to Bridgman:  1845/  07/  27 &  1845/  08/  6; Rome] 
 SWW-0260 [SWW to the Director of the Imprimiere Royale: 1845/  08/  13; 
         Paris; attached with its French version dated 1845/ 08/ 14] 
 SVVW-0261 [SWW to Bridgman: 1845/ 08/ 18; B140; & 1845/ 08/ 25; B141-2; 
        & 1845/ 09/ 01; Paris] 
SWW-0262 [SWW to Bridgman: 1845/ 09/12 & 1845/ 09/18; London] 
 SWW-0263 [SWW to Bridgman: 1845/10/18; New York;  B144-145] 
 SWW-0264 [SWW to Dana: 1845/  12/  06; New York] 
 SWW-0265 [SWW to Brother Frederick: 1845/  12/  22; Utica] 
1846 
SWW-0266 [SWW to Mother: 1846/ 03/ 03; Cleveland;  B147-148] 
SWW-0267 [SWW to Parker: 1846/ 05/ 19; New York] 
SWW-0268 [SWW to Mother: 1846/ 09/ 15; New York; B149-150] 
 SWW-0269 [SWW to Mother: 1846/ 10/ 24; New York;  B150] 
 SWW-0270  [SWW  to Mother: 1846/ 11/ 17; New York; Johnbury]
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  1847 
 SWW-0271 [SWW to Fiancee Sarah Walworth: 1847/ 05/ 29; 
            New York;  B152-154] 
 SWW-0272 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 06/ 09; New York] 
  SWW-0273 [SWW to Sarah  Walworth: 1847/ 06/ 21; New York] 
  SWW-0274 [SWW to Parker:  1847/  06/ 30; New York] 
  SWW-0275 [SWW to Sarah Walworth:  1847/  07/ 14; New York] 
 SWW-0276  [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 08/ 02; New York] 
 SWW-0277 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 08/ 10; New York] 
 SWW-0278  [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 08/ 13; New York] 
 SWW-0279 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 08/ 19; New York] 
 SWW-0280 [SWW to Sarah: 1847/ 08/ 23; New York;  B155-156] 
 SWW-0281 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 08/ 30; New York] 
  SWW-0282 [SWW to Sarah Walworth: New York; 1847/  08/  31 
          &  1847/  09/  01] 
 SWW-0283  [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 09/ 04; New York] 
 SWW-0284  [SWW  to  Sarah: 1847/ 09/ 06;  New  York; B156-157] 
  SWW-0285 [SWW  to  Wife: 1847/ 09/ 13; New York; B157] 
 SWW-0286 [SWW to Sarah Walworth: 1847/  09/ 16; New York] 
  SWW-0287 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 09/ 20; New York] 
 SWW-0288 [SWW to Sarah Walworth: 1847/  09/  21 & 1847/ 09/ 22; 
            New York] 
 SWW-0289 [SWW to Sarah: 1847/ 09/ 27; New York;  B157-158] 
 SWW-0290 [SWW to Mother: 1847/ 09/ 28; New York] 
 SWW-0291 [SWW to Sarah Walworth: 1847/  09/  29 & 1847/ 10/ 01; 
            New York] 
 SWW-0292 [SWW to Sarah Walworth: 1847/  10/ 04; New York] 
 SWW-0293 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 10/ 08; New York] 
  SWW-0294 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 10/ 11; New York] 
 SWW-0295 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 10/ 18; New York]
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 SWW-0296 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 10/ 22; New York] 
SWW-0297 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 10/ 25; New York] 
SWW-0298 [SWW to Sarah Walworth: 1847/  10/  28; New York] 
 SWW-0299 [SWW to Sarah Walworth: 1847/  11/  01] 
SWW-0300 [SWW to Sarah Walworth: 1847/  11/  05; New York] 
SWW-0301 [SWW to Sarah Walworth: 1847/  11/  08; New York] 
 SWW-0302  [SWW  to Sarah Walworth: 1847/ 11/ 11; New York; B158-159] 
 SWW-0303 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 11/ 15; New York] 
 SWW-0304 [SWW to Sarah Walworth: 1847/ 11/ 17; New York] 
 SWW-0305  [SWW to Mother: 1847/ 12/ 01; Saratoga] 
 SWW-0306  [SWW to Wife Sarah: 1847/ 12/ 13; Charlestown; B159-160] 
 1848 
 SWW-0307  [SWW to Mrs. Martin: 1848/ 03/ 14; 
          not available on the microfilm, Reel No. 2, p.0098] 
 SWW-0308 [SWW to Brother George: 1848/ 08/ 12; Palmer] 
1849 
 SWW-0309 [SWW to Brother Frederick:  1849/02/ 24; Canton] 
 SWW-0310 [SWW to Brother Frederick: 1849/ 03/ 26; Canton] 
 SWW-0311 [SWW to Frederick's Wife, Sarah Pon Williams: 1849/ 04/ 21; 
         Canton] 
 SWW-0312 [SWW to Mother: 1849/ 05/ 23] 
 SWW-0313 [SWW to Brother Frederick: 1849/ 06/ 22; Canton; B170-171; 
         missing on the microfilm, Reel 2,  p.0147]
 SWW-0314 [SWW to Wife: 1849/07/14; n.p., Canton; 
         misplaced on the microfilm for the year 1869, Reel 4, 1068-70] 
 SWW-0315 [SWW to Wife: 1849/07/19; Canton; 
         misplaced on the microfilm for the year 1869,  Reel  4, 1072-3] 
 SWW-0316 [SWW to Brother Frederick: 1849/  07/  24; Canton]
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 SWW-0317 [SWW to Wife: 1849/ 07/ 27; Canton; misplaced on the microfilm, 
 Reel  2, p. 0152, on account of misreading 1849 for 1869] 
SWW-0318 [SWW to Wife:  1849/  08/  04 & 1849/ 08/ 06; n.p., Canton] 
 SWW-0319 [SWW to Wife: 1849/08/11; Canton; misplaced on the microfilm, 
 Reel  2, p. 0155] 
SWW-0320 [SWW to Brother Frederick: 1849/ 09/ 12 & 1849/ 09/ 27; 
 Macao;  B171-173] 
 SWW-0321 [SWW to Brother Frederick: 1849/ 10/ 28; Canton; B172-173] 
1850 
 SWW-0322 [SWW to Brother Frederick: 1850/ 03/ 29; Canton] 
SWW-0323 [SWW to Frederick: 1850/  05/22; Canton] 
 SWW-0324  [SWW  to  Dana:  1850/ 06/ 22; Canton; B173-174] 
 SWW-0325 [SWW to Brother Frederick: 1850/ 07/ 20; Canton; B174-6] 
SWW-0326 [SWW to Mother: 1850/ 09/ 26; Macao; B176-177] 
1851 
 SWW-0327 [SWW to Brother Frederick:  1851/ 01/ 28; Canton] 
SWW-0328 [SWW to Brother Frederick:  1851/ 02/ 25; Canton] 
 SWW-0329 [SWW to Brother Frederick:  1851/ 04/ 23; Canton] 
1852 
 SWW-0330 [SWW to Mother: 1852/ 04/ 22; Canton] 
 SWW-0331 [SWW to Dana: 1852/ 04/ 22; Canton;  B179-180] 
 SWW-0332 [SWW to Frederick: 1852/ 06/ 21; Canton; B180-181] 
1853 
 SWW-0333 [SWW to Brother Frederick: 1853/ 01/ 26; Canton] 
 SWW-0334 [SWW to Dana: 1853/ 02/ 23; Canton] 
SWW-0335 [SWW to Brother Frederick: 1853/ 04/ 16; Canton]
 45 
           SWW-0336 [SWW to Dana: 1853/ 04/ 30; Canton] 
 SWW-0337 [SWW to Wife: 1853/ 05/ 07; Macao] 
 SWW-0338 [SWW to Wife Sarah: 1853/ 05/ 09;  Macao] 
 SWW-0339 [SWW to Wife Sarah: 1853/ 05/ 10; On board ship] 
           SWW-0340 [SWW to Wife Saraha: 1853/ 05/ 11;Ship Saratoga] 
 SWW-0341 [SWW to Wife Sarah: 1853/ 05/ 12; Ship Saratogra] 
           SWW-0342 [SWW to Wife Sarah: 1853/ 05/ 16, 05/ 20, 05/ 25, 05/ 30, 06/ 01 
                      & 06/ 02; n.p., on board ship] 
 SWW-0343 [SWW to Wife Sarah: n.d., 1853/ 06; n.p., on board ship;  B187; 
                      missing on the microfilm, Reel 2] 
 SWW-0344 [SWW to Wife  Sarah: n.y., 1853/ 06/ 06; n.p., Lewchew; 
 B188-189; missing on the microfilm,  Reel  2, p.601] 
 SWW-0345 [SWW to Wife Sarah: 1853/ 06/ 08; Napa] 
 SWW-0346  [SWW  to Wife Sarah: n.y.,1853/ 06/ 1; n.p., Bonin Islands; 
 B189-190] 
            SWW-0347 [SWW to Wife Sarah:  n.y., 1853/ 06/ 18; n.p., Bonin Islands] 
 SWW-0348 [SWW to Sarah: n.y., 1853/ 06/ 23; n.p., Lewchew] 
 SWW-0349  [SWW to Wife: n.y., 1853/ 06/ 27; n.p., Lewchew] 
 SWW-0350 [SWW to Parker: 1853/ 06/ 27; Lewchew] 
 SWW-0351 [SWW to Nye: 1853/ 06/ 30; Napa] 
 SWW-0352 [SWW to Sophia: no  date  given, 1853/ 06/ ; n.p., Bonin Islands; 
                      Mr. Savory; B191-192] 
 SWW-0353 [SWW to Sophia: 1853/ 07/ 04; n.p. Japan; B192-193] 
           SWW-0354 [SWW to Frederick: 1853/ 07/ 16; Yedo Bay; B193-198; 
                      missing on the microfilm, Reel 2] 
 SWW-0355 [SWW to Children: 1853/ 07/ 16; Yedo Bay] 
 SWW-0356 [SWW to Wife: 1853/  08/  17; Canton] 
 SWW-0357 [SWW to Wife: 1853/  08/  18; Canton] 
            SWW-0358 [SWW to Brother Frederick: no date, 1853/ 08/ 20; n.p., Canton; 
                     B200-201; the main body of the letter missing
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          on the microfilm,  Reel  2] 
SWW-0359 [SWW to Wife: 1853/  08/  29; n.p., Canton] 
 SWVV-0360 [SWW to Wife: 1853/ 09/ 06; n.p., Canton] 
SWW-0361 [SWW to Wife: 18353/ 09/ 15; n.p., Canton] 
SWW-0362 [SWW to Brother Frederick: 1853/  09/ 24; Canton] 
SWW-0363 [SWW to Brother Frederick: 1853/  12/06; Canton; B203-204] 
1854 
 SWW-0364 [SWW to Wife: n.y., 1854/ 01/ 13; Ship Susquehanna; 
          Friday evening] 
SWW-0365 [SWW to Wife: 1854/ 01/ 13; no place given; SWWOC 14] 
 SWW-0366 [SWW to Brother Frederick: 1854/ 01/ 30; Lewchew] 
 SWW-0367 [SWW to Parker: 1854/ 02/ 04; Napa; SWWOC 12] 
 SWW-0368 [SWW to Nye:  1854/ 02/ 06; Napa; SWWOC 13] 
 SWW-0369  [SWW to Mother: 1854/ 09/ 09;  Macao] 
 SWW-0370 [SWW to Wife Sarah: 1854/ 09/ 22; Canton] 
SWW-0371 [SWW to Brother Frederick: 1854/ 10/ 09; Canton] 
1855 
 SWW-0372 [SWW to Brother Frederick: 1855/ 03/ 12; Canton] 
SWW-0373 [SWW to Dana: 1855/ 05/ 08; Canton] 
SWW-0374 [SWW to Dana: 1855/ 06/ 08; n.p., Canton] 
SWW-0375  [SWW  to Wife Sarah: n.y., 1855/  06/  15; n.p., Canton; 
         Friday evening] 
 SWW-0376 [SWW to Wife Sarah: 1855/  06/  21; Canton] 
SWW-0377  [SWW  to Walworth Son: n.y., 1855/ 07/ 10; n.p., Canton] 
 SWW-0378 [SWW to Frederick Brother: 1855/ 08/ 08; Canton] 
 SWW-0379 [SWW to Walworth Son: 1855/ 08/ 10; n.p., Canton] 
SWW-0380 [SWW to Walworth Son: 1855/ 08/ 20; Canton; 
         a drawing of sailing ship]
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 SWW-0381 [SWW to Dana: 1855/ 09/ 01; Canton] 
          SWW-0382 [SWW to Frederick Brother: 1855/ 10/ 12; Canton] 
 SWW-0383  [SWW  to  WL  Marcy; 1855/  11/  01; Canton] 
 SWW-0383a [SWW to Robert Brother:1855/  12/  13; Canton] 
          SWW-0384 [SWW to Frederick Brother: 1855/12/ 13; Canton] 
       1856 
 SWW-0385 [SWW to Mother: 1856/ 01/ 12] 
 SWW-0386 [SWW to Frederick Brother: 1856/ 02/ 13; Canton] 
 SWW-0387 [SWW to Dana: 1856/ 04/ 02; Canton] 
 SWW-0388 [SWW to Dana: 1856/04/ 12; Canton] 
 SWW-0389 [SWW to Dana: 1856/05/ 07; Canton] 
 SWW-0390  [SWW to Frederick Brother: 1856/ 05/ 08; Canton] 
 SWW  0391 [SWW to Brother  Robert: 1856/07/  07; Canton] 
 SWW-0392 [SWW to Mother: 1856/ 07/ 08; Canton] 
 SWW-0393  [SWW  to Sarah Wife:  1856/  07/  18; n.p., Canton] 
 SWW-0394 [SWW to Brother  Robert:  1856/ 07/ 22; Canton] 
 SWW-0395 [SWW to Wife Sarah: n.y., 1856/ 07/ 28; n.p., Canton] 
 SWW-0396 [SWW to Daughter Kate: 1856/ 08/ 05; n.p., Canton] 
          SWW-0397 [SWW to Wife Sarah: 1856/ 08/ 27; n.p.,  Canton] 
          SWW-0398 [SWW to Wife Sarah; 1856/ 09/ 03; Pagoda Island] 
 SWW-0399 [SWW to Wife Sarah: 1856/ 09/ 09; Shanghai] 
 SWW-0400 [SWW to Wife Sarah: 1856/ 09/ 09; Shanghai] 
 SWW-0401  [SWW  to Wife Sarah:  1856/  09/ 17; Shanghai] 
 SWW-0402 [SWW to Brother Dwight:1856/ 10/ 07; Shanghai] 
 SWW-0403 [SWW to Wife Sarah: 1856/ 10/ 07; Shanghai] 
          SWW-0404 [SWW to Brother Frederick:1856/ 10/ 07; Shanghai] 
 SWW-0405 [SWW to Wife Sarah: 1856/ 10/ 14;  Shanghai] 
          SWW-0406 [SWW to Wife Sarah: 1856/10/21;  Shanghai] 
 SWW-0407  [SWW  to Wife Sarah: 1856/ 11/ 14; Canton]
48 
SWW-0408 [SWW to Wife Sarah: 1856/ 11/ 17; Canton] 
 SWW-0409 [SWW to Wife Sarah: 1856/ 11/  22; n.p., Canton] 
 SWW-0410 [SWW to James M. Beebe, President of Board of Trade: 
         1856/ 12/ 10; Canton] 
1857 
 SWW-0411 [SWW to Dana: 1857/ 01/ 14; Macao] 
 SWW-0412 [SWW to Brother Robert: 1857/  01/  13;  Macao] 
 SWW-0413 [SWW to Brother Frederick: 1857/  01/  27;  Macao] 
 SWW-0414 [SWW to Brother Robert: 1857/  01/  28; Macao] 
 SWW-0415 [SWW to Dana: 1857/ 02/ 07;  Macao] 
SWW-0416 [SWW to Brother Frederick: 1857/ 03/ 13] 
SWW-0417 [SWW to Brother Frederick: 1857/ 04/ 25;  Macao] 
 SWW-0418 [SWW to Brother  Robert:  1857/ 06/ 08;  Macao] 
 SWW-0419 [SWW to Brother Frederick: 1857/ 06/ 22; Macao] 
 SWW-0420 [SWW to Brother Robert: 1857/ 07/ 08;  Macao] 
SWW-0421 [SWW to Brother Robert: 1857/ 07/ 20;  Macao] 
 SWW-0422 [SWW to Brother Frederick: 1857/  07/23;  Macao] 
 SWW-0423 [SWW to Brother Robert: 1857/ 07/ 31;  Macao] 
 SWW-0424 [SWW to Mrs Harriet C. Wood: 1857/ 08/ 06; Macao] 
 SWW-0425 [SWW to Brother Frederick: 1857/ 08/ 20; Macao] 
 SWW-0426 [SWW to Brother Robert: 1857/  08/  22; Macao] 
SWW-0427 [SWW to Brother Robert: 1857/ 09/ 08;  Macao] 
SWW-0428 [SWW to Brother Frederick: 1857/ 11/ 11;  Macao] 
 SWW-0429 [SWW to Dana: 1857/ 12/ 29; "Minnesota," Hongkong] 
 SWW-0430 [SWW to Brother Robert: 1857/ 12/ 30; "Minnesota,"  Hongkong] 
1858 
 SWW-0431 [SWW to Brother Frederick: 1858/  01/  26;  Macao] 
SWW-0432 [SWW to Brother Robert: 1858/ 02/ 24;  Macao]
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         SWW-0433 [SWW to Brother Frederick: 1858/ 03/ 10; Macao] 
 SWW-0434 [SWW to Brother Frederick: 1858/ 03/ 19; Hongkong] 
         SWW-0435 [SWW to Cousin Mrs Harriet C. Wood: 1858/ 04/ 10; Shanghai] 
         SWW-0436  [SWW to Wife: 1858/  04/  17/1858; n.p., on board 
                  the Mississipi; B254] 
 SWW-0437  [SWW to Wife: n.y., 1858/ n.m.,  04/  19; n.p., board ship; B254] 
 SWW-0438 [SWW to Wife: n.y., 1858/ n.m.,  04/  24; n.p., on board ship; 
                  B254-255] 
         SWW-0439 [SWW to Bridgman: 1858/ 04/ 28; On board the U.S.S. Minnesota] 
         SWW-0440 [SWW to Brother Frederick: 1858/ 04/ 30; 
                   On board the U.S.S. Minnesota, Gulf of Pichili] 
 SWW-0441 [SWW to Daughter Kate: 1858/ 05/ 15; 
                   On board the U.S.S. Minnesota, Gulf of Pichili] 
 SWW-0442 [SWW to Bridgman: 1858/ 05/ 22; On board the Minnesota; 
                   presumably later edited for some publication]
 SWW-0443  [SWW to Brother Frederick: 1858/ 05/ 25; Peihili Gulf] 
 SWW-0444 [SWW to unidentified recipient, B, Bridgman; 1858/ 06/ 18; 
                   Tientsin; Small type"; presumably later edited for publication] 
 SWW-0445 [SWW to Eliah C. Bridgman: n.y., 1858/ 06/ 19; no place] 
 SWW-0446 [SWW to unidentified, Bridgman: 1858/ 06/ 25-26; Tientsin; 
                    Extract from a letter] 
 SWW-0447  [SWW to Daughter Kate: 1858/ 07/ 01; Tientsin] 
 SWW-0448 [SWW to Frederick: 1858/  07/ 09 & 1858/  07/  28; 
                     "Minnesota
," Yellow Sea] 
 SWW-0449 [SWW to Brother Robert: 1858/ 08/ 12; Shanghai] 
 SWW-0450  [SWW to Daughter Kate: 1858/ 09/ 01; Shanghai] 
 SWW-0451 [SWW to Brother Frederick: 1858/ 09/ 22; Nagaski, 
                     on board  "Minessota"] 
 SWW-0452 [SWW to Edward W Syle: 1858/ 09/ 30; Nagasaki] 
 SWW-0453  [SWW to Daughter Kate: 1858/ 09/ 15; U.S. Ship  "Minnesota"]
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 SWW-0454 [SWW to Brother Robert: 1858/ 10/ 12; Shanghai] 
 SWW-0455 [SWW to Brother Frederick: 1858/ 10/ 22; Shanghai] 
SWW-0456 [SWW to Daughter Kate: 1858/ 11/ 03; Shanghai] 
 SWW-0457 [SWW to Brother Robert: 1858/  11/  04; Shanghai] 
SWW-0458 [SWW to Brother Frederick: 1858/ 12/ 07; Hong Kong, 
          on board  "Minnesotal 
 SWW-0459 [SWW to William B. Reed: 1858/ 12/ 07; On board  "Minnesota"] 
 SWW-0460 [SWW to William B. Reed: 1858/ 12/ 08; Hongkong Habor, 
          on board  "Minnesotal 
SWW-0461  [SWW to Brother Robert: 1858/ 12/ 22; Macao] 
1859 
 SWW-0462 [SWW to Unidentified, Baron Gross: 1859/ 01/ 10; Macao] 
 SWW-0463 [SWW to Brother Frederick: 1859/ 01/ 11; Macao] 
 SWW-0464 [SWW to Nye: 1859/ 01/ 15; no place, Canton] 
 SWW-0465  [SWW to  Nye: 1859/ 03/ 07; Canton] 
 SWW-0466  [SWW to Brother Frederick: 1859/ 03/ 12; Canton] 
SWW-0467 [SWW to Williams B. Reed: 1859/ 03/ 28; Macao 
 SWW-0468 [SWW to Williams Bradford Reed: 1859/ 04/ 22; Macao] 
SWW-0469 [SWW to Brother Frederick: 1859/ 04/ 24; Macao] 
 SWW-0470 [SWW to Brother Frederick: 1859/ 06/ 13; Shanghai] 
 SWW-0471 [SWW to Brother Frederick: 1859/ 07/ 05; 
 Off  Peiho, on board "Powhatan"] 
 SWW-0472 [SWW to Brother Frederick: 1859/ 07/ 29; Peking] 
 SWW-0473 [SWW to Brother Frederick: 1859/ 09/ 02; Shanghai] 
 SWW-0474 [SWW to Cousin Harriet: 1859/ 09/ 17; Shanghai] 
 SWW-0475 [SWW to Brother Frederick: 1859/ 10/ 11; Kiahing fu] 
 SWW-0476 [SWW to Brother Frederick: 1859/ 11/ 05; Kwanshau] 
SWW-0477 [SWW to Brother Frederick: 1859/ 12/ 28; Macao5]
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    1860 
 SWW-0478 [SWW to Brother Frederick: 1860/ 03/ 06; Hong Kong] 
      SWW-0479  [SWW to Nye: 1860/ 06/ 04; San Francisco] 
      SWW-0480 [SWW to Dana: 1860/ 08/ 15; Oswego] 
 SWW-0481 [SWW to Brother Frederick: 1860/ 09/ 07; St. Albans Vt.] 
      SWW-0482 [SWW to Reed: 1860/ 09/ 17; St. Albans Vt.]
 SWW-0483 [SWW to Huntington: 1860/ 10/ 26; Fordham] 
 SWW-0484 [SWW to Nye: 1860/  12/  10; Utica] 
 SWW-0485 [SWW to Brother Frederick: 1860/12/22; Scheneetady] 
 SWW-0486 [SWW to Parker: Christmas/1860; St. Albans] 
      SWW-0487 [SWW to Son Walworth: Christma/1860;  Albans  ] 
    1861 
 SWW-0488 [SWW to Brother Robert:  1861/ 01/ 05; St. Albans] 
 SWW-0489  [SWW to Parker: 1861/01/12; St. Albans] 
 SWW-0490 [SWW to Brother Robert: 1861/  01/  16; St. Albans] 
 SWW-0491  [SWW to WH Seward: 1861/ 03/ 13; no place given] 
 SWW-0492 [SWW to Nye:  1861/ 03/ 27; New York] 
 SWW-0493 [SWW to Parker:  1861/  04/  11; New York] 
      SWW-0494 [SWW to Parker: n.y., 1861/  04/  22; Rutland] 
 SWW-0495 [SWW to Brother Robert: 1861/  04/  29; St. Albans] 
 SWW-0496 [SWW to Parker: 1861/ 05/ 20; St. Albans] 
 SWW-0497  [SWW to Brother Robert: 1861/ 05/ 25; Jersey City] 
 SWW-0498 [SWW to Brother Robert: 1861/ 06/ 01; New York] 
 SWW-0499 [SWW to Dana: 1861/ 06/ 07; New York] 
 SWW-0500 [SWW to Brother Robert: 1861/ 10/ 10; Macao] 
      SWW-0501 [SWW to Bridgman: 1861/  10/ 19; Macao] 
      SWW-0502 [SWW to Brother Robert: 1861/ 10/ 26;  Macao] 
      SWW-0503 [SWW to Cousin Mrs. Harriet:  1861/ 10/ 29; Hongkong] 
 SWW-0504  [SWW to Son Frederick: n.y., 1861/  11/  07; no place given]
52 
SWW-0505 [SWW to Brother Frrederick: 1861/ 11/ 15;  Macao] 
 SWW-0506 [SWW to Mrs. Bridgman:  1861/  11/  16; Hongkong] 
SWW-0507 [SWW to Parker:  1861/  11/  28;  Macao] 
SWW-0508 [SWW to Dana: 1861/  11/  28;  Macao] 
1862 
 SWW-0509 [SWW to Brother Frederick: 1862/ 01/ 13; Macao, 
         the Legation of the United States]
SWW-0510 [SWW to Mrs. Bridgman: 1862/ 01/ 24; Macao] 
 SWW-0511  [SWW  to Brother Robert:  1862/  01/  28;  Macao] 
 SWW-0512 [SWW to Parker: 1862/ 02/  26;  Macao] 
 SWW-0513 [SWW to Mrs. Bridgman: 1862/ 02/ 27;  Macao] 
 SWW-0514 [SWW  to. Nye: n.y., 1862/ 03/  04;  n.p.,  Macao] 
 SWW-0515 [SWW to Brother Frederick: 1862/ 03/ 13  & 1862/ 04/ 10; Macao] 
 SWW-0516 [SWW to Brother Frederick: 1862/ 04/ 05;  Macao] 
 SWW-0517  [SWW to Brother Robert: 1862/ 04/ 15;  Macao] 
 SWW-0518 [SWW's Wife Sarah to Brother Frederick: 1862/ 04/ 15;  Macao] 
SWW-0519 [SWW to Brother Frederick: 1862/ 04/ 18;  Macao] 
 SWW-0520 [SWW to Wife: 1862/ 04/ 18;  Hongkong] 
SWW-0521 [SWW to Wife: 1862/ 04/ 23; Amoy] 
 SWW-0522 [SWW to Wife: 1862/ 05/ 15; n.p., Shanghai] 
 SWW-0523 [SWW to Wife: 1862/ 05/ 16; Shanghai] 
SWW-0524 [SWW to Wife: 1862/ 06/ 11; Shanghai] 
SWW-0525 [SWW to Brother Robert:  1862/  06/  14;  Shanghai] 
 SWW-0526 [SWW to Mrs. Bridgman:  1862/  07/  08; Tientsin] 
SWW-0527 [SWW to Wife: 1862/ 07/ 09;  Tientsin] 
 SWW-0528 [SWW to Wife: 1862/ 07/ 24;  Peking] 
 SWW-0529 [SWW  to. Brother Robert: 1862/ 08/ 01;  Peking] 
 SWW-0530 [SWW to Wife: 1862/ 08/ 07;  Peking] 
 SWW-0531 [SWW to Wife: 1862/ 08/ 23;  Peking]
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         SWW-0532 [SWW to Wife: 1862/ 09/ 03;  Peking] 
 SWW-0533 [SWW to Wife: 1862/ 09/ 24; Peking] 
 SWW-0534 [SWW to Wife: 1862/ 09/ 25; Peking, 
                    Legation of the United States]
 SWW-0535 [SWW to Brother Robert: 1862/ 10/ 13; Peking] 
 SWW-0536 [SWW to Wife: 1862/  11/  07; Tientsin] 
          SWW-0537 [SWW to Wife: 1862/ 11/ 10; Tientsin] 
 SWW-0538 [SWW to Brother Frederick: 1862/11/16 & 1862/11/27; 
                     On board  "Shanghai"] 
 SWW-0539 [SWW to Brother Robert: 1862/12/ 11;  Macao] 
       1863 
          SWW-0540 [SWW to Parker: 1863/ 01/ 13; Canton] 
 SWW:  0541  [SWW  to  Brother  Robert:  1863/  01/  13; Canton] 
 SWW-0542 [SWW to Brother Frederick: 1863/ 02/ 12; Macao] 
          SWW-0543  [SWW to Brother Robert: 1863/ 02/ 24; Macao] 
 SWW-0544 [SWW to Brother Frederick: 1863/ 02/ 27;  Macao] 
 SWW-0545 [SWW to Sister: 1863/ 03/ 28; Macao] 
 SWW-0546 [SWW to Daughter Sophia: 1863/ 04/ 23; Hongkong] 
 SWW-0547 [SWW to Cousin Harriet: 1863/ 05/ 25; Shanghai] 
 SWW-0548 [SWW to Brother Robert:  1863/05/ 28; Shanghai] 
          SWW-0549  [SWW to Cousin Harriet:  1863/06/ 22; Peking] 
 SWW-0550  [SWW to Brother Robert: 1863/ 07/ 08; Peking] 
 SWW-0551 [SWW to Brother Frederick and Caroline: 1863/ 07/ 23; Peking] 
 SWW-0552 [SWW to Dana: 1863/ 08/ 10; Peking] 
 SWW-0553 [SWW to Parker: 1863/ 09/ 05; Peking] 
          SWW-0554 [SWW to Brother Frederick: 1863/ 09/ 12; Peking] 
 SWW-0555  [SWW to Brother Robert: 1863/ 09/ 21; Peking] 
          SWW-0556 [SWW to Nye: 1863/ 09/ 26; Peiho, Legation of the United States] 
 SWW-0557 [SWW to Brother Frederick: 1863/11/ 24; Peking, Legation of the United States]
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SWW-0558 [SWW to Parker: 1863/12/02; Peking] 
 SWW-0559 [SWW to Cousin Wood: 1863/ 12/ 14;  Peking] 
1864 
SWW-0560 [SWW to Dana: 1864/ 01/ 12; Peking] 
 SWW-0561 [SWW to Brother Robert: 1864/ 02/ 26; Peking] 
 SWW-0562 [SWW to Cousin Harriet: 1864/ 04/ 02; Peking] 
SWW-0563 [SWW to Brother Robert:  1864/  05/ 07; Peking] 
 SWW-0564 [SWW to Dana:  1864/05/ 14; Peking] 
 SWW  0565  [SWW to Brother Frederick: 1864/ 06/ 01; Peking] 
SWW-0566 [SWW to Cousin Harriet: 1864/ 07/ 11; Peking] 
 SWW-0567 [SWW to Brother Robert:  1864/07/ 11; Peking] 
 SWW-0568 [SWW to Brother Robert: 1864/ 08/ 01; Peking, Western Hills] 
 SWW-0569 [SWW to Brother Frederick: 1864/ 08/ 12; Peking, Western Hills] 
 SWW-0570 [SWW to Parker:  1864/09/ 01; Peking] 
 SWW-0571 [SWW to Dana: 1864/ 10/ 08; Peking] 
 SWW-0572 [SWW to Brother Robert: 1864/ 10/ 18; Peking] 
SWW-0573 [SWW to Brother Frederick: 1864/ 12/ 01; Peking] 
SWW-0574 [SWW to Brother Frederick: 1864/ 12/ 05; Peking] 
1865 
 SWW-0575 [SWW to Brother Robert: 1865/ 01/ 17; Peking] 
 SWW-0576 [SWW to Brother Robert: 1865/ 02/ 18; Peking] 
 SWW-0577 [SWW to Burlingame: 1865/ 03/ 15; Peking] 
SWW-0578 [SWW to Brother Robert: 1865/ 06/ 23; Peking] 
SWW-0579 [SWW to Burlingame: 1865/ 06/ 26; Peking] 
 SWW-0580 [SWW to Cousin Harriet: 1865/ 07/ 15; Peking, Tremont Monastery] 
 SWW-0581 [SWW to Brother Robert: 1865/ 07/ 17; Peking, Tremont Monastery] 
 SWW-0582 [SWW to Brother Frederick: 1865/ 08/ 29; Peking] 
 SWW-0583 [SWW to Anderson: 1865/ 09/ 06; Peking]
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 SWW-0584 [SWW to  G'. Seward: 1865/ 09/ 06; Peking] 
           SWW-0585 [SWW to Anderson: 1865/ 09/ 08; Peking] 
 SWW-0586 [SWW to  G'. Seward: 1865/ 09/ 16; Peking] 
           SWW-0587  [SWW to  G'. Seward: 1865/ 09/ 27; Peking] 
 SWW-0588 [SWW to Messrs. Olyphant &  Hongkong: 1865/ 10/ 04; Peking] 
 SWW-0589 [SWW to  G'. Seward: 1865/ 10/ 05; Peking] 
 SWW-0590 [SWW to Parker: 1865/ 10/ 17; Peking] 
 SWW-0591 [SWW to  d. Seward: 1865/ 10/ 18; n.p., Peking; 
                      an illegible letter on account of wet ink]
 SWW-0592 [SWW to Brother Frederick: 1865/ 10/ 25; Peking] 
 SWW-0593 [SWW to Brother Robert: 1865/  10/  26; Peking] 
 SWW-0594 [SWW to WP Jones: 1865/ 10/ n.d.; n.p., Peking; almost illegible] 
 SWW-0595 [SWW to Olyphant &  1865/  11/  04; Peking] 
 SW„W-0596 [SWW to  G'. Seward: 1865/  11/  17; n.p., Peking; partially legible] 
 SWW-0597 [SWW to Unidentified:  1865/ 12/ n.d.; n.p., Peking] 
 SWW-0598 [SWW to  G'. Seward: 1866/01/20; an illegible letter, except a few passage] 
           SWW-0599 [SWW to  G.F. Seward: 1866/ 02/ 02; Peking] 
 SWW- 0600 [SWW to Brother Robert: 1866/  03/  03;  Peking] 
           SWW-0601 [SWW to GF. Seward: 1866/03/29; Peking] 
 SWW-0602 [SWW to GF. Seward: 1866/ 04/  03; Peking] 
 SWW-0603 [SWW to GF. Seward: 1866/ 04/ 12; Peking] 
 SWW-0604 [SWW to Maclay: 1866/ 04/ 25; Peking] 
 SWW-0605 [SWW to ET Sandford: 1866/ 05/ 05; Peking] 
 SWW-0606 [SWW to FP Knight: 1866/ 05/ 18; Peking] 
 SWW-0607 [SWW to Brother Frederick: 1866/ 05/ 26; Peking] 
 SWW-0608 [SWW to the S.S. of  1St Presby. Church, Utica: 1866/ 05/ 31; Peking] 
 SWW-0609 [SWW to  F.P. Knight: 1866/ 06/  02;  Peking] 
           SWW-0610  [SWW  to Dana: 1866/ 06/ 08; n.p., Peking] 
 SWW-0611 [SWW to Brother Robert: 1866/ 06/ 11; Peking] 
 SWW-0612 [SWW to F.P. Knight: 1866/ 06/ 12; Peking]
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 SWW-0613 [SWW to Seward: 1866/  06/23; Peking; an illegible letter] 
 SWW-0614 [SWW to Brother Frederick: 1866/ 06/ 28; Peking] 
SWW-0615 [SWW to Brother Robert: 1866/ 07/ 11; Peking] 
 SWW-0616 [SWW to Brother Frederick: 1866/ 08/ 17; Peking] 
 SWW-0617 [SWW to Brother Robert: 1866/ 10/ 18; Peking] 
 SWW-0618  [SWW  to de Mas: 1866/ 11/ 24; Peking] 
 SWW-0619 [SWW to Brother Robert: 1866/ 12/ 11; Peking] 
SWW-0620 [SWW to Kerr: 1866/ 12/ 18; Peking] 
 SWW-0621 [SWW to Anderson: 1866/  12/  21; Peking] 
 SWW-0622  [SWW  to Martin: 1866/ 12/ 29; Peking] 
1867 
 SWW-0623 [SWW  to. Brother Frederick: 1867/  01/  12; Peking] 
 SWW-0624 [SWW to Cousin Talcott: 1867/ 01/ 18; Peking] 
 SWW-0625 [SWW to Dana:  1867/02/  11; Peking] 
 SWW-0626  [SWW to Holdich:  1867/  02/ 18; Peking] 
 SWW-0627 [SWW to Cousin Harriet: 1867/ 03/ 18; Peking] 
SWW-0628 [SWW to Brother Robert: 1867/ 03/ 20; Peking] 
 SWW-0629 [SWW to Jones: 1867/ 03/ 27; Peking] 
 SWW-0630 [SWW to Sandford: 1867/  04/  25; Peking] 
 SWW-0631 [SWW to Pauthier: 1867/ 05/ 15; Peking] 
SWW-0632 [SWW to GT.  Olyphant: 1867/ 06/ 10; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0633 [SWW to Brother Robert: 1867/ 07/ 08; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0634 [SWW to Brother Robert: 1867/ 08/ 21; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0635 [SWW to Brother Robert: 1867/ 10/ 25; Peking] 
 SWW-0636  [SWW  to Dana: 1867/ 11/ 17; Peking] 
1868 
 SWW-0637 [SWW to Brother Robert: 1868/ 01/ 24; Peking] 
SWW-0638 [SWW to Brother Robert: 1868/ 03/ 04; Peking]
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 SWW-0639 [SWW to C.A. Saint:  1868/  03/21; Peking] 
 SWW-0640 [SWW to Cousin Harriet: 1868/ 06/ 29; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0641 [SWW to Brother Robert: 1868/ 06/ 30; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0642 [SWW to Brother Robert: 1868/  08/  24; Peking, Tremont  Temple  ] 
 SWW-0643 [SWW to Brother Robert: 1868/ 09/ 29; Peking] 
 SWW-0644 [SWW to Brother Robert: 1869/ 10/ 28; Peking] 
 SWW-0645  [SWW  to C.A. Saint:  1868/  11/ 10; Peking] 
 SWW-0646 [SWW to Brother Robert: 1868/  11/  24; Peking] 
       1869 
          SWW-0647 [SWW to Brother Robert: 1869/ 03/ 03; Peking] 
 SWW-0648  [SWW to Nye: 1869/ 03/ 12; Peking] 
 SWW-0649 [SWW to Brother Robert: 1869/ 04/ 29; Peking] 
 SWW:  0650 [SWW to Brother Robert: 1869/ 06/ 30; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0651 [SWW to Brother Robert: 1869/ 08/ 02; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0652 [SWW to Brother Robert: 1869/ 09/ 01; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0653  [SWW to Brother Robert: 1869/ 10/ 08; Peking] 
 SWW-0654  [SWW to GT. Olyphant:  1869/ 11/ 06; Shanghai] 
 SWW-0655 [SWW to  Wife:  1869/  11/  09; n.p.,  Shanghai,; Tuesday] 
 SWW-0656 [SWW to Brother Robert: 1869/ 11/ 10; Shanghai] 
 SWW-0657 [SWW to Brother Robert: 1869/ 12/ 22; Peking] 
 SWW-0658 [SWW to Cousin Harriet: 1869/ 12/ 25; Peking] 
       1870 
 SWW-0659 [SWW to Daughter Sophia: 1870/ 01/ 14; Peking] 
 SWW-0660 [SWW to Son Frederick: 1870/ 01/ 15; Peking] 
          SWW-0661 [SWW to Brother Robert: 1870/ 01/ 19; Peking] 
 SWW-0662  [SWW to Daughter Sophia: 1870/ 02/ 08; Peking] 
 SWW-0663  [SWW to Son Frederick: 1870/ 02/ 16; Peking] 
 SWW-0664 [SWW to Brother Robert: 1870/ 02/ 24; Peking]
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SWW-0665 [SWW to Brother Robert:  1870/  03/  24; Peking] 
 SWW-0666 [SWW to Wife and children: 1870/ 04/ 01; Peking] 
SWW-0667 [SWW to Minister of State and of Foreign Affaires, Stockholm: 
         1870/ 04/ 01; Peking] 
SWW-0668 [SWW to Brother Rober:  1870/  04/  23; Peking] 
 SWW-0669 [SWW to Brother Robert: 1870/ 05/16; Peking] 
SWW-0670 [SWW to Wife: 1870/ 05/ 20; Peking] 
 SWW-0671 [SWW to US Treasury: 1870/05/20; Peking] 
SWW-0672 [SWW to Daughter Sophia: 1870/ 05/ 23; Peking] 
SWW-0673 [SWW to Son:  1870/ 05/ 25; Peking] 
SWW-0674 [SWW to Mrs. Burlingame: 1870/ 05/ 26; Peking] 
 SWW-0675 [SWW to Wife: 1870/ 06/ 12; Peking] 
SWW-0676 [SWW to Cousin Harriet: 1870/  06/  16; Peking] 
SWW-0677 [SWW to Brother Robert: 1870/ 06/ 18; Peking] 
 SWW-0678 [SWW to Daughter Sophia: 1870/ 06/18; n.p., Peking] 
 SWW-0679 [SWW to  Daughter:  1870/ 07/  10;  Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0680 [SWW to Wife: 1870/  07/26; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0681 [SWW to Brother Robert: 1870/ 07/ 26; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0682 [SWW to Son Frederick:  1870/  07/  26; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0683 [SWW to Daughter Sophia: 1870/ 08/ 11; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0684 [SWW to Brother Robert: 1870/ 08/ 15; Peking] 
 SWW-0685 [SWW to Son Frederick: 1870/ 08/ 23; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0686 [SWW to Wife: 1870/ 08/ 24; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0687  [SWW to Wife: 1870/  09/  18; Peking] 
 SWW-0688 [SWW to Brother Robert: 1870/ 09/ 29; Peking] 
SWW-0689 [SWW to Daughter Sophia: 1870/ 10/ 20; Peking] 
SWW-0690 [SWW to Son Frederick: 1870/ 10/ 24; Peking] 
 SWW-0691 [SWW to Brother Robert: 1870/  10/  26; Peking] 
 SWW-0692 [SWW to Wife: 1870/  10/  27; Peking] 
SWW-0693 [SWW to Wife: 1870/10/28; Peking]
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          SWW-0694  [SWW  to Wife: 1870/  11/  22; Peking] 
 SWW-0695 [SWW to Daughter Sophia: 1870/  11/  22; Peking] 
 SWW-0696 [SWW to Brother Robert: 1870/ 11/  24; Peking] 
 SWW-0697  [SWW to Mateer: 1870/ 12/ 01; Peking] 
 SWW-0698 [SWW to Daughter Sophia: 1870/ 12/ 19; Peking] 
 SWW-0699 [SWW to GT. Olyphant: 1870/ 12/ 21; n.p., Peking] 
          SWW-0700 [SWW to Wife: 1870/ 12/ 24; Peking]
          SWW-0701 [SWW to Son Frederick:  1870/ 12/ 27; Peking] 
 SWW-0702 [SWW to Brother Robert: 1870/  12/29; Peking] 
       1871 
 SWAT-0703 [SWW to Children Sophia & Frederick: 1871/  01/ 01; Peking] 
 SWW-0704 [SWW to Wife:  1871/ 01/ 07; Peking] 
 SWW-0705 [SWW to Daughter Sophia:  1871/  01/  21; Peking] 
 SWW-0706 [SWW to Wife:  1871/ 01/ 24; Peking] 
          SWW-0707 [SWW to Son Frederick:  1871/ 01/ 25; Peking] 
 SWW-0708 [SWW to Brother Robert: 1871/ 01/ 26; Peking] 
 SWW-0709 [SWW to Daughter Sophia: 1871/  02/ 01; Peking] 
 SWW-0710 [SWW to Wife:  1871/ 02/ 20; Peking] 
          SWW-0711 [SWW to Daughter Sophia: 1871/ 02/ 21; Peking] 
          SWW-0712 [SWW to Brother Robert:  1871/ 02/ 21; Peking] 
 SWW-0713 [SWW to Son Frederick:  1871/ 02/ 22; Peking] 
 SWW-0714 [SWW to Cousin Harriet:  1871/ 03/ 30; Peking] 
          SWW-0715 [SWW to Wife: 1871/ 03/ 30; Peking] 
 SWW-0716 [SWW to GT Olyphant:  1871/ 03/ 30; Peking] 
          SWW-0717 [SWW to Brother Robert: 1871/ 03/ 30; Peking] 
          SWW-0718 [SWW to Son Frederick:  1871/ 03/ 30; Peking] 
 SWW-0719 [SWW to Abby:  1871/ 04/ 18; Peking] 
 SWW-0720 [SWW to Brother Robert:  1871/  04/ 24; Peking] 
 SWW-0721 [SWW to Son Frederick:  1871/  04/  25; Peking]
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SWW-0722  [SWW  to Wife:  1871/ 04/ 26; Peking] 
SWW-0723 [SWW to GT Olyphant:  1871/  04/  27; Peking] 
SWW-0724 [SWW to GT Olyphant:  1871/ 05/ 24; Peking] 
SWW-0725 [SWW to Daughter Sophia:  1871/ 05/ 24; Peking] 
 SWW-0726 [SWW to Brother Robert:  1871/ 05/ 25; Peking] 
 SWW-0727 [SWW to Wife:  1871/ 05/ 26; Peking] 
 SWW-0728 [SWW to Daughter Sophia: 1871/ 05  /  n.d. & 1871/ 05/ 10; Peking] 
 SWW-0729 [SWW to Wife:  1871/  06/ 18; Peking] 
 SWW-0730 [SWW to Cousin Harriet:  1871/ 06/ 22; n.p., Peking] 
 SWW-0731 [SWW to Brother Robert:  1871/  06/  22; Peking] 
 SWW-0732 [SWW to Son Frederick:  1871/  06/  27; Peking] 
 SWW-0733 [SWW to Wife:  1871/ 06/ 29; Peking] 
SWW-0734 [SWW to Daughter Sophia: 1871/ 07/ 25; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0735  [SWW to Wife:  1871/  07/  26; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0736 [SWW to Son Frederick:  1871/  07/  26;  Peking, Tremont Temple; 
         misplaced on the film, Reel 5  1048-51] 
 SWW-0737 [SWW to Brother Robert:  1871/ 07/ 27; Peking] 
 SWW-0738 [SWW to Son Frederick:  1871/ 08/ 29; Peking] 
SWW-0739 [SWW to Daughter Sophia: 1871/  08/29; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0740 [SWW to Wife:  1871/ 08/ 30; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0741 [SWW to Brother Robert:  1871/ 08/ 30; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0742 [SWW to Brother Robert:  1871/09/ 27; Peking 
 SWW-0743 [SWW to Wife: 1871/  10/22; Peking] 
 SWW-0744 [SWW to Daughter Sophia: 1871/ 10/ 26; Peking] 
 SWW-0745 [SWW to Wife: 1871/11/08; attached note to the 2 pages & a half 
         farewell letter of Blodget to  SWW] 
SWW-0746  [SWW  to Blodgett: 1871/ 11/ 15; Taku] 
SWW-0747 [SWW to Wife:  1871/  11/  26; Shanghai] 
 SWW-0748 [SWW to Blodgett: 1871/ 11/ 30; Shanghai] 
 SWW-0749 [SWW to Son Frederick:  1871/ 12/ 08; Shanghai]
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           SWW-0750 [SWW to Daughter Sophia:  1871/ 12/ 08; Shanghai] 
 SWW-0751 [SWW to Brother Robert: 1871/  12/  11; Shanghai] 
 SWW-0752 [SWW to Blodgett:  1871/ 12/ 12; n.p., Shanghai] 
 SWW-0753 [SWW to Daughter Sophia: 1872/ 01/ 07; Shanghai] 
 SWW-0754 [SWW to Brother Robert: 1872/ 01/ 08; Shanghai] 
 SWW-0755 [SWW to Son Frederick: 1872/ 01/ 08; Shanghai] 
 SWW-0756 [SWW to Cousin Harriet: 1872/ 01/ 09; Shanghai] 
           SWW-0757 [SWW to Wife: 1872/ 01/ 10; Shanghai] 
 SWW-0758 [SWW to Blodgett: 1872/ 01/ 13; n.p., Shanghai] 
 SWW-0759  [SWW to Blodgett: 1872/ 01/ 25; Shanghai] 
 SWW-0760 [SWW to Son Frederick: 1872/ 02/ 12; Shanghai] 
 SWW-0761 [SWW to Daughter Sophia: 1872/ 02/ 12; Shanghai] 
 SWW-0762 [SWW to Blodgett: n.y., 1872/  02/14; Shanghai] 
 SWW-0763  [SWW to Brother Robert: 1872/ 02/ 15; Shanghai] 
 SWW-0764 [SWW to Blodgett: 1872/ 02/ 22; n.p., Shanghai] 
 SWW-0765 [SWW to Wife: 1872/ 03/ 14; Shanghai] 
 SWW-0766 [SWW to Brother Robert: 1872/ 03/ 14; Shanghai] 
 SWW-0767 [SWW to Daughter Sophia: 1872/ 03/ 14; Shanghai] 
           SWW-0768 [SWW to Son Frederick: 1872/ 03/ 14; Shanghai] 
 SWW-0769 [SWW to Sister-in-law Abby: 1872/  04/ 10; n.p., Shanghai] 
 SWW-0770 [SWW to Daughter Sophia: 1872/ 04/ 10; Shanghai] 
 SWW-0771 [SWW to Wife: 1872/ 04/ 11; Shanghai] 
 SWW-0772 [SWW to Son Frederick: 1872/ 04/ 11; Shanghai] 
 SWW-0773  [SWW to Wife: 1872/ 04/ 27; Shanghai] 
 SWW-0774 [SWW to Brother Robert: 1872/ 05/ 01; Shanghai] 
           SWW-0775 [SWW to Son Frederick: 1872/ 05/ 09; Shanghai] 
 SWW-0776 [SWW to Wife: 1872/ 05/ 10; Shanghai] 
           SWW-0777 [SWW to Brother Robert: 1872/ 05/ 10; Shanghai] 
 SWW-0778 [SWW to Blodgett: 1872/ 06/ 04; Shanghai] 
           SWW-0779 [SWW to Daughter Sophia: 1872/ 06/ 07; Shanghai]
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SWW-0780 [SWW to Brother Robert: 1872/ 06/ 10; n.p., Shanghai] 
 SWW-0781 [SWW to Wife: 1872/ 06/ 11; Shanghai] 
 SWW-0782 [SWW to Son Frederick: 1872/ 06/ 11; n.p., Shanghai] 
 SWW-0783 [SWW to Parker: 1872/ 06/ 12; Shanghai] 
SWW-0784  [SWW to Wife: 1872/ 06/ 24; Shanghai] 
 SWW-0785 [SWW to Brother Robert: 1872/ 06/ 24; n.p., Shanghai] 
SWW-0786 [SWW to Blodgett: 1872/ 07/ 09; Shanghai] 
SWW-0787 [SWW to Son Frederick: 1872/ 07/ 10; Shanghai] 
SWW-0788 [SWW to Wife: 1872/ 07/ 10; Shanghai] 
 SWW-0789 [SWW to Daughter Sophia: 1872/ 07/ 11; Shanghai] 
SWW-0790 [SWW to Brother Robert: 1872/ 07/ 11; Shanghai] 
SWW-0791 [SWW to Wife: 1872/ 07/ 26; Shanghai] 
SWW-0792  [SWW to Wife: 1872/ 08/ 24; Shanghai] 
 SWW-0793 [SWW to Brother Robert: 1872/  08/24; Shanghai] 
 SWW-0794 [SWW to Daughter Sophia: 1872/ 08/ 24; Shanghai] 
SWW-0795  [SWW  to Son Frederick: 1872/  08/  24; Shanghai] 
 SWW-0796 [SWW to Wife: 1872/ 09/ 21; Shanghai] 
 SWW-0797 [SWW to Brother Dwight:  1872/  09/ 21; Shanghai] 
 SWW-0798 [SWW to Daughter Sophia: 1872/ 09/ 21; Shanghai] 
SWW-0799 [SWW to Dana: 1872/ 09/ 21; Shanghai] 
 SWW-0800 [SWW to Son Frederick: 1872/ 09/ n.d.; Shanghai] 
 SWW-0801  [SWW to Brother Robert: 1872/ 10/ 11; Shanghai] 
 SWW-0802 [SWW to Nye: no date, 1872/  10/  21; no place, Shanghai; Nye's note] 
 SWW-0803  [SWW to Wife: 1872/ 10/ 26; Shanghai] 
SWW-0804 [SWW to Brother Robert: 1872/ 10/ 26; Shanghai] 
 SWW-0805 [SWW to Daughter Sophia: 1872/ 10/ 26; Shanghai] 
SWW-0806 [SWW to Son Frederick: 1872/  10/  31; Shanghai] 
 SWW-0807  [SWW  to Wife: 1872/ 11/ 11; Shanghai] 
 SWW-0808 [SWW to Brother Robert: 1872/ 11/ 11; Shanghai] 
SWW-0809 [SWW to Wife:  1872/  11/  25; Shanghai]
 63 
 SWW-0810 [SWW to Daughter Sophia: 1872/  11/  26; Shanghai] 
 SWW-0811  [SWW  to. Brother Robert: 1872/ 12/  11; Shanghai] 
       1873 
          SWW-0812 [SWW to Daughter Sophia: 1873/ 01/ 01 & 1873/ 01/ 10; Shanghai] 
          SWW-0813 [SWW to Brother Robert: 1873/ 01/ 10; Shanghai] 
 SWW-0814 [SWW to Son Frederick: 1873/ 01/ 12; Shanghai] 
 SWW-0815 [SWW to Wife:  1873/-01/ 13; Shanghai] 
 SWW-0816 [SWW to Wife:  1873/  01/ 24; Shanghai] 
 SWW-0817 [SWW to Brother Dwight: 1873/ 01/ 25; Shanghai] 
 SWW-0818 [SWW to Wife: 1873/ 02/ 11; Shanghai] 
 SWW-0819 [SWW to Brother  Robert: 1873/ 02/  11 Shanghai] 
 SWW  :0820 [SWW to Daughter  Sophia: 1873/ 02/  11; Shanghai] 
          SWW-0821 [SWW to  Blodgett: 1873/ 02/ 14; n.p., Shanghai] 
          SWW-0822 [SWW to Son Frederick: 1873/ 02/ 24;  Shanghai] 
 SWW-0823 [SWW to Wife:  1873/02/ 28; Shanghai] 
          SWW-0824 [SWW to Brother Robert: 1873/ 02/ 28; Shanghai] 
 SWW  0825 [SWW to Brother  Robert: 1873/ 03/  11; Shanghai] 
 SWW-0826 [SWW to Wife:  1873/03/ 25; Shanghai] 
 SWW-0827  [SWW  to  Blodgett:  n.y.,  1873/  04/  04; Shanghai] 
 SWW-0828 [SWW to Wife: 1873/ 04/ 13; Shanghai; cable message] 
 SWW-0829 [SWW to Wife:  1873/  04/  25; Shanghai] 
 SWW-0830 [SWW to Son Frederick: 1873/  05/01; Shanghai] 
 SWW-0831 [SWW to Brother Robert: 1873/ 05/ 09; Shanghai] 
 SWW-0832 [SWW to Daughter Sophia: 1873/ 05/ 09;  Shanghai] 
 SWW-0833 [SWW to Son Frederick: 1873/ 05/ 10; Shanghai] 
 SWW-0834 [SWW to Nye: 1873/  05/  20; Shanghai] 
 SWW-0835 [SWW to Brother Robert: 1873/ 06/ 11; Shanghai] 
 SWW-0836 [SWW to Brother Robert: 1873/ 07/ 14; Peking] 
 SWW-0837 [SWW to Brother Robert:  1.873/  08/  15; Peking, Tremont Temple]
 64. 
SWW-0838 [SWW to Son Frederick: 1873/ 08/ 15; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0838 [SWW to Brother Dwight: 1873/  08/  15; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0840 [SWW to Son Frederick: 1873/ 08/ 28; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0841 [SWW to Brother Robert: 1873/ 09/ 13; Peking] 
SWW-0842 [SWW to Brother Robert: 1873/ 09/ 23; Peking] 
SWW-0843 [SWW to Son Frederick: 1873/ 09/ 29; Peking] 
SWW-0844 [SWW to Brother Dwight:  1873/  09/  29; Peking] 
SWW-0845 [SWW to Brother Robert:  1873/  10/  27; Peking] 
SWW-0846 [SWW to Brother Robert: 1873/ 11/ 01; Peking] 
SWW-0847 [SWW to Brother Robert: 1873/ 11/ 15; Peking] 
 SWW-0848 [SWW to Son Frederick:  1873/  12/  02; Peking] 
 SWW-0849  [SWW to Brother Dwight: 1873/  12/  05; Peking] 
 SWW-0850  [SWW  to Robert: 1873/  12/  24 &18741  01/  06; Peking] 
1874 
 SWW-0851  [SWW,  to Brother Robert: 1874/  01/  28; Peking] 
 SWW-0852 [SWW to Son Frederick: 1874/ 01/  28; Peking] 
SWW-0853 [SWW to Brother Dwight: 1874/ 03/ 11; Peking] 
 SWW-0854 [SWW to Son Frederick: 1872/ 03/ 28; Peking] 
SWW-0855 [SWW to Brother Robert: 1874/ 03/ 28; Peking] 
 SWW-0856 [SWW to Brother Robert:  1874/  05/  01; Peking] 
SWW-0857 [SWW to Son Frederick: 1874/ 05/ 01; n.p., Peking] 
 SWW-0858 [SWW to Brother Robert: 1874/ 05/ 15; n.p., Peking] 
SWW-0859 [SWW to Son Frederick:  1874/  06/  09 & 1874/ 06/ 12; n.p., Peking] 
 SWW-0860 [SWW to Brother Robert: 1874/  06/  15; n.p., Peking] 
 SWW-0861 [SWW to Nye: no date, 1874/ 06/ 18; no place; 
          Nye gives a hint; misplaced on the microfilm,  Reel  6, 0285-6] 
 SWW-0862 [SWW to Brother Robert: 1874/ 06/ 29; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0863 [SWW to Brother Robert:  1874/  07/  16; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0864 [SWW to Son Frederick: 1874/ 08/ 06; n.p., Peking]
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 SWW-0865 [SWW to Brother Robert: 1874/ 08/ 06; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0866 [SWW to Son Frederick: 1874/ 08/ 08; Peking, Tremont Tempple] 
 SWW-0867 [SWW to Brother Robert: 1874/ 09/ 17; n.p., Peking] 
           SWW-0868 [SWW to Brother Robert: 1874/ 09/ 22; Peking] 
 SWW-0869 [SWW to Brother Dwight: 1874/  09/  29; Peking] 
 SWW-0870 [SWW to Son Frederick: 1874/ 10/ 03; Peking] 
 SWW-0871 [SWW to Brother Robert: 1874/  10/  14; Peking] 
           SWW-0872 [SWW to Son Frederick: 1874/10/31; Peking] 
 SWW-0873 [SWW to Brother Dwight: 1874/11/12; Peking] 
 SWW-0874  [SWW  to Brother Robert: 1874/11/13; Peking] 
 SWW-0875 [SWW to Brother Robert: 1874/ 12/ 09; Peking] 
 SW'W-0876 [SWW to Son Frederick: 1874/ 12/ 09; Peking] 
 SWW  0877  [SWW  to Brother Robert: 1874/  12/  15; Peking] 
 SWW-0878 [SWW to Brother Robert: 1874/  12/  23; Peking] 
 1875 
 SW-0879 [SWW to Parker: 1875/ 01/ 06; Peking] 
 SWW-0880 [SWW to Brother Robert: 1875/ 01/ 26; Peking] 
 SWW-0881  [SWW  to Son Frederick: 1875/ 01/ 26; Peking] 
           SWW-0882 [SWW to Brother Robert: 1875/ 02/ 10; Peking; fragmentary] 
 SWW-0883 [SWW to Son Frederick: 1875/ 02/ 18 & 1875/ 02/ 24; Peking] 
 SWW-0884 [SWW to Brother Robert: 1875/ 02/ 24; Peking] 
           SWW-0885 [SWW to Brother Robert: 1875/ 03/ 06; Peking] 
 SWW-0886 [SWW to Brother Robert: 1875/ 03/ 20; Peking] 
 SWW-0887 [SWW to Brother Dwight & his wife: 1875/ 03/ 20; Peking] 
 SWW-0888 [SWW to Son Frederick: 1875/ 04/ 10; Shanghai] 
            SWW-0889 [SWW to Protestant Missionaries in China: 1875/ 04/ 15; 
                     Shanghai; pp. 3; printed letter and signed by  SWW]
 SWW-0890  [SWW to Brother Robert: 1875/ 04/ 15; Shanghai] 
            SWW-0891 [SWW to Thomas George Grosvenor: 1875/ 04/ 21; Shanghai]
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 SWW-0892 [SWW to Blodgett: 1875/  04/  24 & 1875/  04/26; Saigon] 
 SWW-0893 [SWW to Mateer:  1875/05/ 08; on board the Str. Pei-ho] 
 SWW-0894 [SWW to Brother Robert: 1875/  06/  23 & 1875/ 06/ 25; Brussels] 
 SWW-0895  [SWW to Brother Robert:  1875/  07/  21; Paris] 
SWW-0896  [SWW to Blodgett: 1875/ 08/ 02; London] 
 SWW-0897  [SWW to Son Frederick: 1875/  08/  04; London] 
 SWW-0898  [SWW to Daughter Sophia: 1875/ 08/ 20; on board the Republic] 
 SWW-0899 [SWW to Blodgett:  1875/  09/  02; Utica] 
 SWW-0900 [SWW to Dana: 1875/ 09/ 10; Utica; pp. 4] 
SWW-0901 [SWW to Brother Dwight: 1875/ 09/ 18; Utica] 
SWW-0902 [SWW to Daughter Sophia: 1875/ 09/ 24] 
 SWW-0903 [SWW to Brother Robert: 1875/  10/ 06; Chicago] 
 SWVV-0904  [SWW to Brother Robert: 1875/ 10/ 13; Washington] 
SWW-0905 [SWW to Hamilton Fish: 1875/ 10/ 14; Washington] 
 SWW-0906 [SWW to Brother Robert: 1875/  10/ 27; New Haven] 
 SWW-0907 [SWW to Brother Robert: 1875/  11/  02; St Albans] 
 SWW-0908 [SWW to Brother Robert:  1875/1.1/  12; Plattsburgh] 
 SWW-0909 [SWW to Brother Robert: 1875/  11/  09; St Albans] 
 SWW-0910  [SWW to Brother Robert: 1875/  11/  26; St Albans] 
 SWW-0911 [SWW to Brother Robert: 1875/ 12/ 03; New Haven] 
SWW-0912  [SWW to Daughter Sarah:  1875/ 12/ 17; Utica] 
SWW-0913 [SWW to Blodgett: 1875/ 12/ 18; Utica] 
1876 
SWW-0914 [SWW to Brother Robert:  1876/  01/ 15; Washington] 
SWW-0915 [SWW to Hamilton Fish, Sec. of State: 1876/  01/ 17; Washington; 
          Asks for repayment to substitute, Jan. 18, 1876] 
 SWW-0916 [SWW to Brother Robert: 1876/ 01/ 27; Washington] 
SWW-0917 [SWW to Brother Robert: 1876/ 02/ 02; Washington] 
 SWW-0918 [SWW to Brother Robert: 1876/ 02/ 12; Pennsylvania]
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 SWW-0919 [SWW to Blodgett:  1876/  02/  19; Utica] 
 SWW-0920 [SWW to Dana: 1876/ 02/ 29; Utica] 
 SWW-0921 [SWW to Daughter Sophia:  1876/ 03/02; Utica] 
         SWW-0922 [SWW to Dana: 1876/ 03/ 15; Utica] 
 SWW-0923 [SWW to Brother Robert: 1877/ 03/ 19;  n.p., Utica; 
                    misplaced on the microfilm, Roll 6, 0767] 
 SWW-0924 [SWW to Brother Robert: 1876/ 04/ 24; Yokohama] 
         SWW-0925 [SWW to Daughter Sophia: 1876/ 05/ 06; Shanghai] 
          SWW-0926 [SWW to Brother Robert: 1876/ 05/ 12; Shanghai] 
 SWW-0927 [SWW to Daughter Sophia: 1876/ 05/ 15; Shanghai] 
 SWW-0928 [SWW to  Brother.Robert: 1876/ 05/ 20; Shanghai] 
          SWW-0929 [SWW to Wife Sarah: 1876/ 05/ 26, Peiho river; 
                  &  1876/  05/  31, Peking] 
 SWW-0930 [SWW to Brother Robert: 1876/ 06/ 05; Peking] 
 SWW-0931 [SWW to Daughter  Sophia: 1876/  06/ 07; Peking] 
 SWW-0932  [SWW to  Thomas George Grosvenor, Son-in-Law: 
 1876/  06/  13;  Peking] 
 SWW-0933  [SWW to Brother Robert: 1876/  06/20; Peking] 
 SWW-0934 [SWW to Hamilton Fish:  1876/ 06/ 20; Peking] 
         SWW-0935 [SWW to Hamilton Fish:  1876/ 06/ 20; Peking] 
 SWW-0936 [SWW to Brother Robert: 1876/ 07/ 04; Peking; 
                      an enclosure, a poem  "Centennla", by Chester Holcombe] 
 SWW-0937  [SWW to Thomas George Grosvenor: 1876/ 07/ 10; Peking] 
 SWW-0938 [SWW to Brother Robert: 1876/ 07/ 17; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0939 [SWW to Mrs Eliza E. Yates: 1876/ 07/ 17; 
                    Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0940 [SWW to Daughter Sophia: 1876/ 07/ 17; Peking, Tremont Temple] 
          SWW-0941 [SWW to Wife Sarah: 1876/ 07/ 31; Peking,  Tremont Temple] 
          SWW-0942 [SWW to Daughter Sophia:  1876/  07/  31; Peking, Tremont Temple] 
 SWW-0943 [SWW to Grosvenor:  1876/  08/  08; Peking, Tremont Temple]
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 SWW-0944 [SWW to Brother Robert: 1876/ 08/ 15; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0945 [SWW to Wife Sarah: 1876/ 08/ 28; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0946 [SWW to Brother Robert: 1876/ 08/ 29; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0947 [SWW to Nye: 1876/ 09/ 01; Peking, Tremont Temple] 
SWW-0948 [SWW to John L. Nevius and others: 1876/ 09/ 17; Peking] 
 SWW-0949 [SWW to Brother Robert: 1876/ 10/ 04; Peking] 
SWW-0950 [SWW to Wife Sarah: 1876/ 10/ 04; Peking] 
 SWW-0951 [SWW to Ernest J. Eitel: 1876/ 10/ 06; Peking] 
 SWW  0952 [SWW to Nye: 1876/ 10/ 16; Peking] 
 SWW-0953 [SWW to Wife Sarah: 1876/ 10/ 20; Peking] 
 SWW-0954 [SWW to Hamilton Fish: 1876/ 10/ 24; Peking; 
          fragmentary; misplaced on the microfilm, Roll 6, 0931] 
 SWW-0955 [SWW to  Wife Sarah: 1876/  10/26; Peiho] 
 SWW-0951  [SWW  to Blodgett: 1876/  11/  05; Shanghai] 
SWW-0952  [SWW  to Blodgett: 1876/ 11/ 13; Shanghai] 
 SWW-0953  [SWW  to  T. G Smith, Secretary, North China Branch of 
 the  Royal Asiatic Society: 1876/  11/  22; no place] 
1877 
 SWW-0954 [SWW to Blodgett: 1877/ 01/ 06; Utica; pp. 4] 
 SWW-0955 [SWW to Chester Holcombe: 1877/ 01/ 22; Washington] 
 SWW-0956 [SWW to Brother Robert: 1877/ 01/ 24; Washington; pp. 4] 
 SWW-0957 [SWW to Blodgett: 1877/ 02/ 02; New Haven] 
 SWW-0958 [SWW to Blodget, Edkins and others: 1877/ 02/ 02; New Haven] 
SWW-0959 [SWW to F.F. Ellinwood: 1877/ 02/ 14; New Haven] 
SWW-0960 [SWW to Mrs. Cornelia W. Martin: 1877/ 02/  26/  New Haven] 
 SWW-0961 [SWW to Brother Robert: 1877/ 03/ 03/ New Haven] 
SWW-0962  [SWW to Brother Robert: 1877/ 03/ 24; New Haven] 
SWW-0963 [SWW to Brother Robert: 1877/ 03/ 28; New Haven] 
SWW-0964 [SWW to Brother Robert: 1877/ 04/ 02; n.p., New Haven]
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           SWW-0965 [SWW to Brother Robert:  1877/04/ 04; New Haven] 
           SWW-0966 [SWW to Brother Robert: 1877/ 04/ 09; New Haven] 
 SWW-0967 [SWW to Grosvenor: 1877/  04/  13; New Haven] 
 SWW-0968 [SWW to Cousin Mrs Harriet Wood: 1877/ 04/ 17; New Haven] 
           SWW-0969 [SWW to Brother Dwight: 1877/ 04/ 19; New Haven] 
 SWW-0970 [SWW to Brother Robert: 1877/ 04/ 25; New Haven] 
 SWW-0971 [SWW to Brother Robert: 1877/ 05/ 01; n.p., New Haven] 
           SWW-0972 [SWW to Blodgett: 1877/ 05/ 07; New Haven]
 SWW-0973 [SWW to Brother Robert: 1877/ 06/ 06; New Haven] 
 SWW-0974 [SWW to Blodgett: 1877/ 06/ 14; New Haven] 
 SWW-0975 [SWW to Blodgett: 1877/ 07/ 03; New Haven] 
 SWW-0976 [SWW to Brother Robert: 1877/ 07/ 12; n.p., New Haven] 
           SWW-0977 [SWW to Franklin B. Dexter: 1877/ 07/ 13; New Haven; 
                     misplaced on the microfilm, Reel 6, 1277 & 1279] 
 SWW-0978 [SWW to Sophia: 1877/ 08/ 31; Utica] 
 SWW-0979 [SWW to Brother Robert: 1877/ 09/ 10; New Haven] 
 SWW-0980 [SWW to Nye: 1877/ 09/ 12; New Haven] 
 SWW-0981 [SWW to Blodgett: 1877/ 09/ 17; New Haven] 
 SWW-0982 [SWW to Brother Dwight: 1877/ 09/ 22; New Haven] 
           SWW-0983  [SWW to Brother Robert: 1877/ 09/ 26; n.p., New Haven] 
 SWW-0984 [SWW to Blodgett: 1877/ 10/ 09; New Haven] 
 SWW-0985 [SWW to Brother Robert: 1877/ 12/ 04; n.p., New Haven] 
 SWW-0986 [SWW to Daughter: 1877/  12/  06; New Haven] 
 SWW-0987 [SWW to Blogett: 1877/ 12/ 13 & 1877/ 12/ 22; New Haven] 
 SWW-0988 [SWW to Brother Dwight: 1877/ 12/ 17; New Haven] 
 SWW-0989 [SWW to Brother Robert: 1877/ 12/ 27; n.p., New Haven] 
       1878 
           SWW-0990  [SWW to Brother Robert: 1878/ 01/ 09; New Haven] 
 SWW-0991 [SWW to Brother Dwight: 1878/ 01/ 14; n.p., New Haven]
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SWW-0992 [SWW to Brother Robert: 1878/ 02/ 01; New Haven] 
 SWW-0993 [SWW to Brother Robert: 1878/ 02/ 06; New Haven] 
 SWW-0994 [SWW to Blodgett:  1878/02/ 07; New Haven] 
SWW-0995 [SWW to Brother Robert: 1878/ 02/ 16; New Haven] 
SWW-0996 [SWW to Brother Robert: 1878/ 02/ 21; New Haven] 
SWW-0997 [SWW to Nye:  1878/  02/  21; New Haven] 
 SWW-0998 [SWW to Brother Robert: 1878/ 02/ 23; n.p., New Haven] 
 SWW-0999 [SWW to Brother Robert: 1878/ 03/ 07; New Haven] 
SWW-1000 [SWW to Brother Robert: 1878/ 03/ 11; New Haven] 
SWW- 1001 [SWW to Blodgett: 1878/ 03/ 21; New Haven] 
 SWW-1002 [SWW to Daughter Sophia: n.y., 1878/ 03/ 23; 
           New Haven; a long note enclosed]
 SWW-1003  [SWW  to Brother  Robert:  1878/ 04/  22;  n.p., New Haven] 
 SWW-1004  [SWW to Daughter Sophia and her husband: 1878/ 04/ 24; 
           New Haven] 
 SWW-1005 [SWW to Blodgett: 1878/  05/  18; New Haven] 
 SWW-1006 [SWW to Brother Robert: 1878/ 05/ 24; n.p., New Haven] 
 SWW-1007  [SWW  to  Sophia: 1878/ 06/ 07; New Haven] 
 SWW-1008 [SWW to Brother Robert: 1878/ 06/ 14; New Haven] 
 SWW-1009 [SWW to Blodgett: 1878/ 06/ 22; New Haven] 
 SWW-1010 [SWW to Brother Robert: 1878/ 06/ 29; n.p., New Haven] 
 SWW-1011 [SWW to Brother Robert: 1878/ 07/ 06; New Haven] 
 SWW-1012 [SWW to Blodgett: 1878/  07/20; Utica] 
 SWW-1013 [SWW to Blodgett: 1878/ 08/ 20; New Haven] 
 SWW-1014 [SWW to Brother Robert: 1878/ 08/ 28; n.p., New Haven] 
SWW-1015 [SWW to Brother Robert: 1878/ 09/ 11; n.p., New Haven] 
 SWW-1016 [SWW to Grosvenor: 1878/ 09/ 21; n.p., New Haven] 
 SWW-1017 [SWW to Brother Robert: 1878/ 09/ 28; n.p., New Haven] 
SWW-1018 [SWW to Blodgett: 1878/ 10/ 21; New Haven] 
 SWW-1018 [SWW to Son Frederick: 1878/ 10/ 31; New Haven]
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 SWW-1019  [SWW  to Brother Robert:  1878/  11/  01; n.p., New Haven] 
           SWW-1020 [SWW to Brother Robert: 1878/ 11/ 07; n.p., New  Haven] 
           SWW-1020 [SWW to Nye: 1878/ 11/ 08; New Haven]
 SWW-1021 [SWW to Blodgett: 1878/ 11/ 18; New Haven] 
 SWW-1022 [SWW to Brother Robert: 1878/ 12/ 10; New Haven] 
 SWW-1023  [SWW to Brother Robert: 1878/  12/  13; n.p., New Haven] 
        1879 
 SWW-1024 [SWW to Brother Robert: 1879/  01/  06; n.p., New Haven] 
           SWW-1025 [SWW to Dwight: 1879/ 01/ 09; New Haven] 
 SWW-1026 [SWW to Brother Robert: 1879/  01/  15 
                    &  1879/  01/  16; Washington; fragmentary?] 
 SW-1027 [SWW to Brother Robert:  1879/  01/  31-, New Haven] 
 SW-1028  [SWW to Brother Robert: 1879/ 02/ 14; New  Haven]  • 
            SWW-1029 [SWW to Brother Robert: n.y., 1879/ 02/ 19; New Haven] 
 SW-1030 [SWW to Brother Robert:  1879/03/ 01; New Haven] 
 SW-1031 [SWW to Brother Robert: 1879/ 03/ 05; n.p., New Haven] 
 SWW-1032 [SWW to Blodgett: 1879/ 03/ 21; New Haven; copy; 
                       "the press at Canton & Macao; Chinese Repository"] 
 SWW-1033  [SWW to Brother Robert: 1879/  03/  31; n.p., New Haven] 
 SWW-1034  [SWW to Brother Robert: 1879/  04/  09; n.p., New Haven] 
 SWW-1035  [SWW to Brother Robert: 1879/  04/  30; n.p., New Haven] 
 SWW-1036 [SWW to Brother Robert: 1879/  05/10; n.p., New Haven] 
 SWW-1037 [SWW to Brother Robert: 1879/ 06/ 09; n.p., New Haven] 
 SWW-1038 [SWW to Brother Robert: 1879/  06/  16; New Haven] 
 SWW-1039 [SWW to Brother Robert: n.y., 1879/ 06/ 17; n.p., New Haven] 
 SWW-1040 [SWW to Blodget: 1879/ 07/ 03; New Haven] 
 SWW-1041 [SWW to Brother Robert: 1879/ 07/ 29; New Haven] 
 SWW-1042  [SWW to Brother Robert: 1879/ 08/ 04; New Haven] 
 SWW-1043 [SWW to Brother Robert: 1879/ 08/ 06; New Haven]
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 SWW-1044 [SWW to Son Frederick: 1879/ 08/ 06; New Haven] 
 SWW-1045 [SWW to Grosvenor: 1879/ 08/ 13; New Haven] 
 SWW-1046 [SWW to Blodgett: 1879/ 09/ 05; New Haven] 
 SWW-1047 [SWW to Brother Robert: 1879/ 09/ 22; New Haven] 
 SWW-1048 [SWW to Brother Frederick: 1879/ 09/ 29; New Haven] 
 SWW-1049 [SWW to Brother Robert: 1879/ 10/ 13; New Haven] 
 SWW-1050 [SWW to Brother Robert: 1879/ 10/ 23; n.p., New Haven] 
 SWW-1051 [SWW to Brother Robert: 1879/ 10/ 27; New Haven] 
 SWW-1052 [SWW to Blodgett: 1879/  11/  2; New Haven] 
 SWW-1053 [SWW to Brother Robert: 1879/  11/  07; New Haven] 
SWW-1054 [SWW to Brother Robert: 1879/  11/  14; New Haven] 
SWW-1055 [SWW to Brother Robert:  1879/  11/  24; New Haven] 
SWW-1056  [SWW  to  Grosvenor:  1879/  12/ 05;  New  Haven] 
 SWW-1057  [SWW to Blodgett: 1879/ 12/ 16; New Haven] 
SWW-1058 [SWW to Nye: 1879/ 12/ 18; New Haven] 
SWW-1059  [SWW to  Grosvenor: 1879/  12/26; n.p., New Haven] 
SWW-1060  [SWW  to Brother  Robert:  1879/12/ 30;  New  Haven] 
1880 
 SWW-1061 [SWW to Brother Robert: 1880/ 01/13; New Haven] 
 SWW-1062 [SWW to Brother Robert: 1880/  01/ 28; New Haven] 
 SWW-1063 [SWW to Blodgett: 1880/ 01/ 29; New Haven] 
SWW-1064 [SWW to Brother Robert: 1880/ 02/ 02; New Haven] 
 SWW-1065 [SWW to Cousin Harriet: 1880/ 02/ 08; New Haven] 
 SWW-1066 [SWW to Brother Robert: 1880/ 03/ 13; New Haven] 
SWW-1067 [SWW to Brother Robert: 1880/ 03/ 15; New Haven] 
SWW-1068 [SWW to Brother Robert: 1880/ 03/ 23; New Haven] 
SWW-1069 [SWW to Brother Robert: 1880/ 04/ 09; n.p., New Haven] 
 SWW-1070 [SWW to Brother Robert: 1880/ 04/ 15; New Haven] 
 SWW-1071 [SWW to Son Frederick: 1880/ 04/ 16; New Haven]
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           SWW-1072 [SWW to Daughter Sophia: 1880/ 04/ 22; New  Haven] 
 SWW-1073 [SWW to Son Frederick: 1880/ 04/ 23; New Haven] 
 SWW-1074 [SWW to Brother Robert: 1880/ 05/ 10; n.p., Newhaven] 
           SWW-1075 [SWW to Daughter Sophia: 1880/ 05/ 12; New Haven] 
 SWW-1076 [SWW to Blodgett: 1880/ 05/ 18; Newhaven] 
 SWW-1077 [SWW to Brother Robert: 1880/  05/  31; New Haven] 
 SWW-1078 [SWW to Parker: 1880/ 06/ 08; New haven] 
 SWW-1079 [SWW to Daughter Sophia: 1880/ 06/ 08; New haven] 
 SWW-1080 [SWW to Blodgett: 1880/ 06/ 09; New Haven] 
 SWW-1081 [SWW to Brother Robert: 1880/ 06/ 14; n.p., New Haven] 
 SWW-1082 [SWW to Brother Robert: 1880/ 06/ n.d.; New Haven] 
 SWW-1083  [SWW to T.B. Dexter: 1880/ 07/ 05; New Haven] 
 SW,W-1084 [SWW to Brother Robert: 1880/ 07/ 05; New Haven] 
           SWW-1085 [SWW to Blodgett: 1880/ 07/ 07; New Haven] 
 SWW-1086 [SWW to Nephew John Camp Williams: 1880/ 07/ 13; n.p., New Haven] 
 SWW-1087 [SWW to Brother Robert: 1880/ 07/ 19; Rye Beach]
 SWW-1088 [SWW to Nye: 1880/  07/  21; Postmark Rye Beach] 
 SWW-1089 [SWW to Nye: 1880/  07/  21; Postmark Rye Beach] 
 SWW-1090[SWW to Daughter Sophia: 1880/ 08/ 06; Utica] 
 SWW-1091 [SWW to Blodgett: 1880/ 09/ 08; New Haven] 
 SWW-1092 [SWW to Daughter Sophia: 1880/ 09/ 23; New Haven] 
 SWW-1093 [SWW to Brother Robert: 1880/ 09/ 28; n.p., New Haven] 
 SWW-1094 [SWW to Nye: 1880/  10/  20; New Haven] 
            SWW-1095 [SWW to Thomas George Grosvenor: n.y., 1880/  11/  23; n.p., New Haven] 
 SWW-1096 [SWW to Daughter Sophia: 1880/  12/  08; n.p., New Haven] 
 SWW-1097 [SWW to Daughter Sophia: 1880/ 12/ 23; New Haven] 
 SWW-1098 [SWW to Brother Robert: 1880/  12/  27; New Haven] 
        1881 
 SWW-1099 [SWW to Brother Robert:  1881/ 01/ 03; Newhaven]
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 sww.1100  [SWW to Blodgett:  1881/  01/12; Newhaven] 
 SWW-1101 [SWW to Daughter Sophia: 1881/ 01/12; Newhaven] 
 SWW-1102 [SWW to Brother Robert:  1881/ 01/15; Newhaven] 
 SWW-1103  [SWW  to Mrs. Parker:  1881/  01/15] 
 SWW-1104  [SWW  to Son Frederick:  1881/  01/  16 & 1881/ 01/ 17; Newhaven] 
 SWW-1105  [SWW  to Brother Robert:  1881/  01/ 18; Newhaven] 
 SWW-1106 [SWW to Son Frederic: 1881/ 01/ 19; n.p., New Haven; a postal card] 
 SWW-1107 [SWW to Son Frederick:  1881/ 01/ 20; a postal card] 
 SWW-1108 [SWW to Brother Robert: 1881/ 01/ 20; Newhaven] 
 SWW-1109 [SWW to Cousin Harriet: 1881/ 01/ 21; Newhaven] 
 SWW-1110 [SWW to Son Frederick: 1881/ 01/ 22; n.p., New Haven; postal card] 
 SWW-1111 [SWW to Son Frederick: 1881/ 01/ 23; n.p., New Haven; postcard] 
 SWW-1112  [SWW  to  Son  Frederick: 1881/  01/  24;  n.p., New  Haven; postcard] 
 SWW-1113  [SWW  to  Brother  Robert:  1881/  01/ 24; Newhaven] 
 SWW-1114 [SWW to Son Frederick: 1881/ 01/ 25; Newhaven] 
 SWW-1115 [SWW to Brother Frederick  and  his  wife:  1881/  01/ 26; Newhaven] 
 SWW-1116  [SWW  to  Son and Daughter: 1881/  01/31; Utica] 
 SWW-1117  [SWW. to Brother Robert:  1881/  02/ 05; Newhaven] 
 SWW-1118 [SWW to Son Frederick:  1881/ 02/ 07; Newhaven] 
 SWW-1119 [SWW to Friend Parker:  1881/ 02/ 08; Newhaven] 
 SWW-1120 [SWW to Son Frederick: 1881/ 02/ 11; Newhaven] 
 SWW-1121 [SWW to Daughter Sophy: 1881/ 02/ 11; New Haven] 
 SWW-1122 [SWW to Son Frederick:  1881/ 02/ 13; Newhaven] 
 SWW-1123 [SWW to Mrs Yates: 1881/  02/  13; New Haven] 
 SWW-1124 [SWW to Son Frederick:  1881/ 02/ 15; New Haven] 
 SWW-1125 [SWW to Edward W. Gilman:  1881/ 02/ 15; New Haven] 
 SWW-1126 [SWW to Brother Robert:  1881/ 02/ 19; n.p., New Haven] 
 SWW-1127  [SWW  to Ebury: 1881/ 02/ 19; Newhaven] 
 SWW-1128 [SWW to Son Frederick:  1881/ 02/ 22; Newhaven] 
 SWW-1129 [SWW to Daughter Sophia: 1881/ 02/ 26; Newhaven]
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 SWW-1130 [SWW to Nye:  1881/ 02/ 26; Newhaven] 
 SWW-1131 [SWW to Brother Robert: 1881/ 02/ 28; n.p., New Haven] 
 SWW-1132 [SWW to Son Frederick:  1881/ 03/ 04; Newhaven] 
 SWW-1133  [SWW to Daughter Sophia:  1881/ 03/ 07; Newhaven] 
 SWW-1134 [SWW to American Bible Society: 1881/ 03/ 08; New Haven] 
 SWW-1135 [SWW to Son Frederick: 1881/  03/ 11; Newhaven] 
 SWW-1136 [SWW to Cousin Mrs. Harriet Wood: 1881/ 03/ 15; New Haven] 
 SWW-1137 [SWW to Abby:  1881/ 03/ 19; Newhaven] 
 SWW-1138  [SWW to Daughter Sophia: 1881/ 03/ 21; Newhaven] 
 SWW-1139 [SWW to Daughter Sophia:  1881/ 03/ 25; Newhaven] 
 SWW-1140 [SWW to Son Frederick: n.y.,  1881/ 03/ 28; Newhaven] 
 SWW-1141 [SWW to Brother Robert:  1881/ 03/ 30; Newhaven] 
 SWW-1142 [SWW to Brother Robert:  1881/ 04/ 04; n.p., Newhaven] 
 SWW-1143 [SWW to Son Frederick:  1881/ 04/ 04; Newhaven] 
 SWW-1144 [SWW to Daughter Sophia:  1881/  04/ 08; New York] 
 SWW-1145 [SWW to Brother Robert:  1881/  04/ 11; Newhaven] 
 SWW-1146 [SWW to Children Sophia & Thomas:  1881/  04/ 15; New Haven] 
 SW-W-1147 [SWW to William Muirhead:  1881/ 04/ 16; New Haven] 
 SWW-1148  [SWW to Son Frederick:  1881/ 04/ 18; New Haven] 
 SWW-1149 [SWW to Brother Robert:  n.y.  ,  1881/ 04/ 18; New  Haven  ] 
 SWW-1150  [SWW to Son Frederick:  1881/ 04/ 26; New Haven; post card] 
 SWW-1151 [SWW to Brother Robert:  1881/  04/ 26; n.p., New Haven] 
           SWW-1152 [SWW to Blodgett:  1881/ 04/ ?30; New Haven] 
 SWW-1153 [SWW to Daughter Sophia:  1881/  05/ 09; New Haven] 
 SWW-1154 [SWW to Son Frederick: n.y., 1881/  05/  10; New Haven] 
 SWW-1155 [SWW to Brother Robert:  1881/  05/ 17; New Haven] 
 SWW-1156 [SWW to Son Frederick:  1881/ 05/ 20; Newhaven] 
 SWW-1157 [SWW to Son Frederick:  1881/ 05/ 23; n.p., New Haven; post card] 
 SWW-1158 [SWW to Son Frederick: 1881/  05/  2; n.p., New Haven] 
 SWW-1159 [SWW to  Trtibner: 1881/  05/ 27; Newhaven; perhaps dictated
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          and signed by SWW, but handwritten by some other person, 
          maybe  Charlene] 
SWW-1160 [SWW to Son Frederick:  1881/ 05/ 31; Newhaven] 
SWW-1161 [SWW to Daughter Sophia:  1881/ 06/ 09; Newhaven] 
 SWW-1162  [SWW  to Brother Robert: 1881/ 06/ 10; Newhaven] 
 SWW-1163 [SWW to Son Frederick:  1881/ 06/ 20; Newhaven] 
 SWW-1164  [SWW  to Son Frederick: 1881/ 06/ 10; Newhaven] 
 SWW-1165 [SWW to Daughter Sophia: 1881/ 06/ 22; Newhaven] 
 SWW-1166  [SWW  to Brother Robert: 1881/ 06/ 23; Newhaven] 
 SWW-1167  [SWW  to Blodgett:  1881/ 06/ 27; Newhaven] 
 SWW-1168 [SWW to Son Frederick:  1881/ 06/ 27; Newhaven] 
 SWW-1169 [SWW to  Brother. Robert: n.y., 1881/ 06/ 27; New Haven] 
SWW-1170  [SWW  to Son Frederick: 1881/  06/  30; New Haven] 
 SWW-1171 [SWW to Sister-in-law Abby: 1881/ 07/ 01; n.p., New Haven] 
 SWW  1172 [SWW to Daughter Sophia: 1881/ 07/ 06; Newhaven] 
 SWW-1173  [SWW  to Brother  Robert:  1881/  07/.21; Saratoga Spring] 
 SWW-1174  [SWW,to Daughter  Sophia:  1881/  07/  21;  Saratoga Spa] 
SWW-1175 [SWW to Daughter  Sophia:  1881/  07/  26; Saratoga Spa] 
 SWW-1176  [SWW  to Daughter Sophia: 1881/ 07/ 29; Saratoga Spa] 
 SWW-1177 [SWW to Cousin Harriet:  1881/ 08/ 08; Saratoga Spa] 
 SWW-1178 [SWW to Brother Robert: n. y., 1881/ 08/ 10;  St  Albans] 
 SWW-1179 [SWW to Daughter Sophia:  1881/ 08/ 12;  St  Albans] 
 SWW-1180 [SWW to Daughter Sophia:  1881/ 08/ 22; Utica] 
 SWW-1181 [SWW to Daughter Sophia: n.y., 1881/ 08/ 24; Fayetteville] 
 SWW-1182 [SWW to Brother Robert: 1881/ 09/ 08] 
SWW-1183 [SWW to Brother Robert: 1881/ 09/ 15; Newhaven] 
 SWW-1184  [SWW  to Brother Robert:  1881/  09/  21; Newhaven] 
 SWW-1185 [SWW to Brother Robert: 1881/ 09/ 27; Newhaven] 
 SWW-1186 [SWW to Daughter Sophia: 1881/ 09/ 28; Newhaven] 
 SWW-1187 [SWW to Gideon Nye:  1881/09/ 28; Newhaven]
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 SWW-1188 [SWW to  Dr. Damou: 1881/  10/  12; Newhaven; 
                      copy made in perhaps Mrs Graham's handwriting] 
 SWW-1189  [SWW to Daughter Sophia: 1881/ 10/ 14; Newhaven] 
 SWW-1190 [SWW to Daughter Sophia: 1881/ 10/ 31; Newhaven] 
 SWW-1191  [SWW to Brother Robert: 1881/ 11/  07; Newhaven] 
 SWW-1192  [SWW to Brother Dwight:  1881/  11/  07; Newhaven] 
 SWW-1193 [SWW to Daughter Sophia:  1881/  11/  14; Newhaven] 
 SWW-1194 [SWW to Brother Robert:  1881/ 11/ 16; Newhaven] 
 SWW-1195  [SWW  to Daughter Sophia: 1881/  11/  23 
                    &  1881/  11/  25; Newhaven] 
 SWW-1196  [SWW  to Sophia: 1881/  12/  01; Newhaven] 
 SWW-1197 [SWW to Brother Robert:  1881/ 12/ 10; Newhaven] 
        1882 
 SWW-1198 [SWW to Blodgett: 1882/ 01/ 02; Newhaven] 
 SWW-1199 [SWW to Daughter Sophia: 1882/ 01/ 17; Newhaven] 
 SWW-1200  [SWW  to Brother Robert: 1882/ 01/ 18; Newhaven] 
 SWW-1201  [SWW to Brother Robert: 1882/ 01/ 24; Newhaven] 
 SWW-1202 [SWW to the Board of Managers, American Bible Society: 
                    1882/ 02/ 28; New Haven] 
 SWW-1203 [SWW to Brother Robert: 1882/ 02/ 09; Newhaven] 
 SWW-1204 [SWW to Brother Robert: 1882/ 02/ 27;  Newhaven] 
 SWW-1205 [SWW to Son Frederick: 1882/ 08/ 11; Litchfield] 
 SWW-1206  [SWW to Brother Robert: 1882/ 10/ 17; New Haven] 
 SWW-1207 [SWW to Brother Robert: 1882/ 11/01; New Haven] 
 SWW-1208 [SWW to Mrs Parker: 1882/  11/  21; New Haven] 
           SWW-1209 [SWW to Daughter Sophia: 1882/  12/ 09] 
           SWW-1210 [SWW to Son Frederick: 1882/  12/ 12; New Haven] 
 SWW-1211 [SWW to Brother Robert: 1882/ 12/ 15; New Haven]
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SWW-1212 [SWW to Brother Robert: 1883/ 01/ 01; New Haven] 
SWW-1213 [SWW to Brother Robert: 1883/  01/  15; New Haven] 
SWW-1214 [SWW to Brother Robert: 1883/ 02/ 03; New Haven] 
 SWW-1215 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 02/ 14; New Haven] 
 SWW-1216 [SWW to Brother Robert: 1883/  02/  15; New Haven; 
          enclosing an a/c] 
SWW-1217 [SWW to Brother Robert: 1883/ 02/ 22;  Newhaven] 
SWW-1218 [SWW to Blodgett: 1883/ 02/ 27; New Haven] 
 SWW-1219 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 03/ 08; New Haven] 
 SWW-1220 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 03/ 20; New Haven] 
 SWW-1221 [SWW to Mrs Parker: 1883/ 03/ 23; New Haven] 
 SWW-1222  [SWW  to  Daughter  Sophia:  1883/  03/31; New Haven] 
 SWW-1223 [SWW to  Brother Robert:  1883/  04/  11;  New Haven] 
 SWW-1224 [SWW to Brother Robert: 1883/ 04/ 24; New Haven] 
SWW-1225 [SWW to  Parker:  1883/  04/ 26;  New  Haven] 
 SWW-1226  [SWW to Parker:  1883/  04/26; New  Haven] 
 SWW-1227 [SWW to Blodgett: 1883/  04/  27; Newhaven] 
 SWW-1228 [SWW to Brother Robert: 1883/ 05/ 01; New Haven] 
 SWW-1229 [SWW to Cousin Harriet: 1883/ 05/ 10; New Haven] 
 SWW-1230 [SWW to Blodgett: 1883/ 05/ 26; New Haven] 
 SWW-1231 [SWW to Mrs Eliza E Yates: 1883/ 05/ n.d.; New Haven] 
SWW-1232 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 06/ 05; New Haven] 
 SWW-1233 [SWW to Brother Robert: 1883/ 06/ 13; New Haven] 
 SWW-1234 [SWW to Parker: 1883/ 06/ 30; New Haven] 
 SWW-1235 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 07/ 07; New Haven] 
 SWW-1236 [SWW to Son Frederick: 1883/ 07/ 14;  Holderness] 
 SWW-1237  [SWW  to Brother Robert: 1883/ 07/ 16;  Holderness] 
 SWW-1238 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 07/ 26;  Holderness] 
SWW-1239 [SWW to Brother Robert: 1883/ 07/ 25;  Holderness]
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 SWW-1240 [SWW to Son Frederick: 1883/ 07/ 31;  Holderness] 
 SWW-1241 [SWW to Blodgett: 1883/ 08/ 09; Holderness] 
SWW-1242 [SWW to Son Frederick: 1883/ 08/ 10; Holderness] 
 SWW-1243 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 08/ 23; Holderness] 
 SWW-1244 [SWW to Brother Robert: 1883/ 08/  27;  Holderness] 
SWW-1245 [SWW to Son Frederick: 1883/ 08/ 28; Holderness] 
 SWW-1246 [SWW to Parker: 1883/ 09/ 01; Holderness] 
 SWW-1247 [SWW to Brother Robert: 1883/ 09/ 10; New Haven] 
SWW-1248 [SWW to Blodgett: 1883/ 09/ 17; New Haven] 
 SWW-1249 [SWW to Daughter Sophia: 1883/  09/  18; New Haven] 
SWW-1250 [SWW to Cornelia Martin: 1883/ 09/ 21; New Haven; copy; pp. 2] 
 SWW-1251 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 10/ 03; New Haven] 
 S%W-1252  [SWW to Brother Robert: 1883/ 10/ 13; New Haven] 
 SWAT-1253 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 10/ 16; New Haven] 
 SWW-1254 [SWW to Brother Robert: 1883/ 10/ 17; New Haven] 
 SWW-1255 [SWW to Perry Davis & Son: 1883/ 10/ 22; 
          New Haven; an enclosure] 
 SWW-1256 [SWW to Brother Robert: 1883/  10/  27; New Haven] 
 SWW-1257 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 10/ 30; New Haven] 
 SWW-1258 [SWW to Brother Robert: 1883/  11/  25; New Haven] 
 SWW-1259 [SWW to Daughter Sophia: 1883/ 12/ 03; New Haven] 
 SWW-1260 [SWW to Brother Robert: 1883/  12/  18; New Haven] 
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 SWW-1261 [SWW to Brother Robert: 1884/ 01/ 01; New Haven] 
 SWW-1262 [SWW to Daughter Sophia: 1884/ 01/ 02; New Haven] 
 SWW-1263 [SWW to Francis H (Lindsley) Washburn: 1884/ 01/ 11; 
          New Haven; an enclosure] 
SWW-1264 [SWW to Brother Robert: 1884/ 01/ 14; New Haven] 
 SWW-1265 [SWW to Brother Robert: 1884/ 01/ 22; New  Haven]
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 SWW-1266 [SWW to Mark Williams: 1884/ 01/ 24; New Haven; 







『国際理解の四重奏』「第二章 米国文書伝道師S・ ウェルズ ・ウィリアムズ」
米 国文書伝道 師S・ ウェル ズ ・ウイ リアムズ
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本論の ウィ リアムズに入 る前に、再びここで西村孝次先生の著作に戻っ
てみたい。宇 野浩二の 「たび たび枝 路 に入 るのを許 していた だきたい、
云々」の言葉通 りに、私の 「取 り止めのない話」 も許 していただき、も う
いち ど西村孝次先生に戻 りたいのである。
西村孝次先生の興味深 い著作の一冊は、『休み時間の英文学』である。
そこに登場す る英国のみならず米国の作家たち、それ も十六人 との関わ り
方 が、一人の読者 そ して英文学の専門家 として語 られてい る。英文学 とい
うタイ トルが付いているものの、イ ギ リスの文学者だけが登場す るわけで
ない。戦後 日本の大学で大勢いの学生が学んだ英文学 も、この ところス ッ
カ リ衰退気味 とな り、英語科 ・英語学科 ・英米文化学科 ・国際コミュニケ
ーシ ョン学科 に様変わ りして きた。即戦力養成や資格取得機 関の ように、
短期的に英語 学習に集中する人気 の学科だけでは、本 当の意味での深い英
語理解を達成 できない。言葉は命 なのであ り、魂 の洗練であるのだか ら、
ゆっくりと時間をかけ、熟成の時 を待たない といけない。英文学の作品を
じっ くりと鑑 賞 し楽 しみなが ら、英語の言葉 とのお付 き合いを深めていき
たい ものであ る。急がば廻 れなのだ。
それ にして も英文学科の大学教授 となると、勉強がたいへんなことにな
る、 とは西村孝次先生の前掲書を読んでの率直な感想であった。
扱 ってい る作家の名前を羅列 して も、あま り意味のないことを承知 しな
が ら、昔、英 文学科で学んで知った懐か しい作家十六名 をそのまま挙げて
おきたいのである。エ ドガー ・ポ ウ、カー ライル、ハ クス リー、ス トレイ
チー、プ リー ス トリー、デ ィケンズ、ディラン ・トマス、 ヴァージニア ・
ウル フ、ジ ョージ ・オーウェル、キャサ リン ・マンスフィール ド、スティ
ーブン ・スペ ンダー、それ にアーサー ・シモ ンズ、ワイル ド、サマセ ッ ト・
モーム、ジ ョン ・ウェイン、エ ドウィン ・ミュア。
む ろん先生 の愛読 された作家、詩人、評論家は、 この数倍 もの作家数 に
なるであろ う、 と推察できる。英文学科の戦後教授職 とは、本当に御苦労
様 な仕事なのである。いくら好きな文学の読書 と言って も、以上の十六名
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の作家 について、それぞれ主要作品 と研究書を読み上げていく。気の遠 く
な るような、時間量 と意気込み を想定 させ る仕事 だ。作品三冊、研究書一
冊、それ に伝記一冊を各作家 について熟読精読す るだけで も、すでに八十
冊に達す るのであるか ら、そのほかに読みかけのもの、参考のた めに集 め
て積読だけの分 を加 えた ら、更に作家ごとに容易に五冊は追加で きるであ
ろ う。その結果、再び八十冊増 える計算 となる。
イアン ・フレッチ ャー宅 の書架、ス トークスの研 究室書架、それに恩師
須藤信雄先生の 自宅 と研究室書架、 どの先生の ところに伺ってみても、書
架の数 と蔵書の規模 に圧倒 され た。そんな経験 も手伝い、つい上記の冊数
計算を試みたわけである。
昔の英文学 「唯野」教授 は、誰 しも良く集 め、良 く読み、良 く勉強 され
た。 こんなことを言 うのも、先 の西村先生 による書き込み入 りのシモ ンズ
研究書が、座右 に今 あるか らである。マーカー トの 『シモンズ論』は、一
九八八年の発行である。恐 らく老齢 に達 していたはずの先生は、高齢 にな
って もシモンズに関心をお持 ちであった らしい。鉛筆 でびっしりと書 き込
み を しなが ら精読 された跡が残 っている。下線 ばか りか、要所要所に縦線
も加わ り、その左脇に更にチ ェ ック記号Vが 入っていた り、それ もVVと
二重の記号に発展 している箇所 もある。長年にわた り培ってきた本人開発
の記号法であるのだろ うが、 こうした書き込みを 目の前にするとき、先行
者 の読書 にかけた熱意 を感 じる。それに洋書 を読み進めてい く迫力が、自
然 と伝わってくるよ うだ。
巻末の文献 目録には、本文 の ときと同 じように、下線 ・縦線 ・V・VV
な どを要所に記 していて、そ こか ら先生のシモ ンズ作品の蔵書範囲を推測
できそ うある。 これまた面 白かった。マーチン ・セ ッカーの出版 した 『シ
モ ンズ選集』全九巻版 だけに二重のVV記 号が入 っているのは、最も重要
な蔵書 とい う意味なのであろ うか。シモンズ作品 リス トの うちで、先生の
所蔵 を推定 させ るV記 号の付 いたものには、ちなみに以下のものがある。
ブ ラウニ ング論 、自伝 「告 白」、文学 におけるデカ ダンス運動 、 ヴァー ノ
ン ・リー論 、ペーター論、英詩 にお けるロマ ン派運動、自伝r心 の冒険」、




ものには、ロジャー ・ロンプロァによる伝記 と、ジ ョン ・ムンロの研究書
があ り、博士論文は入 っていない。
この記号付 けは一人のシモ ンズ学者の長年かけた研究足跡 を知 る上で、
貴重 な情報を提供 して くれている。二つの点で気になった。一つには、研
究書 ・伝記 ・論文な どを リス トした第二次資料のなかに、先 に言及 した幾
つかのシモ ンズ自筆書簡 コレクシ ョンが、マーカー トによって列記 されて
い るのに、そ こには西村先生 によるVサ インを見かけない、とい う点で あ
る。著者のマーカー トが、それ ら本来な ら第一次資料 として分類すべ きも
のを探索 ・判読 していることは、本文 中の引用を見れば明 らかである。西
村先生 はそれ に興味 を示 され ていない。研究のアプ ローチや 関心の先 が、
私 と違 うのである。
薫 れか らも う一点。
鑾ぎうしてか著者マーカー トは、シモンズのオスカー ・ワイル ド論 を文献
目iTlにあげていない。そのために西村先生のV記 号もない。索引で もワイ
ル寧の項にVサ インは付 されていない。首 を傾げた くなる不思議な一件な
の諏 ある。 ヴェル レーヌ、 ウィス ラー、ジ ョイスな どの項 目に下線 を引い
て鯉 て も、不思議 とワイル ドには、索引のみならず、ニカ所の本文該 当頁




で、英文学の作家全集などセ ッ トものを得意 とする小川書店で、 どうい う
流れでそ うなったのか知 らないが、西村先生の旧蔵書 をた くさん購入 した
もよ うである。定期的に発行 され る目録に、西村孝次先生旧蔵 のセ ッ トも
の二本が、掲載 されていた。セ ッ トの一つが、オスカー ・ワイル ド関連研
究書の英古書百冊である。 亠
どこかの英文学系の大学図書館 な り、大学の現役個人研究者が、一括で
購入す るには、便利なセ ッ トの内容である と思えた。それが一年経過 し、
二年 目になって も、同 じように 目録 に再録 されているのを知 った。シモ ン
ズの ワイル ド論や、アーサー ・ランサムのワイル ド論が、 リス トに含まれ
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ていることは言 うまでないが、これ ら二冊 に限定 して も、すでに私の書架
に並 んでいた。ただ不思議 でならないのは、百冊二十万円、一冊平均五千
円とい う比較的安い と思われるセ ッ トものであ り、若い研究者か らすれば、
書籍収集 の時間 とか手間が相 当に省 けそ うに思えるのに、購入希望者が出
て こない。そんな不思議 な現状に驚いた次第である。
さすが に三年 目に入ってか らは、他界 したと思われ る 『休 み時間の英文
学』の著者が、愛用 してきた旧蔵書 をこのままに しておけない気持 ちにな
った。傍 らの良き相談相手に事情 を話 して、購入す るは こび となった。段
ボールで三箱分のコレクシ ョンが、私の手元に今はある。洋書 の古書店に
限 らない けれ ど、学者 の他界 したあとに、大学教授や 専門研 究者の遺族か
ら、旧蔵書 の売却依頼を受ける。それは良 く耳にす る話であ り、この場合
もそ うなのであろ う。そ うした場合に、大抵は、珍 しい古書や貴重資料 を
身近なお弟子 さんが、形見 として分けて もらった り、大学図書館で受 け取
ってもらった りしたあとに、言わば残 り物 が、古書店組合の市場に廻 って
くる。 そんなケースが多いよ うに思われ る。
ワイル ド・コレクション百冊 もその一つ と思われて、先生所蔵 と推測で
きる豪華本 ・限定本 ・初版本 などの貴重本 は、すでに抜かれた後の残 り物
とい う印象を持った。 ワイル ド研究関連 の雑本。 でも、残 り物 に福 あ り。
私 としては、これで良いのである。愛読 した先生の手元にあった古書 を し
ば らく自分の傍 らに置 き、少 しずつ読んでいく日々を楽 しみに してい る。
『休み時間の英文学』 「あ とがき」のなかで西村孝次先生は、 こう述べ
ている。 ここでもやは り洋書の入手が困難 であった終戦直後の時代相 を感
じた。
まず、わたし自身の過去を掘 り起 こして現在を洗い直してみたい、とい う極めて個
人的な願いと、っいで、わたしが、なんらかの形で、いささか触れてきたそのころの
時代 と社会 と人間の風景を、わたしの主として読んでいた英文学の視点から切 りとっ
て、これを今 日の映像と重ね合わせてみたら、 どうい うことになるか、それを考えた
い望みか ら、あえてこの本を出すことに したのである。
これ らの素描は、新刊の一一なん と僅かなものしか当時は手 に入 らなかった こと
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か!一 一紹介であり書評であり随筆であ り傍 白であ り方言であり閑話であ り冗談であ
りたわごとであり一一っまり、こった煮であって、いわば英文学的へどである。もと
より美 しかろうはずはない。だが、これらはすべて一度はわた しとい う人間の体のな
かを通って喉から吐き出されたものである。
そ う記 したあ とで 「あ とがき」をこ う結ぶのである。 「わた しはなにも
強いない、なにも求めない。ただ語 るだけである、ちっぽけな、いや らし
い、 しか しかけがいのない、ちょっぴ り無邪気な自分 とい うものを。」
本書 自体の 「まえがき」か 「あ とがき」に、そのまま拝借 した くなる特
異な文章であると思 う。
それに詩人デ ィラン ・トマスについての文章の書 き出 しな ども、「あ と
がき」での先生の姿勢 を感 じさせ る一文 であるので、以下に引用を続け さ
せ藩 いただ く。 これを読んで、ワイル ド・コレクションの購入 は、良いこ
と蘿 した と実感 した。
纛ある夜、ひ どく酔っぱらって家に帰 り、水を飲みながら卓袱台の新聞をとりあげた。
'x°°うせ もう読めはしない。 しかし、ふと片隅に片仮名の横に黒い棒を引いたのが目







アーサー ・シモンズがマイナーな詩人であれば、アーネス ト・サ トウ
もマイナーな外交官であ り、この章のウィ リアムズもまたマイナーな宣教
師 と言えそ うである。次の牧野義雄に して もマイナーな水彩画家、それに
バー リンゲイムもマイナーな政治家 と呼べそ うである。本書の各章で扱 う
四人の内外の人物 と、序章 と終章で扱 うシモ ンズとバー リンゲイム、合わ
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せて六名 のなかで、メジャーな人物はただ一人、中国国民作家の魯迅 だけ
に、落 ち着 きそ うである。
マイナー とは言え、なかには評価の高ま りを見せ ていて、今後にメジャ
ー として再評価 され、歴史 に残る人物がいないわけでない。 ウィリアムズ
はそ うした再評価 の一人である。 日本 においてのウィ リアムズは、一 八三
七年 のモ リソン号による 日本人漂流民の送還劇、それに一八五三年 と五 四
年 のペ リー艦隊による日本開国の首席通訳、これ ら二つの重大な出来事に
関連 して、少 しは 日本近代史で知 られ る人物なのだ。 日本語の伝記や研究
書はない。 ところが最近の中国では、事情がかな り違 って見える。再評価
に向けた動 きが、年々、急速に ピッチ を上げている、 と思われ る。
二〇〇四年 に早 くも、北京外国語大学の新進気鋭 の学者、顧鈞先生に よ
るウィ リアムズ伝記の中国語訳書 『衛三畏生平及書信』が出版 されて、 ウ
ィ リアムズを中国で復活 させた。
二〇〇五年 になると、同 じ北京外国語大学の張西平教授が、欧米の宣教
師 による中国研究の歴史を論 じた 『伝教士漢学研究』のなかで、ウィ リア
ムズ再評価 と研究に向けて先鞭を付けている。
二〇〇六年 には、孔陳炎先生の博士論文 「衛三畏及美 国早期漢学的発端」
(浙江大学)が 発表 され た。それに、再び北京外国語大学顧鈞先生の編集
に より、丸善版 『「中国叢報』二十一巻の復刻版(広 西師範大学出版)が
発刊 されたのにつづ き、彼の長年 の成果が二 〇〇九年 に、『衛 三畏与美国
早期文学』 としてまとめられた。
それに、ウィリアムズ生誕二百年 にあたる二〇一二年 には、北京外国語
大学 の企画 による国際シンポジューム と関連図書出版 に向けた準備が、顧
鈞先生に よって精力的に進行 中である。
ウィ リアムズ伝の中国語訳 出版 に遅れ ること四年、二 〇〇八年に、 日本
語訳書 『清末 ・幕末に於けるS・ ウェル ズ ・ウィリアムズ生涯 と書簡』 を
出版 できた。先行する顧鈞先生の中国語訳書を手元 におき、中国の人名や
地名 な どを参照できたので、私は大いに助かった。出版までのそ うした事




院生の頃、クリスチャン新聞の新刊書紹介欄(一 九七一年十月十七 日号)に 、保永貞









を通 し、ウィリアムズの内心に迫る機会に恵まれ、ずいぶん と四苦八苦 したものの、
一鑰の区切 りを付けられたことに、感謝すると同時に満足している。
翻訳のキッカケは、星野昌三氏である。それも二十年ほどのひ と昔前。当時、月刊
















たくさんの書簡 ・日記 ・報告書 ・著作に書き残 しているだけに、最近の清末歴史研究
者には、最高の現場資料を提供 しえているからであろ う。彼 ら若い研究者のあいだに、
ウィ リアムズのみならず、初期プロテスタン ト伝教師に関する研究調査 と再評価が、
盛んに進行 していると思われる。喜ばしいかぎりである。






が、一つにはある。もう一つ別に、 日本の鎖国 ・開国 ・維新 ・伝道の歴史を東アジア
の視野のなかに置いて、理解してみたいという年来の気持ちが働いている。数年前、











五百四十一頁の分厚い本 ができあが り、受け取 りに北京まで渡航 した。
それまでの約半年間に、北京市 の麦子店街 にある印刷所 に何度足 を運 んだ
ことか。百五十年以上 も前に澳門 ・広東 の伝道印刷所で、中国人や 日本人
漂流民の助手を使いなが ら、もっぱら手話で仕事の指示 を与え、英文 の月
刊雑誌 を発行す ること二十年。その辛苦生活 を英文伝記で読んで知ってい
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るだけに、今回のウィ リアムズ伝 の邦訳書を同 じ中国で、私な りの現代的
な手法 を駆使 して、製版 ・印刷 ・製本までの一切 にチャレンジ してみた く
なった。
予想外 にたいへんな苦労が待 ち受 けていた ものの、中国での印刷完了に
いたる過程を一部始終見届 けられ たのは、かけがえのない経験 と友情を得
た と思 う。なにしろ私は中国語 を話せ ない。相手の中国人編集者は、英語
も日本語 も分か らない とい う状況 にあった。通訳が必要な とき、どうにか
こ うにか、 日本語か英語のできる中国人をそのつ ど探 し出 し、同行 して も
らわなければならない。
一般的な感想 であるけれ ど、中国の大学生は、誰でも英会話 を得意に し
てい ると思った。学部の専攻に関係 なく、どの学生 も集中的に、そ して猛
烈 に、英語 の訓練を受けているはず である。ほとん どの学生 さんが、教室
の鑛国人教師 を別 にして、外国人相手に英語 を使 うのは、私が初めての経
験麺あるとい うので、この臨時通訳のアルバイ トを随分 と喜んでも らえた。
日本 の英語教育は どうなっているのだろ うか、と比較 しなが らも、常に彼
らの 英語力 に驚嘆するばか りであった。楽 しかった。
::れ にして も何度 も繰 り返 し北京へ通 うために、印刷費用 とは別 に、渡
航費 とい う高い授 業料を支払 うことになった。
アーサー ・シモンズ、アーネス ト・サ トウ、そ してS・ ウェルズ ・ウィ
リアムズ、 とい うステ ップを踏みなが ら、文科省 の科研費を三回受 けた。
十年刻みで進 んできたが、いずれ も二年間、ない し三年間の継続研 究 とし
て、未刊の 自筆書簡 か自筆 日記 の判読 と活宇化 に精を出 した。今回のウィ
リアムズ研究 については、自筆書簡の所在場所がエール大学図書館 である。
翻訳 した原書の著者は、ウィ リアムズの息子であ り、後にエール大学の歴
史学教授 を勤 めたフレデ リックである。父親 の死後に伝記 をま とめるにあ
た り、父親か ら受け継いだ自筆書簡 のほかに、多 くの人か ら父親の書簡 を
返却 してもらった りして、相 当量のウィ リアムズ自筆書簡 コレクシ ョンを
集 めていた。伝記執筆後に、それ ら全 てと他の相続 した 自筆文書や資料 を
一括 してエール大学図書館に寄贈 した。書簡 だけで十箱あ り、恐 らく総数
で五千通近 くに達すると推測 している。
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几帳面で丁寧、落 ち着いたウィ リアムズの性格 は、書簡の筆跡 に よく表
れていると思 う。 どれ も気持 ち良く読 めて、ほ とん ど判読に苦 しむ ことは
ない。 よしんば判読困難 な箇所があ るときには、百五十年近 くも前 に書か
れているので、インクの色 が霞んで見えないとか、便箋の品質や保存状態
が悪 くて、読みにくくしているケースである。 しか し、そんな書簡 は数少
ない。もっとも悩 ましいケースは、昔の航空便の便箋のよ うな薄紙 を使 い、
裏に も書き続けてい るときな どである。
一八三〇年代の書 き始 めか ら、晩年 の一八八〇年代 に至るまで、ほ とん
ど書 体が崩れていない。 とにか く読み易い。シモ ンズ書簡では、発狂 した
一九〇八年の前 と後では、筆跡 が一変 していた。滑るよ うに大 きな字 で書
いていたものが、宇野浩二の文体 に似て、細 くな りせ っかちに見える書 き
方 に変貌す る。それで後年の夫人宛書簡 などは読みに くい。 アーネス ト・
サ トウの 日記に しても、それ ほど一定 した筆跡 でなく、ときどき読み に く
くな る場合 が生 じた。 その点でウィ リアムズは、信仰 ・信念 ・生活 、 どの
点で も一貫性を保ち、そんな人生態度 が、読み易い、ま るで真面 目な中学
生 の書 くような筆致 を保持 させたのかも知れない。
几帳面な性格は、夫人に宛てた書簡 の一つで、 「透明なマ ン ト」 につい
て述べた言葉にも覗 えると思 う。・いつも謙虚に振 る舞い、つつましくあろ
うと努力 していた ら、身体に纏 う外套 が限 りな く透明になっていき、寒 さ
か ら内なる魂を守 りなが らも、魂の輝きはよ り鮮 明に外に向かって輝 き出
る、 と語っている。 自筆書簡 を読んでい ると、こ うした真実の肉声 に接す
る稀な体験が起きる。
バー リンゲイ ムの筆跡は、以上の人物たち と大きな違いを見せ ている。
書 きな ぐったかのように さえ見えて、判読の極 めて困難な筆跡 となってい
る。ペ ンの使い方にもその人 ごとに、人柄 とか心境が現れ るもの らしい。
一八五八年の夏にウィリアムズは、長崎を訪 問 した。その ときに澳 門で
留守宅をまもる妻セイ ラに向けて、何通かの私信 を送 り、様子 を知 らせて
いる。次の書簡 日記 もその一つである。 フレデ リックによる伝記では、一
八五八年十月 とだけ 日付 を記 しているが、これ は編集の手 を加 えた結果な
のだ。実際の自筆書簡にあたって確かめてみると、十月六 目書簡の末尾 と、
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翌 日七 日のものとを合成 したいために、単に十月 とだけ記 した ようである。
更に他にも伝記作家 による加筆 ・削除 ・変更 など、編集 されている箇所 が
認 められ る。 ここでは、編集 されている箇所 に、私の[注]を加 え、伝記 の
訳文 を引用する。
十月。[中略]
四度 目になる僕の 目本訪問は、こうして終幕 しました。これまで以上に、幾つかの
点で楽 しい旅になりました。なんと言っても、将来の希望が、すべてを圧倒 します。
神の民が、信念と忍耐のなかで、この地で布教を始 めましたら、神は、ご自身の計画
を続行するために、これから先 も、援助の手を差 し延べて下さることと、僕は確信 し
ています。[以上が十月六日分の末尾。以下が十月七 日分であるが、編集されている部
分を多 く含んでいるので、注意が必要である。]
:貍投 後すぐに、ミネ ソタ号は、蒸気エンジンの稼働 を始め、錨をあげました。艦内
の綣 は誰 もかれも、甲板に出て来ました。湾内からゆっくりと出航 していくあいだ、
美 しい長崎港の最後の一瞥を楽 しみま した。僕だってそうなのです。[湾内の景色を描
く≫:章二つがここで省略 されている。]こ こ四、五年、あちこちを旅 しているうちに、
様1驚な景観の様相に、すこしは慣れてきた と思 うのですが、長崎の港 と近郊の美 しさ
に勝る景勝の地は、ほかにはありません。長崎の坂道や谷間を眺めた り、散策 した と
きの楽 しさは、これか ら先も心に温めておき、大切にしたいものです。
長崎湾のぞとに点在する島々。その辺 りに進んだ ところで、入港 してくるミシシッ
ピー号が、視界に入 ってきました。先週のあいだ、ずっと到着を待っていた船です。






そこで、ニコル ソン艦長が、こちらに乗船 してきて、一部始終を説明してくれま し
た。函館から真っ直 ぐに南下 したところだそ うです。カルフォルニア経由の最新情報
が函館に届き、米国船 を砲撃 した英国船の行動について、論議が高まっている最 中で
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した。そこで、艦長 としては砲撃に先行 して、大英帝国が宣戦を布告 したに違いない、
と早合点 してしまったようです。とにかく、艦長 としては、居眠 りの最中に、英国軍
艦の襲撃を受けたくないと決心しました。その結果、僕たちの船が、米国船を偽装 し
た英国海軍の巡洋艦であるのなら、手当た りしだいに敵艦を捕まえよう、 と待 ち構え
ているのかも知れないと、そう考えたそ うです。当方のデュポン艦長が、 ミネ ソタ号
の船籍番号を旗棹に掲げ、標示 した段階になっても、完全に安心できずに、船首の向
きを変えさせています。もしかしたら敵艦かも知れず、そんな危険に舷側を曝 さない
ためで した。ニコルソン艦長の話によれば、函館を出港 してから、南下の危険 を犯す
よ りも、(彼 の発音では、ペテロパ ウロスキーとなったが)パ ウロスキーに立ち寄 り、
食料品を確保 した方が得策である、とも考えたそ うです。そんなことを実際に してい
たら、まったく滑稽な行動 となってしまい、艦長 と彼の将校たちは、おびただ しい回




一 通の書簡 を引用 しただ けでも、以上のよ うに、三カ所に大幅な変更 を
してい ることが、自筆書簡 との比較対照を通 して明 らかになる。や は り原
文を正確 に再現 したタイ プスクリプ ト作成 の意義 は、ここでも、それ な り
にあ りそ うに思われ る。
この ウィ リアムズ研究 は、未だ途 中であるので、総括的な考えを本書で
述べ ることは適切でない段階にある。ペ リー提督の二度にわたる黒船騒 ぎ
では、すでに言及 したよ うに、ウィ リアムズは首席通訳 を務めた。そ のと
きに書 き綴 った書簡体の 自筆 日記は、エール大学図書館に寄贈 され公 開 さ
れている。『一八五三年～一八五四年、 日本遠征記』 と題 して、すで に判
読を終 え、タイプスク リプ トの草稿を作成 できた。
それ にもう一つは、天津条約の締結 と中国皇帝謁見を求めた連合軍 の英
国 ・仏国、お よび中立国の米国 ・露国による遠征 には、米 国全権公使 の下
で中国語通訳を務めた ウィ リアムズである。この ときにも綿密 に日々の動
きと観察 を綴 り、記録 を残 そ うとした ことは言 うまでもない。 こち らは、
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日記体の妻宛 自筆書簡 と呼べ るものであ り、実際に何 日分かをま とめて 、
妻に送った形跡が、書簡の ように折 り目のついた便箋か らも分かる。それ
に、家族 に宛てた私的 な安否の知 らせ を多 く含んでい る。『一八五八年～
一八五九年 、北京遠征記』 と題 して、こち らの方 も判読結果 をタイプス ク
リプ トに打ち出 してある。一八三〇年代か ら一八八〇年代 までのウィ リア
ムズ自筆書簡の方は、約五十年 間に及ぶので、未だ判読 と活字化を完了で
きていない。
二本の遠征記原稿 については、いずれ も一冊 に合本 してあるものの、破
損が進んでいて、図書館に依頼 してマイ クロフィルム化す るにせ よ、長い
日数が要す るものと予想 された。三十年前の事情 と今 は違い、パ ソコン使
用が、多 くの特別室で認め られるようになってきた。以来、作業の能率化
は極めて高まっている。それにエール大学図書館の自筆文書部門では、デ
・ 濃カメの使用まで認 められている。大助か りである。遠征記二本の資料 は、
欝デジ カメで撮影 したあと、持参 したノー ト・パ ソコンに移送 した。帰国 し
てか らは一台 目の ノー ト・パ ソコン画面で映 し出 し、別 の一台に判読結果
をタイプす る、 とい う両刀使いによって効率化 をはかってきた。
鑠 霑 簡の方 は、十箱に達す る数量であるか ら、マイクロフィル ム化を図書
豢館に依頼 した。最初の依頼者 となる場合には、長い 日数 と経費 を計算に入
れておかない といけない。担 当す る専門家 を特別に雇って作業するために、
人件費に対する経費負担が、最初の依頼者 に期待 され るためである。三十
五 ミリ・マイクロフィルムー本 に、約一千三百 コマが収録 されてい るので、
経費 は一本 あた り五万円ほ どになる。それ によって図書館側 としては、保
管用 のマスター ・フィルムを作成 できる。私たち利用者 が、実際に購入 し
た り、特別室で使 える リールは、そのマスター ・プ リン トか ら複製 した コ
ピーである。いったんマスター ・フィル ムが用意 されれ ば、後か ら注文す
る研究者 は、一本の リール ・コピーを五千 円ほどで購入 できる。最初の依
頼者 となった私は、結果的に十本 のリール に対 して、五十万円近 く支払 っ
て、作成 してもらえたことになった。後続す る研究者たちは、五万 円で同
じものを購入 できる。ウィ リアムズ再評価 の進行 している中国若手研究者
に とって、同 じ関心を持つ 日本人 としては、 ささやかな形であれ、学術的
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な国際貢献ができた と考えてい る。
それにマイクロフィルム ・リーダーの方 も、大 きく変化 してきたよ うで
ある。最近発行 された津 田塾大学の同窓会報 に、米国議会図書館で長年勤
務 した英文卒五回生の吉村敬子 さんが、寄稿 された一文 「米国議会図書館
蔵マイクロ化 日本語資料チェ ックリス トの作成」を興味深 く読ませていた
だいたばか りである。そのなかで述懐 されてい るよ うに、戦後の中核的図
書館では、マイクロフィル ムな りフィッシュによる資料保存を大幅 に進め
てきた。
フィルムに納 められた資料は実に膨大であるのに、フィルムの劣化 は避 け
られ ない。それで結局、近年 ではデ ジカメやスキャナーを利用す る場合の
よ うに、コン ピューターに取 り込む技術が開発 された。マイ クロフイルム
画像 をスキャナーで取 り込むのである。エ`.ル 大学では、神学部図書館の
マイグロフィル ム室で、自由に、それに無料で利用できた。アメ リカン ・
ボー ドの書簡類が、大量にマイクロフィルム化 されているので、マイ クロ
フィルム ・スキャナーの登場 は、実に便利で効率的であると感 じた。 アー
サー ・シモ ンズ自筆書簡を鉛筆で転写するのか らすれば、研究や調査 の方
法が、大 きく様変わ りして、隔世の感 がある。 しか しこの形態に して も、
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百五十年 ほど前の清末北京。 こんもりと茂 る樹木の梢を通 し、落 日に染
ま る小高い山並みが見え隠れす る。その紫色の静かな佇まいは、北西の方
向に北京郊外 を縁取 るかのように、北京に在住す る市民に、昔 も今 も安心
感 を与 え、一 日の終わ りを告 げる。 ビルの谷間を歩きながらの今 日では、
どこにいて見上げて も、変わらぬ西山の山影が見える。
夕焼 けのなかで眺めた ら紫色に見えるのに、西山に接近す るについて、
それ ほど緑の多 くない岩肌が視界 に入 ってくるよ うである。裸 山だ、 とは
なん どか外国人訪問者によって、実際 に使われてきた表現の一つなので あ
る。最初 にそんな印象の一つを英国人旅行家 ・地質学者 ラファエル ・パ ァ
ンフ リーの回想録か ら引用 してお くの も無駄ではないであろ う。
   To the west [of Beijing], over some ten or twelve miles of 
intervening country, arise the barren mountains which form the 
western limit of the great delta plain, and the transition from the
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lowlands of the coast to the elevated plateau of Central Aisa3.
北京西山は、遠 くヒマラヤに至る山岳地帯 の始ま り、山際にあた るのであ
り、同時 に北方のゴビ砂漠 に淵源す る北方 の砂漠化は、その触 手の先端 を
伸 ば している場所で もある。
英国政府 による最初の外交使節 の任務が、1792年 、マ ッカー トニー 卿
(LordGeorgeMac訓ney:1737～1806)に 与え られた。 中国か ら英国に帰国す
るのは、1794年 になったが、旅 先の出来事を 日々に細か く書 き留 めている。
天津到着 は1793年8月ll日 日曜朝である。大型帆船による沿岸 での海上
輸送、天津か らの小型 ヨッ トによる運河 と、輸送手段を換 えなが らも、い
ずれ にせ よ水路に よる旅 は、陸路による長旅 と比べた ら快適な旅程 を想像
した くなる。 しか し、夏場は夏場 なのであ り、暑 さに変わ りない し、雨が
少ない。東洋に特有す る猛暑の苦痛か ら逃れ られるものではないので ある。
一つの悩みの種は、蚊であった。 も う一つ は、食材 の劣化であった。
1793年8月12日 の記述 は、天津か ら北京に向か う運河の快適なはずの
船上 にあ りなが らも、最初の被害 を次のよ うに述べ る。
 We are much  troubled with mosquitoes,  or gnats, and other insects, 
among which is a phatana or moth of a most gigantic size, no less than 
a humming-bird, and we are stunned day and night by the noise of a 
sort of cicada who lodges in the sedgy banks and is very  obstreperous.4
最初の英国使節 を夏場に悩ませた蚊の攻撃 と対策 は、後述す るよ うに、
1860年 代の北京在住欧米人に とって共通す る問題 となる。も う一つの猛暑
被害は食材の劣化であ り、翌 日8月13日 の記述 には次のよ うに見える。
3 Raphel  Pumpelly:  My Reminiscences (Henry  Holt, New York, 1919, in two 
volumes). Vol. I, p. 392. 
 4 An Embassy to  China: Being the journal kept by Lord Macartney during his 
embassy to the Emperor Ch'ien-lung, 1793-1794, Edited with an Introduction and 
Notes by J.L.  Cranmer-Byng (Longmans, London, 1962). p. 82.
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  Some of the provisions which were brought for us this morning being 
  found  tamed (which was not to be wondered at, considering the 
  extreme heat of the weather, Fahrenheit's thermometer being at 88), 
  the superintending Mandarins were instantly deprived of their buttons, 
  and their servants bambooed, before we knew nothing of the matter. 
  So sudden and summary is the administration  of  justice here.5
不慣れな東洋特有の猛暑 に悩まされなが ら、北京に近づ くにつれて、北
西の方向に霞む西山の遠望 ができた。8月15日 、マ ッカー トニーの 口調 は
一変 して明るくなった。 これまでの旅のあいだ、海岸線 を辿 るか、大河か
運河 を使 ってきただけに、河川 の流域に広大に延び る平坦な地面ばか りが
視罫 に入 った。 どこまで進 んで も平 らに見 え、起伏の少 ない風景に飽 きて
き潔 いた。そんなときに英国人の眼底に初めて印象 された北京西 山の姿は、
清々 しく映 り、その後 につづ く英米の北京訪 問者が、繰 り返 しエールす る
ほ蘿 の安堵感 を伴 った。北京は近い。それに青い山並みの遠望は、緑 の茂
みや清流の涼 しさを意味 したか らである。
We now observe with pleasure some picturesque blue mountains at 
thirty or forty miles distance. They contribute a good deal to enliven 
our prospects, which have hitherto been  confined to the level 
uniformity of the cicumjacent country.6
使節一行の初 日の滞在先 に予定 されていた場所は、北京城内にな く、一
行 は、そのまま西山の方角 に向かって進んでい く。北京か ら北西に約十キ
ロほ ど離れた圓明園が、宿舎 として用意 されていた。英語ではTheSummer




別荘庭園 とい う趣や利用法 があった らしい。圓明園か ら二十キ ロあま り、
更に山道を左手に辿れば西 山に入 るし、別 の右手の山道は香 山温泉に通 じ
る。
久方振 りの西洋人の到着 、それ も英国か らの使節である。宗派は異なる
ものの、同 じ白人 として、驢北京に長年暮 らしてきたカ トリック教会僧侶た
ちの訪問を次々に受ける運び となった。北京政府か らマ ッカー トニー使節
との交渉係 を命 じられていた。ポル トガル 、フランス、イタ リア出身のジ
ェスイ ッ ト派やオーガス ト派所属の宣教師 たちである。8月23日 の訪問者
として、Joseph-Bemardd'Almeida以 下の面々の名前を記 してい る。
Joseph-Bernard d'Almeida  [1728-1805; astronomer],  Andre 
Rodrigues  [1729-96; the president of the Board of Mathematics] and 
 another  Portuguese; Louis de Poirot  [1735-1814; painter and linguist], 
Joseph Panzi  [17331812; painter] and Peter Adeonato  [d.?-1822; 
watchmaker and interpreter], Italians; Joseph Paris  [1738-1804; 
watchmaker], a Frenchman and or two  others.'
圓明園に数 日滞在 したあと、マ ッカー トニー卿の入京は、8月26日 に
実現 した。 三時間ほ どの旅程 の後 に辿 りついた北京城 内の宿舎には、内庭
の数だけで十一を数 え、広い屋敷が当てられ ていた。広々 していて通風 も
良かったらしく、夏場 の暑 さや空気に関す る苦情 を述べていない。
マ ッカー トニー卿の 目記 は、なん ども出版 を計画 されながら、実現 した
のは最近の ことになる。それ に対 して余 りに対照的に思えるのは、使節団
に同行 したス トーン トン卿(SirGeorgeStaunton)に よる遠征記である。使
節 の終了直後、1797年 に ロン ドンで出版 され、長 く親 しまれてきたためで
ある。8





ので あ ろ うか。 高潔 の人("amanofstrongprinciplesandfirmcharacter")9と
言 われ るマ ッカー トニー卿 は、重 要 な公職 に任 命 され て も、私 益 を肥や す
ことが一切 な かった とい う。 それ に、 日記 と遠 征記 とで は、 も とも と叙 述
の構 え方 に、差 異 を生 じる性 格 の もの であ る。 感情 をお さえなが らも、私
的 な 関心や 観察 を淡 々 と述べ る 口調 は 、マ ッカー トニー の 日記 の方 に色 濃
く読 み取れ そ うだ。 ス トー ン トンの方 が、記 録的 で一般 的な 、乾 いた書 き
方 を してい る ものの 、北京城 内宿 舎 の詳 しい 叙述 に 、か え って効果 的 に発
揮 され てい る と思われ る。
      Through the interference of the Governor of the palace of 
  Yuen-min-yuen, the embassy removed to Pekin immediately. Here the 
  whole was lodged in a large palace, consisting of several buildings, built by 
  a former collector of the customs at Canton, who raised an immense fortune 
  by extortions on the English; and in consequence of oppressing the natives 
  in another office, the edifice was seized by the crown. 
      It was built in the usual  manner of the houses of the great Mandarins, 
  and the whole was in the form of a long square, surrounded by a brick wall, 
  the surface of which was a mere blank, except near one of the angles, where 
  there was a gateway. This wall supported the top ridge of  roofs, the lower 
  edges of which resting on an inner wall, parallel to the first, composed a 
  range of buildings divided into offices. In the other part of the inclosure 
  were quadrangular courts of different sizes. In each of these were buildings, 
  on platforms, of granite, surrounded by a  colonnade.1°
北京特有の四合院造 りである。 これ だけの詳 しさはマ ッカー トニーにな






そのなかで も、降雨のあ とに残 され る泥道、汚れたたま り水、そのほかの
不便 さとか非衛生の面については、マ ッカー トニーにもス トーン トンにも
触れ られてお らず、後の使節や滞在者に よる記述を待たなければな らない。
ス トー ン トン卿 は息子連れで初回北京遠征に参加 していた。 同じジ ョー
ジ・ス トーン トン と呼んでい るけれ ど、父親の ミ ドルネームが、レオナー ド
であ り、このSirGeorgeLeonardStauntonは 、英国東 印度会社の幹部役員 と
して広東 に勤務するあいだ に、中国語 と中国文化に通 じていた。使節 団で
は正使 につ ぐ副使 の重責 を担 った。息子の ミ ドルネームの方は、 トーマス
とい い 、若 いGeorgeThomasStauntonは 、遠征 隊の仲 間 か ら"young
Staunton"と 呼 ばれ、マ ッカー トニーの給仕役 として参加 していたが、通訳
の手助 けをす るくらいにまで、中国語の知識を多少 とも持 ち合わせていた。
使節団の帰国後は広東に とどま り、在広東の英 国東印度会社の通訳 として
中国語 に熟達す るよ うになった。後年の1807年8月6日 金曜 日の夕方 、澳
門でス トーン トンを初めて訪 問 したロバー ト・モ リソン(RobertMorrison:
1782～1834)は 、ロン ドン宣教師會 から中国に派遣 され た第一号の宣教師で
あった。 中国語に熟達 した現地の先輩 として、新来者 に対 して、現地情報
を伝 え、最初 から援助を惜 しまなかった人物は、同 じジョージ ・ス トー ン
トンで も、こしらの息子の方 なのだ。
2.第 二次英国使節アムハース ト卿 と通訳 ス トー ン トンによる
圓明園到着
英国政府は、初回のマ ッカー トニー使節派遣で期待 した大きな成果 をあ
げ られなかったことか ら、第二回 目の使節団を送 ることとし、アムハース
ト卿 に託 した。広東に在住 してきた息子の方のス トー ン トンは、使節通訳
の 依頼 を受 け、約二十年振 りの北京再訪の幸運をつかむ。会社や広東 の仲
間たちに次の ように別れの挨拶 を送 ってい る。
My public service abroad terminated with Lord Amherst's embassy.
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Having held the highest place in... the service of the East India Company to 
which I was attached; having accomplished my favorite object, of revisiting 
Peking in a diplomatic capacity; and having accumulated a competent 
fortune... I gladly abandoned the prospect of increased wealth... and I rejoiced 
to find myself able to terminate the period of my banishment, at the early age 
of six and  thirty.',1
アマーハース ト卿使節団の帰国後、息子ス トー ン トンは、上掲引用文の
なかで 自ら期待 していたよ うに、英国に戻って英国議会 の議員 となる。 中
国通 として英国政府 の中国政策 を大いに批判 した。 また、ロン ドンの王室
アジア協会を設立に尽力 して、た とえば自分 の書斎か ら多 くの中国関係書
籍 を寄贈 し、同協会図書室の蔵書を充実 させている。先 を急ぎ過ぎた よ う
であ る。 ここでアマーハース トによる入京 についての言及 を済ませておか
なけれ ばな らない。
再び夏場 の圓明園が舞台 とな る。それに しても、なん とい う予期せぬ悲
劇が、そ こで演 じられたこ とであろう。1860年 の大惨事 を予兆するかの よ
う癒 出来事が、アマーハース トに起きた。
;1::816年8月28日 の早朝6時30分 に、中国皇帝は、謁見のために訪れ る
はず の使節一行 を待っていた。早朝の6時 半 とい う一 日の仕事始めの時間
は、皇帝によるお勤め開始の通常時刻であって、この場合に驚 くことでは
ない。使節一行の到着が少 し遅れてい るとの通知を受 けた皇帝は、面会 を
延期 した。丁度その決断の時刻 には、大慌てのアマーハースが、正面の門
に到着 していて、乗物か ら転が り落 ちたばか りであった。 なにしろ昨夜は
徹夜で旅路を急いできたので、寝不足であった上に、洗面 とか着替 えす る
間取 りの余裕がなく、玄関先 での転倒によって英国紳士の帽子も凹んでい
る始末。汚れ きった哀れな使節の姿 を迎 えたのは、皇帝以外の重役 たちば
か りであ り、皇帝の姿はなかった。
11 Nigel Cameron: Barbarians and  Mandarins---Thirteen Centuries of Western 
 Travellers in  China (Oxfor  Univ. Press, 1970).  pp. 322-3.
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北京滞在 も許 されず、せ っか く英国から運んできた荷物の紐 を緩 める暇
もな く、使節 一行は退去を命 じられた。徹夜のあとの激 しい疲労 と空腹に
耐えて、帰路につ こうとい う落胆の段階。思いがけず皇帝か らの豊富な食
事の差 し入れ があった。一行の喜びはこの上なかった。 圓明園 に十時間滞
在 しただけで、夕方の四時 までに使節一行 は、帰路 につき、完全に不毛に
終わった。 この ときに良い成果 を恵まれたのは、帰 国後に議員 となるス ト
ー ン トンー人 であったか も知れない。
われわれの期待す る北京、圓明園、それ に西 山に関す るアマーハース ト
使節団の印象記 を見かけないのは、短時間に終始 した使節の失敗に起因す
るため と言 えるのであろ うか。
3.エ ル ギン卿特使 による入京
英 国政府に よる前後二回の使節派遣は、こうして結果的に全て不毛に終わ
った。使節派遣を計画す る背後には、増加す る中国茶の輸入 の必要性 と、
その支払いに当てるイン ド産鴉片輸出のバ ランス問題が潜んでいた。 ジャ
ーデ ィン・マセ ソン商会を代表格 として成長著 しい広東の英国系個人商人、
それに彼 らを後押 しする英国東印度会社 と英国政府 は、鴉片禁圧の政策を
厳守 したい中国政府 とのあいだに、対立構造を深化 させ てい く。皇帝か ら
派遣 された欽差大臣の林則徐は、英国商人の輸入 した阿片 を没収 した うえ
に焼却す る事件が起 きる。第一次鴉片戦争の勃発であ り、勝利する英国政
府 は、1842年 、中国政府 とのあいだに南京条約 を結んだ。 一
敗戦処理のために南京条約 を結び、それ にその後、英 国側 か ら逐一履行
の要求 を受けるものの、中国事情 は、すんな りと条約項 目を実行に移 せな
いでいた。条約上の難題には、外国人 による広東市内の自由往来 のほか に、
全権公使の北京駐在 とい う外交課題(「 公使駐京問題」12)が あった。
鴉片戦争のあとに再び、英国軍 と中国軍 とが、戦火 を交えるよ うになっ
12夏 笠著 『第 二次鴉片戦争史』(上 海 図書出版、2007年)。pp.60-71.
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た直接の原因は、1856年10月8日 に勃発 したア ロー号事件である。 しか
し事件背後には、条約の完全履行問題 と英国商人の利権拡大が潜んでい た
と言 える。事件の発展は、広東十三行街 に設置 されていた外国系商館や 、
市 内の外国人住宅等への放火 と広東大火災、その被 害に対す る賠償要求 に
起因す る英仏連合軍の北京侵攻作戦、 と随伴する中立国の露国 と米国、 こ
れ ら四力国による天津条約 と曖琿条約 の交渉 と調印にまで進んだ。いわゆ
る第二次鴉片戦争の戦火が、1860年 の夏には北京にまで迫 る勢い となった。
われわれの関心の的にある北京西山が、こ うして再び英国人の眼前に姿
を現す。1860年 夏場の圓明園は、再び歴史的 な舞台 となった。 このときの
滞在者は皇帝 自身である。す でに引用 したカ メロンの歴史物語 には、つ ぎ
のよ うな描写がある。
   In the year 1860 the late summer in Peking was a fine one. The 
worst of the humid heat and the drenching showers that made 
nonsense of the drainage system were dying out. Another weeks and 
it would be autumn.... But in the fine late summer of 1860 it was 
generally known that the emperor was not in Peking but at the Summer 
Palace outside the city, with, among others, the concubine Yi; and that 
he was in some apprehension for his own safety.13
強力 な武装 と多数の兵士を投入 して、外国軍が、首都北京に迫 りつつあ
るとい う大事なときに、病臥 していた咸幸帝は、一時的に圓明園に滞在 し
たあ と、更に北方のJehol(熱 河:rehe)に 避難す るものの、間 もな く同地
で他界する運命にあった。






圓明園襲撃劇 の背景 には、皇帝の避難先 だけでな く、 もう一つ の重大な
要因があった。 この ときか ら数週間前 の出来事である。中国側 との交渉役
に派遣 されていたハ リー ・パークス等英国側 と、それ に仏国側 にも、思い
が けない逮捕 と投獄 とい う悲運が、通州で発生 した。
チャールス ・ギュツラフやオル コックの庇護 のもとに広東 ・澳 門・アモイ ・
上海 で暮 らす あいだに、中国語 に堪能 になったパークスは ともか く、 中国
ので きないエルギン卿の私設秘書 ロック(HenryBroughamLoch)な どは、幽
閉 された牢屋 のなかで、中国人罪人 との同居 を余儀 な くされなが らも、持
ち前の才気を生か して、いかに して生 き延 びるか 日々刻々に思案 し工夫 し
た。そのサバイバル劇 を後年の回想録 に詳細 に綴 ってい る。 この ときの投
獄生活に関す るかぎ り、これ以上に生々 しい記録はない。9月18日 に投獄
された英国側 の二十六名の うち、圓明園までは、幽閉された牢屋 のなかで、
中国人罪人 との同居 を余儀 なくされ なが らも、持 ち前 の才気を生か して、
いかにして生き延び るか 日々刻 々に思案 し工夫 した。 この ときの投獄 生活
に関す るかぎ り、ロック以上に生々 しい記録はない。
実際に、英国側 では死者が半数 に達 した。 ロン ドン ・タイムズの特派
員 に しても虐殺 された一人である。仏国側 に しても変わ りない。十三名の




なかった。 このときの一連 の動きは、エル ギンの記録 に次の よ うに記 され
ることになる。特 に、占拠 につづいて起きる更に一連の動 き、略奪 ・放火 ・
破壊、についての背景知識 を提供 している と思われ る。
Sunday, October  7th.---- We hear this morning that the French and 
our cavalry have captured the Summer Palace of the  Emperor. All 




We are told that prisoners are all in Pekin... Five  P.M.--- I have just 
returned from the  Summer Palace. It is really a fine  thing, like an 
English park---numberless buildings with handsome rooms, and filled 
with Chinese curios, and handsome clocks, bronzes, &c. But, alas! 
such a scene of desolation. The French General came up full of 
protestations. He had prevented looting in order that all the plunder 
might be divided between the armies, &c. &c. there was not a room 
that I saw in which half the things had not been taken away or broken 
to pieces. I tried to get a regiment of ours sent to guard the place, and 
then sell the things by auction; but it is difficult to get things done by 
system in such a case, so  some  officers are left who are to fill two or 
three carts with treasures which are to be sold... Plundering and 
devastating a place like this is bad enough, but what is much worse is 
the waste and breakage. Out of 1,000,0001. worth property, I daresay 
50,0001. will not be  realized. French soldiers were destroying in 
every way the most beautiful silks, breaking the jade ornaments and 
porcelain, &c. War is hateful business. The more one sees of it, the 
more one detests  it.15
15 Letters and Journals of James, Eight  Ear_l of Elgin, edited by Arthur Penryn 
Stanley (John Murray, London, 1872). pp. 361-2. See also Henry Brougham 
Loch: Personal Narrative of Occurences during Lord Elgin's Second 
Embassy to China, 1860 (John Murrary, London, 1870), p. 178, "The 
gaolers and prisoners evinced great curiosity at my appearance, 
crowding round to examine my clothes, jack-boots, and skin. My 
acquaintance with Asiatic character taught me that not only my 
comfort while in prison would depend, but possibly my future safety, 
upon the position which from the first I should assume, and the 
deference I might be able to exact, both from my gaolers and my 
fellow-sufferers. My being unable to speak Chinese made me feel all 
the more the necessity of supplying, by my manner, my inability to 
communicate with them by words. When, therefore, both the officers 
of the prison and the convicted criminals began touching my hands, face, 
and hair, I at once made them understand their curiosity and
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後述す るように、ア ロー号事件後 に制圧 した広東の管理運営を一任 され、
重要な立場にあったハ リー ・パークス監督官 は、使節 のエル ギン卿 に懇願
されて断れず 、渋 々、今回の北京遠征 に通訳 として参加 した とい う特殊事
情 にあった。エル ギン卿のお気に入 りであるばか りか、右腕 として有能な
働 きを してきただけに、エル ギン卿 しては、彼を失 うわけにいかず、救出
に全力を尽 くして成功す る。エルギン卿 による10月9日 付書簡 には、パー
クスが、前 日10月8日 の帰還 を記す次のような文面が見える。
October Yesterday at 4 P.M., Parkes, Loch, and one of Fane's 
Irregulars arrived... Parkes and Loch were very badly treated for the 
first ten days; since then, conciliation has been the order of the day, 
and, I have no doubt, because I stood firm. If I had wavered, they 
would have been lost... Parkes and Loch have behaved very well 
under circumstances of great danger. The narrative of their 
adventures is very  interesting...16
エル ギン卿は、憤怒する感情 と報復心を抑 えなが らも、英 国人不 当逮捕
の再発防止のために、対抗処置や処罰 の方法 をア レコレと考 えるが、結局、
皇帝の潜伏先 と噂 され、それに投獄 と虐待の場所 と聞 く圓明園 の破壊 を手
段の一つに選んだわけである。
familiarity　 were　 displeasing　 to　 me,　 and　 moved,　 as　 well　 as　 my　 chains
would　 admit,　 towards　 a　small　 wooden　 bench,　 the　 only　 one　 withi皿the
prison,　 on　 which　 at　the　 time　 two　 men　 were　 seated.　 I　mentioned　 hem　 to
rise,　 and,　 to　 make　 my　 meaning　 fully　 understood,　 at　 the　 same　 time
gently　 shoved　 them　 they　 instantly　 rose,　 their　 face　 expressing　 the
utmost　 astonishment.　I　seated　 myself　 on　 the　 bench,　 and　 signed　 that　 I
wished　 the　 space　 in　front　 of　me."
16同 上 書、p.362.
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Camp near Pekin.---- October We have dreadful news 
respecting the fate of some of our captured friends. It is an atrocious 
crime, and, not for vengeance, but future security, ought to  be severely 
dealth  with!'
圓明園の誇 る「大量金玉珍宝」18を略奪 したのにつづ き、10月18日 には、
園内の二百棟以上を数 える建造物 を焼却せ よ、 とい うエル ギン卿の命令 が
通達 され、ホープ・グラン ト将軍率いる英軍は、圓明園に火 を放った。19こ
うして先行 した二回の英国使節 が訪れた夏宮の圓明園は、一気 に灰塵 と帰
して、かつ て中国皇帝お抱 えのカ トリック系僧侶や彫刻家の設計建造 した
石柱 の廃虚だけが、今に栄華の名残 を伝 えるだけである。
ヨ蟹
4鎗FOREI(TNERS'WITIIINTIDE(SATE20:駐北京 外 国使 館 の設 置
禦 一 レンス ・オ リフ ァン トの著 したエル ギ ン卿 使 節 に よる中国 ・日本 遠
征記 は、1857～1859年 を扱 っ てお り、 これ まで 見て きた1860年 の北京 進
攻 に触れ る こ とな く終 わ って い る。21同 じこ とは 、フ ランス 皇帝 の派遣 し
た グ ロス使節 に関す る同一 テー マ 、中 国 ・日本 遠征 記 につ い て も言 える。22
更 に、 中立 国 の米 国政府 が 派遣 した全権 公使 使節 に随行 した後述 す る美 国
使 館 の通 訳 ・書記 官 ウィ リア ムズ(S.WellsWilliams:1812～84)の 北京 遠 征
17同 上 書、p.365.











記 もまた、1857～1859年 を扱 うのみである。23し たがって資料的 には、こ
こで再び、エルギン卿 の前出 日記書簡集 に戻る しかない。
圓明園の破壊につづき、10月24日 に北京 に入 ったエル ギン卿は、 これ
まで相互の論争点に決着をつけて、北京協約を結ぶ と同時に、天津条約 を
批准 した。交渉 の相手 は、道 光皇帝 の第六子 にあた る進 歩派 の恭 親 王
(PrinceKung)で あ り、こ うした交渉過程 のなかか ら、や がて外務省 に発展
す る中国最初の外務窓 口役所(Tsung-liYamen)が 誕生す る。 このときに確
認 した次項 をまとめて、英語 ではConvention(協 約)と 呼んでいるが、前
出の夏笠の研 究書七章では、「北京条約」とい う表現 を使 って論 じ、外 国軍
の軍事的強圧に屈 した中国の近代史に於 ける 「重大屈辱的一頁」 と述べて
いる。24フ ランス使節 グロス男爵 も、翌 日に北京城内に入 り、英国使節
と同様の手続きを速やかにすませてい る。
各条約締結国の求める在北京外交代表部の設置交渉 については、マイケ
ル ・J・ モーザ._...(MichaelJ.Moser)と 娘(YeoneWei-chihMoser)に よる
郷土史的な調査をま とめた 『北京城内の外国人』に詳 しい。副題 として 「北
京 の外国公使館」が付いている。香港 のオ ックスフォー ド大学出版 が、1993
年 に出版 した百五十頁 あま りの父 と娘 による珍 しい共著本であ り、おそら
く北京研究 とか、中国の外交関係史 とか、いずれの研究分野であるにせ よ、
われわれの 日頃手にす る学術書の文献 リス トには載 りそ うにない性格 の一
冊 と思われる。学術的でないアマチ ュア的に受け取 られがちであ りながら、
学術研究の ヒン トとか最初 の手掛か りを与えて くれ るこの種の資料や読み
物 は、毎 日の新聞記事 に似 て、それな りに興味深 く読 めるだけでな く、貴
重な情報源 とな りうる。
モ._._.ザー親子によれ ば、最初に提案 された設置場所 は、放火 して焼 き放
った圓明園跡地であったとい う。北京城内に外国人の居住 を認 めた くない
zsS.WellsWilliams:JOURNALOFVISITTOPEKING,18581859(MS).TheYale
UniversityLibraryArchive.
24前 掲 書、 『第 二 次 鴉 片 戦 争 史 』、pp.386～476.
115
とす る中国政府側の本心が感 じられて、条約国はこの提案を拒絶す る。25
そ こで 次 に提 案 され た の が 、 崇 文 門近 くに位 置 して い る東 交 民 巷
(``Don匐iaominXiangor`Eastern.LaneoftheMinglingofPeoples"26で ある。最
終的 にそ こに決まった。その名 前の通 り、交易のために諸民族の集ま る場
所 として栄 えてきてお り、安南 、ビルマ、朝鮮 、モンゴール 等の王室か ら
貢物 を携 えて毎年訪れ る使節のために、宿泊先の迎賓館(Siyiguan)も 用
意 されていた。北京城内にあって古 くか ら、最も外 国人を迎えるのに慣れ
ている場所 と言えた。す ぐ横を走 る城壁の上部の道路は、高 さ15メ ー トル、
11メ ー トル の幅があ り、後年の若いアーネス ト・サ トウ(EmestSatow)の
よ うに、乗馬や散歩を楽 しむのに十分な広 さと眺めを備 えていた。
外交使館街(LegationQuarter)の うち、英国政府は、梁公府(宗 室奕棟梁
住宅27)を 借 りるこ とにな り、1900年 迄40年 余 り、 中国の正月になる と、
臓奪仕立ての賑々 しさで、500ポ ン ドの借地料を近 くの中国外務省 まで届
け旗そ うである。28そ の後 も英国政府 は、周囲の土地 を借 り受 け、使館
の敷地 を広げていくが、書記官用の快適な住居まで新築 している。 フラン
ス葬 また元満州貴族の屋敷(原 景公府)を 借 り受けたが、古い建物 を壊 し
て認 ランス ・スタイルの使館を新築することとなる。
凍 交民巷のなかで一番乗 りしていたのが、 ロシア使館 であろ う。すでに
1727年 か らロシア正教の牧師 と中国語見習いの小集 団が、東交民巷 のモン
ゴール街 に居住を許 されていて、1858年 の天津条約締結後には、彼 らが別
の場所 に移 り、跡地にロシア使館 が設置 された。
ロシア使館 と道 を挟み、向かい側、 もとも と貢国使者 の迎賓館があった
跡地 に、米国使館が設置 され ることになる。1エ ーカーの広 さがあった。
この土地購入 の資金調達や交渉、それに使館の改築計画は、通訳書記官の
S・ ウェルズ ・ウィアムズが担 当 した。前出の夏笠 によれ ば、ウィ リアム
25前 掲 書、ForeignerswithintheGates-一一theLegationsatPeking,p.15.
26同 上 書、p.16.
27前 掲 書、 『第 二 次 鴉 片 戦 争 史 』、P.456.
28同 上 書、Foreignerswithinthe(茅滋 θs…theLegationsatPeking,p.21.
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ズ担当の米国使館が、 「中国首都 出現了第一此外 国使館」29で ある とい う。
5.八 大処 とハ リー ・パー クス
すでに二度 にわたって派遣 された英国使節 が味わった夏場 の北京にっい
ては、暑 さと蚊の被害 に触れた。実際に北京 の使館 で暮 らす よ うになる
1861年 の夏場か ら、北京在住 を許 された公使館員 と宣教師たちは、どのよ
うに して慣 れない異郷の地で夏場 を過 ごそ うとしたのであろ うか。短期間
に終始す る使節訪問ではな くて、その後 は、一年、二年、十年、二十年 と
住み続けるあいだに、猛暑 と蚊に加 えて、後述するよ うに、黄砂や埃 、泥
道 、不衛生、伝染病等についての悩みが、 日記や書簡 に追加 されるよ うに
なる。
二巻本 のオル コック伝記 を書き残 してい るア レクサンダー ・ミッチーは、
主 として上海在住の長い、有能なインテ リ商人であったが、北京在住 の外
国人 にとってやがて必要 となる夏場の避暑地 もしくは保養地 としての北京
西山八大処 について、以下のよ うな興味深い総括的記述 を残 している。そ
の意味でも ミッチーは貴重 な存在であると言える。また、長文の引用 文に
なって しま うけれ ど、避暑地確保の交渉 を記 した唯一の資料 であるので、
当該個所 を以下に文引用 しておきたい。
   The lives of the foreign residents were by no means confined within the 
four walls of the city. The environs without fences or trespass notices made 
charming excursion grounds for riding parties. For longer expeditions 
there are the never-failing attractions of the Ming Tombs, the Great Wall, the 
passes into the Mongolia, and the various other distant points. The city is 
beautifully situated in the centre of a mountain crescent, whose  nearest point 



































premises to two different occupants, leaving them, or rather their servants, 
to fight for the possession.3°
すでに上記 したよ うに、北京城 内に20年 も前か ら駐在全権公使 を派遣で
きてきたのが、ロシア帝国であった ように、北京郊外の避暑地確保 も、ロ
シア使節が一番乗 りしていた
らしい。 ロシアの先例に従 って夏場避暑地の確保 に向 けた交渉 をパークス
に託 した、とミッチーは述べてい る。北京に上洛 した1860年 秋の間に、早々
と交渉 した もの と思われる。エルギ ン卿使節 か ら駐在北京全権公使 を引き
継 ぐことになる弟のブルース卿(FrederickWilliamAdolphoneBruce)が 、外
務大臣格の恭親王に引き合わ された 日、1860年11月8日.の 通訳 はパーク
スであった。翌 日には上海へ向か うエルギン卿一行 に同行するパークスが、
北京に戻ってくる 日は、1861年4月 に入ってか らとな り、しば らく書記官 ・
通訳の役職 に就任 した。ブルースや英国使館 の八大処使用が、1861年 の夏
場か らであるか ら、書記官就任後の初仕事 として、恭親 王と中国外交部役
人 との交渉をするのには十分な時間的余裕を感 じる。
パークスの1861年 北京使館滞在は、しか しなが ら、4月 か ら5月 末 まで
の短期間に終始 した。一つ にはブル ース初 めとする英使館の面々が、彼の
よ うな真剣 さを感 じさせ ない、とす る失望感 に起因するよ うで ある。
The Legation struck him as badly managed, the establishment  'dirty and ill 
dressed,' and whole effect  'mean.' The duties of the Chinese Secretary did 
not attract him, and he was not  sorry that he had not to perform them. In 
spite of the interest he took in riding about Peking and the neighbourhood, he 
wasglad to leave. If he stayed in China it was for work, not amusement.31
30 Alexander  Michie: The Englishman in China during the Victorian Era 
(Blackwood, Edinburgh, 1900, in two volumes). Vol. II, pp. 154-5. 
31 Stanley Lane-Poole: The Life of Sir Harry Parkes  (Macmillan, London, 1894, in two 
volumes). Vol. I, p. 442.
119
旅先から妻 に宛てて消息をたえず書き送 るペークスは、この点で前出 ウ
ィ リアムズによく似ている。す でに北京を発って、上海経 由で広東 に戻 る
旅先 にあった6月1日 の妻宛書簡のなかで、植物採集 の趣味について述 べ
た ときに、二度 にわたる北京八大処探訪に言及 してい る。
At Peking, too, we have a vegetation that is much akin to our own, and 
many wild flowers also. I went twice to hills about twelve miles 
from the city, and derived as much delight from this particular, as from 
the charm of the general view. The blue iris is a very common flower, 
and in the place of cowslips we have oxlips, a flower of the same 
character but a brownish hue instead of bright yellow. Dandelions 
and thistles are plentiful, but I discovered nothing like a daisy or 
buttercup, for which I would have given any money.32
鷹 の眼の ような鋭い視線を肖像写真に残 りしてお り、行動する領事 とし
て強 い意志力 を感 じさせてきたパークスが、 このよ うに名 もない よ うな雑
草に興味を持 っていた り、妻 に自分の発見をたえず私信で語 り伝えよ うと
する優 しさの一面 を持ち合わせていた ことが分かる。二度の八大処探訪 の
合 間、1861年5月 あた りが、実際の使用許可を得た時期 と推定 して よいで
あろ う。
6.ブ ルース卿お よび 日本語通訳見習アーネス ト・サ トウ:1862年
上掲引用文で ミッチ._._の指摘 している英国全権公使 と駐北京英使館員に
よる1861年 八大処滞在について、実際の滞在 に触れた英文資料を発見でき




た だ 、1861年 滞 在 に つ い て は 、 ミ ッ チ ー 著 オ ル コ ッ ク 伝 記 と 、 レ イ ン ・
プ ー ル 著 パ ー ク ス 伝 記 、こ れ ら 二 冊 に お け る 記 述 以 外 の 資 料 が な い け れ ど 、
ブ ル ー ス の 滞 在 は ほ ぼ 推 定 で き そ う で あ る 。
1862年 夏 場 に は 、伺 じ ブ ル ー ス と 駐 北 京 英 国 使 館 員 に よ る 滞 在 が 、 ア ー




















ブルース全権公使 が、八大処に八っ ある寺院の一つ、碧雲寺を借 り受 け
33 Ernest Satow Dairies PRO/30/33/15, June 27, 1862 (The National Archive, Kew Gardens,  London)  .
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てお り、ベ ッ ド等の家具を荷馬車で送 りこんでいる、 とサ トウは述べてい
る。元気で若 々しい通訳見習生のサ トウの方 は、乗馬好 きであ り、方々 に
遠出 してい るけれ ど、1862年6月 末の頃までに噂で聞いていた と思われ る
八大処を 目的地に して乗馬で向かったもの らしい。
他方、早 くか ら北京入 りを果た していたロシア、それ に英国 とフランス に
つづ き、公使館設置の最後に廻 って しまった駐北京美国使館の方は、 もっ
ぱ らウィリアムズが、公使館用地の確保 と建築に余念がなかった。公使館
に入居できるまでのあいだ、フランス使館 の好意 によって、そ こに仮住ま
いを している頃、 ウィリアムズは、澳 門で待機 してい る妻 に宛てた1862
年8月7日 の書簡のなかで、次のよ うに事情 を伝えている。
載
,鬣
We are still living at the French Legation, but Mr.  Burliingamle. intends 
to going up to the Hills to relieve Kleczkowski of some of us for a few 
weeks, while I stay to look after the repairs; however, I think B. will 
never go there, he is too inert. As soon the house is habitable, I shall 
leave, if I am alive & well, and go south [to Macau]. I have every 
inducement to  hurry the workmen therefore. The cholera is nearly 
gone, and all foreigners have been spared, of whom there are 80 in 
Peking.34
上掲引用文で ウィ リアムズの言 うよ うに、1862年 夏場の北京 には、すで
に八十名 の外国人が暮 らしている とした ら、そのなかの どれほ どの人数が、
八大処へ向かったのであろ うか。避暑地 らしい賑わいが予想 され る人数に
違いないのである。
7.ラ ファエル ・パ ンペ リー と駐北京外交官の交流:1863年
34 SWW to wife Sarah, dated Peking  1862/  08 / 07; SWW Family Papers (Yale Univ. Lib. Archive).
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旅行家のパンペ リーは、世界各地の地質調査 をつづけなが ら、1862年 に
な ると日本 に現れる。横浜、東海道、北海道まで探訪の足 を伸 ば した。そ
の後1863年 に入 り、上海か ら北京まで旅を続けた。北京の手前で遠望 した
西山八大処の印象 は、その ときに記 したものであろ う。彼の回想録には正
確な 日付が記入 されてお らず、いつ北京 に到着 したかも正確 に判明 しない。
1863年 の春先であろ うと推測す るのみである。 「北京 に於 けるアンソン ・
バー リンゲイム夫妻 と娘、1863年 」 とい うキャプシ ョンのある庭先の写真
が、掲載 されていた り、北京滞在 中は、バー リンゲイ ムの好意 を受 けて、
美国使館に宿を得た と感謝 しているところから判断 して、1863年 春先の到
着 とい うのが適切であるようだ。
その後に、本稿テーマに関連す る興 味深い記録を読む ことができる。バ
ー リンゲイム夫妻に加 えて、英国全権公使ブルース と英使館付文官 ・武官
たち一行に案内され るままに、西 山八大処までの遠 出に参加 してい る。国
柄 の違 いを超えた外 交官達の異郷 に於 ける社交 の具体例が、早 くも1863
年夏場 のこの時点で見受 けられるのである。
   On one excursion to this temple our party included Mr. and Mrs. 
Burlingame, Sir Frederick Bruce, and several of his attaches. Our way lay 
at first along the outer side of the city wall. I was riding in advance with 
some others when we saw a number of pigs ahead of us and many crows all 
fighting over something which we soon saw was human leg sticking up out 
of the land. We fell back and managed to surround Mrs. Burlingame and 




前出のウィ リアムズは、前後10回 、八大処で避暑を している、と自ら記
しているが、1864年 夏がその初回であった と思われ る。白松で知 られ る長
安寺で過ごした。八大処の八寺院のなかでも、一番下手の大きな寺である。
後年 には三山庵をすっか り気 に入って しまい贔屓に した。
弟 の宣教師フレデ リックに宛てた1864年8月12日 付書簡 に於いて、各
国の公使たちが、それぞれ八大処の好きな寺院を選んで、夏場 を過 ごして
い ることが分 かる。
  We are spending a month or two at a temple about 14 miles W. of 
Peking, situated at the base of the Hills, which commence the plateau of 
central Asia. It forms one of a group of eight separate monasteries cared 
for by 20 priests or more in all, and in the lowest down; the Russian,  Am. 
& French ministers occupy others higher up the hill, embosomed in groves 
of trees and affording extensive views of the plain toward Peking. Ours 
is spacious & clear, but not so new as some of the others; it contains three 
terraces within the wall, & has 8 or 10 different buildings altogether 
arranged around two courtyards that contain many  trees... 
   Among the trees in the compound, are six specimens of the white 
pine, of which is, I am told, over 500 years old; this tree is covered with a 
white bark nearby in the outmost branches, as white as if the whole trunk 
had been white washed like the bit I send you; the bark flakes off like the 
shellark hickory, & this keeps the tree constantly white, and fresh. It is 
truly a fine tree, & has been introduced into England & France, where I 
am inclined to think it will not show such a white trunk, because of the 





使が、八大処 に勢ぞろい していることが分かる。 どのよ うな交流を相互 に
持ったか らについては、この書簡 に語 られていないが、家族や若い公使館
員 ぐるみで、相互のあいだに社交の機会が、年々、増 えて行き緊密 になっ
た もの と推測できる状態にある。
この引用文 に白松のことをウィ リアムズが詳 しく伝 えているのは、彼の
植 物採集の趣味に基づいてのことである。1864年 夏、八大処の山野を探索
して は、 北京 蕨や 他 の幾 つか の新 種(Sambucus孵1伽 〃2読 とPanicum
Willia〃ZSZ)を発 見す るまでに発展 した。37十 年前 にペ リー提督に伴 い、
通訳 として 日本に遠征 した ときにも、余暇に下田の山を歩 き回って、植物
採集 に夢 中な ウィ リアムズの姿が、今度 は、北京の八大処の山野で見かけ
るよ うになったわけである。1854年4月20日 下田では、新種Clementis
溺11∫翩3∫を採集 したほ どの専門家並みの研究熱 を感 じされる。以下に引用
す る ミッ ドフォー ドが、アマチ ュアの植物学者について言及 しているのも、
こうした ウィリアムズの実在 と実績を念頭 に置いてのことと思われ る。
9.ミ ッ トフォ ー ドの八 大処滞 在 記録:1865～1866年
1865年 夏 場 の 資 料 を 提 供 す る の は 、 ミ ッ トフ ォ ー ド(A.B.
Freeman-Mitford)で あ る。文才 に恵 まれ た青年 貴族 で あ り、駐 北京英 使 館 付
文 官 として赴 任す るた め に、1865年4.月 に香 港 に到 着 して以 来1866年9
月 まで 、香 港 ・広東 ・北 京 とい うよ うに推移す る滞 在先 か ら本 国 に宛 て て、
長 文 の私 信29通 を書 い てお り、後年 にそれ らを編 集 して一種 の紀行 記 にま
とめた。 八 大処発 信 の書簡 は、全 部 で三通 あ り、書 簡7号PiYiinSsii発 信







発信地の寺院は二か所にな り、内容的にも大きな違いを見せてい る。 二
番 目に書かれている1866年7月23日 付書簡 は、モンゴール紀行 を主な内
容に してお り、本稿のテーマ との資料的関わ りでは、単 に発信 地だ けに限
られ ている。最初の第7号 書簡は、1865年 に最初に滞在 した ときに書かれ
てお り、当然 のことなが ら、資料的な内容は、八大処滞在の理由 と魅力 、
滞在先の寺院 の生活環境、近 くに滞在す るロシア使館員 との交友 に詳 しく
伝えてようとしてお り、先 に引用 した ミッチーの概括的記述 を裏書 きして
いる。なかでも 「北京西山の小高い山並みは、中国北部のスイスである」
とい う一言に、好印象 を集約 している文章等、数か所か らの抜粋 にここで
も限定せ ざるを得ない。
   You will see by the date of this that we have beaten a retreat from 
the dust, head and filth of the city, and that our "villegiatura" has 
begun. Indeed, Peking was becoming insupportable. The 
thermometer when we left was standing at 108° in the shade, the 
highest degree when it has reached for these three years, and I was 
heartily glad to turn my back upon the Legation gates. 
   The plain between these hills and the town is very beautiful. It 
is thickly studded with farmsteads, knolls of trees, and tombs, which 
are always the prettiest spots in China, for as a balance between 
against the dirt and squalor in which they pass their lives, the Chinese 
choose the most romantic and delightful places for their final 
habitations. The soil is wonderfully fertile, and yields two crops in 
the year, so that usually the plain bears every appearance of 
 prosperity... 
   The hills west of Peking are the Switzerland of Northern China. 
They are not very high nor extraordinarily beautiful, but they are some
40同 上 書、pp.330・346.
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very pretty gorges and valleys, richly wooded, and at any rate the air is 
fresh and pure. Every gorge has a perfect nest of temples, built by 
the pious emperors of the Ming dynasty and the earlier Tartars, for 
which good deeds the Corps  diplomatique at Peking cannot be too 
grateful. Properly speaking, according to the rules of their order, the 
Buddhist monks are forbidden to receive any money for the hospitality 
which they offer to strangers, so when the Chinese go to stay at a 
temple they restore or beautify some part of it as a return; but we 
 prefer paying a few dollars, and in spite of their statutes the 
arrangement seems to suit the monks as well as it does us.... 
   Our temple is called "Pi  Yfin  Ssii," "the temple of the azure 
 clouds,"  a romantic name, and certainly the place is worthy of it. It is 
built on terraces ascending the hill to a length of about half a mile, and 
on every terrace is shrine, each more beautiful (if that is the proper 
word to apply to the grotesque buildings of this country) than the 
last.... At the top is a small temple more in the Indian than the 
Chinese style, and here there is a very curious idols with ten heads, 
three large ones at the bottom, from which three smaller ones spring, 
in their turn carrying three lesser ones surmounted by a single very 
small head. The hands are in proportion. This little place 
commands a panoramatic view over the plain, with the walls and 
towers of Peking in the distance.... 
   Our habitation consists of several little houses on one side of the 
temple; we dine on an open pavilion, surrounded by a pond and 
artificial rockery, with ferns and mosses in profusion; high trees shade 
it from the sun, and close by us a cold fountain pours out of the rock 
into the pond, in which we can ice our wine to perfection.... 
   We rise at any hour after daybreak, breakfast at eight, dine at 
three; after dinner we go for a walk, or a scramble over the mountain, 
and come home to tea at about eight or nine. We sit smoking our
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cheroots for perhaps an hour, talking always about home and watching 
the fire-flies, that, according to the Chinese tradition, served as lamps 
to Confucius and his disciples. A visit from or to the Russian 
Legation, who have got a temple at about an hour and a half's ride 
from here, is the only break to the monotony of our daily life. I have 
my teacher with me here, and work with him at the language from 
breakfast to dinner; that is my serous occupation, and about as hard a 
task as one could wish for. I carry about my lessons for the rest of 
the day written on  paper fans---a capital dodge for keeping one's work 
before one. We are rather bothered by mosquitoes, and a most 
venomous little insect called the sand-fly, yellow in colour, and 
smaller than a midge, which is lucky, for if he were of the size 6f a 
blue-bottle I should think his bite would be  fatal...41
螺 、
夏場北京の生活環境的苦痛 として、猛暑 と蚊が、これ までの訪 問者 に よ
っ証指 摘 されていたが、 ここでは新 たに、砂塵 とむ さ苦 しさ("dirtand
squalor")が 追加 されてお り、訪問者 と違って長期の滞在者の眼 に、夏場 の
北京は生活困難 と映 ったよ うである。それ と比較 して、谷川 と緑 に囲まれ 尸
た八大処の空気は新鮮 に感 じられたもの らしい。
ミッ トフー ドの書簡 には、む さ苦 しさを詳述 していない。後で引用す る
他の北京滞在者の文章でも短 く語 られてい るにすぎないので、 ここで最 も
端的に表現 した1890年 代の旅行者ヘ ン リ.___・ノーマンの観察を以下に引用
してお くことも無駄ではないであろ う。
Above all t he characteristics of Peking one thing stands out in horrible 
prominence. Not to mention it would be willfully to omit the most 
striking feature of the place. I mean its filth. It is the most horribly 
and indescribably filthy place that can be imagined. Indeed,
41同 上 書、pp.87-9.
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imagination must fall far short of the fact. Some of the daily sights of 
the pedestrians in Peking could hardly be more than hinted at by one 
man to another in the disinfecting atmosphere of a smoking room. 
There is no sewer or cesspool, public or private, but the street; the dog, 
the pig and the fowl---in sickening succession---are the scavengers; 
every now and then you pass a man who goes along tossing the most 
loathsome of refuse into an open-work basket on his back; the smells 
are simply awful; the city is one colossal and uncleansed cloaca.  42.
翌年の1866年 には別の寺院に滞在 した ことがわかる。1866年8.月4日
付 の書簡 においては、再び八大処で過 ごすつ もりの ミッ トフォー ドは、1866
年 の2月 に予約を した、 とわざわざ記すほ どに避暑地 としての人気 が上が
ってきたよ うである。二年 目であるか ら、八大処の各寺院の持っメ リッ ト
にっいて熟知す る立場になったためか、今回の選択 は、社交の賑わいを避
けるために、他の寺院か らかな り離れた場所 を考慮 した上での決断だった
らしい。
   When I returned from Mongolia three weeks ago I found that all t 
he world, that is to say, the three or four diplomats who compose our 
world, had very wisely taken itself off to the country. So early as last 
February I had secured this "Temple of Great Repose," and I lost no 
time in coming out here. It is too far from Peking to be very 
convenient; but it is well worth the extra ride, and the advantage of 
being feeting miles from the other temples inhabited by Europeans is 
incalculable; one is not subject to perpetual interruptions by people 
who, being bored themselves, come in and inflict their boredom upon 
others. It is a great undertaking moving out to the hills. We are 





furniture with us. I think you would have laughed at my procession; 
there were fourteen carts full of every kind of movable---our whole 
poultry-yard clucking and cackling out of coops and baskets, and a 
cow with her calf. This must seem strange to you, who would 
certainly not dream of taking your hens, ducks, and cows with you 
from town to the country; it is only another instance of the universal 
topsy-turviness of things in China, again demonstrated by the fact that 
the farer one gets from town the dearer everything becomes, there 
being no market and no competition, so that the owner of a leg of 
mutton can just change what he pleases for it, knowing that you must 
either buy at his price or go without it altogether. It is a beautiful tide 
out here, past Hai Tien, a little village with a small inn at which the 
Pekinese may be seen by scores, naked to the waist, and enjoying an 
outing, after their fashion, with chopsticks and rice, tea and 
infinitesimal pipes, past Yuen Ming Yuen and Wan Shao Shan, or 
rather its ruins, past flourishing cornfields and picturesque hamlets, 
past temples and shrines innumerable, along stony roads which the 
rains have turned into canals so deep that the carters are obliged to cast 
lots for which shall strip his very dirty body and go in to see whether 
the carts can pass or not. It was quite dark before I reached the 
temple, after eight hours' ride under the hottest son I ever remember to 
have felt. Indeed I had a sad proof of its strength the next day, for my 
brown pony, Ho-o'-my thumb, who carried me so well over so many 
hundred miles, died of sunstroke after a few hours' illness. Poor little 
beast!43
上掲引用文中に語 られているように、快適 な避暑地の生活を確保 しよ う
とした ら、 このときの ミッ ドフォー ドと同 じくらいに、相 当大量の準備 を
43同 上 書、pp.330・2
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しなければな らない ように思われ る。料理人や使用人 を伴い、まるで北京
私邸 の家具をみな運んでいき、引越 しす るようかのよ うな物 々 しさで はな
いだうか。14台 もの荷車か ら編成 され る大行列 となってしまい、 しか も
家具ばか りでなく、何種類もの家畜 ・家禽まで運んでいるか ら、英国国内
では とても眼に出来そ うにない遊牧民の珍キャラバ ン光景になった。生卵
を確保す るために鶏 を連れてい く。籠に入れた数羽の鴨は、いつか鴨料理
を楽 しむつ もりなのであろ うし、 日々の牛乳 も欲 しいので牝牛親子 まで連
れている。ロン ドンのマンシ ョンか ら田舎の屋敷 に避暑 に行 くのに、誰 が、
こうした家畜 ・家禽の一連隊を同行 されるとい うだろ うかと述べて、英国
と中国 とでは、なにもかも逆 さまの世界だと、 ミッ トフォー ドは弁解 につ
とめている。
10.中 国語通訳見習ポーターの人大処発信書簡(1):1866年 初夏
同 じ年1866年 の 夏 には、 も う一 人 の有能 な青 年 が 、八大 処 の滞在 と印
象 を家 族宛 書 簡 に記 して い る。 これ らを編 集 して 出版 され た の は、書 簡 執
筆 時 か ら百 三十 年後 に なっ た44。 筆 者 の ポVタ ー(FrancisKnowlesPorter:
1845～1869)は 、ベ ル ハ ー ス トの 有 力 な長 老 派 教 会 牧 師(Rev.JohnScott
Porter)を 父親 に持 ち、 ロバ ー ト ・ハ ー ト(RobertHart)の 母校 で もあ る地
元 の ク リ 一ーンズ ・コ レッジ を1865年10月11日 に卒 業 す る とほぼ 当時 に 、
1865年11月2日 に駐 北京英 使館 の通 訳見 習 に推薦 され た。
乗 船 は1866年1月4日 とな っ た。中 国 に向か う船 上 で母親 に宛 て て書 い
た1866年1月7日 日曜 日の書簡 に始 ま り、や は り母親 宛 に駐寧 波 英 国領 事
館発 信 の1869年3.月27日 付 書簡 に至 るま で、全 書簡59通 を書 い てい る。
これ らの転写 テ キス トを読 む こ とが 可能 に なっ たわ け であ る。 特 に本 稿 の





若 々 しいタッチで描写 されてい るこ とである。 これだけ多数の八大処発信
書簡 は、前出ウィ リアムズ以外に他に例をみない。
すでに上で見てきた人物や事柄 に触れている興味深 い記述が、随所 に散
見できるので、最初 にそれ らについて述べておこ う。1866年2月21日 水
曜 日の第11書 簡 には、1866年3月2日 金曜 日付 の追伸 があ り、上海 か ら
天津行の乗船切符を購入できたので、 日曜 日3月5日 に乗船予定である と
知 らせている。次の1866年3月20日 、第12書 簡 にも1866年JR25日 の
長い追伸が付いている。この第12書 簡では、駐北京英使館の発信 となって
いて、天津から上海 までの行程を前出 ミッ トフォー ドと共に した、 とまず
記 している。更に、北京到着後ただちに全権公使の前出オル コックに挨拶
に行 った ところ、再婚相手の故 ラウダー牧師未亡人、それに夫人の連れ子
の娘 と、評判の悪い息子45(後 年、日本宣教師S・R・ ブラウンの娘 と結婚)
を紹介 されている。
ミッ トフォー ドやオル コックばか りでな く、他の公使館員 との挨拶 のな
か歪、2月 、3月 とい う早い段階であ りなが ら、夏場の過 ごし方が話題 に出
た簿 うに推測できそ うな二、三の根拠 を見受 ける。一つ には外交界の社交
であろ うが、北京に常駐する各国使館 を実際 に訪問 している点にある。駐
北京使館のこ うした交流 は、夏場 のニカ月 ほ どのあいだ、八大処に移 るの
であるから、 どこかの使館 での儀礼的挨拶 の一つ として、早めに八大処の
宿坊を予約 しておいた方が よい、 と助言 され る可能性 は高い。後に見るよ
うに、実際にポッターの予約は意外 に早い時期 になった。
も う一つの根拠 として、冬場の北京 で生活 を開始 しなが ら、生活環境に
関す る夏場特有の悩みをはや くも伝 えているか らである。朝はまだ冷 え込










気 で あ る よ うに見 え る。 ところが 、雨が少 ない た め に、乾燥 した空 気 は、
砂 塵("thedust"46)を 撒 き散 らす 、と夏 場 に頻 繁 に語 られ はず の悩 み が 、す
で に この 時期 に 口に され て い る。それ ばか りな く、街 路 の悪 臭や 汚物 に も、
この冬 場 の段 階 で言 及 され て い るので あ るか ら、夏 に入 った北京 で暮 らそ
うとす るな ら、深刻 な問題 に発 展 しそ うに予 感 され た こ とと思 われ る。避
暑 地 の必要 性 は 、 こ うして北京 到着 ま ぎわ か ら話題 に され 、考 慮 され た も
の と推 測 で き る。
これ まで夏 場 に劣 化 しが ちな生活 環境 につい て は、英 国人 の間 の頭 痛 の
種 とな った猛 暑 ・蚊 、む さ苦 し さ、それ に砂 塵 を加 えて見 て きた が、 更 に
悪 臭 と汚 物 の追加 を避 け られ ない よ うで あ る。"The.filthandstenchofthe
streetsaremostabominableand.renderwalkingin.themquiteimpossible.ラ'47下
水 道 や ゴ ミ処 理法 な ど、近 代 的 なシステ ム が、大都 市 に完 備 させ るま で に、
どの国 も長 い苦難 の道 を歩 ん で きた。 北京 ばか りの特殊 事情 で は ない。
八 大処 行 き の計 画が 、実際 に書簡 で述 べ られ るの は、次 の第13書 簡1866
年4月11日 で ある。"Weare.allgoingofftothehillsinthesummertimeto
avoidthe.heatandtheperfumesofthecity,butofthis.more,whenmoreis
arranged."48八 大処行 きの 目的 を述 べ てい るが、先 の3月25日 付 第12書 簡
追伸 で話 題 に した こ とを受 けて こ とで あろ うと思 われ る。
次 の第14書 簡 は 、2週 間後 の1866年4月25日 に水曜 日に書 かれ てい る。
二 、三 日前 の1866年4月22日 土曜 日に八 大処 へ 行 き、週 末 に二 泊 して 北
京 に月 曜 日4月23日 に戻 った と伝 えた。駐 北京 英使 館 の若 い会 計係 マ リー
(J.GMurray:1842～1875)と 一 緒 であ る。わ ず かな 週末旅 行 に過 ぎない の に 、
荷 車 に寝具 を積 み、料 理担 当の給仕 を伴 って いた。 宿 泊先 は、 上 司の オル




















1866年5月8日 火 曜 日に は 同 日中 に 、父 親 宛 の 第15書 簡 と母 親 宛 て 第16
書 簡 の 二 通 を 書 い て い る。先 の4月25日 書 簡 の な か で 、八 大 処 再 訪 れ を予
告1し た 通 り、 同 じ くマ リー に 同行 して 土 曜 日5月5日 北 京 を発 ち 、 二 泊 三
日・の 滞 在 の 後 、5月7日 月 曜 日 に戻 る こ と に な っ て い た ら しい 。 思 い が け
な い 事 故 は 起 き る も の で あ る。 同 行 者 の マ リー が 、 人 大 処 に 向 か う途 中 で
落 馬 事 を 起 こ し、 北 京 に戻 ら ざ る を え な い 深 刻 な 事 態 と な っ た 。 不 幸 中 の
幸 い は 、 も と も と外 科 出 身 の 軍 医 オ ル コ ック が 、 治 療 に あ た っ て くれ た 点
に あ る。 高 熱 を 併 発 した た め に 、 ポ ー タ ー は 、 三 日三 晩 付 き 切 りで 看 護 し
た 。 深 酒 の 悪 癖 が 直 らず 、 外 交 官 人 生 を 無 駄 に 終 わ らせ る マ リー は 、 こ の
と きす で に 、 飲 酒 し な が らの 乗 馬 で あ っ た の か も知 れ ず 、 そ れ で 落 馬 事 故
を 引 き 起 こ した と も想 像 で き るそ うで あ る。50
49同 上 書、p.64.










八大処に行 きたい二人の青年の勇み足 とい う事故であったのであろ う。
二度 目の週末宿泊が中断 された ことは言 うまで もない。五月初 めの北京で
は降雨もあって涼 しぐ、気持 ちのよい天候 に恵まれた よ うである。夏場 の
滞在 先を予約 して、準備 に余念なかったことだけは確かである。上司 のオ
ル コックとは別の寺院にした事情は、他の寺院をす でに各国の公使 クラス
な どの賓客による恒例滞在 によって、或 る意味で一年前 から塞がって しま






母親 に宛 てた第17書 簡は、五月末の1866年5月26日 土曜 日に書かれて
いて、そこにはすで に上司のオル コックが、家族連れですでに八大処 に出
かけた ことを伝えている。 まだそれ ほどの暑気 もな く、蚊 に悩 まされ るの
も、少ない快適な生活 であるので、休暇の前半組 に入 るつ も りであった け
れ ど、後半組 の順番が来 るまで北京城内で過 ごすつ も りであると伝えた。















鱶 月26日 の 段 階 で は 、 こ の よ うに 快 適 な 生 活 を報 告 しな が ら、 数 日後 の
1866年5月31日 の 第18書 簡 に な る と、『生 活 環 境 に 関 す る 二 つ の 悩 み を 訴
え て い る。 さす が に6月 が 近 づ い て い る。 一 つ に は 、 む さ苦 し さの 点 で 言
及 蘰 た 悪 臭 で あ る。 更 に、 酷 く苦 しめ られ た の は 、 蚊 の 猛 襲 で あ った と い
う聳.体 中 を刺 され て 腫 れ あ が っ て しま い 、 中 国 語 の 勉 強 を 中断 して 三 日 間















悪臭に関 してはすでに引用 したヘ ンリー ・ホーマーの観察が、最 も端的に
表現 しているのに対 して、蚊の被害については、 この時のホーマーの体験
と記述以上に、激 しい苦悩 を語 ったものを見かけない。
11.中 国語 通訳 見 習 ポ._._ター の 八大処 発信 書簡(2):1866年 盛夏
ポ._._.ター による人大処碧雲寺(Pi-Yiin-su)滞 在は、7通の両親宛私信の
なかで詳 しく報告 されているように、1866年6月 末か ら9月 中旬までの2
カ月余 りとい う長期 間にわたってお り、本格的な避暑 になった。第19書 簡
か ら第25書 簡 に至る7通 は以下のものである。母親宛6月24日 、父親宛
6月25日 、父親宛7月8日 、母親宛7月22日 、母親宛8月4日 お よび追
伸8月9日 、父親宛8.月9日 、母親宛8.月19日 。本稿 のテーマに、こ うし
て、豊富な資料を提供す ることになった。
最初 の書簡6月24日 には、この寺院の位置が、八大処のなかで も一番高
い所にあって、一層新鮮な空気 と良好な眺めに恵まれていた とい う。それ
に高所 まで登 ってくる他寺院の滞在者は少 ない ところか ら、社交的 にやや
孤立 していて、中国語 の勉強 をしたいポーターには好都合であった よ うで
ある。蚊対策 のために窓や天井に、薄いガーゼ製のカーテ ンを張 り巡 らし
たので、酷い被害に会わず にすんだよ うである。
日常生活 を支 えるために、身の回 りの世話をする中国人給仕 と料理人、
それに中国語の中国人教師が同行 している。八大処 についてポータ.__.の一













よ ほ ど避 暑 地 と して の 八 大 処 に 魅 了 され た よ うで あ り、"AsfarasasI
haveyetseentheclimateofthisplacesuitsme_wellinhealth:Iwishthewholeof
Chinawerehealthy."56と結 論 づ け て い る。 同 じよ うに 快 適 な 生 活 ぶ りは 、
次0)6月25日 付 父 親 宛 書 簡 に 於 い て も繰 り返 され 、"Mymotherwillletyou
knowhowIamgettingonatthetemple.Ifinditadelightfullife,andshallbe
sorrytoreturnagaintothecity."57、そ れ 以 降 も 滞 在 中 の変 わ ら な い 基 調 とな
る 。7月22日 に``Stillatthetemple,andenjoyingitscoolshadeand
retirement."58、 更 に1866年 度 最 後 の 八 大 処 最 後 の 発 信 とな る8月19日 書 簡
で も 同 じ く、"Theweatherhassetinquitecoolanddelicious;andthoughwe
couldnotenjoyourselvesmuchmorethanewhentheheatlasted,livinginthe
Legationisendurable."59と 結 ん で い る 。
静 寂 の な か で の 中国 語 習 得 、新 鮮 な 空 気 と果 物 、渓 流 で の 清 々 しい 入 浴 て







大 処行 きは、事 前 の小旅 行 も手 伝 って好 印 象 に終 始 した よ うで あ る。た だ 、
問題 は、社 交 の賑 わ いか ら完全 には独 立 で きな か った点 で あ る。 単 な る避
暑 や保 養 の た めの滞在 とい うよ りも、 英 国 の貴族 階級 のあ いだ で発 達 して
いた鉱 泉地 で社交 習慣 が、 八 大処 に も移 入 され てい た と指 摘 で き る。
AB.Granville医 師 の英 国鉱 泉地探 訪 記TheSpasofEngland60は 、1841年
に発行 され てお り、 レ ミン トン ・スパ や バ ックス トンを初 め とす る鉱 泉水
飲 料 の保養 地 が、貴族 の加 護 に よっ て、急 速 に 片 田舎 の村 か らオ シ ャ レな
街 に変 貌す る過程 を報 告 して い る。"Thereisafragranceofaristocracyinthe
veryairofthisSpa[Buxton]_"61エ ル ギ ン卿 、弟 ブル ー ス卿 、そ れ にオ ル コ
ック卿 は、 高 い低 いの違 い を見せ な が らも、貴族 階級 に属 してい るの で あ
り、 中国南部 か らの旅行者 が、次 々 に北京 を訪 れ てお り、パ トロン ・ホ ス
トの立場 か らの接待 に、 八大 処 へ案 内す るオル コ ックた ちの事 情 は、年 々







下に見 るよ うに後二回の夏を八大処で過 ごしなが らも、初回のよ うに長期
間にはな らなかった。





美国使館通訳 ・書記官の前出ウィリアムズは、10回 の夏場を過 ごした 自
ら述べているように、八大処愛好者の筆頭的人物である。なかで も三 山庵
(Sa-shan-ngan)を 好み、通い詰めるようになるが、ニ ュー ヨー クのオ リファ

















が、こぞって八大処 に集 うようになった1866年 夏場 とい う年は、これまで
にない賑わいを見せてお り、避暑地 と して発展に向か う転機 の夏場 と言 え
るで あろ う。




等の英使館 関係者 に加 え、美 国使館のバー リンゲイムー家 とウィ リアムズ
ー家、それ に新任のスペイ ン全権公使 まで入 り、おそ らくフランス とロシ
アの全権公使一行 も、 この避暑地の仲間に加 わっていたはずである。宮廷
外交な らぬ八大処外交が、避暑地の清々 しい空気のなかに憩 う家族 ぐるみ
の付 き合いのなかで、快適 に展開 した様子 を想像 した くなる。バー リンゲ
イムを中心 とするこ うした 日常的友好関係 の形成 と信頼感が、中国に対す
る国際協調路線の下敷 き とな り、やがてバー リンゲイム条約 に結実 してい
く過程 をここ八大処の夏場外交に辿れそ うに思われ る。
他方、英使館の実施す る現地 中国語試験 に備 えるために、中国語 の勉強
に余念 のない若い通訳見習生のポー ターな どは、 中国人の 中国教師 の常駐
を必要 としてお り、初回 の ときにも教 師の同行 に苦心 したが、翌年1867
年 と翌々年1868年 には、的確な中国人教師の八大処同行を断念 した もの と
思われる。 た しかに両年 ともに2週 間程度 は、や は り八大処で避暑 してい















効 果 に言及 して、海 水浴 場 とい う新 た な保養 ・避 暑地 として、









若 い中国語見習生は、中国語 の現地試験に合格 したあと、欠員の生 じが
ちな沿岸開港地の領事館 に、通訳 として派遣 されることとなる。1867年 の
賞に入った北京で中国語の修得 に没頭す るポー ターは、1867年6月15日









1841年 発行の 『英国の鉱泉地』が伝 える鉱泉水 としての海水の医療的価
66前 掲 書、TheSpas・fEngland,pp.6・7.
67前 掲 書、FromBelfasttoPeking.p.119.
68同 上 書、 」臨on2Be1塩s揺oPek油g
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値、それに保養 ・避暑地 としての海水浴場の開発 とい う動 きを思い出す と
き、ポ`..ターは時代 の申し子なのであ り、彼 の海水浴好 きが原因 とな り、
1869年 春先、赴任先の寧波付近の川 で溺れ て客死 した。
ウィ リアムズの八大処滞在 については、家族 と主 に米国人の宣教師仲間
を連れ立ち、前後十回の八大処滞在 を満喫 している点で、本稿 で見てきた




ア ン ソン ・バ ー リンゲイ ム伝記研 究(一)
一一S・ ウェルズ ・ウィリアムズ自筆書簡に見る初代在北京
米国全権公使アンソン ・バー リンゲイムの生活 と意見一一
 A Biographical Study of Anson Burlingame, 
the American Minister in the early 1860s' Beijing: 
        His Life and Opinions
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 Anson Burlingame was the first American Minister resident in Beijing, in the 
1860s. This is the first instalment of the biographical study of 
him in three parts, written for the purpose of giving him a decent reburial in the 
historical perspective by  using both his official letters to Washington and the 
personal ones of S. Wells Williams to his family and friends. All these 
autograph letters have not been published, so that in quoting them for the 
discussion here in this paper I have tried transcribing and giving a full 
transcription text.
1. 再評価をめぐって
アンソン ・バー リンゲイム(1820-1870:AnsonBurlingame;中 国名 ・浦安
臣)の名前 と功績は、中国および母国米国の双方において、すっか り忘れ ら
れた存在にあった。近代 中国史関係 の書物 に、その名前が登場する例は、
もっぱらTheBurlingameMissionで 知 られ る使節団の団長 とい う役割 に関
連 してであった。1868年 か ら二年間のスケジュール に沿って、近代 中国が
初めて欧米諸 国に使節団を派遣す る際に、米国人であ りなが ら、名誉ある
団長 に抜擢 された稀有な人物なのだ。後述す るよ うに近代 日本政府の派遣
した岩倉具視 の遣欧使節団の中国版 と位置付 け られ るものである。
バー リンゲイムお よびその使節派遣については、当時か ら情報不足や誤
解、 誤 った解釈 等 が横 行 した よ うで あ る。 そ の一つ は、早 くもA.R.
Colquhounの 著わ した中国近代史ChinainTransfoYmation(1898)に おける
次のよ うな史実解説に現れ ている。 「アンソン ・バー リンゲイム氏は、米
国政府 を代表する公使であったが、前 もって本国政府に電信 を送って辞職
したのち、中国政府 の特使 として西洋諸国に派遣 され ることを受け入れた。
二名 の中国人高官が同行 したけれ ど、彼 らこそ明 らかに使節なのであ り、
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バ.__.リンゲイム氏は随行者 にすぎない。」69
後述す るように、TheBurlingameTreatyと 呼ばれ る中美外交の基本方針
を打ち出せたのは、もっぱ ら使節団長のバー リンゲイ ムによる最大 の功績
であるのだか ら、「随行員」 とい う見方は誤謬である。 それに して もこ う
した誤解 の源は、当初か ら内外で話題 を誘 ったよ うに、なぜ外国人 の使節
が抜擢 され たのか、 「バー リンゲイム遣欧米使節団」の謎 に包 まれた成立
過程 と目的そのものに淵源する70。 成立過程の解 明は、バー リンゲイム
研究の重要テーマの一つになった。
Colquhounか ら半世紀以上経過 した1960年 代。す ぐれた米国の中国近代
史研究家たち、Fairbank、Reischauer、Craigの三者 による共著EastAsiaThe
ModemTransformation(1965)が 発表 された。「後年 しば しばそ うであった よ
うに、西洋文明 と直に接触する機会が増 えていけば、 自国の文明を改造 し
たい中国人の支援策 としては、最良の方法の一つ にな るはずだ、と多 くの
人たちが考 えた。 この直接交渉 とい う目的のために、海外諸国 に外交使節
団を派遣す るよ うにと強 く勧 められ 、1868に は退任予定の米国公使バー リ
ンゲイムが、中国最初の遣欧米使節 として送 り出 され る運び となった。バ
ー リンゲイムは、1861年 以来、『合作政策』("cooperativepolicy")の 中心
的存在であった。」71使 節団長 に外国人のバー リンゲイムが抜擢 され る背
景、使節団の成立過程や 目的 に関する前出Colquhounの 疑問に答えるヒン
トは、 どうや らこの引用文のなかにも窺えそ うである。
「中国文明を改造 したい中国人」 とは、中国政府 内部に萌芽 してきた進
歩 派 を指 して い る。 外 務 大 臣 ・首 相 格 の恭 親 王 変 訴(PrinceKung:









72『 清 代 人 物 生 卒 年 表 』(北 京:人 民 文 学 出 版 社、2005)p.577.
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情 がなけれ ば、この使節団派遣 とい う構想 も実行 もみなかった点について、
本稿で明らかに していきたい と考えている。 この 「合作政策」こそ、近年
にお けるバー リンゲイム再評価の起点にあると考 えるか らである。本稿 に
おいて、この点についても詳論す る予定である。
更 に、三人の共著 は、先に触れたTheBurlingameTreatyに ついて、条約
締結 に言及 したあとに、次の よ うな評価 を示 してい る。 「ワシン トンにお
いて、両国間の平等主義に立った条約を締結 させ たバー リンゲイムは、同
時に雄弁家なのである。西洋文明 とキ リス ト教 にとって新 しい夜明 けが、
古風な中華王国(TheMiddleKingdom73)に 始まった、とす る彼の声明は、
未熟であ り、かつ誤解 を招いた。彼の使節 団は、1870年 ロシアにおける彼
の急死をもって終息 した。」74
三者 の共著に具体的な条約名 は出てこない。それだけの価値 をバー リン
薦齧ム条約 に認 めていない、と解釈すべ きであろ うか。同様に、条約締結
国ゆ 双方が、このとき初 めて平等主義の方針 に立 ったことを評価 しなが ら
も、 時期早尚の声明、とい う判断を下 してい る。平等主義 の方針にもとつ
く外 交が、当然の前提 として受 け入れ られ てい る現実を考えた ら、三者 の
記述 か ら約半世紀経過 した今 日、同条約 それ に立役者のバ._._リンゲイムに
対す る評価は、変わ らざるをえないと考え られ る。時期早 尚に見えた声明
の基本構想は、市場開放政策の波 に乗って発展す る昨今 の中国実情を予告
す る基本方針 ない しはイデアの提示、とい うように見直す必要がないのだ
ろ うか。
雄弁家のバー リンゲイムは、預言者 と言えないであろ うか。預言者 とは、
あるべ き姿や基本的な方針 を 嘘 弁 に」提示す る存在、それだけに終始 し
て よいのかも知れない75。提示 された もの、そのイデアに向って、 リア リ
73TheMiddleKingdomは、本稿の論考で基本資料 に使 う自筆書簡の筆者 、S.Wells
W皿iamsの 主著 である。衛三畏著 ・陳倶訳 『中国総論』(全 二冊 、上海古籍 出版社、
2004)0
741bid,JohnK.Fairbankandothers(1965),p.336.
75「 聖書辞 典」 による預言者の定義。[超 越的次元 との媒 介」『i岩波 キ リス ト教辞典』
(岩波書店、2002年)、pp.1154・5。
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テ ィーが後追いす るか らである。
このよ うにバー リンゲイムについての再評価に向けた動きが、近年 、進
行 しているもの と思われ る。 このことを示唆す る二つの事例が、 ごく最近
になって、以下のよ うに見 られ た。一つは米 国発信である。諸外 国の大使
館が集 中している北京市内朝陽区の一角 に、美国大使館の大規模 な施設が、
建築進行 中である。新美国使館建設 にあたって、祝賀記念品の小冊子が、
中国版 と英語版 の両方で、2008年8月 に発行 されている。米国国務省歴史
文献辧公 室 の編集 した 『共 同走過的 日子一一美 中交往 両百年(AJourney
Shared.・TheUnitedStates&Chinの 』である。完備 した新使館の完成す る数
年後 には、大部の詳細な書物が発行 されるはずであ り、今回発行の小冊子
では、膨大な米 中外交史資料 のなかか ら、keypointsに 的 を絞 っただけに、
歴史人物の公的再評価 としての意義 を感 じさせ る記述 といえるであろ う。
まず、同小冊子のなかの一章 「19世紀的美国伝教士」において、S・ ウ
ェル ズ ・ウィ リアムズ(SamuelWellsWilliams:1812-1884)が 、米国か ら中国
に渡来 した宣教師の 「第一人者」であるとして特化す る。1833年 以来、広
東 に在住 し、「流利的広東話和 日語」であ り、と りわけ上下二巻 のTheMi'ddle
Kingdom(『 中国総論』)については、今 日に至 るまで19世 紀の中国生活を
精査活写できた優れた観察の書物 であるとして、高 く評価 してい る76。
次に肝心のバー リンゲイムについては、19世 紀初期 の外交往 来 と題す
る一章のなかで、肖像画 と共に一頁を費や し、詳 しく紹介 してい る。 なか
でも 「浦安臣条約」批准後に実行に移 された条約項 目の うち、在米中国公
使館 の設置、両国民の往来 と居住の 自由、中国人による移民 と米国留学の
奨励 、中国政府 の主権 と自治を尊重 した領土不可侵、に言及 している77。
中国政府 にとっては、国際法に沿った平等主義 に立脚す る最初の国際条約
の誕生 ・締結 を意味 しただけに、今 日の歴史的視点か ら見て も、国際社会
に中国を対等 に招き入れたバー リンゲイムの功績は大きく、再評価すべき
7c『 共 同 走 過 的 日子 ・一一美 中 交 往 両 百 年(AJourneyShared:TheUnitedStates&
China)』(美 国 公 務 院 、2008)、pp.14・16.
77前 掲 書、P.19.
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好機 が到来 したといえるであろ う。
再評価 の動きを示唆す る事例のもう一つは、中国発信 である。 日本のセ
ンター試験 にあたる中国統一試験の うち、各省 で作る二次試験では、歴 史
の問題にバー リンゲイム使節団の中国近代化 に与えた影響について、次の
よ うな出題があった とい う。長崎新聞に掲載 されたユニークな研究ノー ト、
「岩倉使節団 とバー リンゲイ ム使節団」で以下のよ うに報告 されている78。
「中国では今年6Aに 大学統一試験が実施 されたが、安徽省の歴史の試験
に次 のよ うな問題が出された。(1)中 日両国使節団の派遣 目的 と団員 の
構成 にどの ような違いがあったか。 この点に言及 しなが ら、両国政府の近
代化 に対す る姿勢 を述べな さい。(2)両 国が使節 団派遣 で得た成果 を ど
う運用 したか。その時期の中 日両国の近代化 の主な差異を述べなさい。
「読者 の皆 さんは、 この問いに どの よ うな答案 をお書 きになるで しょ う
かQ」
試験終了後に受験生の高校生に向けた模範解答の一つが、書英(曲阜師範
大學)に よって 「周刊考試」紙上で公表 されている。
このよ うに出題 されている事実を裏返せ ば、前提 として、高校の歴史授
業や教科書 が、バー リンゲイム使節団を教材 に取 り上げてい ることになる。




前述 した ように最新の動向は、再評価に向かっている、と観測で きるも
のの、近年 の先行研究 となると米国では皆無 に近い ようである。バー リン
ゲイムの死後ま もなく執筆発行 されたバー リンゲイ ム使節 団に関す る英
文研究書、それに死後40年 ほどして執筆発行 された英文の伝記のほかに
78周 国強著 「岩倉使節団 とバー リンゲイム使節 団…近代史の隠 され たキー ワー ド」(長
崎新聞 、2009月10月21日 号文化欄)、p.18.
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は、ここ100年 余 りの問、バー リンゲイムに関する研究書 ・伝記 ・書簡集
等の研究資料は、英文で出版 されていないよ うである。
前者の使節 団に関す る研究書 とは、1872年 上海出版のDr.BaronJohaiuies
vonGumpachに よるTheBurlingameMissionを 指 してい るが、全891頁 のな
か に、使節団派遣当時の資料を豊富に揃 えている。それで も、 どこか執筆
動機 に或 る種の偏見や意図が潜入 してい るよ うに思われて、ほぼ各頁 に批
判 めいた論述が列記 されている79。そのため読者の判断は、その都度、振
り廻 されて しまい、結果的 に扱いに くい難解 な書物 に終始 して しま う。著
者 のように1800年 代半ばの中国で生活 した欧米人は、国柄 を問わず 、な
にかにっ けて野望や疑惑 に満 ちた苦渋 の 日々を多 く味わった こ とで あろ
う。 こ うしたexileの 屈折や苦渋 が同書 に多すぎるとい うこ とか。
この大部の書物が、バー リングゲイム使節団のみならず、当時の英米全
権公使、それ に有力者RobertHartsoや 中国政府外交部 の高官たちにつ いて
も、その虚像 と実像 を解明する上で貴重な資料であることを否定する もの
ではないにせ よ、本稿のテーマ とす るバー リンゲイム再評価 にかかわるか
ぎ り、それほ ど有益な研究対象 とは考えにくい。
但 し、以下の二点において評価すべき側面があるので、注 目しておきた
い。一つには、同書の特色 の一つ として、条約文や書簡等の公的文書 の訳
文 を丹念に検証 してみせ てい る点にある。一例を挙げてみ よ う。第五章で
詳論 してい るバー リンゲイム首席使節の携 えるこ とになった中国皇帝 に
よる信任状の訳文がそれにあたる。訪問予定国の国家元首に宛てた中国皇
帝の書簡 としては、今 回が最初のものになるだけに、中華思想 を払拭 でき
ず にいる中国高官に よって作文 され て黄色の紙 に記 され ることとなる、例
えば、皇帝の立場一つ にして も、英文で どのよ うに訳出表現 されているか、
確かに気になるところではある。
79北 京 発 信1870年4月1日 妻 子 宛 て 私 信 の な か に 、GumpachがRobertHartを 裁










いずれも中国に長 く在住 して、現地で中国語 を独学 した学者肌の努力家
ぞろいで、いずれ も公的な機 関に在職 していた。中国語に堪能 な訳者 であ
ることに疑問の入 る余地はなさそ うに思われ るが、以下の引用 に見るよ う
に、Gumpackは そ う簡単に鵜呑みに しない。彼 らの仲間に加 え られ なかっ
た個人的な怨みの感情が、文面に潜 んでいるのでなければ幸いである、 と
さえ思 う。
三人の訳文校閲者 のうち先ず、S.WellsWilliamsは 美国公使館 の代理公使、
次に英国人のRobertHartが 中国政府の設置 した上海の中国海 関所長、最後
にWA.P.Martinは 北京の外国語帝大教授 とい う肩書で署名 している。直訳
体を旨とす るGumpack自 身の英文訳 と、Brown等 による公的な訳文 とを比
較 して、「どうして、 このよ うな異例 とも言 える差異が生 じたのであろ う




















よほ ど苦い思いや屈折 を体験 した人物でなければ、このよ うな個人 的な
批判 を公表す るものではない84。それだ けに本書の記述か ら想像 できるタ
イプの著者でなければ、とうてい言及 しそ うにない些細な事柄、例 えば最
後の 「中国学者」についての書物購入 のエ ピソー ドな どは、S・ウェル ズ ・
ウィリアムズの伝記研究者 にとって、一つの小 さな情報にな りえる可能性
を含 んでいる。随所 にそんな些細な個 人情報を散見す るので、見落 とさず
に注意 して読破 しなければならない一一冊に違いないのである。
バー リンゲイムの英文伝記は、FrederickWellsWilliamsに よって執筆 さ
れ、NewYorkで1912年 に出版 されたAnsonBurlingameandtheFirstChinese
Mission_toForeignPowefsが 、一冊ある切 りである85。全体で370頁 とい う
適切 な分量であるが、エール大学の歴 史学者 の書 き物 らしく、安定 した記
述で展開する本文272頁 は、バー リンゲイムと使節団についての全体像を
読みやす く提 供できている。それに、五本の付録資料、 さらに参考文献 と
索引が、巻末に付いている。
安定 し読みやすい叙述になった ことの背景には、伝記対象 について の個
人 的 な親 交 も役 立 って い るに違 い な い、 と思 え るの で ある。 著者 の
Frederickは 、S・ ウェルズ ・ウィ リアムズの長男にあた り、主に1861年 か
ら1868年 にかけては、米国公使館 の書記官 ・通訳である父親のもとで暮
らす少年 時代に、父の上司である全権公使バー リンゲイム とは、家族 ぐる
ssIbis.,p.70.
84心 理 的 に バ ラ ン ス 感 覚 を 失 っ て し ま っ た の か、 精 神 に 異 常 を き た し たGumpackは




みで親交す る機会 に多く恵まれていた。首席使節に選 ばれ る際の有力な推
薦条件 となったバー リンゲイムの人柄 、彼のhumanismに ついて、こ うし
て少年時代か ら身近に見聞できていたわけである。それにも う一つ の執筆
理由 として、上で言及 した ようなGumpack等 による父親 に対す る、特 に中
国語 の能力 に関す る揶揄等 には、子息な りに正 当な弁護や評価 を表明 して
おきたい気持ちが、内面に働 いていたであろ う86。
バ.__.リンゲイム研究にあたっては、このFrederickに よる総括的な伝記 こ
そ、現在 の私 どもの手元に手渡 された唯一の典拠であるか ら、本稿 でもた
びたび言及 ・引用す ることになろ う。 ここでは、同書の特色、それ も一点
にだけ絞って触れ ておきたい。本文の叙述のみならず、脚 注、それ に巻末
の参考文献 を見ても分か るよ うに、当時の雑誌や新聞の関連記事を精査 し
ている点である。バー リンゲイムについては、 「合作政策」 「バー リンゲイ
ぢ条約」 「バー リンゲイ ム使節団派遣 」な ど主要 な業績の三点 に限って見
て茹 、それ に中国政府 のお雇い外国人傭兵部隊(FrederickTownsendWard
隊長 の遺産問題 と後任HenryAndreaBurgevine)、 所謂Lay-OsbornFlotillaの
処理 問題等 を追加 してみても、Gumpackを 待たず とも当時から、賛否両論
に分かれてジャーナ リズムを賑わ していた。それだけに、雑誌 ・新 聞に載
った関連記事も多 く、Frederickに よる先行調査研究は、今 日的視点か らみ
て意義深 い。
米 国での先行研究 こそ、このよ うに少 ないものの、他方、近代史研究が
盛んになってきてい る近年の中国で、バー リンゲイム関連の論文が、ポツ
ポツ と発表 されるだけの昨今である。米国国務省発行の記念小冊子に、バ
ー リンゲイム とともに登場 したS・ ウェルズ ・ウィ リアムズに関する優れ
た研究 と再評価 とは、 とうてい比較 にな らない。SWWに ついては、北京
外語大学を中心 として進んでお り、顧鈞の著 わした 『衛三畏与美国早期漢






バ._._リンゲイムに関連 して、古 くは、中外交渉事務大臣 として派遣 され
た志剛 と孫家谷が、それぞれ報告書 を書いている。前者に よる 『出使泰西
記』(全123頁)と 、後者の 『使西述略』(1000字 弱)は 、いずれ も簡単な
報告 にすぎない88。
近年 になってか らは、博士論文が一本書かれているのは、SWWと 同 じ
である89。学術雑誌の論文 は三点を確認 し入手できた。 その うち、李宗敏
(聊城大学)の 「浦安臣及晩清朝中国外交史」(2008)と 、李暁蓉(揚 州大
学)の 「略論浦安臣使 団」(2007)の 二点は、執筆当時院生 の研 究論文であ
るgo。更に、執筆 当時助教授 の劉華(広 州)に よる 「評1868年 中美く浦安
臣条約 〉」(2003)が ある91。また、関西大學文学研究科 で博 士論文 を書い
ている中国留学生の陸旭は、統一試験 出題 に先立つ2008年 に、論文 「関干
晩蒲安臣使団両個問題:以 与岩倉使節 団的比較為中心」を書 き上げてお り、
出題 にあたってのヒン トになったかも知れず、後続する別稿のテーマ に関
連するので後述す る予定である92。
劉華 の力作は、中国人の移民権 に焦点を合わせてい る。懸案 となってい
たアヘ ンの輸入が、南京条約で合法化 され たあ と、も う一つの懸案事項だ
った中国人 の人身売買(thecoolietrade)や 移 民が、それ までの悪徳欧米商人
の間に横行 していた誘拐や詐欺的確保 によらずに、本人 の意思 による海外
渡航 の自由 と権利を第五条で認め、六条において移民の待遇 を米国市民 と
同等にす る、 こととした。 この点における浦安臣条約 の持つ国際貢献に注
目している。 この論文の特 に優れた点は、バー リンゲイム条約の下敷 きに
なったバー リンゲイムによる 「合作政策」の人項 目を見落 としていないこ
87顧鈞著 『衛三畏与美 国早期漢学』(北 京:外 語教学及研究出版社、2009)。
88周 国強、前出研究 ノー ト。
89博 士論文。中国語の タイ トル ほか、中国語の漢字 を入手 して次回 、二行 ほ ど追 加 さ
せ て くだ さい。
90李 宗敏 著 厂浦安 臣及晩清朝 中国外交 史」(聊 城 大学学報、2008年 第2期)pp.326・7.
李暁蓉著 「略論浦安臣使 団」(江 鮮科技大学学報、Vb1.7No.1,2007)pp.69・73.




李暁蓉による 「略論浦安 臣使団」では、使節団の成立過程 から説 き起 こ
し、カ リフォル ニア ・ニュー ヨ._._ク・ワシン トン等、米国か らは じまる使
節活動の日程 と内容 を述べたあとに、英国な ど欧州での動きについて概観
する。最後に同使節団についての再評価 を試 みているが、なかでも宣教師
たちの設立 した ミッション ・スクールの役割 、それに中国人学生の米国留
学や 中国官員の米国派遣に よる文化交流に着 目しなが ら、条約の もつ中国
近代史、とりわけ文化教育面での意義を指摘 している。この点でユニーク
な視線を提示できている。
李宗敏の 「浦安 臣及晩清朝 中国外交史」で は、後述す る 『万国公法』 の
中国語訳本 とバー リンゲイムを最初に関連づ けて論 じてい る。更に、対 中
国外交では どの欧米諸国にとっても、頭痛 と災いの種 になってきた伝統的
な儀礼、とりわけ叩頭(kowtow)に ついて、首席使節に米国人が抜擢 され た
事情 の背後に、い くら中国皇帝の使者であろ うとも、バー リンゲイ ムであ
れば諸外国の君主に対 し旧来 の中国流儀礼 を しなくて済みそ うだ、 とす る
計算が働いていた点に言及 しなが ら、中国礼儀 の近代化に焦点を絞 ってい
る点が、独創的なアプローチ といえる。
3.基 礎資料 としてのS・ ウェルズ ・ウィ リアムズの未刊 自筆書簡
前述 したFrederickWWilliamsの 著わ したバ 一ーリンゲイム伝記研究は、
現在 のところ、バー リンゲイムの人生 と活躍 を包括的に扱 ったほぼ唯一 の
信頼できる基本資料である。 このことは、先行研究を一覧 してみて、そ う
判断できる結論に違いない。
FWWに は、この伝記のほかに、父親SWWの 伝記(1889)を 書き上げて
いる93。更に、父親の残 した 自筆文書 を転写 ・編集 して、二冊の遠征 日記
9SFrederickWellsWilliamsTheLifeandLettersofSamuelWellsWilliams,
Missionary,Diplomat,Sinologue(NewYorkG.P..Putnam'sSons,1889).
中国語訳 書。 前出の顧鈞 ・江莉共訳 『衛 三畏敬 生平及書信 ・一位美 国来華伝 教士的
心路歴程』(桂 林市:広 西師範大学出版社、2004)。
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にも纏め上げてい る94。父親 の書き残 した遠征 日記の 自筆原稿 、それ に父
親 の伝記 で使用 した豊富な 自筆書簡。 これ らは、いずれ も長男FWWが 自
ら、収集 ・整理 にあたった けれ ど、これ ら三冊の著述後にそのまま、エー
ル 大 学 のSterlingLibraryに 寄贈 してい る。膨 大 なTheSamuelWells
WilliamsFamilyPapersの コレクシ ョン。今 日の私 どもが、同書館 の自筆部
門でこれ を利用できるのは、FWWの お陰である。彼 は母校工一ル大学で
歴史学、それ も西洋 史を専門に教授 した。彼 に先立って父親 のSWWも ま
た、40年 あま りの中国滞在 に終止符を打ったのち帰国 し、エール大学中国
学の初代教授職をつ とめている。中国学の研究分野で優れた学者 を輩 出 さ
せ るこ とになるエール大学のスター トライ ン}こ、老いたSWの 姿がある。
前 出の顧鈞が、米国初期 中国学の開拓者 とい う高い評価 をSWWに 与え
ているのは、単に中国滞在 中に実現 させた中国語研究、辞書編纂 、それ に
月刊誌TheChineseRepositoryの 編集 ・執筆 ・発行や、名著 『中国総論』
だけを根拠に してい るわけでない。
FWWに よるバー リン トンゲイム伝では、当然 のことなが ら、SWの 自
筆書簡が豊富に使われ ることになった。SWW自 筆書簡以外の資料 として、
前述 した ように新聞雑誌の記事を精査 して使用す るほか、米国公文書館 の
保 有す る外交文書、それ も自筆公 的書簡 を多 く使 っている。 こち らの公的
文書に関 しては、今 日、私 どもは公文書館作成 の膨大 なマイクロフル ムで
読む ことが可能である95。







95か っ て学 生時代 に、芝公園近 くに設置 され ていた アメ リカ文化セ ンター を頻繁 に利
用 させていただいた筆者 に とっては、北京に設置 されてい る施設 「美 国文化 教育 交流
中心(AmericanCenterforEducationalExchange)」(北京市朝 陽区呼家楼京 広 中心
2801房 間)は 、アメ リカ文化セ ンターの北京版 と思 い込 んでい るけれ ど、新刊 中心 の蔵
書数 は、かつての東京 版 と毀違いに少ない。但 し、 この貴重 なマイク ロフィル ム を全
巻揃 えて所蔵 しているのには、実に驚 きであ った。公使、大使 、外交代表部 、それ に
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本稿では、研究の基礎資料 として、SWWの 自筆書簡 を中心的に利用 し、
更に外交文書の自筆文書を必要に合わせて随時、活用 したい と思 う。いず
れ も未刊の第一次資料であるので、テキス トの判読 と転写(transcription)
の作業が、事前準備 として欠かせない。それに、判読 した結果 を 日本語 の
訳文 に直す よ りも、転写テキス トのまま英文で提示す る方が、資料的によ
り有益であろ うと考 えた。
転写テキス トの掲載 に関連 して、ここで指摘 しておきたい一点が ある。
SWWの 手稿は、丁寧な筆致で綴 られてい るので、判読にあたって全 く困
難 を感 じたことがないのに対 して、バー リンゲイムの自筆は どれ も、大き
な文字で走 り書 きしたかの ように乱雑で、判読に困難 を伴 う箇所 が とき ど
き発生す る。判読困難 なケースでは、一つには筆者な りの推測する単語 を
括弧[]内 に提示 してみた り、絶望的な場合には[anillegibleword]の
よ;}:`rに表記することを予めお断 りしておきたい。
4.初 代駐北京美国特命全権公使バーリンゲイムの任命
」.__..A1.リ ンゲイ ムは駐北京米国全権公使 の第一号に任命 された。 これまで
の美国全権公使 は、南部のマカオ ・広東、沿岸の上海等の地方都市 を転々
としていて、首都 に公使館 を常設するまでに至っていなかった。中国 との
バー リンゲイムの関わ りは、最初の任命か らして変則的であった し、使節
訪問先のペテルブル グにおける最後の客死まで、終始変則的な展開 となっ
て しまったよ うである。
全権公使 の立場で米国国務省 の シワ._._ド長官 に書き送 った以 下引用の
各地 に置 かれた領事館 の外交文書 の分 まで、マイク ロフ ィルムで利 用で きるか らであ
る。私 的な事柄 になるが、北京滞在 の 目的の一つが、ACEEの マイ クロフィルム利用
にある ことを記 して感謝 してお きたい と。バー リンゲイ ムに関す る外交文 書は、主 に、
次 のマイ クロフィル ムに収 め られ てい る。RGO591M92:DespatchesfromU.S.
MinisterstoChina,1843-1906.美国駐華公使対華照会、1843-1906.131rolls;




公 的書簡 には、No.1と 記 されてあ り、発信地はマルセイユである。以下 に











































辱の最初 の公文 から、私 どもは、多 くのこ とを学び とれ るが、最初 に、
そζ に言及 されているオース トリアに関連 して、生い立ちに始まるこの間
の経緯 をここで概観 してお こう。
熱心な米国メソジス ト教会員の父親Joelは 、本来の職業であるはずの農
地開拓に精 を出す よりも、近隣の農家を訪問 して、持ち前の雄弁 と紳士的
な容 姿によって、キ リス ト教を説き廻 る方が、好み に合 っていた らしい。
生活者 として頼 りない、こ うした非実際的な夢想家タイプの父親の、貧 し
い農家に育 ちなが ら、バー リンゲイム もまた、父親譲 りの力強い雄弁 を得
意 として成長 し、同時に朗 らかな楽天的性格 と情熱的な理想主義 とを身 に
着けていったよ うである。バー リンゲイムの人柄について指摘 された以下
のような幾つかの特色的 ラベル は、こ うした性格形成 と家庭環境に起因す
ると思われ る。 楽天家、性善説、理想主義、 ヒューマニズム、平等主義、
熱血漢、雄弁家等々。
苦学 して通 った ミシガ ン大学のデ トロイ ト分校でも、すでに若 き雄弁家
として頭角を現 して、ハーバー ド大学法学院の1843年 入学にまで発展 さ
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せ る。1846年 にハーバー ド大学 を卒業 してのち、ボス トンの法律事務所に
籍 を置き、法廷 のみな らず 、共和党の青年部 において も、 「とにか く集 ま
った多 くの人の面前で、抜群 の効果 を発揮 できるバー リンゲイ ム氏 は、
magnetismを 発揮 していた」、と後年 に回顧 され るほ どに、繊細微妙であ り
ながら力強 く、聞き手を圧倒できる人間的魅力が、備 わってきていた と思
われ る96。
自然な成 り行きによって、マサチュセ ッツ州選出の下院議員に選出 され、
三期っ とめてい るが、上掲引用書簡 に出ているよ うに外務委員会に所 属 し
た。引用書簡 にみるHouseのForeignAffairsCommitteeは そのことを指 して
いる。下院議員時に起きた大きな事件 の報道に よって、彼の名前は全国に
知れ渡ることになる。奴隷解放演説 と暗殺行為、それ に果た し合い、 とい
う事件の連鎖 は、英国推理小説家WilkyCollinsの 物語を地でいくような も
のであったか らだ。
上院議員のSumnerに よる奴隷解放のための議会演説が行われた とき、
南部諸州選出議員の間に耐 えがたい怒 りや屈辱 を招いて しまい、米国議会
史上 、前代未 聞の暴力事件 を引 き起 こす。南部 出身 の下院議員Preston
Brooksが 、南部に対す る汚名 を返上す るつ もりで上院に侵入 し、部屋の片
隅で執筆中だった例のSumner上 院議員を背後から襲いかか り、いきな り
自分の手に したステ ッキを振 りあげ強打 した とい う97。あや うく暗殺 され
る ところであった。
神聖 な討論の場で起きた この暗殺行為は、下院議員のバー リンゲイ ムを
演壇に登場 させたばか りか、熱血漢の彼 としては、Brooksと の決闘を申し
入れ るまでに発展 した。それだけでなく、彼の言動 の正 しさを選挙民 に問
うために、バー リンゲイムはいったん議員を辞 した。ブカーナン大統領の
政権下の問、二度、下院議員 に返 り咲 くものの、次の1860年 選挙で は、
リンカー ンを支援 して熱心に運動 したけれ ど、落選す る。その後、外国駐





先の引用書簡に、先ずAustriaやParisが 登場す る事情は、 ウィーンへ全
権公使 として赴任す るつもりで、途中で滞在 していたパ リに、オ.___ストリ
ア政府か らバー リンゲイムの信任状 を受 け取れない、とする就任拒否 の連
絡が入 ったとい うことなのである。熱心な奴隷解放主義者であるバー リン
ゲイムの人類平等主義が危険す ぎるとす る見解 は、オース トリアのみ なら
ず、米国や中国でも、時に大きな声で唱えられた時代なのである。
パ リまで渡来 しなが ら立ち往生 してしまったバー リンゲイムには、1861
年6月17日 付 けの公式通知が届けられ、代替地 として北京が提案 された。
北京行 きを承諾 したバー リンゲイムの書簡には、1861年7.月6日 の 日付が
入 っている。従って、7月 初 めから先の引用書簡の9月11日 までの約二 ヶ
月間をパ リや ロン ドンで過 ごしなが ら、中国行 きの準備 に取 り掛かった も
の と想像できる。引用書簡のなかで、中国での任務に 「自信がないJと 自
認轂 なが らも、 「この珍 しい国民(thesingularpeople)」 と接触できるわけ
で、素晴 らしい仕事の分野であるか ら自分 もまだ若いので楽 しみだ とす る、
い潔 もの楽観的な前向きの姿勢 を垣間見せている。40歳 の時点で、北京に
在1住す る初代の美国全権公使に任命 された ことで、未知の国で始まる未知
数の仕事 に、チャレンジする意欲 を感 じたもの と思われる。本稿 の冒頭 で
言及 した米国国務省発行の小冊子 において、バー リンゲイムが大き く登場
して くる再評価の背景 には、北京に在住する最初の米国特命全権公使 とい
う歴史的分岐点、 とい う意義づ けも作用 しているはずである。
5.着 任当初1861-2年 の中国状況
丶
予定通 り10,月24日 に香港 に到着 したバー リンゲイムの最初の公式書簡
には、香港発1861年11A1日 の 日付がついている。赴任後に書 いた最初




                        HongKong Nov.  1st, 186 
Sir 
   I have the honor to inform you that I arrived at this place on the 
24th of Oct. last. 
   I found  the Archives of the  Legation  , in the keeping of Dr S. 
Wells Williams, at Macao, within a few hours of this place. I 
immediately communicated with Dr Williams, who, from his long 
residence in China and his experience as Interpreter and Secretary was 
able, at once, to give me such information as would facilitate the 
business of the Legation. 
   I addressed notes to the representatives of England, France, 
Russia &c. informing them of my arrival and that I had entered upon 
the duties of my office. 
   It is too late to visit Peking on account of the cold weather---the 
streams are already closing and besides there are no accommodations 
there for us and the business of the Legation does not require such 
visit at present. The Govt. of China, for our purposes, is most easily 
communicated with from the sea coast, and there are questions, which 
require my presence in the sea ports and I shall go today to Canton for 
the purpose of having an interview with the Chinese authorities. As 
at present advised I shall establish the Legation at Shanghai, which is 
the centre of our commerce in China. I shall visit Peking as soon as I 
can or whenever the interests of the  Gov may require it. In this 
connexion permit me to call your attention to the fact that my 
predecessors Messrs McLane, Parker, and Reed and Ward, each, had a 
letter of credit for extraordinary expenses in the Barings, for ten 
thousand dollars. If the U.S. Legation shall go to Peking either to 
reside or [stay  there] in a short visit, it will require more money than
h『ごト'
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the Legation has as salary if all were used, judging from the expenses 
of my predecessors as found in the files of the Legation of which there 
are  sufficiently vouched. 
   The allies evacuated Canton on Monday the  21st of Oct. and all 
remains quiet in the city. 
   I received a dispatch dated Shanghai Oct. 28th from our Consul 
W.L.Y. Smith, containing the alarming intelligence that the  Rev. H.M. 
Parker and Rev. J.L. Holmes American Missionaries, had been killed 
about thirty miles from Chefoo, China. Chefoo is one of the ports 
opened by the British Treaty, about five hundred miles north of 
Shanghai under the name of Panyahoe in the Province of Shunting. 
The Rebels were approaching Chefoo in force when Messrs Parker 
and Holmes went out for the purpose of trying to persuade them from 
approaching further towards Chefoo and were killed by order of the 
Rebel Chief. Their bodies were subsequently recovered and buried 
in the English burial ground near Chefoo. Mr. Parker was from 
South Carolina and has left a wife and child who are at the Shanghai. 
   Mr. Holmes was from the District of Columbia and has left a wife 
who remains at Chefoo. 
   There is some apprehension that the Rebels may try to capture 
Shanghae and signals and alarms have been agreed upon by the 
Foreign residents under the direction of the English and French 
 military authorities. 
   The little Sagmaw, Commander Schenck, is the only vessel we 
have in the Chinese seas, so that if there should be occasion for force, 
we should not have much. 
   The report which was sent out that Privateers were fitting out in 
Shanghai has no foundation in fact, still there is a feverish 
apprehension and our commerce is suffering. There are fears for the 
safety of the "Al-mena," on board of which, are out newly appointed
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Consuls Carpenter and Mangam. It is now fifty three days since the 
ship passed Anger. 
   I have just learned of a brutal murder at Poklo, about fifty miles 
north west of this place. Dr Legge a distinguished Missionary 
purchased a house for a Chapel which he dedicated in person and then 
left. The Catechist whom he left was murdered, after refusing to 
abjure the Christian religion. Subsequently a reward of fifty dollars 
was offered by the Chinese for the head of any foreigner. 
           I have the honor to be  / Sir  / Your obedient Servant 
                                      Burlingame 
Secretary of State  / Washington
FWWに よるバー リンゲイム伝記は、着任 した当時の中国情勢を次のよ
うに概括 している。 「1861年 の中国は内外の二重の苦 しみに喘いでいた。
一つには国内の反乱軍である98。も う一つには、北京 に間近に迫 る場所で、
外国侵略軍 によって中国軍が敗北 した最近の出来事 である。この戦争の結
果、中国の長 い歴史のなかで、外国諸国の全権特使 の北京永住 を初 めて認
めることとなった。そ うではあるが、中国人 の心中には,、可能なかぎ り早
い機会 に外国人特使 を開港地まで追い払いたい感情 がくすぶっている。」99
前掲 引用書簡 にも同じ状況が伝 えられてい る。それ に着任早々に二件の
外 国人殺害事件が発生するほど、目の当た りにす る実情は危険極ま りなか
った。最初に報告 され ている殺害事件は、太平天国の乱に巻き込まれた米
国人宣教師二名 の場合である。両者 ともにバー リンゲイムよ りも約一年先
に、中国に赴任 したばか りの青年牧師たちであった。米 国監督教会(The









Parker牧 師 は、新 婚 の夫 人 を伴 い 、1859年7月13日 に ニ ュー ヨー ク を出
港 、12月22日 に上 海 に到 着 した。 単独 派遣 で はな く、 同派 中国伝 道 の 先
駆者 ブー ン(WilliamJonesBoone)Iooの 率い る多数 の1859年 伝 道 団 の一員
であ った。ま た 、兄 弟 が次 々 に中 国伝 道 に携 わ るこ とに な る伝 道 師一 家 で
もあ る。
も う一人 の 兀.Holmesは 、 バ プテ ィス ト教 会 系 の派 遣 宣教 師(The
BoardofForeignMissionsoftheSouthernBaptistConvention)であ り、夫 人 と
弟 を伴 い、1859年 後 半 に上海 に到 着 した あ と、1861年 に な る と蘇 州 か ら
南京 にか けて の地域 に陣 を進 めた太 平天 国 の乱 の野 営地 を何 度 とな く、訪
問 し始 めて い た。Chefooで の伝 道 を開始 した の は、 同年9月 か らであ る。
事 件 の起 きた10月6日 に、Parkerと 一緒 に野 営 地 まで馬 を進 めた ものの 、
消疱、を絶 って しま い、友 人 と共 に捜 索 に乗 り出 したHolmesの 弟 が、10月
15譲ヨに遺 体 を発 見 した101。
ioo..$ooneは、夫人 を伴 い、Bataviaへ1837年 初頭 に到着 、現地 の中国人の問で伝道
し泛あ と、1840年11月 か らはMacaoに 移 り、W℃.Milne宣 教師 と共 同で、 とりわ
け響校長B.R.Brownの 不在期 間中、1841年4月1日 か ら9月10目 まで、現地のモ
リソン教育協会の学校運営にあたった りも している。1842年8月30日 、当時蔓延 し
ていた熱病 のために、夫人は他 界す る。そのた めに米国 にBooneは 一時帰 国 をす るが、
滞在 中に神 学博 士号 を授 与 された り、宣教師総督 に任命 され るな どして、再婚相手 と
ともに中国に戻 る。香港到着 は1845年4月24日 であった。1850年 代 には、聖書の中
国語翻訳に関連 して、中国在住の宣教師 問で盛 んに論議 され た用語 問題 の委員会 にお
いて も、他 の宗派の代表であ るMedhurstやBridgmanと共 に、上海 の会議 に参加 し
てい る。1853年 に一 時帰 国。着任以来 、中国で何度 も健康 を害 してい るC・ ・ は、再
び1857年 に帰国 を余儀 な くされ るが、大量 の宣教師 団を伴 い1859年 の再 来を実現 さ
せてい る。 二番 目の夫人 も健康を害 したた めに、上海 か らマカオ に移 って療養 してみ
た りす るが、1863年 夏には静養 のた めに夫人が一足先 に 目本 に渡 ってい る。転地療養
の 甲斐 もない ところか ら、10月 には夫 人を迎 えに 目本 を訪れ るもの の、結 局、同年11
月9日 に上海 を立 ち、 ヨー ロ ッパ に向か うものの、1864年1月20日 に同地で夫人は
他 界する。 その後 のBoOIleは 、英 国、 ドイ ツを廻 って、上海 に6月13日 に戻 ってく





の貴重 な資料 、それ に前 出のバー リンゲイム使節団や条約 に関す る最近 の 中国語論文
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殺 害の理 由や真 相 はよ く分か らないが 、何 度 も野営 地 を訪 れ てい る
Holmesに は、1860年9月1日 号のNo曲ChinaHeraldに 書いた太平天 国の
乱 に関す る記事があ り、それが反感 を買ったのかも知れない。
前掲引用書簡で認めているよ うに、バー リンゲイ ムに とってのSWWは 、
文字通 り転ばぬ先 の杖 となる。外交交渉や公使館の雑務処理か ら私生活 に
至るまで、なにかにつけて頼 らざるをえない、そ して信頼できる直属の部
下であった。上記殺害事件 に関す る情報や見方 について も、SWWか ら教
え られたことであろ う。同 じく前掲書簡に列挙 されている特命全権公使の
前任者たちは、SWWが たびたび私信 のなかで溜め息交 じりにこぼ してい
るよ うに、赴任先の中国の滞在期間が一、二年 と短かい うえに、後任者の
着任 を見届 けず、ま して十分な引き継ぎをしないまま、離任地 して しまっ
て も平気。 こうした状況が慣例になって しまえば、新任者の到着す るまで
の空 白を埋 める公使館黯 は、書甜 毓 のSWに 廻 され る。公使 も代
理公使 もその他の館員 もいない、とい う異常な事態 さえ起きることが、以
下 に引用す るSWWの マカオ1861年10月1日 の公式書簡か ら判明す る。
代理公使 をなん どか体験 し、公使館の雑務を処理 してきたSWWの 眼に、
今度 の新任者バー リンゲイムは、どのように映ったであろ うか。前掲引用
書簡 の中で、米国公使館の公文書 を保管す るマカオのSWWと い うのは、
彼 の重要な代理役割 を伝 えるだけでな く、或 る一定の場所 に常設 された公
使館 の所在地がない、 とい う未熟な状態を物語っている。特命全権公使の
居 る場所が、公使館なのであ り、 この間の二年間は、書記官 と通訳官、時
に代理公使 を務 めたSWWの 自宅に米国公使館 を預かってきた。










この ころSWWも また中国に戻ってきたばか りで あった。米国に残 してい
る妻子 を連れ帰る とい う私的 目的のほかに、公的な 目的 としては、締結 さ
れた ばか りの南京 条約 に大統領 の署名を求める とい う任務 を与 えられ て
いた。以下のSWWに よる国務大臣Seward宛 て公式書簡 には、中国に戻
った 日を10月1日 としているし、書簡 のマカオ 日付が10月11日 である
のだか ら、バー リンゲイムの着任 によ うや く間に合 った格好になる。
纛
                         Legation of the United States, 
                                Macao, Oct. 1st, 1861 
 Sir, 
     I have the honor to inform you of my arrival in China on the  1St 
inst.; and that,  finding no minister or other officer here; I have taken 
charge of the archives as left by Commodore Engle, and other 
property of this Legation, most of which has remained in this city 
during the past two years. The only document which I find among 
the records of unfinished business, is a dispatch from Sieh, the 
Commissioner of Foreign Commerce, dated July  16th, addressed to 
Flag Officer Stribling. Similar communications have been sent to the 
other Foreign Treaty powers, explaining the action of the Chinese 
Government in relation to levying duties on native produce carried 
from one port to another, and showing that it is not in contravention of 
treaty stipulations. Its acknowledgement and action can await the 
arrival of the Minister. 
       The demise of the Emperor Hienfung, at his summer 
residence at Te-ho in the northern part of the province of Chihli, about 
the  25th of last August, and the accession of his eldest son, a boy of 
nine years, under the style of Ki-siang, has been announced in the 
papers, but no official information of the event has been  received by 
the Legation. The Government at Peking is administered by a 
regency of several Manchu and Chinese officers; and hitherto no
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disturbances have been reported in consequence of the change. The 
deceased monarch was 32 years old, and had reigned eleven years; he 
was the seventh emperor of the present Manchu dynasty. 
   The British, French and Russian Legations are at Peking, but the 
general admission and visits of  foreigners to  the capital has been 
discouraged by the Ministers there. Many merchants have settled at 
Tientsin, which is likely to become a commercial centre for the region 
connected with the Pei-ho river. The Allied troops still remain there 
in garrison. 
   The details of evacuating the city of Canton are now being 
carried out; and by the end of this month, the city and all its public 
offices and property in the hands of the Allies will be returned to the 
Chinese authorities, except two places for their Consulates. The 
former site of the Governor general's office has been taken by the 
French for the Roman Catholics in lieu of land and buildings claimed 
as belonging to them, and confiscated in the reign of Yungching about 
1735, when their missionaries were abolished. The number of troops 
to be withdrawn is stated to be about 4000 of all arms, the French 
have sent nearly their whole force to Saigon and Annam. 
   The people of Canton have become so well used to the presence 
and protection of the English in their city, that a large portion of them 
rather regret their departure, and a few feel doubtful about the 
maintenance of peace. The officials and gentry have expressed their 
dissatisfaction at the occupation of the provincial capital  by 
foreigners; and some of the former have kept aloof since its capture in 
December, 1857, holding their courts at Fuhhohan, a large town 12 
miles to the westward. The country within a few tens of miles, and 
indeed the whole province of Kwangtung is now more quiet and free 
from organized banditti, than at any times during the last ten years. 
   The indemnity to be paid to the Allies by the Chinese
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Government is being regularly collected at the ports; and there is 
every reason to believe that the whole sum of about twenty millions of 
dollars will be rapidly paid up. 
   This collection has not interfered in the least with the regular 
payments on account of the American  indemnity. 
            I have the honor to be, / Sir,  / Your obedient Servant 
                                  S. Wells Williams
To  Honble William H. Seward  / Secretary of State  / Washington
SWWの 上掲引用書簡で報告のあるよ うに、英国 ・フランス ・ロシアの
公使館 は北京 にすでに設置 されてお り、米国は、この点で数歩遅れていた。
北京の英国公使館生活 を実際に若 きEmestSatowは 、自筆 日記 のなかで活
写蓑している102。
遮 に しろ南京条約 の批准が未だ片付いていない。また、万一の危機 に晒
され かねない米国人の保護のために、中国沿岸に配置 されている軍艦や 軍
隊が、規模 の うえで、これ ら欧米諸国 と比較にならない ほど少なかった。
ζ,の点でも遅れていた。奴隷解放運動 に続 く南北戦争 とい う国内社会の危
機を 迎えている時期 に、海外 に派遣す る軍艦や兵士、それ に政府予算 に、
大きな限界があった。
同 じ遅れは対 日政策に も現われている。 日本開国を果 た したペ リー提督、
それ に随伴 した首髄 訳 のSW、 また下田に留ま り孤鶤 亂 たノ・リス、
西洋諸 国の中で先陣を切 って進めた彼 らの友好条約や通商条約 の早期締
結にもかかわ らず、なのである。単に国内情勢の影響だけでな く、米 国政
府 の採用 していた平和外交、中立主義 、他国の主権や領土の不侵略等の政
策 も、このような遅れ と見える展開になって現出 した、 として見るべきで
あろ う。




主 として家族に宛てた私信であるか ら、内容的に も書 き方にも、公式文書
と異 なる性格のもので ある。着任早々の頃から北京 で始まる公使館生活 を
伝 える書簡 の時期、1861年 末か ら1863年 までの同SWW書 簡 を見るかぎ
り、バー リンゲイムについての話題はそれほ ど頻繁でない。 しか し随所 に
短い言及 を散見できるので、そこからバー リンゲイ ムの私的な横顔が、垣
間見 られ るであろ う。一通のSWW書 簡全体の中で、 どれほど短い言及 で
あるか、以下に一例 を挙 げ、私的な関心の範囲のなかに入 っていない実態
を最初 に確認 しておきたい と思 う。
                                 Macao,  Nov. 15, 1861 
My dear brother Fredric, 
  Your kind and particular letter of June last, giving all the items of 
the division of the estate, and the various shares, did not reach me as 
soon as it ought, but it kept on the way & I was glad to get it. But 
the notices you give of Wally recalls the last time I saw him standing 
near you, and the pang of blank disappointment at not having you 
both go down to the Narrows with us, which you could all have done 
just as well as half a dozen others id, a pang now deepened in the 
remembrance, that it was the last sight I s  hall ever have of the dear 
boy, my first born and the hope of my heart. 
  But let us speak first of your letter. I do not quite agree with you 
in the appointment of 2/5 of the commissions to your share, & only 
 1/5 to Edward & me, reducing your share really below others. I 
suppose the division otherwise as completely fair as I am entirely 
satisfied with it, taking all things together, the people we had to deal 
with, and the nature of the property in question. It is gratifying to 
have had you to help Robert in the last part, both for him & the 
absent ones, Edward & I, but chiefly for Robert. Poor fellow, he is 
now out of his bramble-bush, and glad enough too. Mr. Huntington
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has given, so far as I can see, such sort of property as would be as 
valuable to us as the general run of his own diversified possessions is 
to himself; & this is all we could look for. As to the under current & 
feeling connected with the division, to part of which you refer, I need 
not advert; all that has gone, and need not be brought to the surface 
again. I have written Mr. G About the reasons for giving my power 
of atty. to Robert, and further than that I shall say nothing. I have 
told Robert to pay all the income from my share to the Am. Board till 
the end of next year; it will not be very much. 
  I don't exactly know whether the  picture you speak of as having 
been given to Kirk in my behalf, & the $6.50 paid to Bill, & the $1.30 
to Wally, were all defrayed by money you got of Talcott, or otherwise. 
I intended the $13 to be paid to Mr. Smith to furnish it, & the balance 
handed to him, but in the departure it went awry a little. No great 
matter, if you did not pay it yourself. You have my best, & 
brotherly thanks for looking after Wally, and taking him to Utica. 
How pleasantly we passed the last week at Talcott's, how fresh the 
memory of those fleet moments, like the pure light on the photograph 
paper, their traces are clear and cheery, and unsullied as earthly, earth 
born pictures can be. The record of my whole visit to faderland in 
memory's tablets is as happy and bright as any such record can be. 
Your presence comes up often, associated with Jersey City friends, 
Sunday schools, and other places & people, all in good keeping. I 
was highly favored in meeting you  with so many others, so that the 
tableaux are varied out of a monochrome, and I  have you in various 
lights. 
  I have hung the pictures of you and Talcott near each other in my 
parlour, with Robert over against you. Wally's is suspended by  itself. 
Dear boy, how can I give you up! But God has sent for him, and I 
feel that his claim  is  paramount, and am willing at times, but at others
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would like to have it different, and have him back again. The 
sufferings of his last hours were great and  prevented those around 
from ascertaining his feelings in view of death, or learning anything 
of his preparedness for the great change so suddenly coming on him. 
Sarah feels the bereavement as almost her first great grief; like the 
mourning of a mother for her first born, is  a Bible metaphor for great 
sorrow. She is very low spirited and sorrowing; all looks gloomy 
and lonesome to her now, for she had clustered many fond hopes & 
plans around Wally, whose uprooting has been like severing limbs 
from the body. 
  We have been kindly greeted on our return, and have found most 
of our missionary friends in this region in good health, and their work 
prospering as much as we could expect. The great diversity of 
sentiments among them on some points demands no little forbearance 
in order  to keep the bonds of Christian unity strong, for which the 
Baptists withhold themselves from communion, and declare that 
neither others nor their converts keep the law of Christ, there are 
others who will not even worship with their brethren because they 
wont sing Ronse's version of the Psalms of David, much more not 
commune with them. Some of the London Mission men baptise as a 
means of grace, & thus multiply the professed adherents of the cause, 
without knowing their conversion. But amid all these things the 
truth is preached I hope, & that has God for its support & reward. 
  Mr. Burlingame is here, and finds himself in a maze of 
perplexities and a multitude of counsellors. He is a cheerful, 
hopeful sort of man, & endeavors to be kind to all in particular. I 
think I shall not stay in the Legation very much longer, as the 
traveling about so much is becoming irksome, & I am not able to 
"wear the weather" as the Chinese say
, like as I used to. The rest of 
a quiet home hereabouts looks inviting. Dwight is very well,
173
growing rather insolent & averse to exercise, but attends to his duties 
carefully, & will probably get a higher post as it opens. He is well 
reported of among people, & seems to be regarded as fitted for his 
duties, and bids fair to get property. He has left all his affairs 
connected with the estate of mother in Gardner's hands so entirely, 
that he cares but little respecting the details of the decision. His 
feelings towards Robert seem still to be hardish, but he restrains 
himself. We will not cease to pray for better. 
              Good bye for this, & peace / Affly Yours SW 
 [P.S.]  We[']ve just heard of Bridgman's death.
米国の故郷 に暮 らす弟 ロバー トに宛てた書簡であ り、マカオ11月15日
@,日 付が付いている。先のSWWに よる公式書簡10月11日 か らは一カ月
ほぎ経過 してい ることになる。10月24日 に香港 に到着 したバ.___リンゲイ
ムは、香港11月14日 の公式書簡 において、広東 を訪問 してきた と伝え、
広東訪問に同行 したSWWが 、バー リンゲイムをマカオまで案内 した もの
ど思われ る。
辻 掲引用書簡に言及 されている 「陽気 で、楽観的で、誰 にも親切である」、
とい う初対面の印象は、好印象 に見えるけれ ど、SWWは 直 ぐに続けて、
これか ら先そ う長いこと公使館勤務 をした くない、とい う心境を漏 らして
いる。バー リンゲイム とSWW二 人の相談は、マカオか ら上海にまず移動
し、そこに公使館 を仮説する話になった よ うであるが、SWWと しては愛
着の深いマカオを離れたくない気持 ちと同時 に、それほど新任者の上 司に
魅力(前 出の回想文で言われ るほどの"magnetism")を 感 じなかった、 とい
う気持 ちさえ窺 えるようである。
バー リンゲイムの香港11月30日 公式書簡 には、中国政府内部に対立す
る保守派 と進歩派の動向を伝 え、同時に公使館設置のために上海に出発す
る、と以下の ように伝 えている。米国国内で人望家 として通っていたバー
リンゲイムも、中国の言語 ・文化 ・状況をこれか ら学ばなけれ ばな らない
蝪 にあ り、なにかにっけてSWに 頼 らざるをえない。SWWに とって
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は大 きな荷物 を背負った ことを意識 している、と行間か ら観測 できそ うに
思われる。このことは、後 々に展開す るバー リンゲイムの政策や言動 の陰
に、常にSWWの 助言が存在 してい る、つま りはバー リンゲイムの 「合作
政策」の真の立案者は、影 のSWWで あるのか も知れない、とい う仮説 に
私 どもを導きそ うである。
                           Hong Kong, Nov. 30th, 1861 
Sir 
   I have the honor to inform you that in obedience to your 
instructions under date of Washington Aug. 28th 1861, I have taken the 
oath of allegiance required by the same, and caused it to be taken by S. 
Wells Williams, Interpreter and acting Secretary of Legation and by 
our Consuls,  Witt• H. Carpenter and Willie P. Mangum Jr. and by vice 
Consul Gideon Nye Jr. I have also administered the oath to 
Commander Schenck of the Saginaw, who will cause it to be taken by 
those under his command, those oaths I forward for deposit in the 
archives of the department. 
   Since my last despatch there has been a Court 
revolution at Peking in which the old Council of 
Regency was overturned and all its members put to death or 
banished or degraded. 
   The Dowager Empress has been declared Regent and Prince 
Kung (brother of the late Emperor) is her chief Minister. 
   The party which has been overthrown, and rigidly conservative 
and was opposed to the relations established, by Treaty, with 
foreigners. And it is chiefly charged against them, in the decrees of 
their successful rivals, that having change of Hienping, they deceived 
him with reference to foreign questions last year when they pursued 
that "vicious policy" which brought foreign armies against their 






and that they kept him ignorant of the peace which had been made and 
troubled him and caused him to remain in the cold palace of Ye Ho 
until he sickened and died. It is also charged that they usurped 
power and falsely declared that they were invested, by the late 
Emperor with the administration of affairs during the ministry of his 
heir. 
   It is thought foreign interests will be conserved by this action of 
Prince Kung and his party in as much as they are strongly in favor of 
maintaining and extending peaceful relations with foreigners. I send 
you a paper containing all the facts in relation to the event at Peking. 
   I have learned through Chief Justice Adams of this place that in 
Oct. last he conversed with an American by the name of Robert living 
with the insurgents at Nanking who informed him that as the English 
Government had prevented Taiping from obtaining gunboats in 
England the rebels had sent to America and ordered hour, which were 
making and would be sent out next year. As this would be a gross 
violation of our Treaty obligations I call your attention to the facts. 
   I have visited Macao and procured the archive of the Legation 
and am now on my way to Shanghai where I intend to set up the 
Legation. 
                               Yours truly / Burlingame. 
Secretary of State
上掲引用書簡 が重要な意義を持つ点は、北京政府内部の政変を詳 しく伝
えることにある。断るまで もな く、中国語の読 めないバー リンゲイムが も
っぱ ら頼 りにしたのは、SWW以 外 にいない。進歩派の恭親王 との親交や
協調 関係が、北京において開始 され るのに先立ち、SWWの 見解 に沿った
形で情勢分析を して、親王に対する好意 を最初か ら抱いている点 に注 目し
ておかなければな らない。
着任を伝 えた先の書簡 に対す る英国特命全権公使Bruceの 返書 には、北
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京12月3日 の 日付があ り、英国 と米国の外交代表の間に発展 してきた協
調関係 に触れて、次 のよ うに述べているが、対中国の共同歩調 も 「合作政
策」の一つの柱になった。`.
   (Copy) 
                        Peking, December  3rd, 1861 
Sir, 
   I have the honor to acknowledge receipt of your Excellency's 
letter, informing me of your appointment as Envoy Extraordinary 
and Minister Plenipotentiary of the United States in China, and of 
your assumption of the duties of that office. 
   The cordial and friendly relations that existed between His 
Excellency, Mr.  Ward  and myself, during a very eventful period in 
China, have always been a source of much gratification to myself, 
and I can assure your Excellency that you will find in me a sincere 
disposition to continue those relations on the same footing with 
yourself. The interests of our two governments in this country 
are absolutely identical, and united action cannot fail to promote 
them. 
   I may state that the beneficial results of direct intercourse 
with the highest officers of this Empire are becoming more and 
more manifest in proportion as that intercourse is extended. 
   I avail myself of this occasion to express to your Excellency 
the assurance of my highest consideration. 
                                (Signed) 
Frederick W.A. Bruce
SWWの 持 ち帰 った大統領署名入 りの条約 を北京で批准す る儀式は、河
川 ・運河に張 りつめた氷 の解 ける春先 まで実現 できない。それ に北京 に赴
177
任 するとしても、公使館 の建物 はな く、私邸 にしても用意 され ていない。
SWWも バー リンゲイム も家族持 ちであ りなが ら、 とりあえずの上海行 き
で さえ、単身赴任 にな らざるえない状況にあった。上海到着を知 らせるバ
ー リンゲイム自身の公式書簡には、上海12月24日 の 日付があ り、12月
21日 に上海に到乱 た と知 らせてU・るが、この時点でSWは まだマカオ
に留まったままで、同行 していない。
先の書簡 に言及 されたBreckは 、寧波の米 国領事であるが、太平天国の






                              Macao, March 13, 1862 
      My dear brother Frederick, and now I can say, dear Sister, 
whom not having seen feel like loving; much joy to be your both. 
  Three sisters have gone to the plains of Shinar, and I have seen 
neither, but that is not likely to prevent my earnest desires for their 
happiness of those whom I now write to, and their usefulness in the 
good work of the Lord to which they are called. However, I think if 
Frederic has been less in the way of people he knew, and a little more 
in bye-places, he would perhaps have come across one whom the 
Lord has kept waiting for him in U.S. as well as in Con'ple, and then 
belike I should have seen her, if I did not the other two. Sarah and I 
are much pleased to learn that you have come, at last, where in your 
view she was waiting; and gone on with her till you found Talcott & 
Cornelia waiting too for you both, and in good health ready to join 
on the journey to Mardin. God be praised for his great goodness to 
both of us in meeting our children well, while we were separated 
from them---a Mizpeh had been set up between us, as Jacob & Laban 
desired, and we have new reasons for thanking Him and greater 
stimuli to do more in His service.
178
  I have written you twice since I arrived in October, once by way 
of  Berriit, and again inclosed to Dr. Dwight at Con'ple, which you are 
not likely to receive very soon, if his  conferes there sent it after him 
to U.S. I don't remember much what was in the first; besides the 
incidents of the voyage & arrival & ackt. of yours from Utica about 
the division of the estate with Robert, and dividing my sorrow with 
you on Wally's death, for I don't keep a copy of my letters; nor in the 
other, besides referring to Bridgman's departure. I have been in the 
south of China since landing, and mostly at Macao, where I have 
found enough to busy myself. I expect soon to go north, yet I may 
not stay there very long. I have an idea that our new Minister Mr. 
Burlingame will not care to spend much time in Peking just yet, as he 
expects his family out before the end of the year. 
  April 10. I am on the point of starting for Shanghai, where I 
shall write you. Send your letter care of Bull Purdon & Co. at 
Hongkong. There is not much news of movement hereabouts, 
except the attack of the Taiping  rebels on the settlement at 
Shanghai, but they were driven off, & I suspect will be forced to 
disperse. This old empire is effete, poor, & scared. She must be 
Christianized before much more can come out of her.
マカオ に妻子 を残 したSWWの 上海行きは、4月10日 にマカオ を出発す
る計画であるとしなが らも、香港、寧波経由となったために、実際の上海
到着 は、4月 末か5月 初 めになった。バー リンゲイムの12月24日 到着か
ら数 ヶ月後になる。 この間の全権公使滞在先は、公使館のないままに、当
時 の慣例 となっていた有力な米国系商人の商館 、具体的にはRussell商 館
であった と思われる。米国の上海領事館に しても借家であ り、そ こよ りも、
豪華 な施設の整った商館 の食客になる方が好ま しく思われた時代である。
SWWの 方 も昔か らの宣教師仲間の宣教師館 で食客になっている。 上海




Bridgman未 亡人のもとで世話 になっているlo3。こ うして米国特命全権公使
と書記官 ・通訳の居住す る場所が、上海市内でバ ラバ ラに散ってい るとい
う事態 も、今 日的な視点か ら見れば多少奇異な感 じを抱かせ る。長期 の上
海待機は、全権公使一行 を運ぶための米国軍艦 ワイオ ミング号がなかなか
到着 しないためだった。それ にマカオ3A13日 付 け前掲SWW書 簡 に述
べ られているように、妻子 に先立って 中国入 りしたバー リンゲイムは、近
く年 内にも到着す る予定 の彼女たちを香港 まで迎 えに行 く計画 なので あ
り、た とえ北京訪問を近々果た した ところで、直 ぐに上海へ戻 らなけれ ば
な らず、北京行 きをそんなに急 ぐ心境 にな らなかった ようである。
SWWの 次の私信では、マカオに残 してきた娘の ソフィーに宛てた父親
らしい文面のなかに、この間の事情 を以下のよ うに伝 えている。5月19日
に続いて5月26日 上海 の 日付 が入 ってい ることに注意 したい。
                             Shanghai, May 19, 1862 
My dear little Sophy, 
     Who wrote me such a pleasant note, and told me about the 
lilies and the flowers in the garden, and how she learned her verses, 
and all the other things, doesn't know how happy she made me. It 
was the first real letter she ever wrote me, and made me think of the 
days when Wally printed just such notes. 
     I sent you a note from Fuhchau, and after it had gone I went 
again on board the steamer to go on to Shanghai; we had pleasant 
weather all the way to Ningpo, a town about half way up, and there I 
saw Mrs. Mangum, who wished to hear about you. The robbers 
were at Ningpo, and people were afraid of them, and had run away 
out of the city. Not many days after, the English and French took





the city from the robbers, and the people could then return to their 
houses in it. They found nothing in them, for the robbers had stolen 
everything, sometimes even taking the windows and doors to burn. 
In the steamer we had some women and children who were going 
away. They had been driven out of the city, and the fathers of some 
of them killed. It made me feel sad to see so many people driven 
away from their homes, and hear of their being killed and drowned. 
We ought to be thankful to God who takes care of us, and gives us 
homes. 
     Yesterday I saw Sylvia Purdon, and her father to-day. She 
was going off to a ship this morning to spend the day. There are 
several large ships close by the house where I live, and many small 
ones; the river is full of big and little vessels, and you can hear the 
whistles of the steamers. 
     In this house are twenty Chinese girls whom Mrs.  Bridgman 
teaches every day. They can sing hymns in Chinese, and she 
teaches them to sew. One of them waits on the table, for a week, 
and the next week another one takes her turn; so they learn to do 
many things. 
     I am to start for Peking to-morrow, and shall try to send you a 
note from there. It is a long way from Macao, but the letters can go 
by the steamers, and you can write me another nice note. I hope you 
will teach Freddie plenty of verses, and help dear mamma ever so 
much. The blessed Jesus loves you when you try to mind her and 





hear of the steamer in time, and so I can tell you of the funeral 
procession I attended this morning. About a week ago the English 
and French were helping the Chinese to destroy the wicked men who 
do so much mischief among the villages, burning houses, and killing 
the poor people, and had almost driven them away. The French 
admiral was in front and was killed by a shot hitting him in the breast. 
This morning he was buried and every body invited to attend the 
funeral. There were many officers and soldiers, many priests and 
boys, dressed each in their own uniforms, some with gold lace, 
swords and guns, some with square caps, long gowns and wax 
candles, and Chinese officers with feathers, buttons and big silk boots. 
In all there were two hundred people. They all went to the church 
where the priests read prayers, the band played music, the boys threw 
incense out of the silver  censer, and the organ led the chanting. 
After all these services were finished, the procession went to the 
grave, and the coffin was put in; then the soldiers fired their guns 
over the grave as they marched by it, each one by himself; before this 
they had fired all at once. So there was end and all went home. 
The crowd around was very quiet. 
     Yesterday I heard Mrs. Bridgman's Chinese girls sing hymns, 
and some of them who love Jesus had come to the communion. 
Mamma will tell you what the communion is. They can sing Happy 
Island and a few other tunes.
子供に宛てて書かれた手紙 であるので、太平天国反乱軍の悪行を 「盗賊 」
とか 「悪者」 と呼んでいるけれ ど、1862年 の上海 とそ の周辺には、いつ攻
め込んで来るかも知れない緊迫 した状態に置かれていた104。民間の自営団
104SWWは 最初か ら太平天国の乱に期待を抱いていなかったが、この私信に言及 され
ているような末期的な現象を否定できないものの、民衆運動 として持っている歴史的
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が組 織 され 、 軍事 訓練 を実施 した り、交 替 で 見張 り番 に立 って もい るios。
こ う して軍 艦 を待 つ 間 に も、 思 いが けな い楽 しい 出 来事 もあっ た ら しい。
上海6月11日 付 けの妻 宛 て書簡 の 中で、こ う伝 えて い るか らで あ る。"The
JapanesemerchantmanfromNagasakihasattractedsomeattentioninport.I
wentonboardwithMr.Seward,andfoundanoldacquaintance,tho'Ihad
forgottenhim.Shehas50soulsonboard,&noforeigner."それ か ら数 日後
に弟 の ロバ,___.トに宛 て た手紙 では 、到 着 の遅れ てい る軍 艦 だ けで な く、北
京 まで の遠 路 に展 開す る反 乱軍 の危 険 を述 べて 、 ど うに も動 き が取れ ない
状 態 に あ るこ とを以下 の よ うに伝 えて い る。
                            Shanghai, June 14, 1862 
Dear Brother Robert, 
  Your letter of March 18 came to hand at Macao in 60 days, but I 
only recd. it last week. I am much gratified to learn from it that 
mother's legacy has enabled me to aid the mission cause as much as 
$200, without any difficulty on my part. There is not much self 
denial in giving money coming in such a way, indeed; for I neither 
knew when it came nor when it went; tho' I am happy in going it such 
an end to serve. I am much obliged to you for your carefulness in 
looking after the Utica property, and as long as you are there it will be 
well enough. My only desire to bring it into a manageable shape in 
one body from a regard to contingencies; you have the power in your 
hands, and must act as you see circumstances require. I have no




105英 国系商人 の一人、CharlesLenoxRichardson(1833・1862)が、こ うした反乱軍 の
迫 る上海 の不安 定な商売 に厭気 を抱 き、一時帰国す るつ も りで立ち寄った横浜 におい
て、生麦事 件の犠牲者 とな る経緯 と時代 状況 について、かっ て拙 書で述べた こ とがあ
る。拙 書 『「幕末」 に殺 された男』(新 潮 選書 、1997)。 参照:「 第六章 若 き 日のアー




desire to dispose  of. Grove's mortgage, so far as  -the actual 
investments goes; it is only in reference to the future management of 
such a piece of property in my circumstances, that I spoke in my 
letter of last winter. On the whole, I coincide with you that it would 
be better to let this remain for the present, even if you dispose of the 
Bank stock when it is at a fair price. The Olyphant's allow 7% on 
running a/c, and the bank stock don't bring that I  suppose. I have no 
idea what is a fair price for the mortgage. 
  I cannot get your teapoys &c. here nearly as cheaply as in Canton, 
& have asked Sarah to see after them. The ships have pretty well 
sailed with season's teas, and there may not be an opp'y soon. The 
teapoys will be $5 a set in the shops, hadkfs about $10, & the other 
things as much more, say $30 to get the articles ready for shipping, 
and a few dollars duty & charges. I think Sarah will see to t hem 
soon. 
  Dwight is to go to Swataw to reside, and will be more 
comfortably situated there than at Whampoa in that he will be on land 
& not on water, otherwise there is not much to choose between the 
places. He seems to give satisfaction t so far as I hear, and the 
duties of the place are not onerous. 
  I received a letter from Mr. Gardner, stating his grievance in a 
plain way about the letters, and I think I removed the complaint, tho' 
perhaps not all the feeling. Perhaps the fire will burn out if there's o 
fuel. I have already requested him to see the preparation & erection 
of a tombstone for Wally, in  order to show him that I've no hard 
thoughts, if there's no room for two similar stones, then arrange both 
epitaphs on one stone, or let me know how you think best before 
doing anything, as there's no  hurry. As to what Mr. G may say 
about me, don't let it up long. Pray for him & forget it. Perhaps I 
gave him cause for some of it, unwittingly, and there has not been
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time to  explain. It must be that offenses come; let it be our care not 
to tumble on them. 
  I came up here a month & more ago, expecting to go to Peking 
soon, but have been hindered hitherto. The country is everywhere 
open now, but it is not over safe to travel extemporarily. This 
vicinity is a scene of rapine, bloodshed & suffering beyond 
description. What we now see & hear from commentaries of the 
liveliest sort on the descriptions given by the prophets of the carnage 
of ancient armies. These insurgents are not so easily caught, and the 
heat is too great for foreign troops to get out and try to inclose them. 
They may soon beleague this settlement & stop the provisioning, 
when the distress among the natives who have fled to it for protection 
would compel some sharp remedy to save the foreigners. Shanghai 
is now a foreign town to all interests, & the Frenchseem to be trying 
to appropriate most of it to themselves. Their objects in China are 
rather suspicious, & thro' the priests they will soon wield a powerful 
opposition to Protestants. 
  When the U.S.S. "Whyoming" arrives, I shall start for Peking, and 
may remain there till early winter. I hope to get back to Macao by 
new year's, and before indeed, for I am tired of this separation from 
wife and children, and shall endeavor to arrange in future so as to 
avoid it. I am disappointed in the detention in respect to being kept 
down here when the weather is most favorable for  going  to the capital, 
and thus prevents my return south. The whole of China is in a sad 
state; misgovernment, oppression and want are so combining to 
weaken it more & more, and apparently throw it into foreigner's 
hands, when its condition is likely to be worse for a while, tho' 
perhaps ultimately better. God's plans for the diffusion of the 
gospel involve many  overturnings, and this country has been settled o 
its lees so long that the sediment is a dreadful of ignorance, idolatry
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& impurity. 
  Please give my dutiful love to Aunt Seward, who claims our 
highest respect; I am glad to hear she is well, & that Alex & his wife 
are the better for their visit. I trust that you & your dear family will 
be kept together for mutual happiness and improvement. It is a 
difficult thing to train children, & we need constant help from the 
Spirit. Love to Abby and the children. 
                Yours affectionately / S. Wells William 
  P.S. I am glad to get newspaper slips, but I think those of local 
sort which may have some relation to the town or people of Utica 
more likely to be  new We get papers now from California sooner 
than New York, and every detail of the civil war is soon known. 
God mercifully grant that it may soon end & peace come.
上海6月4日 の 日付から、すでに一カ月余 り、待機状態に陥っているこ
とだわかる。生麦事件の英 国人被害、上海 の リチャー ドソンとクラーク、
それ に香港のボラデイル夫人の三人までが、この頃までに上海 を発 って横
浜傘向かっている。
北京入 りを急がなければ、運河 の氷 が心配 される時期になってきている。
バー リンゲイムには、信任状の手交、できれば皇帝 の謁見、大統領署名 の
済んだ天津条約 の正式批准 、英仏露の外交代表に表敬訪問 して共同歩調 の
政策 を確認すること、外務省幹部 とりわけ外務大臣 ・首相格の恭親王 との
協議開始等、盛 りだ くさんの 日程 が詰 まっている。SWWに とっての最大
関心事 は、上司の住居 を確保す ることにある。香港に向かっているとい う
バー リンゲイムの妻子が、初 めての中国生活 を快適にスター トさせ られ る
ように、適切な屋敷 を借 りるか購入す ることが、SWWに 与 えられた第一
の任務であった。マカオで待つ 自分の妻子 を迎 えるための自宅 も、あわせ
て準備 に取 り掛か らなけれ ばならない。住み慣れたマカオや広東 と勝手が
違 うばか りか、外交関係者 と宣教師だけに北京居住が認 められてお り、頼
りに したい商人たちの入京 は、許 されてお らず北京手前の天津止ま りであ
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ったか ら、結局、北京での居住地探 しは、もっぱ ら一人SWWの 中国経験
と手腕 にかかっていた といえる。
上 に引用 したバー リンゲイム公式書簡 うち、最後のものには香港1861
年11月30日 の 日付 けがある。また、上海到着の1861年12月24日 にも
言及 した。1862年 に入ってか ら書 かれたバー リンゲイム公式書簡の うち、
1.月9日 書簡 で英国艦隊司令官のホープ準提督 による反乱軍鎮圧の動 きを
伝 え、1月23日 付 けで自身の寧波訪 問、2月7日 書簡でBreck領 事か らの
反乱軍動 向に関する報告に言及 し、3月7日 書簡において中国政府 の希望
す る軍艦 と武器の購入 が、H.GWardsに 委託 された ことを伝えている し、
更に3月22日 書簡で中国政府 の支払 っている賠償金 の分配について触れ
ているだけである。北京入 りの計画に言及 され るのは、 ようや く春先の4
月5日 書簡 とそれ に続 く5月3日 と5月18日 の書簡 においてである。 出
発予定 日として伝 えた5月19日 には、再び書簡 を送 り、先に言及 した賠
償金 の余剰金に関連 して、米国人 と中国人学生に文学 と言語を教えるため
の高等教育機 関を設置す る資金に したい意向を述べてい る。実際の出発は
更に遅れ を見せ、7月1日 書簡において、米国軍艦Contest号 で出発す ると
伝 えたあ と、次の7月24日 書簡で ようや く7月20日 の北京着任 を知 らせ




引用 してきたSWW私 信 の うち、最後のものには、上海1862年6.月14日
の 日付がある。私信の主な宛先 は、妻子か弟 ロバー ト、弟のフ レデ リック
である。既 に上で引用 したマカオ1861年11月15日 付け弟 フ レデ リック
宛て書簡 に始ま り、家族に伝 えたい私的な内容の多い中に、時折、バ,.._.リ
ンゲイムに関す る言及が見 られる。バー リンゲイムの名前 もしくは米国公
使、とい う形での短い言及がその大部分 である。1861年11A15日 とマカ
オ1862年3.月13日 付け弟 フレデ リック宛て私信に続いては、天津1862
年7月9日 付け妻宛て書簡 のなかで、上海滞在 中に知 り合いになった仏国
全権公使夫人 との縁で、北京到着後は、仏国公使館 に一時的に泊めて もら
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う、とい うバー リンゲイムの意向が伝 えられている。次の妻宛て私信 には、
北京1862年8月7日 の 日付がついている。 両者 がよ うや く7月 末 までに
北京へ到着できたわけである。SWWに とっては二度 目の北京訪 問 となっ
たが、最初の仕事は、言 うまでもなく米国公使館の設置である。 どの国の
公使館 も借地であ り、そこに新築す るか、古い屋敷 を改装す るか、どち ら
かの選択 に迫 られ る。米国はこの点でも他の条約国よ りも遅れ をとってい
る。米国政府は借地借家の方針 をとり、堂々たる建造物を建てたが らなか
った よ うである。本稿 冒頭に紹介 した北京市内に建築の進む巨大な米国大
使館 とは、あま りにも対照的であ り、隔世の感 が深 い。妻宛ての この1862
年8月7日 付け私信では、公使館公邸で使用するバー リンゲイム家の生活
用品 を確保す る手配 をマカオの妻に依頼 している。本稿最後の転写 と引用
は、 これ に続 く1862年10,月13日 付 け妻宛て私信 であるが、北京生活の
仮 寓生活 を報告 してい て、 とりわ け公使館 改装 工事 のた めに奔 走す る




                               Peking, Oct. 13, 1862 
My dear Wife 
  The autumn is beginning to appear in every lineament of nature, 
the changing verdure, the falling leaves, the changeable weather, the 
chilling morning air, the dried crispy grass, the ripening fruit, all 
show how the time speeds there all on their course. Mr. Burlingame 
is now on his way from Tientsin I suppose, and will soon be here with 
his wife, child, & nurse, to take possession of his house. Then I 
shall be away as soon as I can, and hoping to reach you before the 
autumn at the south has passed into all who know its quality, and the 
last three months have on the whole borne out its  reputation. I had 
hoped to be gone by the 15th but now there is no chance of that day; 
Mr. B. may be here tomorrow; I have not learned when he left 
Tientsin, for it is, in time, about 500 miles off, as it takes ten days to
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get an answer, unless by special courier. 
    I wrote you a short note last week, returning  a previous note, 
which had found its way back, after having gone as far as Shanghai, 
to Tientsin, and also sent a duplicate of the list of articles desired by 
Mr. Burlingame. The difficulties connected with correspondence 
between Canton & Peking are much greater than I expected, and there 
must be some let in the port office somewhere, that I don't  know. 
The non-receipt of the articles sent for to you & Mr. Hitchcock will 
very seriously interfere with Mr. B. household arrangements, & if 
they don't come soon, I hardly know how they can reach here before 
next May. If we could have forseen [sic] the position here, then all 
provision could have been made for the contingency, before leaving 
Shanghai. Mr B.'s house gives satisfaction to those who have lived 
here, as likely to be a comfortable dwelling; there are four houses 
opening on a  court106, two larger than the others; three rooms in a 
long narrow building behind the largest & separated about 12 ft from 
it, serves as his bedroom & that of his child's nurse; four or five other 
rooms at its side, at right angles with the bedrooms, affords lodgings 
for servants, a kitchen &c., while on the third side are stables, & a 
garden on the fourth, not large or elegant, but better than nothing. 
Thus the courtyard is in the center, with its four houses defining its 
size, and the appendages environ it. Every house is one story; three 
or four rooms have board floors, glass windows have taken the place 
of paper ones, fire places of brick stoves, and a general foreign aspect 
of the original dirt and decay when it passed into our hands about six 
weeks ago. I could get along very comfortably in such a dwelling, 
with the climate of the last three months, but what defects would





appear after a year's experience, more time is required. The 
drawbacks on living in Peking are the distance from the outer world 
of friends, those who speak one's language, with whom intercourse is 
carried on,---a chief inconvenience too if one cannot talk Chinese. 
The difficulty for a lady getting about the city & town, unless on 
horseback, is not small; her dress prevents all walking the streets, 
absolutely; and a chair is troublesome amidst carts, donkeys, 
wheelbarrows and crowds. A lady could get exercise on top of the 
city wall outside of her own house. Many things must come from 
Shanghai or Tientsin, [such] as shoes, bonnets, hats, and many 
articles of food, as condiments, wines, besides crockery ware in our 
style. The dirt which fills the streets and penetrates the houses to a 
considerable extent, especially during the dry winters, forms a real 
obstruction to exercise, and unless can be taken, spoils things on 
which it settles. The advantages of a bracing, clear, and healthy 
climate, with plenty of room outside the city  107 for riding, 
overbalance much of these discommodities. The variety of meats, 
fruits, & vegetables is greater and cheaper than elsewhere in China, 
and on the whole superior. The freedom of intercourse among the 
people, is also a boon to one who can talk with them, and the variety 
of dialects, nations, education, habits and religions to be met with, 
furnishes inexhaustible resources to a student and a missionary. The 
foreign society will doubtless increase rather than diminish, and half 
a dozen ladies living within the circuit of a mile could visit each other 
often enough to make it cordial.
107北 京在住の各国公使は、北京西方の西山八大処に点在する寺院を夏場の避暑地に使
った。1860年 代の一つの慣習になったほどである。SWWの 好んだ寺は、尼寺であり、
三山庵 といったが、家族とコックを連れて出かけたら、夏場の3カ 月ほどを過 ごして
くる。 自らTremontTempleと 呼んで親 しんだ避暑地の生活については、後続の別稿
で扱 う。
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    So I've told you about the matter of a residence in Peking as it 
strikes me after three months trial. It is not so pleasant a town as 
Macao, but its climate is better; its residences are not so convenient, 
but its provisions are cheaper. In every place in this world & 
situation in life, it is a composition of things, the pros & cons are 
different, they are set over against each other. 
   I've made a small collection of odds & ends here, most of them 
useless, ornamental and Chinese, and therefore I suppose eminently 
suitable for sending to American friends as mementoes of my visit to 
Peking, and acknowledgement of their unwearied kindness to us & 
our children when among them. It seems to me at times that I could 
send them all & each just such a lot as I have  made. I shall have 
considerable freight to pay on the two boxes, most of one of which 
contains Chinese books, not many of course, or the  [embrous] things 
would not go into one or two boxes. There are only four works, one 
of them a copy of the  gazzetteer lost in the Intrepid. 
   I have been induced thro' the strong representations of Blodget to 
buy a mission house at Tientsin; it is a house which the English 
occupied, & will, he says, serve the mission very well, & if I 
purchase it, can be improved by degrees without fear of the school, 
family, family or congregation being turned out because a higher rent 
can be obtained. I have paid 3000 dollars or so for it, without 
having seen it, because there could be no delay till I reached Tientsin 
if it was to be secured. I hope it will prove to be a help to the 
mission, and long be occupied by faithful men, for my only strong 
inducement was this. No rental has been agreed on; this can soon be 
settled. It is rather odd that the first house I ever owned should be 
one I had never seen in a town where I shall probably never live; no 
place in this world can be too far off to do good in, if God shows the 
desirableness.
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   I hope this, which is probably my last from Peking, will reach 
you in as good health as it leaves me. I shall never again leave you 
so long, if my present notions are accomplished, both for your sake & 
the dear children. But try with God's grace to be faithful to them. 
I think you fail here, amidst the cares of company & householder 
wants. Be ever trying to tell your own fervor to Him who has loved 
us with an everlasting love. He may  soon call us to separate forever 
in this world. My dearest wife, & darling Sophy & Fred, God bless 
& preserve  you! 
 Aff[']  ly Yours  / Wells
192
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作,`第 一位編 纂双英洞典 的中国学研 究者,弓礼迯 受到嘱 目的事 例有















H.梅 徳 哈 斯 特(WalterH.Medhurst:1822～1885)
梅徳哈斯特是麩弓礼迯之后被从英国派到奈亜 的佶教士之一,他 也是在当地
自学粤浩的同吋学刀日珸,没有 日本老)fi的盲接佳授,只 是通違 需籍 自学,却
取得了成果,居 然蝙出了日珸洞江集。 其作豊始于1827年7月20日,吋 向
在前文提及的弓礼迯信筒前后。在1829年1月24日 由巴塔錐亜(雅加迭)寄
往伶敦佶教士忌部的信中,他 江振 了学刀日珸 的情况:

















坊 向,也 就是悦不能与当地人迸行面対面的淡活,神的意 旨不能用 日珸表迭,





至于梅徳哈斯特編纂的英 日洞江集,不辻是本分美 收集単洞的小册子 。
1830年 在 巴塔錐亜石版 印刷,現存于 明治学院大学圏需棺 的同有上有平文的
笠名并杞有1859年 的字祥。据悦是平文1859年7月1日 在去幵港后的横演
赴任途中祭迂上海 吋,盲接从梅徳哈斯特手中得到 的。対打算研究 日珸并編纂
日英洞典的平文来悦,印刷了的日悟教科需就只有遠本洞江集 了。
皿.丘 茲 拉 夫(KarlFriedrichAugustusGutzlaff:1803～
1851)
生于普魯士Pomerania的 丘茲拉夫 曽就学柏林神学院,1827年 由荷並佶教
士会派遣到奈方佑教。他有在 巴塔堆亜学迂粤悟和弓来珸的径房,力 麩梅徳
哈斯特之后的佑教士之一。在新加坡 、曼谷佳教后,1830年 移居澳冂、广奈,
戛礼迯死后,他 充任 了英 国奈印度 公司的双浩翻澤。
丘茲拉夫 的中国槍渉及在澳 冂、广奈的居住径房,如 下氾筒単 明了的氾
















于靠感情支配行幼的炎型 。与他的 自我感覚 良好不 同,周困人伯対他的i"价 却
不高,是个怪 人117。
佶教士在海外研究 日珸 的房史到丘茲拉夫実現了剣吋代的鞋机,辻梅 徳
哈斯特感到絶望的没有宜接 向日本老師 学刀的机会,到丘 茲拉夫吋成力了可
能。日本海唯船員(Japaneseship-wreckedsailors)充 当了他 日珸教師 的角色 。




















119都 田 恒 太 郎 著 『ロバ ー ト ・モ リ ソ ン と そ の 周 辺 』(教 文 館、1974年)、pp.273～283.
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熱心研究 日悟的佶教士伯一直 以欧洲派遣者居 多,1830年 以来在澳f]、
广末升始 出現 了美国佶教士的身影。1833年10月 底,玉 三畏抵迭澳 冂・广奈
吋オ剛辻二十夛,被 派到建在 当地 的佶教印刷厂里当印刷工 。本来他是个熱
心学刀并打算迸大学渡博物学的年軽人,正因力如此,他 不仮学刀汳活,迩采
集げ物、植物柝本,广 泛汲取有美中国的知沢,編 成 了洞典及中国,恙槍。
最近,在 日本 以陶徳 民博士(関 西大学)、 在中国以頤鈎博士(北京外国悟大
学),`中 心学界展)1的 対ヱ三畏的重新坪价 。
既是行者,又勤于毟耕,并 給祖 国的家人力了大量 的需信 。其 中一封提到
了丘薙拉夫照看 的日本海雉船員(見前文引述)。后来渉及 日本海唯船員及 日


















期向ヱ三畏代替丘茲拉夫照看因平格 的鎖 国政策而不能回国的 日本海唯 船
員,毎 天,他 伯在 印刷厂工作吋,ヱ三畏都堅持学)」函个小吋 日活。但是,他
周囹的日本海雉船員陪鎮寓升他独立生活,1845年 竟都走光 了。也就是悦他
在此吋中断了日珸研究。1853年,他 参加 了奥利提督的日本逃征,同吋被要求
充任首席 日活翻澤,但 他対 自己的 日珸能力缺乏 自信,所以一升始就拒絶 了興
利提督的清求 。男一方面,丑 三畏缺乏 自信的u度,也 可 以理解力他一宜力大
謙虚 的性格。

















Japanese? They could not believe that any American could so speak their 
language. He furthermore told us, that the portraits of  Com. Perry, Capt. Adams, 
&  Wiyurimas' (yourself) were taken by the Japanese artists, & that they were 
afterwards printed, & sold in good numbers, from Yedo to Miaco. The price of 
the pictures of each, was however, but 1/2 a tempo. Queer was this less 
complimentary to the persons, represented by the portraits, or to the artist? He 
tells me that he thinks he can get a copy of yours for me, at Yedo, & if it is to be 
had, I shall procure it & send it to you, as a memento of your first landing at 
Yokohama. 
   You must have had a delightful visit to Willowbrook. Mrs. Martin has 
given me a full account of it, as well as you, & we have lived over the scene in 
our imaginations. I am so glad that you could spend a week there, & talk to the 
people, my people, I still call them, in the such little church at the foot of the lake. 
I learn that the  Rev. Mr. Dickson has received a call to become their pastor, & I 
strongly hope to hear that he has been installed there, as my successor. It will be 
exceedingly pleasant for both Mrs. Dickson & Mrs. Martin, Mrs. D. is a capital 
parstor's wife., and that is half the bargain. Dear old "Springside" you saw in its 
loneliness. That too, I hope has, an occupant, if not a new owner, by this time. 
I shall never  return there to live, in all probability. It were better sold. My 
home, for the rest of my days, will, I trust, be in Japan.
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25. Dec. 1860. 
A  Merry Christmas to you! 
   My  dear. Williams, & to all your family. A bright & beautiful day it is here 
where the sun rises. I am expecting Mr. Harris in every moment to give the 
children a frolic, & an entertainment with some Japanese legerdemain. Mrs. 
Brown is not very well to day. I have a bad cold, but otherwise feel well. 
Howard & an American boy from Yokohama have gone out for a short ride on 
horseback. 
   Julia is up to the elbows in chicken, or something like it in the kitchen. 
 Miss Adwanee is spending the week with the  [Kevinses], not far  off. Mrs. 
Jones, the wife of the Capt. of the Bark Macy & Louisa, of Brook Lane Long 
Island is with us, but who has I trust have been led to Christ since she came here 
some three months ago, & so is selling her house in order to depart. I have, of 
course, dismissed my teacher for the day, to devote it to writing some letters, & 
the festivities of the occasion. We & the  Hepburns are to have a Christmas tree 
this evening, for the children, & a candy-pulls for the ladies. So have we 
planned on Christmas entertainments, & thus has the day begun, after breakfast & 
singing, at our family altar, "Brightest & best of the Suns of the  Morning," [&c] 
with Julia's accompaniment on the piano. You may suppose us to be a happy
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family, for we are. The [lines] have fallen onto us in pleasant places, so far as 
all on external circumstances are concerned, with the  exception of that 
heathenism which surrounds us, & which we have come to endeavour to remove. 
   The year, the first year of our life in Japan, as a family is nearly  at an end, 
the 29th inst will be the anniversary of the arrival of my family in Japan, and I 
must say, that in the review, & when contrasting our present prospects or 
condition, with what we anticipated they would be, one year ago, we have great 
reason to thank God & take courage. It has been a "year of grace," indeed to us. 
Our home is verily a home, though we are so far from the land your birth, & our 
dear friends in America. 
   I can see a great change for the better in our relation to the government 
officials since my coming here. Their suspecting seem[s] to have entirely 
subsided, though they knew what we are. At first we received [dominiliary] 
visits from the mayor, or head of police at Kanagawa, once or twice a week, with 
all his retinue. Officers from Yedo frequently came in to see the strangers. By 
their round about questioning, it was evident that they were apprehensive of some 
danger for our presence here. But now all this has ceased. Once in a month or 
two the above mentioned officer calles at our house to say "How d'ye?" & that is 
all. We find no  difficulty in getting teachers  now We did at first. I observe, 
by the by, that somebody has written home, saying  that my servants & teacher
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 have been taken from me, & not returned. This is false. One servant was taken 
 out of the house last summer, because he had not been registered, & secured by 
 one at the  Honjin, or town house. The Consul tried to get him back & failed. 
 But I got him myself, which showed that I was not in ill-order with the Japanese 
 authorities. They told me that if I would stand between them & the Am. Consul, 
 so that he should not trouble, then,  afterwards, they would return the boy to me, & 
 get him properly secured, which they did. We find that Christian books in the 
 Chinese language can be distributed, without exciting "animosity," or as yet 
 :,attracting any attention on the part of the government. I presume a thousand 
 vols of one kind or another have thus been put in  circulation{,] many of them 
 being sold, during the last twelve months. 
     Mr. Insley [Elia B. Inslee] from Ningpo, (Presb. Mission) is now here on a 
 visit. He has distributed books all about in this vicinity, & met with no 
 opposition. Of his outline of Ch. History, he has distributed about 300 copies. 
 One man, who has read it, tells me that it is a capital book very intelligible, & that 
 he knows from reading them that Romanists and Buddhists are much alike. 
 They both worship images & both believe in purgatory, both worship that which 
 is beneath them  viz. their own, or the workmanship of other men's hands. 
    This man has read a good deal of  .the Bible, & related to his friends the 
 substance of his readings from time to time. He has many friends among the
zo6
yakunins, and he says they all are delighted to hear the new things which he tells 
them. He says his own mind is becoming enlightened  thereby, & his head 
softened. 
   We find that the usage of the Japanese sustains the adoption of the word 
shi"n for God. We shall have to use either that or the corresponding Japanese 
kami probably, in translating the Scriptures. 
   I have translated Lexilogus into colloquial Japanese, & am now going over it 
the third time. I intend to make a full index of all the words both in English & 
Japanese at the end to serve as a vocabulary. The sentences are arranged 
alphabetically, according to the  first word in each. How to get it printed is the 
 next question. Perhaps the Ningpo press can do it for me, am also reading 
Chinese books, a la Japanaesi. This must be done, in order to get hold of this 
language thoroughly. 
   I need not say to you that this language a sui generis, & an exceedingly 
difficult one to acquire. You are aware of this already. 
   I am moving on at a rattling pace, writing down just what first props into my 
head. You will perhaps find something in it to interest you though I despair of 
being able to gratify you as much as you have gratified me. 
   You speak of taking "higher ground" in regard to the missionary cause, than 
you once did, in your addresses to your countrymen at home. What ground is
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that? You did not tell me. The only ground on which it has  appeared  to me to 
rest for many years past is as high as heaven, & the throne of the Redeemer. I 
am satisfied with this lofty basis. I presume you referred to some thing else that 
I have not apprehended. Please let me know your meaning. 
   I am called off to Dr. Hepburn's, (next door) to a Christmas gathering, a tree, 
a candy-pulling & so forth. I must go, though I love to talk with you [better]. 
My sheet is nearly full, however, & this must bring meto a close, if nothing else. 
Pray [present] our united kind regards to you with children. The Son keep you 
 &  send you back to this part of the world to work in his cause if it be his will. 
You will not forget to pray for us & for Japan. 
   Mr. Portman called on us today. He is remaining here with home hope  of  a 
 appointment as a interpreter in a British consulate. I go to Yedo with Mr. Harris, 
on the  2n1 of next mn (Du Vi). 
                           Yours ever in the best [re]gards 
                                                    S. R. Brown 
[P.S.] I have not spoken of China. You will hear through the papers the news 
from thence. Sir Hope Grant, Admiral Jones are nowhere. There are 4 English 
war steamers & two French in the  harbour.121
121  Ibid.; S. Wells Williams Family  Papers, Yale Univ. Lib. Archive, MS547; SR  Brown  to 
SWW, 1860/ 12/ 24.
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V.平 文(JamesC.Hepburn:1815～1911)
正式的 日悟研究是从1859年7月1日 升港后的横溟,由 平文升始.其
成果是庚泣三年 出版 的 《 日英悟林集成 》,力最早 出現 的 日英・英 日洞 典。
悦到横演 的平文先生,他 是至今仍在沿用的"平 文式...字"的 創始人,也 是
在 日本人中知名度扱高 的医疔佶教士。赴任 日本之前,平 文先在 中国逗留了
三年。1841年 至1845年 向曽在澳冂丑三畏家住了几个月,受 到 了玉三畏夫
如 的款待,可 能也児到道在 印刷厂工作 的日本海唯船員。玉三畏 比平文資格
老,丙 人一生中的友好場面,玉 三畏在他的鵠信中也有提及。
后来 的1871年 至72年,平 文和二E三畏一起在上海美国長老派教会印刷
厂共事。平文力了 《日英珸林集成 》的再版,r自 到上海的印刷厂迸行校正,

































1232010年5月23日、24日 、30日 の週末三 目間に、NHK放 送大学大宮学習センタ
ーで8回 の授業 「澳門 ・広東から見た 日本の開国」を担当した。その折 りに準備 し使




This paper is an attempt to view the opening of Japan from the historical 
perspective of Macau, which had long formed a point in the East Asian trianglular 
ports: Batavia, Macau and Nagasaki. The Old Japan used to be open to foreign 
traders till the Shogunate government adopted the isolation policy early in 17th 
century, repeatedly issuing not only a ban against the incoming of foreigners, 
except Nagasaki and a few other minor ports, but also a ban against the outgoing 
of her people. Early in  19th century and in Macau arose those a few tides of 
globalization movement on which S. Wells Williams, an American 
missionary-Sinologist  (ABCFM)124, apparently pivoted. One of the historical 
tides is the study of the Japanese language initiated by Morrison, Medhurst, 
sustained by Gutzlaff and S. Wells Williams, and presently expanded by Samuel 
R. Brown and James C. Hepburn in Yokohama. The other tide is the 
ship-wrecked Japanese sailors, who reached Macau to be sent to Japan. 
Williams was on board the mission boat, Morrison, carrying seven sailors back to 
Japan in 1837. Though the venture turned out to be a failure, he continued to 
study Japanese under the tutelage of those Japanese exiles who stayed with him in 
his missionary printing office. S. Wells Williams was asked by Commodore 
'Perry to act as his chief interpreter in the s








二 国 間 の経 済 ・文 化 交 流 に 集 中 す る だ け に 終 始 せ ず 、多 角 的 に 、少 な く
と も 三 つ の 直 線 を結 ん で で き る 三 角 形 の 国 際 関係 で 見 て い こ う とす る研
究 方 法 は 、atriangleapproachと 呼 ん で よ い で あ ろ う。ラ イ デ ン 大 学Leonard
Blusseの 著 書VsibleCities-一 一Canton,ATagasaki,andBataviaandthecomingof
theAmericans(2008)のな か で 、 そ の 具 体 的 な 、 しか も 見 事 な 展 開 を 初 見 で
き た125。 日蘭 、 日 中 、 中蘭 の そ れ ぞ れ の 交 流 直線 、が 、 三 角 形 を 形 成 し相 互
の 糸 を 引 き合 う。 東 ア ジ ア に お け る オ ラ ン ダ を 中 核 とす る 人 間 活 動 の 歴 史
的 研 究 に 係 わ る こ う した 多 角 的 見 方 は 、 日本 の 開 国 とい うテ ー マ の 本 稿 で







VOC(オ ランダ東 イ ン ド会 社)の 東 ア ジア貿易 拠 点 となった 三地 点(バ
タ ビア、澳 門広 東 、長 崎)の 成 立過 程 は、1557年 に澳 門、1567年 か ら広






そ の三角形の貿易 ・交流 関係のなかで、VOCが 、表舞台の主人公 であ
ると見るな ら、歴史の影 にあって 目立たないけれ ど、いわば裏舞台で一貫
して暗躍 したもう一人の主人公が実在 した。中国の鎖国政策に飽 き足 らず、
密 貿易 に走 ってでも海外進 出をはかった活発で団結力の強い福建省出身
の船主や華僑たちに、LeonardBlusseは 瞠 目す るのである。
国家的な戦略 としての貢物貿易(tributesystem)や 鎖 国政策(exclusion
policy)の 内部崩壊 を華僑は意味する。単 に外圧による鎖国政策の破棄 に集




















府 に比べ、江戸の幕府 は、同 じ国内南部 に して も、強力な監視体制 と抑制
力 を維持できていた。
薩摩藩による沖縄の実質支配 にして も、華僑 による商業資本の海外展開
とは、趣 を異にしていた。江戸幕府 の鎖 国政策 は、全国隅々に至 るまでそ
れだけ執拗 に厳守 されていた と思わる。 日本全国 どこを割 っても金太郎飴
なのである。そんな同一性 の国情の中か ら、内部崩壊が起きるとした ら、
華僑の例のよ うに自発的で、進取な気性 に起因す る形態ではなかった。漂
流民 とい う非内発的で消極 的な運命に起因す る形態になった、と言 えるで
あろ うか。
鎖 国政策の終焉をもた らす結果 において同 じであ りなが らも、清王朝 と
幕府 とでは、華僑 と外圧 の結合、それ に漂流民 と外圧 の結合、とい う点に
おいて国情 に大 きな違いが認 められる。
2.東 洋貿易前線基地の争奪戦
欧米諸 国による東洋進 出が、澳 門、広東 、長崎、バタビアに拠点を見い
出す までの過程について最初に述べておきたい。
ギ リシャ人によるア レクサ ン ドリア経 由の地 中海貿易 が最初に発 達 し
た。 これに関連 して注 目すべ きは、ア レクサン ドラリまでの陸上ルー トに
おいて、沿岸 と陸路を使い物資を運んだ主役が、イスラム教徒 のアラ ビア
人や ムーア人の商人 ・船乗 りたちである点である。
東アジアまでの遠路を一気 に進 めず、彼 らは、アラビア海 ・イン ド洋 ・
東南アジア海域 に補給基地を点在 させ、砦や町それにモスクを各地 に築い
た。以下にFrederickCharlesDanversの 述べ るように、コー ラン と武器 を左
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鸞 ・・mm・ ・ce・and・nt・ ・edup・nth・pursuit・fm・・cantileenterpri・ewithth・
sameardourwhichhadcharacterizedtheireffortsaswarriors.12s
したが って、ポル トガル 人 に よる澳 門形成 にい た る東進 過程 にお い て、
最初 の うちは、ル ー トに詳 しい先 行者 た ち(ギ リシ ャ人、 ア ラ ビア人 、 ム
ー ア人)の 情報や 案 内 に頼 る ほかな く、主 と して陸 路 を使 った。1487年5
月7日 に リス ボ ンを 出立 した使者 が い る。JoaoPeresCorvihaoとAffonsode
Paivaで あ る129。
二 人 が辿 ったル ー トを見 る と、バル セ ロナ 、ナポ リ、ア レクサ ン ドリア 、
カイ ロ、アデ ンに進 む。 そ こか ら後者 は、異教 の異郷 地 に孤立 して難渋 す
る と聞 くキ リス ト教 の一 派PrestorJo㎞ 宮廷 を探 し出そ うと、 生存 先 とし
て囁 かれ て きたエチ オ ピア に達 した。 当時 はZeilaか らそ う遠 くない場 所







に 目の当 た りに確 認 で きた。
香 料 ル ー トの探 索 のた め にイ ン ドへ 向 かっ た前者 は、や は りPrestorJo㎞
宮廷 に立 ち寄 る こ とも果 た してい る。沿岸 貿易 と陸路 に よるこ うした 東 洋
進 出 には 、現地 部族 や 先行 者 のア ラ ビア人 や ムー ア人 との平和 的交 渉 と武
力衝 突 が予 想 され た ので 、他 方 に は、新 しいル ー トしての海 路 を模 索 す る
こ とにな った。海 上 シル ク ロー ド(TheMarineSilkRoad)と 呼 ばれ る交 易 ル
._._トで あ る130。
リス ボ ンか ら最 初 に派 遣 され た海 路遠 征 隊 は、BartholomeudeDiazで あ
った131。50ト ン余 りの小型 船 二隻 と食 糧 補給 船 一隻 で構成 され 、1486年8
月 に出帆 した とい う。 最大 の功績 は、喜 望峰 を遠 望 で きた こ とにあ る。 ア
フ リカ沿岸 を南下 す る うち に、上陸 こそ果 たせ なか った ものの 、イ ン ド洋
に開 かれ た 岬 を確認 したDiazは 、これ に 「怒 涛 の 岬(CaboTormentoso)」132
と命名 し、国王 にそ う報告 した。とこ ろが、先 見 の明 の あ った国王KingJoao
IIは 、 「喜望 峰」 と改名 す る よ うに と命 じた。 バ ス コダ ・ガマ船 長 のSao
Gabrirl号 に よる喜 望 峰 到達 、イ ン ド洋 横 断、カル カ ッタ到着 とい う海 上 シ
ル ク ロー ドの大発 見 は 、Diazか ら更 に10年 ほ ど経過 して成功 した。 ガ マ
が リス ボ ンに帰還 で き たの は、1499年9月18日 にな った。
3.初 期外国人居留地生活
ガマの朗報 は、16世 に入 ると、ポル トガルに とって大航海時代の勢い を
加速 させ た。新参者 の進出に抵抗す る先行者 との間に、攻防戦がイ ン ド沿





岸 各 地で展 開 した。 と りわ けポル トガル 国 王 か らイ ン ド総 督 に任 命 され 、
1509年11月5日 に就 任 したAffonsodeAlbuquerqueは 、最初 にア ラ ビア半
島Ormuzの 制圧 につづ き、イ ン ドGoaの 重 要性 につ い て、国 王宛 書簡 に

















をそ こに築 き、ポル トガル人は、独 自の基 地 をイン ドか ら東南 アジアに
点々 と増や していこ うとす る。それに しても本 国のポル トガルの人 口に限
りがあ り、貿易 ・軍事拠点の構築 と維持のた めに、東洋 まで送 り出せ る青
年兵 士の数には、おのずか ら限界が生 じた。例 えばGoaの 町を長期的に維
1JIbid.,pp.100-1.
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持す るには どうしたらよいか。それに市民生活の充実には女性 の役割 が欠
かせない。思案 したAlbuquerqueの 採用 した方法は、次のよ うに説 明 され
てい る。ポル トガル人の青年軍人 と現地女性 との結婚 を促進す ることによ


















同 じポル トガル系居留地、澳門に於いて もこれ と類似す る結婚が進展 し
た。 ところが後続 して東アジアに登場する新興国、それ もプロテスタン教
会系のオ ランダは、VOC社 員 と現地女性 の結婚 を促進 していない。次世




レオ ン ・ブル ッセ の受賞作 品 『辛苦な縁一一17世 紀 の植民地離婚劇 』
(1997)で は、「唐ゆきさん」やVOCの 長崎 出島生活 に言及 して次 のよ う
な意 味のことを述べている。それは長崎特有の現象でなく、バ タビア、澳
門等 、オランダ人青年の暮 らす東アジア初期居留地 に於いても、類似す る
形態 の独身生活が横行 していたと推測できる。
酒 を飲む、料理 を堪能す る、 ビリヤー ドで遊び、読書、音楽。それ
か ら会社 とは別 に、少 しばか り自分な りの商売 もこっそ りとす る。 こ
れ くらい しかできないけれ ど、時間つぶ しにはなった。それでも何 か
が不足 していて、十分な退屈 しのぎにな らない。1641年 に平戸か ら長
崎出島に商館が移 されて間 もな く。商館長は長崎奉行に或 る助言を求
めてみた。 どうしても閉鎖的な出島生活では、夜になると役人や使用
人が、みな翌朝まで帰宅 していまい、商館員だけが取 り残 され る。な
ん とかこの孤独生活 を解決 したいが、良い案はないだろうか、と相談
したらしい。『出島に誰一人女性 とい う女性はいなくなるのです から、
一体、私たちにお茶 を入れて くれ る人 は誰であるとお思いですか』 と
質問 した とい う135。
こ うして正式 に許 可 され ることになる出島出入 りの 日本人女性 の愛 と




2002).p.8.オ ラ ン ダ 語 のotcnbaar[オ テ ン バ ー ル]か ら 日本 語 「お て ん ば 娘 」 が 生 ま
れ た 、 と 著 者 は 指 摘 す る。
zzz
あ るi36。帰 国 したシ ーボル ト(P.F.vonSiebold)か らの書簡 を受 け取 っ た場
面 が、次 の よ うに描 かれ てい るの を見 て も、歴 史小説 家 の執 筆意 図 が 分 か
る。
彼女 は、再び伯父 の家 に閉 じこもって シー ボル トの ことを考 えぬ よ うにっ とめ
たが、七月に入 って間 もな く画 工デ ・フィ レニュ フェの使い の者 が出島か らや っ
てきて、彼 女に小 さな木箱 を とどけて くれた。
箱 の 中には、シー ボル ドか らお滝 とお稲 にあてた手紙が入 っていた。それ は拙
い文章であ ったが、 日本語 の片仮名 で書かれていた。 シー ボル トは、 日本 に滞在
した六年の間 に 日本語の習得 につ とめ、片仮名 と簡単 な漢字 を書 くこともできる
よ うになっていた。
お滝 は、息 をのむ よ うに して文字 を眼で追 った。
ニチ ニチ、 ワタクシカ、オマエ 、マ タ、オイ子の、ナ ヲ、シバイ シバイ 、イ
フ
その文章 は、「日々、私 は、お前、また、おイネ の、名 を、 しば しば、言 う」 と
読めた。
お稲 の眼 に、熱い ものがつ きあげてきた137。
先に言及 したAlbuquerqueに よる次世代誕生作戦 と、オランダ式単身赴任
者対策は、根本的に性格 を異に していて、海外統治方法 の違いを例示 して
い る。海外拠点の街づくりには、更にも う一つの形態がる。母国人女性 と
136吉村昭著 『ふおん ・しいほるとの娘』(上下2巻、新潮文庫、平成二十一年二月二
十五 目八刷)。
137同 上書、上巻、p。418.『 古賀十二郎一 長崎学の確立にささげた生涯』(長 崎文




の、作家の良心 とテーマは貫かなければならない と思った。 日本人漂流民を扱った三
浦綾子の 『海嶺』は、史実の太い輪郭を守 りなが ら、作家の意図す るテーマである音
吉や岩松なりの求道 とか神的籠を想像裡に肉付けできているので、史実 ・資料 ・創作
の関係を考える上で、ふ さわ しい作品と言える。
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の正式な結婚 がある。 これ についてiバ タビアに赴任 した初期 総督Coen
な どは、1619年 の本国宛VOC宛 書簡に於いて驚 くべき現象を以下のよ う
に伝 えた。
   When Jan Pieterszoon Coen found Batavia in 1619, he wrote to the 
collective directorate of the Company, the Heren XVII (Gentlemen 
Seventeen [of the  VOC]), that he  would like a couple of shiploads of 
"marriageable young women"; four to five hundred Dutch girls from ten to 
twelve years of age, accompanied by a few older ones. "Without women 
the male sex cannot exist," he wrote. Otherwise how could the population 
grow? It was as though he had ordered a shipment of wombs. A 
contemporary tells us that the garrison of Batavia welcomed the first 
shipload of "young women" on board the East Indiaman  't Wapen van 
Hoorn as they a shipment of "stewed pears." Coen had his opinion of these 
ladies, and re recorded in his next letter to the Heren XVII: "It was an 
ungodly bunch who made a lot of trouble, and some of them even behaved 
worse than the stupidest beats, causing horror and outrage among many of 
the natives, who not seeing any other, better women, thought that the entire 
Dutch nation must be just as godless, unreasonable, and ill-mannered as 
these creatures." In the following years as well, according to Cohen's 
successors, the supply  of "livestock" from Holland remained woelly 
inadequate, both in quality and quantity. 
   At some point in the 1630s, the Heren XVII resolved to try a different 
method. They decided that henceforth, "the following the example of the 
Portuguese," the colonies in the Indies must be supplied with women from 
Asian stocks. With an eye to cultivating a loyal citizenry, the colonial 
authorities now began to encourage marriages with native women. "The 
Indies are too large for us to possess alone, and this country is too small to 
send out the great numbers of people required by colonization," wrote the 
Heren XVII with suspicious modesty. It was obviously time to take a
224
different tack. Resolutions were passed that discouraged as much as 
possible the sending of Dutch  girls---"they do not produce any enduring 
fruit"---and encouraged the influx of Asian women "with whom one can 
produce clever, robust children who survive."138
東洋進出に乗 り出 した先行者のポル トガル人であれ、後発者 のオ ラン
ダ人 であれ、旧教 と新教の教義による最初期アプローチを異に しっっ も、
前進基地の維持 にあっては、結果的 に辿った選択の道 は同 じであった と言
えるであろ う。現地女性 との結婚 を促進 し、増加す る混血次世代に、忠誠
と繁栄を託 したわけである。ポル トガル系都市澳門139、それ にオランダ系
都 市バタビアにだけにとどま らず、マニラに於いてもスペイ ン系父親 と現
地女性 との間に、次世代形成 が進展 した。政策に沿った形 での促進 である。
澳門、バタ ビア、長崎 の うち、断るまでもな く例外 は長崎である。それ で
も個 々には 日本人女性 とポル トガル人 との問の結婚が、排除できるもので
はなかった。C.R.Boxerは 次のよ うに伝 えているか らである。
   As for the Portuguese, they were forbidden to reside permanently in 
Japan, and only allowed to come to Nagasaki for purpose of trade. During 
their stay in the port, they had to henceforth [after  1623] to lodge with the 
non-Christian inhabitants of the town, and could no longer reside with their 
coreligionists, who were still numerous in Kishu despite the increasing 
severity of their persecutors. Not only so, but men who were married to 
Japanese women were compelled to leave their wives and girl children 
behind, taking only their sons, "which rigorous edict of the Emperor caused 
a great and pitiful outcry between those husbands and wives of fathers and 
children who were thus forced to separate one from another," as a 






junks were forbidden to employ Portuguese pilots, thus ending a practice 
who had been not only common but obligatory for native shipping bound for 
Indo-China and the Philippines some twenty years before... Thus in practice 
there were always some Portuguese left at Nagasaki the whole year round, 
although their movements were closely watched and they were often treated 
little better than  prisoners140 
                                                                                  .
4.澳 門に先立っ中国沿岸拠点
Mammonは 、 「富の神」 とか 「強欲の神」 として英和辞典 に訳 されてい
る鼎Godは キリス ト教ゐ 「父なる神」である。海外進出に乗 り出 したボル
ト蘿ノレ人は湘 対する価欟 に動 力aされ・これ ら二つの異なる 「衲 を追
い求 めた。喜望 峰 に達 しない頃 か ら、ア フ リカ 沿岸 の 占領 地 で黒 人奴隷 と
金 を買い あ さっ てい る141。同時 にPrestorJo㎞ 教 団 の救 出作戦 に乗 り出す
とか 、黒人 のキ リス ト教 帰依 に も熱 心 で あった。MammonとGodの 二頭
神 に仕 え るポル トガル 人 商人 と宣教 師 の背後 には、イエ ズス会 の 日本活 動
に典 型 的に表れ てい た と、C.M.Boxerは 一例 を挙 げて述 べ てい る142。
イ ン ドGoaを1510年 に 占領 して 足 がか りを作 る と、現在 の シ ンガ ポー
ル に近 いMalaccaを1511年6月中旬 頃 に制圧 し143、1517年 には 中国海 域
に入 った。San-shan島(ま た はSt.Jo㎞ 、 上川 島)に 入港 す る。1552年 に


























そのほか更 に、中国沿岸 に北上を繰 り返すあいだに、ポル トガル交易船
は、現在 の上海や台湾に近 い寧波(Ning-po、Liampo)に もしばらく安定
的な寄港地を築いた。 中国、シャイアム、・ボルネオ、琉球等、各地か らの
貿易船で賑わ う港街がそ こに出現 した。 とりわけ日本 との間の交易が始ま
る1542年 種子島発見か らは発展の一途 をた どり、二つの教会、市庁舎、
1441bid.,pp.337-8.
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二つ の病院 、それ に一 千軒 の住 宅 を擁 す る まで にな った が、詰 らな い乱 暴
な事件 の ため に処 罰 され て、1545年 か らはす っか り衰退 した。そ こで代 わ
って 登場す るの が 、澳 門(Macao,Macau,澳 門)の 順 番 とな る145。
5.居 座り組による居留地形成
寧波を失ってか らのポル トガル商人 は、香港 ・澳門 ・広東 の海域 に点
在する島々に寄港地を求め、そ こか ら広東 との間の交易を展開 した。ザ ビ
エル の亡くなった小 さな島もそ うした寄港地の一つであった。他 にも1549
年以来 ランパカオ(Lampacao)や 後年のアヘ ン島 リンチ ン(Lintin)も あ
るδ六百人前後のポル トガル人 が、前者 に常時住んでいた、 とイエズス会
神父 が本国に知 らせ ている。1554、1555年 には前者の島から三隻 のボル ト
ガ煮レ貿易船が 日本に向かった。バス コ ・ダ ・ガマの息子は、こ うした形 で
四度 も日本 に渡 ってお り、先 に1552年 には鹿児 島湾 口の山川湊 に入港 し
ている。
徳川の時代に入 るまでは、こ うして 日本は開国 していたのであ り、外国
船 の 日本渡来、それに大型和船の海外渡航が、盛 んに行われていた。 日本
交易 に欠かせない交換物資は、中国産 の上等 な絹 と日本産の銀で あった。
それでポル トガル商人 としては、なん として も中国の南部に足がか りを欲
しい ところである。
澳 門居留地の形成は、軍事的な侵略や外交的な条約によらず、必要 に迫
れたポル トガル商人の 「居座 り」 と、中国南部 の地方政府 の黙認 とい う形
で、1557年 に発足 した。中国側が黙認 したのには、give&takeの 相互利益
145上 海市歴史博物館等編 『中国的租界』(上 海古籍出版社、2QO4)。
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があったか らである。海賊船に手を焼いてきた中国役人に とっては、同 じ
く倭寇 の被害 に遭遇す るポル トガル船 が、沿岸の防備 に協力 してもらえる
とい うのであれば、内心あ りがたい(arigato/obligato)存 在 として魅力 的に
見えたためである。それは最初のきっかけだけであ り、旺盛かたんな倭寇
と商売熱心なポル トガル人商人 との間に結託や雇用 さえも、後には見 られ
るよ うになる。後発 のオランダ艦 隊の提督な どは、以 下の ような観測 を記











澳 門周辺の海域に群がる 日本人や 中国人の海賊が、増えるにつれ て、地























澳門繁栄の基盤は、16世 紀中頃か ら始まる 日本 との貿易によって形成 さ
れ るが、鎖国によって締 め出 される17世 紀 中頃までの僅 かな期間であ り
なが ら、莫大な富 をもた らした。澳門史研究家の一人、C.R.Boxerが 、そ
の著書FidalgosintheFarEast1SSQ-1770に 於いて、中国製絹 と日本産銀に
ついて最初に触れている。 「日本製絹の方が、中国製絹 よりも高い評価 を
当然のことなが ら受 けている今 日からすれ ば、不思議 に聞こえるか もしれ
ない。16世 紀にはこれ と全 く反対 の事情にあった。 日本の裕福 な階級 の
人々にとっては、中国製生糸や絹織物をよ り好んだ。これ と良 く似 たケー
1471bid.,Boxer:TheChristianCentury,p.299.
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スは、英国製綿製 品である。スペイ ンやポル トガルでは、 自国製 の綿 もあ
りながら、英国製綿が より好まれた時代なのである。」148
澳 門繁栄 と日本貿易 に関す る初期英国人旅行者 の観 察記録 も興味深 い
資料 である。1585年 か ら1591年 にかけて東洋 を旅行 したRalphFitchの 残










それ よりも少 し後に 日本 に登場す る英国人のWilliamAdams(三 浦按 針)
が150、同じような観察を記 してお り、本国宛書簡 の中で 日本 との交易 を次
の よ うな言葉 で勧 めている。 「英国商人が中国 との交易 関係 に入 り込 めま
した ら、莫大な利益に与れ るはずです。 ロン ドンの東イン ド会社は、わ ざ
わ ざ金貨や銀貨の送金を してこな くても、中国製の絹 を 日本に売れば、 日






っ て 海 洋 王 国 の 名 前 を 欲 し い ま ま に した 英 国 で は 、次 世 代 の 青 少 年 を 対 象 に 書 か
れ た 海 洋 冒 険 小 説 の 宝 庫 と も 言 え る が 、WilliamAdamsの 伝 記 に は 次 の も の が 広 く読 ま
れ た よ う で あ る 。WilliamDalton:WillAda〃is-一 一TheFirstEnglish〃ianinJapan--ARomantic
Biography(JamesBlackwood,London,n.y.).
151C.M.Boxer:TheGreatShipfrontAmacon-一畷 ηηoZ8qブM召cαoα 加 励 θ014」4ρ αη7yo4θ,
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C.M.Boxerに よれば、 この同 じWilliamAdamsは 、将軍家康か ら受 けた
信頼 を頼 りに して、後発者 の英国人 を擁護す るあま り、先行者のポル トガ













10年 ほ どの僅かな期間で 日本 との交易か ら、自主的に撤退す ることにな
る英国。それ につづき鎖国政策 によってポル トガル商人たちは、日本 か ら
の追放 を余儀 なくされ るが、澳 門自体 は衰退 の下 り坂 を辿 ることにな る。
そんな中にあって新 しい発展要素が出現 して きた。 「広東方式」(Canton
System)と 呼ばれる中国独特の貿易方法である153。広東十三行の商館 生活
を半年 、残 り半年は本国に帰国する、とい う厳 しい規律 の上に成 り立っ貿





・監C・・纏 挧 ・一一Lifea・d劭 彪胆 な・・融 ・C痂 。C呶1700-1845
(HongKongUniversityPress,2005).
232
が増加 した。他方ではバ タビアの重要性が増 した。
日本か ら締 め出 されたのは、澳門のポル トガル系商人やマニ ラのスペイ
ン系商人 ばか りでなく、二つの 「神」のも う一方に従 うカ トリック教会神
父たち、それ に 日本人の信徒 とその家族多数 を含んでいる。1636年 にはポ
ル トガル人 と結婚 していた 日本人女性 と子供 たち、総勢で287人 が追放 さ
れ て、澳門に移 り住む ことになった。澳門の 日系住民に生まれた子供の う
ち、JohnPachecoは 、1668年3月8日 の誕生であ り、神学校 で学んだのち
1694年 に聖職者 の列に加 え られたが(tobejapanized)、1725年4月4日 に他
界 している154。この 日系神父が 日本語を話せ たか どうか分か らない。
澳 門に残 る世界遺産の一つ、1640年 完成 のTheChurchoftheMotherof
Godの 正面壁(facade)は 、祖 国での迫害か ら逃れてきた 日本人信徒が建
築に協力 した痕跡を残 していることで広 く知 られてい る155。澳門に 日本的
名残 を留めているものは、澳門形成期の繁栄基盤、建造物、それに墓石だ
けで ない。 澳 門 に渡 った 日本 人女性 との結婚 に よる混 血 澳 門人(the






16世 紀半ばか ら17世 紀半ばにかけての約1世 紀の間に、澳門に出現 し
ていた 日本人街 は、今 日、 どのよ うな痕跡 を残 しているのであろ うか。例




地 の言葉 に溶 け込 ん だ 日本語 は残 ってい ない ので あ ろ うか。上掲 引用 文 の
著 者AlvarodeMeloMachadoカ ミ例示 してい る もの は、魚 の澳 門料 理FuYUSu
位 の もので あ る らしい157。
澳 門 日本 人 街 に於 け る 日本語 自体 の衰 退振 りを 明 らか に して い る と思
われ る一 つのエ ピ ソー ドをFr.ManuelTeixeiraが 伝 えて い る15801685年 に
起 きた 出来 事 で あ り、 こ こにはキ リシ タ ン と漂流 民 が、歴 史 的 に遭遇 して





























厳 しい鎖 国政策下の 日本に向けて澳門か ら発信 した漂流民の帰 国計画 は、
後述す るように、1837年 のモ リソン号が最 も広 く知 られている。上掲 引用
文でTeixeiraの 伝える 日本人漂流民は、長崎に無事 に1685年7月3日 に送
り届 けることができた。言 うまで もなく、日本に恩 を売 って、貿易再 開の
糸 口をっかみたいのが、出資者の澳門在住 ポル トガル商人の隠 された意 図
であった。漂流民を受 け取った ことは、モ リソン号 との大 きな違 いであ り、
しか し貿易再開の希望を絶たれた点で、両者 は共通 してい る。ポル トガル
人が長崎貿易から締め出されて47年 にな り、それ にモ リソン号 日本渡来
に先立っ こと150年 余 りの出来事である。
1685年 と1837年 の漂流民送還計画 は、わず かな具体例 にす ぎず 、長 く
っつ いた鎖国体制のもとで、澳門に移送 されてきたものの、帰国の果 たせ
ない夢 を抱 きなが ら、異郷の地で他界する運命 の漂流民がその後 も続 いた。
小説 『海嶺』下巻 に於いて、三浦綾子は、帰国できず に澳門で暮 らした
日本人の街 と、死後 の埋葬地に関連する場面を描いている。いずれ もそれ
な りに歴 史的根拠があ りそ うに思われ るが、澳門史の英文文献には、詳 し
い言及 を未だ確認できていない。断 るまで もな く小説 であるのだか ら、作
者 の創意や想像が加味 させ ているに違いない。
1591bid.,Teixeira:TheJapaneseinMacau,pp.59-60.
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「五人はいつ しか石畳の細い通 りを歩いて、セン ト・パ ウロ寺院跡 に向か
っていた。細 く曲が りくねった石畳の道である。両側に人家が並び、八百
屋、小問物屋、陶器店、薬屋な どが 目につ く。
「『ここが 日本人町です』
「ギュツラフが岩吉たちに言った。」160
「ギュツラフ婦人 に教えられた とお りに、坂を登ってい くと低い平 らが あ
った。大きな菩提樹 が幾本か り、仏桑花の花がここにも群れていた。 日本
人の墓 と言われ る墓地は大きな墓地の片隅 にあって、日本風の石碑 が立 っ
ていた。」161
霧 、三十もある とい う日本人墓の墓原が、倭寇のものなのか、日本人町
の柱 民のものなのか、小説の説明だけは判 明 しないが、これ とは別に、 日
本か ら追放 されて澳門で他界 したキ リシタンの墓が多 く残 され ている。
7.追 放 されたキ リシタンの埋葬
1560年 にイ タ リアに生 まれ て1577年 にイ エズ ス会 に入 会 、東洋 伝 道 の
た め に リスボ ンか らゴアに 向かい 、1581年4月8日 に到 着 した神 父 ニ コ ラ
オ(Fr.Nicolao)は 、高名 なマ テオ ・リッチ(MateusRicchi)と ともに澳 門へ は
1582年8月7日 に到 着 して い る。 そ の後 、神 父 は、1583年7月14日 に澳
門 を発 ち、長崎到 着 が7月25日 にな った。 画 業 を得意 とす る同神 父 は、
1601年 に有馬 で絵画 ク ラス を開 き、1603年 か ら1613年 ま で長 崎 で別 の美
術 学 校 を運営 した。 キ リシタ ン迫 害 に よ り、神 父 は、 日本 人 の弟子 た ちや




信者 を伴い、1614年 澳門に難 を逃れ、1626年3月16日 に他界するまで美
術学校 を澳門で開設 していた162。
師に同伴す るか、相前後 して澳門まで渡来 した 日本人弟子た ちのなかで、
MancioTaichikuは 、早 くも翌年1615年1月20日 に異郷の地で亡 くな り、
聖パ ウロ聖堂内の聖 ミカエル聖壇近 くに埋葬 された。帰 国できない状況下
に置かれた弟子ばか りであったので、他 にもPedroChicuam(1622年11月
28日 死亡)、Tadeu(1627年11月16日 死亡)も、多 くの 日本人信者た ちと同
様、聖 ミカエル聖壇近 くに埋葬 された163。
ニ コラオ神父の 日系弟子たちのなかでも、活躍 して最 も有名になった画
家 には、JacobNevaま たの名 をJacobNuia(中 国名NiYiCheng)が い る。
中国人の父親 と日本人の母親の間に生まれたハーフであるが、1579年 日本
で生まれた。神父のもとで西洋絵画を学び、澳門、後年 には北京で活躍 し
た。イエス ・キ リス ト、聖母マ リアを描かせた ら当時、右に出るものがい
ない ほどの腕前 となり、マテオ ・リッチなどは、聖母 マ リアの絵 を中国皇
帝 に献上 したほどである。1638年10月26日 に澳門で他界 し、他の 日本人
画家たちの眠る聖 ミカエル聖壇近 くに埋葬 された。
1638年 になる と目本か ら追放 された287人 の 日本人男女が澳門に到着 し
た。その多 くは死後同 じく聖パ ウロ聖堂に埋葬 された164。
日本 に帰国できずに澳 門で他界 した 日本人街 の 日系住民、それ に日本か
ら追放 されたキリシタン とその家族、 日系混血児は、徳川幕府 により次第
に強化 されてい く厳格な鎖国政策 とキ リシタン禁制の犠牲者である。開国
と帰国を待ち望みなが ら異郷 の地で死んだ。 日本開国の動 きを 自発的に行










す でに一っの例 としてWilliamAdamsを 挙げた。
東洋進出の先行者 であるポル トガル とスペイ ンは、同 じカ トリック教会
に属 しなが ら、国同士でも、更に教会内部 において さえも、フランシス コ
派 とイエズス会 との間に激 しい対立が起きている。夏 目漱石の恩師で、 日
本歴史研究家のジェームス ・マー ドックによれば、 日本 にお ける抗争 は、











それ に海外伝道活動の資金 は、Mammon崇 拝者の商人 にだけ頼 るのでな
く、イエズス会では、本来的に矛盾 し合 うはずのMammonとGodを 奇妙
な形で結合 させ よ うとした ことも、外部 に混乱や対立関係を生みだす結果
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となった と言 えるであろ う。
後発者 の英国 とオ ランダは、プロテスタン信仰の国柄であ り、カ トリッ
ク教会に属す る先行者 との間にも対立が生 じて くる。こ うして旧教国同士
の間、教団同士の間、更に加 えて新教 国 と旧教 国の間、新教国同士の間、
商人 と宣教師の間、 とい うように 日本 を舞台にするだけで も、時代の推移
とともに対立 と抗争が展開 したのでは、平和裡の貿易 関係 を日本 との間に
維持することが、 どの欧米諸国にとって も難局を伴いがちであった。
こ うした対立構造は、日本の鎖国政策を生み出す原因の一つ になったけ
れ ど、や は り鎖国政策 をひいた中国、それ も1807年 に澳門 ・広東へ到着
した英国人宣教師ロバ ー ト・モ リソン(RobertMorrison:1782-1834;GraveNo.
14Dの 置かれた状況 にも鮮明に現われてい る。
8.ロ ン ドン宣教師会の中国派遣第一号ロバー ト・モ リソン
広東方式に従い澳門で半年 を送 る欧米人 は、時代の推移 とともに、国籍
も多彩 とな り、人数 も増加 した。広東の商館 自体、十三行(十三の会社)と
呼ばれたよ うに、大 ざっぱに言 えば十三力国の欧米諸国か ら渡来 した国策
会社や個人商会が、それぞれ国別 に各商館 で半年 を暮 らしなが ら、中国人
豪商 を相手に商談 した。長崎出島がそ うであるように、中国貿易の唯一開
かれた公式 ドアは、広東の十三行で しかないのであるから、広東 に欧米諸
国の商人や商社が群がるようになる。これ は時代の推移 ともに自然 な発展
であった。旧教国のポル トガルやスペインに肩 を並べて競い合 う新教国代
表 の商人 たちの中で、威勢のよい英 国人 とオランダ人、つづいて頭角 を現
したアメ リカ人、それ にスウェーデ ン人、デ ンマーク人、 ドイツ人等 に加
えて、ユダヤ人やイン ド人商人まで登場す るようになる。
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なかでもイン ドを掌握 した英国東イ ン ド会社 と英国個人商人たちは、い
まだ香港を占領 してお らず、広東 と澳門に中国貿易の前線基地 を置 き、中
国市場から絹ばか りか茶を大量に仕入れたい状況 に傾斜 してい く。対比的
な二つの 「神」を追い求めるのは、カ トリック教国ばか りでなく、後続す
る新教諸国の場合にも、やは り類似の現象 を呈す ることになる。絹や茶の
代金 を銀貨や金で支払 う代わ りに、イン ド産 アヘンによって支払 を済ませ
るMammon商 人。他方には、単独で中国伝道に乗 り出 したモ リソン宣教師。
この構図は余 りに対比的に見える。モ リソンは1807年9月4日 に着任 し
て、25年 ほどの滞在 の間に中国語独学、辞書編纂、聖書 中国語訳 を完成 さ
せ るが、1834年8月1日 に澳門で他界 した。
x'1807年9月4日 に澳門に沖に到着 し、9月7日 に広東入 りしたモ リソン
を待 ち受けていた対立構造。それ は主に三っの柱か ら成 り立っている。三
者 に対する油断のない警戒が必要 となった英 国東イ ン ド会社の社員、カ ト
リ,,,,F　';ク教会の神父、それに中国政府の役人、の三者 であったから、プロテ
スタン ト宣教師の第一号 として現地に、単身で潜入 したモ リソンは、三者
に対する不断の警戒が欠かせなか ったようである。広東 から本国のロン ド
ン伝道協会本部に宛てた第一信 に付 させた住所が、広東 の米国商館であっ
た り、もともと中国渡航そのものが米国経 由になった点か らして、母国の
英国東イン ド会社 による中国伝道の妨割 ミあったためである。Mammon追
及の側 に立つ英国東イン ド会社は、God追 及者のモ リソン宣教師の中国渡
来を迷惑に思ってい る。米国側商人はこの点で違っている。以下にはモ リ
ソン伝第一巻か ら、貴重な内容 である第一信 を引用 し、書簡資料そのもの




My dear Sir 
      By the good hand of God upon me, I am at length brought to the 
place, whither your wishes and prayers have followed me. In 113 days 
from the time of leaving the coast of America, the ship Trident anchored in 
Macao Roads. In the Indian Ocean we experienced very heavy gales of 
wind. But  'the Lord on high is mightier than the noise of many waters, 
year, than the mighty waves of the sea.' He brought us safely through. I 
have detailed in a diary the circumstances of the passage, and will follow it 
to Mr. Burder [of the London Mission Society]. Last Friday evening I went 
on shore at Macao, and unexpectedly found there Sir George T. Staunton 
[Chinese-speaking Interpreter for the British East India Company], and also 
Mr. Chalmers [Chinese-speaking Interpreter for the British East India 
Company]. I waited on the latter the next morning, and presented to him 
Mr. Cowie's letter of introduction. Mr. Chalmers said he wished me 
success with all his soul,  'but,' added he,  'the people of Europe have no idea 
of the difficulty of residing here, or of obtaining maters to teach.' He then 
mentioned the circumstance so generally known, that the Chinese are 
prohibited from teaching the language, and that under the penalty of death. 
However, he at last said that he would converse with Mr. Roberts, Chief of 
the English Factory, and also with Sir George. I then waited on Sir George, 
and presented Sir Joseph Bank's letter. Sir George spoke likewise of the 
difficulty of the attempt; reminded me that the Company forbade any person 
to stay but on account of trade, but promised that he would do what was in 
his power. The residence at Macao is especially difficult, owing to the 
jealousy of the Romish bishop and priests. 
   This morning I waited on Mr. Carrington, Chief of the American 
Factory; he offered me for the present a room in his house, which I accepted; 
but he and Mr. Milnor, to whom I had also letters from America, thought that 
I should be more retired in the residence of the latter, Mr. Carrington the 
Consul's house being much frequented. For the present, therefore, I shall
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  reside with Messrs. Milnor and Bull, Supercagoes for the ship Trident, in 
  which I came out. Here, from the knowledge which I at present possess, I 
  shall not only live more retired, but also at less expense. It would be 
  impossible for me to dwell amidst the princely grandeur of the English who 
  reside here. 
     I hope the Company's servants will not feel it their duty to put any 
  stumbling-block in the way of my continuance. There is something to fear 
  from the  jealousy of the Americans and English. They are by no means 
  cordial. Till the arrival of Mr. Chalmers and  Sir George at Canton, which 
  will be in about a month's time, I will, in my room, apply to the study of the 
  language from my books. It appears at present, that £200 per annum will 
  scarcely cover the expense of living here, exclusive of any fee to a teacher of 
  the language. Mr. Lake, from  Pulo Penang, is, I understand, at Macao, and 
  purposes to return to England with the Company's ships, only one of which 
  has yet  arrived167.
灘
露の書簡 を使って澳門生活 の開始を説 明す るAustinCoatsは 、他の追加
資料に基づいて、二、三の興味深い コメン トを付 けている168。前 掲引用文
で名 前の挙がっているMilnorとBullは 、米国系商社の荷受人であり、十
三行 の うちtheOldFrenchFactoryと 呼ばれた商館に入ってお り、モ リソン
は、その建物のなかでも地下室 の一室にひっそ りと暮 らした ようである。
更に、英国東イン ド会社 の社員 のような贅沢三昧の王侯貴族的生活を好ま
ず、当初は使用人 さえ置かなかった ようであるが、十三行生活者は市場に
自ら出向き買い物 を禁 じられ る状況 に置かれ ていた。いくら地下室の慎ま
しい生活者であっても、こ うした現地事情 のために、数 日後 には、やむな
く五人の使用人 を雇 う羽 目になる。料理人、給仕のボーイ、雑役夫、近パ
 167    Mrs. Morrison: Memoirs of the Life and Labour Robert Morrison (Longman, Orme, Brown, 
Green, and Longmans, London, 1839, in 2 volumes), vol. 1, pp.152-4. 
 168    Austin Coats: Macao and the British  1637-1842---Prelude to Hongkong (Oxford 
University Press, Hongkong, 1966), p.109.
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ラ ドール、それに中国語教師。前掲 引用文 に於いて、 これでは予算 内に生
活費 を収 められない、 と述べてい るのは、こうした十三行特有の生活 スタ
イルを避 けられない事情 を示唆 している と思われる。
9.新 教徒墓地 の新設169
澳 門 に在 住 す る新 教徒 の増加 に ともな い 、専用 墓 地 の必 要性 が 高 ま る。
最初 の ものは 、十 八世 紀後 半 に設置 され た 旧墓 地 、 ミーゼ ンバ,_._グ丘 墓 地
(TheMeesenbergHillCemetery)で あっ たが 、澳 門半 島の北 方 の端 に位 置 して
い る丘 で あ り、も とも と澳 門在住 のオ ラ ンダ人 一家 の家 名 に因 ん だ場 所 で
あ る。土葬 で あ った。英 国 での伝 統的 な埋 葬 方法 を現 す 表現 に 、5feetdeep
が あ る。 二百 年前 の澳 門 に於 いて も同 じに、人 間 の背 丈 よ りも深 い180セ
ンチ もの穴 を掘 り下 げ た。モ リソン夫妻 の死産 した長 男 ジ ェー ムス は 、そ
こに最初 に埋 葬 され た。
モ リソン博 士の夫 人 メア リ 一ー(MaryMorrison:1871-1821;GraveNo.142)
は 、名 門 の出身 で あっ たが 、医師JohnMortonを 父 に持 つ名 門 の 出身者 で
あ った が、北 アイル ラン ド駐 留英 国軍 の 軍 医総 監 に就 任 す る予 定 の父親 に
ともな い、長 い休 暇 のた め に一家 で澳 門 に八 カ月 を過 ごす 間 に、モ リソン
と17歳 で 結婚 した。 南 国澳 門の気候 は、 お産 に向 か う母親 の神 経 を苦 し
め ノイ ロー ゼ に陥 った た めに、長 男 の死産 、つづ い て1812年 に誕 生 した
長 女(MaryRebeccaMorrison)と1814年誕 生 の二 男 ジ ョン(JohnRobert
Morrison:1814-1843;GraveNo.143)をつれ て英 国へ 帰国 してい る。五年 の滞
169澳 門 新 教 徒 墓 地 の 調 査・補 修 ・保 存 に 尽 力 し た の は 、LindsayandMaryRide夫妻 で
あ っ た 。 丹 念 な 調 査 の 結 果 を 数 点 の 著 述 に ま と め て い る が 、 な か で も 重 要 な も の が は




在 の 後 に体 調 の整 った夫 人 メア リー は、1820年 に澳 門へ戻 って くる ものの 、
一 年 足 らず の うちに コ レラを患 い身籠 った まま
、1821年6月10日 に他 界
した。
残 され た ロバ ー ト ・モ リソン の建 立 した妻 の墓石 に は、次 の よ うな文 章




英 国東 イ ン ド会 社 では、 これ を契機 に澳 門新 教徒 墓地 の新 設 に踏み切 っ
た。 それ には 幾つ かの理 由が あ る。一 つ に は、モ リソン 自身 が 、そ の頃 ま
で に会社 と地域 社 会で 、深 い尊敬 を集 める人 物 にな って いた。 中国語研 究,ti{:,
の第 一級権威者 、それ に会社の重要な中国語通訳の役割 を担 う。それにモ
ヘ ドノ
リソン夫人が名門の出身で もあったためで もあろう。
既 に言及 したよ うに、新設墓地の片隅にモ リソン家 の墓が数基並んでい
る。妻メア リ憎、旧墓地か ら移 された長男、モ リソン自身それ に次男ジ ョ
ンの ものである。 この墓地全体が、モ リソン屋敷の趣 を呈 しているように
感 じられ る。モ リソン家石棺 の他 に、正面入 口の左側には瀟洒 なモ リソ
ン ・チャペルが慎ま しく佇んでい る170。更に、公園のような墓地内の小道
を歩いてい くと、生前からモ リソンと交流 のあった人々の墓石 と、次々 と
出会 える。
大 きな石棺や墓碑の合 間に、時々、ひ ときわ小 さな墓 を見出す ことがあ
る。その一つに刻まれた墓碑銘か ら、ひ ときわ鮮 明に輝き出てい る文字が、
印象的であった。モ リソンの友人宣教師メッ ドハ 一ース ト夫妻 の名前(Walter
170




HenryandAnnIsabelMedhurst)が 記 され ていたか ら、最初に 目に した瞬 間は
実 に驚いた。本人 のものでなくて、澳 門でおそ らく命名 されるまでに、1854
年11月9日 早死 した娘の墓石である(GraveNo.35)。
澳門在住 のモ リソンにして も、バ タビアに長 く在住 してきた メッ ドハー
ス トに して も、漢字を独学 して、広東語 を話せるまでになる。次には同じ
漢字を使 うと聞 く日本人のために、伝道活動を始動 させたい とい う募 る思
いが抑えられなかったよ うである。 日本語の学習に関す るかぎ り、十九世
紀前半は十七世紀前半のキ リシタン迫害時 と大違いの状況下にあった。五
百人単位の 日本人街が実在 した時代相 からは、すでに二百年近 く経過 して
いる上に、 日本 の厳 しい鎖国政策の下にあって、海外で 日本語 を教 え られ
る日本人の在住者 な り、その子孫は皆無 といえた。実際にこの墓地に 日本
人の墓はない。
海外に於ける 日本語学習や 日本学の始動は、日本 の開国を見 る新 しい視
点 として重要であろ う。開国は武力 だけで実現できない。 日本語学習 ・日
本学 に至る道程には、モ リソン、メ ッ ドハース ト、ギュツラフ、 ウィ リア
ムズたち、主 として澳門在住の新教徒系宣教師による脈 々たる努力が先行
した。この澳門墓地は、 日本開国に向けて進む彼 ら先行者たちの夢譚 を語
りかけて くるよ うだ。
ロバーツ(EdmundRoberts:1784-1836;GraveNo.88)は 、ペ リー提督の艦
隊に先立って、米国政府が、極東諸国 と外交関係 を結ぶために、1832年 に
派遣 した特使である。シャイアム との条約締結 に成功 した後 に一時帰国 し
てか ら、日本 に向か うために1835年3月 に再遠征のために出発 した。1836
年3月 に下船 した澳門で、当時蔓延 していたコレラに罹 り、1836年6月
12日 に他界 して澳門新教徒墓地に埋葬 された。Ride夫 妻よれば、同墓地の
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な か で最 も重 要 な米 国人 の墓 で あ る とい う171。それ と同行 した キ ャ ンプベ
ル(ArchibaldS.Campbell:No.89)も 、特 使 と相 前後 して1836年6月3日 に
同 じ病魔 に倒 れ て、澳 門墓 の 上 司の横 に埋葬 され た。
ペ リー提督 の 日本遠征 艦 隊 に参加 した数 々 の軍艦 か らは、1849年 頃 か ら
1852～1857年 に至 るまで に、10名 ほ どの関係 者 や乗 組員 が この墓 地 に埋 葬





Margessonn(1823-1869;N(L165)。 日本 開国 に 至 る道 は茨 の道 で あった172。
1836年 に澳 門 で死去 した米 国特使 ロバ ー ツにつ づ き、日本 開 国 に向 けた
次 の動 きは、そ の翌年 、民 間人 それ も澳 門 の宣 教師 た ち を中心 に構 成 され
たモ リソン号 の派 遣 で あ る。 民 間外 交 に よ る平 和 裡 に、幕 府 との間 に理解
と友 好 を推進 した い意 向か ら、誤解 を避 け るつ も りで一切 の布 教 用資 料や
武器 を携帯 しなか った。 その かわ りに親 善 の証 として 、澳 門 に集 ま って く
る 日本 人漂流 民 、 この時 は 、音 吉等七名 を母 国 に送 り届 け よ うとした。
那覇 に寄港 した後 で、浦 賀 に向 か うが一 向 に相 手 に され ず 、や む な く鹿
児 島湾 口の根 占、山川 に向か い、結 果 的 に砲 弾 に よって追 い払 われ て い る。
澳 門 に漂流 民 を連 れ帰 った 通訳 役 の印刷 宣教 師 ウィ リアム ズ は、 その後 、
自分 の印刷 所 に彼 らを住 まわせ て、印刷所 で働 い て も ら う傍 ら、数 年 間 に
わ た り直 に彼 らか ら日本語 を学ん だ。十 分 な 日本語 学 習 とは言 えない まで
iiiIbid.,Ride,p.88.
172拙 著 「澳 門新 教徒墓 地 に眠 る 日本 物語」(『埼 玉 女子 短期大 学研 究紀要』14号)
pp.81-1020
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も、 こ うした努力が、後年1853、54年 のペ リー提督 による 日本開国交渉
に於いて、米側 の首席通訳 に抜擢 され る起因 となった。
モ リソン号の 日本渡来は失敗 に終わったけれ ど、幾つかの点で 日本 国内
に重大な影響を残す ことにな る。一つには、渡辺崋 山や高野長英等の当時
トップクラスにあった開明的インテ リが、巻 き込まれ ることになる 「モ リ
ソン号事件」に発展 したこと。 もう一つ には、幕府 による海岸防備 それ に
鎖国政策の強化を促 した ことである。七名の漂流民ばか りでなく、何組 も
の漂流民が澳門に送 られてきてお り、異郷の地で 日本 開国を待 ちわびてい
る。
10.多 彩 な澳 門の人物像
澳門新教徒墓地に関連 しては、多彩な澳門人物の名前の刻まれ た墓石 に
出会 う。香港 ・上海 の出現以前に、澳門は、西洋 と中国 ・日本 と接点 に位
置す る唯一の国際都市 と言える役割 を担い、そ こには冒険商人たちも群 が
ってきた。1602年 創設 のオ ランダ東イン ド会社は、1729年 に広東での交
易を許 され る。独立戦争後 の米国か らは、1784年 に澳門に入港 したEmpress
ofChinaが 、先鞭を切 っている。時代の波に乗 った欧米新教徒国の商人た
ちが、広東方式の交易 のために、澳門 とい うポル トガル系カ トリック都 市
に、次々に足場を築いていった。国策会社のよ うな東イン ド会社による進
出の隙間には、民間の冒険商人 も暗躍 を始めた。母 国の東イン ド会社の庇
護 を受 けるか、そ うでなけれ ば、他 の外国政府の代表であるかのよ うに、
「商人領事」の肩書を手に しては広東十三行の一つに潜 りこむ 冒険商人た
ちが続 出 した。
英国系冒険商人のそ うした商人領事の うち、 ビール兄弟(DanielBeale
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Senior;DanielBealeJunior,N().160;Thomas..,No.159)とマニ ア ッ ク
(CharlesMagnia)は 、 トリオ で共 同経 営 に乗 り出 し、プ ロシア領 事 を タ ラ
イ 回 しに して勢力 基盤 を作 っ た。1825年 には トリオ の 内 で残 ってい たマ ニ
ア ックが 、帰 国す る こ とに な り、アヘ ン貿易 の権 利 を新 進 の英 国系 商社 ジ
ャーデ ィン ・マセ ソン商 会 に売却 す る。そ の後 、 日本 開 国 を受 けて横 浜 に
英一 番 を開設 す る頃 には、 同商会 は 、巨万 の富 を 中国 で得 て極東 で ナ ンバ
ー ・ワンの実力 を蓄 え るま で に成 長 した。 医師 出身 の ジ ャーデ ィ ン も在 広
東 ・デ ンマー ク領 事 とい う商 人領 事 の隠れ蓑 を使 っ た。長 崎の グ ラバ ー 商
会 は 同社 の代 理人 であ る。
ほか に もク ロケ ッ ト(JohnCrocket:1786-1837;No.87)もアヘ ン商人 で あ
り、生 前 の富 を象 徴す る大 きな 四角 い石 柱 は 、墓 地 の ほ かの ものを圧倒 し
'.てい る。
リュ ングステ ッ ド(1759-1835;No.60)は 、1798年 に ス ウ ェーデ ン東 イ ン
ド会社 の船 で中国 に渡 来 した古参 株 で あ り、母 国の在 広 東領 事 を務 め る う
ち に1澳 門の歴史 に詳 しくな り、体験 や 見聞 をも とに した澳 門史 の著 作 で
今 日ま で親 しまれ てい る。
ナ ピア卿(LordWilliamJohnNapier:1786-1834;No.-164)は、英 国東 イ ン ド
会社 の解 体後 に、英国政 府 の任命 を受 けて 、中国貿 易 の監督 官 に就 任す る
こ と とな り、1833年 か ら澳 門 ・広 東 に居住 して いた。 日頃 か ら敬愛 す る同
国人 モ リソンの傍 に、死後 に埋葬 され るこ とを希望 して い た。1834年10
月11日 に過 労死 した あ とに、 その遺 言 が執行 され た。
チ ャー チル 卿(LordJohnSpencerChurchill:1797-1840;No.133)は、英 国貴
族 の 出身 であ る。東 イ ン ド洋 に配 備 され た英 国軍艦 の船 長 とな り、 中国遠
征 隊 に加 わっ ていたが 、1840年6月3日10時 に、 澳 門 沖合 に停 泊 中の艦
上 で病 死 した。堂 々た る石塔 様式 の墓 石 には 、スペ ンサ ー家 とチ ャーチ ル
家 の家紋 が 二つ刻 まれ て い る。
・幕 末維新の横浜や 日本 を描いた画家 として、 ワーグマ ン、ビゴー、メン
ピスの名前 と作品が知 られ ている。澳門の画家 といえば、英国人チナ リー
(GeorgeChinnery:1774-1852;No.40)を おいて他 にいない。画家 として澳門
の絵画的顔 が、チナ リーである とすれ ば、澳門の 日常生活模様 を日記や書
簡 に活写 した文学的人物 には、米国人女性な ら訪問者のハ リエ ッ ト・ロー
(HarrietLow:1809-1877)、 米国人男性 であれば在住者 の宣教師 ウィ リアム
ズ(S.WellsWilliams:1812-1884)の 二人を挙げるのか適切であろ う。
ハ リエ ッ トは、米国セー ラムの裕福 な名家の出であるが、米国商社 ラッ
セル社主席パー トナ._._の叔父夫妻 に伴い、恐 らく結婚相手を探 しに澳門に
登場 した。チナ リーに肖像画を描きてもらうな ど何 かと可愛が られた。楽
しい生活を数年送ってか らは、米国人銀行家 と1836年 にロン ドンで結婚
す る。 しか し商売の失敗を繰 り返す夫が、アル 中患者 となって しまい44
歳で死亡 してか らは米国に戻 り、実兄に貰った家で子供たちを育て他界 し
た173。
ロン ドン生まれのチナ リーは、若 い時か ら画才を認 められ、ダブ リンの
裕福 な地主の娘 と結婚 した。 自分ほ ど醜い男はいない と自認す る美 の追求
者は、妻の醜悪 さに耐 えきれず海外へ逃亡する。1825年9月 に澳門にまで
辿 り着 くものの、妻の追跡 の手はゆるむ ことな く生涯つづ き絶 えず、妻の
出没に慄いていた。画家 らしく借金癖 がなお らず、それで も子供のよ うな





174『 東 方 印 象 一 銭 収 利 絵 画 展 』(香 港 歴 史 博 物 館 及 香 港 美 術 館、2005)。
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11.日 本 開 国 と澳 門の米 国 宣教 師 ウ ィ リア ムズー-1837年 、1853年 ・
1854年 の 日本 渡 来
ウィ リアムズは近代中米 関係史上、重要な人物である、と北京外国語 大
学の顧鈞は述べて、最近の中国における再評価を伝 えている175。1812年9
月22日 に米国ニュー ヨーク州 のユ,___テイカ((Utica,NewYorkSate)に 生 ま
れ、1832年7月 に米国海外伝道協会(ABCFM)に よる広東伝教団の伝道
印刷工 として正式 に任命 された。1833年6月 ウィ リアムズは中国へ出発、
10月 にCanton(広 東、但 し現在 は広州市)に 着 き、その後、40年 間にわた
る長い中国の暮 らしが始まった。最初の20年 、彼の主な仕事は英文月刊
雑誌 『中国叢論(TheChinese.飽 ρ03∫'o切』の印刷 と編集 にあった。1837
年 には伝道船モ リソン号で、 日本人漂流民七名を送還す るために、那覇、
浦賀湾 と鹿児 島湾 を訪れ るが、鎖国の壁は厚 く、砲撃 され て空 しく澳門に
漂流民を連れ帰 るしかなかった。
モ リソン号による日本人漂流民の送還劇については、数通の書簡を本 国
に宛てて、ウィリアムズは書 いてい る。いずれ もエール大学図書館 のウィ
リアムズ家族 自筆文書コレクシ ョンのなかに収められてお り、未刊のまま
長 く眠っていた。以下にはその中の一つである父親宛 自筆書簡 の判読結果
の当該部分を掲載 しておきたい。
 [SWW  to Father: 1837/09/10] 
                                     Canton, Sept. 10, 1837. 
Dear father, 
I wrote you a short letter from Napakiang in Lewchew dated in July, which 
was sent home a few days since; the next day Aug. 29, after it left we













前掲引用文に言及 されているよ うに、澳門に連れ帰った 日本 人漂流民の
世話は、それまでのギュッツラフに代わって専 らウィリアムズの担当 とな
り、伝道印刷所に仮寓 しつつ、印刷所の仕事 を手伝 ってもらうほかに、彼
らか ら日本語を学ぶ 日課 となる。澳門 ・広東 に於 ける宣教師による 日本語
学習は、こ うしてモ リソン、メ ッ ドハース ト、ギュツラフを経て ウィリア
ムズに移 るのであるが、モ リソンとメッ ドハース トには 日本語教師はお ら
ず、ギュツラフとウィ リアムズの時代になって、 日本人漂流民 とい う日本
語教師を得 られ るようになった推移 に注 目したいものである。 日本開国に
向か う準備の一つが、このよ うに して 日本語学習 とい う形で澳門 ・広東で
進行 しているわけであ り、その中で も、ウィ リアムズの果 たした中軸的な
i7sYaleMSS547/SeriesI.Correspondence,SamuelWellsWilliamsPapers.
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役割 を再認識 しなければな らないであろう。少 なくとも澳門に戻 ってか ら
の数年間、午前中の二時間程度 を 日本語学習 にあてている。
[SWW to Father:  1838/04/10] 
 April  10, 1838 
Dear Father, 
   I add a supplement to my letter of March 15, to tell you that I have sent 
the odd numbers of the Reprint of Blackwood & other Magazines which you 
sent me for three years to Mr. Jesse Talbot to be bound. I have written to 
Mr. Winston to get the few missing numbers if he can from the publishers, 
and hand them to Mr. Talbot, who has been requested to procure them to be 
bound in the cheapest manner possible. There are also two Dictionaries in 
the bundle to Mr. T., which cannot be bound here substantially on acct. of 
the frailty of Chinese bamboo paper and, and therefore I have sent them also. 
Will you when you are in New York be so good as to pay Mr. Talbot for the 
charges his is at for binding? The Magazines are perhaps not worth 
binding, & I do not care much if they never come back, as I have read them 
enough: but a friend now & then likes to borrow. The  Dices- are to be put 
up in 1/2 Russia. 
   I send you a painting of the Mandarin Duck of China, which was given 
to me by my neighbour Mr. Beale on purpose to send to you. I send also 
drawing of four other birds, all of which are in his aviary, and I can secure 
their correctness. They are painted by a Chinese artist, who has been 
taught by Mr. Beale and others, and who does credit to his instructors. 
   The little book is the  2d., 3, &  6th. chapters of St. John's Gospel in 
Japanese, which I have put together with the assistance of one of the 
Japanese whom we brought back. It may be a curiosity to you to see the 
language of this most secluded people, as it is a good pleasure to me to study
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it. The Chinese Characters on the last page are his advertisement. It is 
sent for the friends at home, not to be trumpeted over the country. One of 
these poor men goes to America with the ship which carries the letter; he is 
18 years old, the youngest of the seven, and I have become quite attached to 
the boy. His name is Rikimatz which means strong fir. 
   With much love to all at home, & abroad / Aff. Yours 
                                        S. Wells Williams
ウィリアムズの 日本語教師は、学問のない船乗 りか漁民であったか ら、
しっか りとした 日本語を学べ たわけでないに しせ よ、直接 に耳で聞き、口
で話 しなが らの学習であるのだか ら、文書のみで独学 したメッ ドハー ス ト
よりは、学習 の好条件 に恵 まれていた と言 える。それ も数年間のことであ
り、お気 に入 りの力松 にして も、オ リファン ト商会の船でニュー ヨー クへ
渡 ってい るよ うに、次々 と身近 な 目本人漂流民は、ウィ リアムズの近 くか
ら姿を消 して しま う。 それ で1845年 頃になると誰一人 もいな くな り、そ
れはそのまま 日本語学習の中断を意味 した。
ウィ リアムズは、1853年 と1854年 、ペ リー提督 の首席 日本語通訳 とし
てペ リー艦隊に同行 して 日本遠征 を果た した。ペ リ.___提督による熱心な説
得 を澳門で受けた ウィリアムズは、それほ どの 自信 を 自分の 日本語に持 っ
てないものの、日本開国のた めにこの際に役に立っな らとい う思いで渋々、
首席通訳 の役 目を引き受ける運び となった。1837年 のモ リソン号による 日
本渡来での悔 しい思い出を晴 らしたい気持ちは、この間に、ずっ と彼 の胸
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の内に生きていただろ う。ペ リー提督 に協力 を請われた時に、 自信 がな さ
そ うな対応を したのには、 日本語学習の長い中断を意識 したためで ある。
エール大学に保存 されているウィ リアムズ 自筆原稿の うち、Box30に は
べ リ.___艦隊の日本訪問を記 した 日誌原稿 がある。Journal:tripto.lapanwith
Co〃7〃20∂碗P齶 ッ1853-1854と 題 されている。日誌の冒頭にペ リー提督の訪
問と依頼 を詳細 に伝 えてい るので、貴重な資料 と言 えそ うである。本稿で
は自筆原稿か ら判読 した転写テキス トを一部掲載 してお くが、これまでに
例えば息子 のフ レデ リックによって活字化 されたもの と、若干テ キス ト上
で違 いがある。出来 る限 り原文に忠実に ここでは活字 に起こ したつ もりで
ある。
枇ご
     On the 9th of April, 1853, I received a request from Commodore  Perry 
 to accompany him to Japan as interpreter, he wishing to have me ready by 
 the  21st on which day he intended to sail. On his reaching Canton, I had an 
 interview with him, and learned that he had made no application to the 
 Secretaries at Boston respecting assistance of this sort, nor  informed them of 
 his intentions; he said that this never occurred to him, for he had repeatedly 
 heard in the U.S. That I wished to join the expedition, and would be ready 
 on his arrival in China to leave. Dr. Bridgman was with me at this 
 interview, & we spoke of various topics connected with the enterprise taken 
 in hand to improve the intercourse with Japan, from which we inferred that 
 this first visit this year was intended to chiefly ascertain the temper of the 
 Japanese in respect to the propositions which would be submitted to them. 
 At any rate no hostilities were determined on, except, indeed, to repel an 
 attack or actual aggression, for many vessels of the squadron had not 
 reached China  yet„ and he wished to make an experimental visit first. He 
 added that he had refused to employ Von Siebold as interpreter because he 
 wished to keep the place for me,---doubtless a compliment to me, but not
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very wise in him, so far as  efficient intercourse with the Japanese went. 
   In conclusion, I told him that unless I could get some person to take 
charge of my printing-office, I could not possibly leave Canton. At the 
next meeting of the mission, held April 20th, it was concluded that Mr. 
Bonney leave his station at New Town and find somebody to take the house 
if possible, and take charge of my printing-office while I was absent; he 
intended, if possible, to get Mr. Beach or Mr. Cox, if not both, to occupy the 
house, but in this he failed. 
   I went to see Com. Perry the next day, and told him that I would go 
with him till October, and could not be ready to leave before the  5th  to 10th of 
May, in consequence of the various matters necessary to be attended to. It 
was recommended to him to get a lithographic press in order to assist in 
promulgating the wishes of the American people & let the people know what 
we had come for; to this he agreed, & I purchased an iron press of Mr. Lucas 
for $120, which I hope will be a good outlay. I stipulated too, that I should 
not be called on to work on the Sabbath & should have comfortable 
accommodations on board ship. Moreover, I stated to the Commodore that 
I had never learned much more than to speak with ignorant Japanese sailors, 
who were unable to read even their own books, and practice in even this 
imperfect medium had been suspended for nearly nine years, during which 
time I had had no one to talk with; he therefore must not expect great 
proficiency in me, but I would do the best I could. In my own mind, I was 
almost decided not to go at any rate on account of the little knowledge I had 
of Japanese literature and speech, and am now sure that I have been rightly 
persuaded by friends to go. It is strange to me how attention has been 
directed to me as the interlocutor & interpreter for the commander of the 
Japanese expedition, not only from people hereabouts but from the United 
States; while we are here, speculations as to the propriety of leaving Canton 
in this capacity, a letter comes from Plattsburgh, desirous Sarah to come 
home with the children, for that her friends had heard that I was to be absent
255
 two years to act as interpreter in Japan. I certainly have not sought the 
 place, nor did I expect more than to be consulted as to the best mode of 
 filling it. 
     On Monday evenings, we had a pleasant meeting at my house at 
  monthly-concert, where all were present; the expedition to Japan was 
 particularly commended to the prayers of all interested in the furtherance of 
 the Gospel. Dr.  Hobson read an extract from the "Chronicle" respecting the 
 change in the policy of the Queen of Madagascar, showing that the 
  persecution suffered by the Christians there for many years was to cease, & 
 full liberty likely to be granted them thro' the powerful influence of the 
  heir-apparent: & the son of the prime-minister, both of whom had become 
  favorable towards Christianity. Mr. French remarked that this association 
 at this meeting of Japan & Madagascar, reminded him of the last 
 monthly-concert he attended in America, at which they were both brought  to 
 notice, and particularly prayed for; & the happy change in the last made him 
 hope that a favorable result might follow this attempt on the latter. May 
 God in his infinite mercy grant that this expedition be a means of advancing 
 the latter-day glory, when the heathen shall be the people of Christ, and then 
 I shall be rejoiced that I have gone with it. At any rate, a beginning must 
 be made in breaking down the seclusion of the Japanese, and I hope this 
 attempt will be blessed to that end. 
     All my preparations being made, & my teacher appearing with his 
 baggage, I left Canton, May 6th, in the steamer for Macao, to join the 
  "Saratoga
," and sail to Lewchew. I was greatly annoyed in getting aboard 
 to find that the lithographic press & materials were not there; but it came 
 down by fast boat before sailing, for I found that Capt. Walker would not 
 sail till Tuesday, in consequence of the want of bread, and Mr. Bonney 
 forwarded it on Friday evening. I spent a few days at Macao very 
 pleasantly, and on the forenoon of Tuesday, the  10th of May, I set foot on 
 board ship, & sailed on the evening of the  1  lth nearly sixteen years since I
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left in the Morrison for the same region. Of my fellow passengers there, 
Mr. King, Mr. Gutzlaff, Capt. Ingersoll, and three of the Japanese, are dead. 
It was mentioned by  Com. Perry that I had a strong inducement to go with 
him from having been in that ship, as the inhospitable treatment received by 
the "Morrison" was to form one of the reclamations of the present visit. 
How vast a change has happened in the polities of China since that cruise, in 
opening her principal ports and commencing a freer intercourse with her 
people; when we returned in Aug. 1837, not a port on the Chinese coast was 
accessible, and nothing known of their  capacities.177
上掲引用文 には、幾つかの興味深い事実 を発見できる。不在 中の印刷
所 の仕事 を してもらえるよ うに代わ りを探 さな くてならないこ と。1837年
のモ リソン号 との比較を しつつ、関係者 の死去にふれて感慨深かそ うであ
ること。それ に妻の書いている宛先不明、日付不明の書簡 が、息子 フ レデ
リックのまとめた伝記に引用 されてい るけれ ど、それ は、ほぼ上掲の ウィ
リアムズ書簡 と同 じ内容であることが分か る。 「ペ リー提督か らは、強い
要請が示 され た。その うえ、中国に在住する外国人が、声援 を送って くる
ので、っいに承諾 した ウィ リアムズ氏である。 しか しなが ら、これほ どの
重責 を果たす には、そ う決意す るにあた り、極度の遠慮 と、能力不足の 自
覚が、付随 していた_【中略]...『ウェル ズは、ペ リー提督 と一緒に出発 し
ま したが、彼 自身(そ れ に私の)意 向に逆 らってのことで した。178』




178フ レデ リ ッ ク・ウ ェ ル ズ ・ウ ィ リ ア ム ズ 著 、 宮 澤 眞 一 訳 『清 末 ・幕 末 に 於 け るS・
ウ ェル ズ ・ウ ィ リア ム ズ 生 涯 と書 簡 』(高 城 書 房 、2008年)、p.215.
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るばか りでな く、通達や条約文 の清書 には、中国人の書家の活躍す る場面
が予想 されたためである。1853年 にはアヘン患者 の老人を伴った ことが、
以下の引用文で分かる。次回の1854年 には、 日本人役人の間に人気を集
めた若い文人の羅森 を連れていった。
激 しく揺れる船。体調が崩れ る。僕の中国人秘書、謝(Shie)老 人 と僕は、こ
こ2週 間、ほとんどベ ッドに寝た切 りである。衰弱 して、ふ らつ く。老人は、ア
ヘンを使えないものだから、はげしい衰弱を感 じていた。大揺れ、吐き気、室内











1858年 、伝道 協 会 を脱 退 した ウィ リア ムズ は、初 め て北京 に開設 された
米 国外 交代表 部(TheFirstAmericanDiplomaticLegationinBeijin)に所 属す
る こ とに な る。1858年 、米 国全 権公 使 に伴 い天津 に赴 き、『中米天 津条 約』
の締 結 に尽力 した。実際 に北京 生活 を家族 と一緒 に開始 した の は、1862年
以 降 にな った。1856年 か ら1876年 まで の20年 間に 、米 国全権 公使 の不在
中に 、代 理公使 を7回 も経験 す る が、1877年 には通訳 ・書 記官 の職 を辞 し
179上 掲 書、pp.220-1.
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て、母国で待つ家族 と一緒に晩年を過 ごす ことになる。
東洋研 究に秀 でた学者 を輩 出 したエール大学に招かれ、ウィリアムズの
ために中国学の初代教授 ポス トが開設 された。1884年2月16日 、エール
大学のあるニューヘイブン(NewHaven)で 死去す る。 ウィ リアムズの著作
には、中国語学習入門書、中国地図、各種 の中国語辞典、開港地ガイ ド等
のほかに、未 だに刊行 されて読まれてい る名著の誉れ 高い 『中国総論』が
ある。英国人では中国研究の嚆矢がモ リソンであ り、米国人ではウィ リア
ムズである、と最近 の中国学者の間で評価が高 まっている。中国学の権威 、
それに中美外交、 日本 開国のみな らず、それ に中国伝道、ウィ リアムズの
キ リス ト者 としての貢献 も忘れ ることはできない。米国聖書協会の会長に
推薦 されてい る。
長男のフ レデ リックは、母校工一ル大学で主に西洋史を教 えた。 日本人
の優れた歴史家で、エール大学教授 に就任す る朝河寛一が、博士論文 を準
備するにあた り、指導教官を務めている180。父親の伝記のほかに、ウィリ
アムズの 日本遠征記、北京遠征記 を編集 した。
12.結 び に一一 ウィ リアムズの中軸的役割
17世 紀前半に於 ける徳川幕府の鎖国政策導入 は、約二百年にわた り日
本 を孤立化 させ、難破 した外国船の救出 とともに、難破 した 日本人船員の
帰国を厳禁 した。中国開国に導 くことになる阿片戦争の火種が、澳門 ・広
東 に長 く燻 ってきた よ うに、 日本 の開国 とい う歴史的転換期 は、同 じ澳
門 ・広東 に於 いて準備 されていた と言 える。
周到 に準備 して 日本 に渡来 したペ リ._._提督は、単に黒船の武力で威圧す る
ことで、 日本開国 を取 りつ けたわけでない。その点では中国開国にあたっ
180矢 吹晋著 『目本の発見一 朝河寛一と歴史学』(花 伝社、2008年)。
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た英国が、戦争手段に訴えたの と、大きく違 ってい る。 日本開国 に於いて
は、武力的威圧 のほかに、宣教師たちによる日本語の研究 とい う視点を も
う一つ持つ必要がある。 日本開国に先立って早 くか ら澳門で、 日本語研 究
が始まってい る点に注 目したい。教師役は難破 した 日本人船員であ り、ギ
ュツラフとウィリアムズがその先鞭役 となった。開港後の横浜 で開始 され
る日本語研究は、ブラウンやヘボ ンの努力によって本格化するけれ ど、横
浜居住に先立って、ブラウンにはマラッカ滞在、それにヘボンにはアモイ
滞在 とい う中国時代があった。いずれも先輩格の ウィリアムズの世話 を受
け、文字通 り同 じ屋根 の下で数か月を過 ごした時期 があり、場所 は澳門な
のである。
中国 と日本 の開国、中国語研究 と日本語研究、恵まれ ない人々に対す る
貳道支援、こ うした大きな時代の流れは、ウィリアムズの澳門生活 を中軸





A STUDY OF S. WELLS WILLIAMS' 
      EARLY LETTERS
IN COMPARISON WITH HIS SON'S TRANSCRIPTION
a6z
263ご
エール大学図書館では、自筆原稿部門において、サ ミュエル ・ウェルズ ・ウ
ィリアムズ(以 下でSWWと 省略する)の 自筆書簡や 日記などを中心とする膨
大な資料 「ウィリアムズ家文書コレクション」(MS547)を 所蔵 してい
る。父親の伝記をまとめ上げる際に、息子でエール大学の歴史学教授フレデ リ
ックが、もともと収集管理 したものである。本稿ではこのフレデ リックによる
父親の自筆書簡が、どう削除された り、追加 ・改変されたかについての糸 口を
探ろ うと試みた。
最初に第2章 で、1889年 版の翻訳 と私自身の読みを仔細に比較したのち、
第3章 では、1833年 前後の同じ時期に、伝記に省かれた未刊 自筆書簡の8通
について、判読した結果のテキス トを初めて公表することで、コンマ ・語句 ・
文章 ・段落のみならず、書簡そのものの削除されたことの意味を問い直 してみ
たい と考えた。
Chapter 1 Early Autograph Letters of S. Wells Williams


























































abridged list of all the 19 letters, either printed in the biography or unpublished, is given 
as follows, the square-bracketed B and the numbers that follows it referring to the pages 
of the  Biography. Among the 19 letters only the eight letters which are indicated in 
bold letters in the following list are chosen for transcription, mainly because of their 
having been unpublished but also on account of comparison with the Fredeick's 
transcription.
 SWW-Father: 1831/11/23 [B33-34] 
 SWW-Father: 1831/12/24 [B36] 
 SWW-Father: 1832/01/21 [B36-38] 
 SWW-Father:  1832/03/07 
 SWW-Father: 1832/04/23 [B39-40] 
 SWW-Father: 1832/06/01 
 SWW-Father: 1832/06/18  [B41-43] 
 SWW-Father:  1832/7/03 
 SWW-American Board (Anderson): 1832/07/20 [B43-45] 
 SWW-Father: 1832/10/29 
 SWW-Parents:  1833/04/02 [B48-49] 
 SVVW-Father:  1833/05/02 
 SWW-Father:  1833/06/01  [1351] 
 SWW-Mother:  1833/06/10  [B50] 
 SWW-Friend(Tibbs):1833/06/26 
 SWW-Sister  (Sophia): 1833/07/04 
 SWW-Father: 1833/09/24  [B51-53]
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 SWW-Father:  1833/11/06  [B64-65] 
 SWW-Mother:  1833/11/13. 
   The following text is a complete transcription of SWW's letter to his father 
 (William Williams), with editorial changes on the part of Frederick shown in the square 
brackets. 
   Especially important to observe is the underlining in the text, that indicates his 
deletion: exclusion to start with a trifle like a comma and then involving a word, a 









































   I have sent these two, as a specimen of the cheapness, the quality and the manner of Chinese books. 
They [sic] They [These books the Chinese] receive willingly, and read them in all probabilities [appear to 
read]. To make these [them], natives are employed, [;] the first convert 
[(Leang Ma)] was made by reading  the blocks he was cutting. While they are printing and  cutting,, they 
have a frequent opportunity of teaching the contents. He  [Leang] is now engaged in making books as fast 
as proceed [he can], and has distributed many thousand of the scriptures [many thousands]. A short 
time since, there was an examination of  literary candidates in Canton, and more than 25,000[twenty-five 
thousand] came to the  examination.[came.] Leang Ma got some coolies to take his boxes into the  hall, 
and there he dealt out the word of life as fast as he could handle them, to intelligent young men. This he 
 did  for three days together. When he did this, some eighteen months ago, he got  bambooed.  [together, 
 but  mhen he repeated the attempt eighteen months later, he got bambooed.] Thus the word is [Thus is 
 the  word] being put before their eyes, and they are [already] somewhat acquainted with its contents [with 
it] in this  vicinity.  Leang-Afa [Leang Ma] is a venerable looking [venerable-looking] man, about  fifty 
years old. His [old; his] countenance expresses benevolence and [benevolence, and] at first  view, you 
 are  prepossessed. Do what you please with these tracts in Utica, only don't publish them. I am well 
& all here are so. Give my remembrance to all, and may your prayers ascend for my usefulness & the 
advancement of God's  kingdom. 
                                        Yours affectionately. S. Wells Williams. 
[envelope: addressed to] William Williams, Utica, Oneida Co., N.Y. 
   I send you along with the books some nos. of the  Repository. Let all that want read but for monthly, 
 concert &c. I have sent some to Mrs. Aikin. And theirs to Mr. Frazurd and give him my receipts. I shall 
continue to send you one. If you come across any work on China in English or French, I should like it 
 very much. Give my love to mother & the letter  enls.
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   Reading through the above-quoted transcription, with additional annotations and 
underlines, we may notice various ways of changing the original text on the part of our 
biographer. As for one of the minor changes, like a comma, we observe about 10 
instances of their deletion. This change is permissible maybe, but since  SWW appears 
to prefer an occasional break in a sentence, putting in a comma, for example, something 
is lost on account of comma-deletion. A word, a phrase, a sentence or even a passage 
is sometimes cut or changed by Frederick, who sounds like having tried to improve his 
father's writing. This is  very hard to say Yes indeed or Oh No. The following 
transcription of six letters are made by me just to prove that the SWW's writing style has 
its own natural flow, which,  l  am sure, is not so bad as it is. 
   We can notice different levels of Frederick's editorial modification, starting from 
such a minor change as deleting a comma to stepping on to paraphrase and choice of 
documents. To give an idea of minor or major changes in textual reading, a minute 
examination of the first passage should be enough, as shown in the notes. 
Chapter 3 Transcription Texts of S. Wells Williams' Six Unpublished Early 
Letters 
No. 1.  [SWW-father: 1832/03/07] 
                                           Rensselaer School, March  7,  1832. 
   Your arrival at the school on Wednesday afternoon was an event that I had been long  expecting. 
Although it was four days sooner than I had anticipated, yet it was so much the more  pleasant. As you 
observed in your letter, that you found me apparently happy, I think as I can say, that I am very well
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contented as respects the school; only if the Professor was indeed a true and sincere professor of that 
heaven born religion which he disregards, I should be more  pleased. But God is here, as He is every 
where, and I have  every opportunity to hold  endearing, and as I trust,  sincere  communication with  that 
precious Saviour who is ever  near. And there is no place or time that I so much long for as the sun when I 
am alone with God & the Bible. When you are here, you will recollect that the Professor complained 
of a severe cold, and that perhaps he would be unable to return the next morning. Then the next 
morning came, he consented that three of the students, (Mr. Boyd, Hill & myself) should take a short 
excursion to Coeymans to settle a geological fact and collect all the  petrifactions we could find. 
   As this time was the best we could have, on account of the delay attendant in printing his 
genealogical txt. Book, we stayed at the father's of one of the students, and were hospitably entertained 
 by Jim. Nothing could have been kinder than our treatment; all was so free, so open. Moreover, the 
exercise was good, after a  winter  'a  confinement, and add to that the advantage of such a tour, when 
entering the study of  Geology, I, for one, am  very well satisfied with spending 3/- for such a tramp. From 
 our-  representations to the  Prof., for we could bring hardly any specimens with us, he thinks that we have 
found several new species. 
   His bill for tuition &c. to the beginning of the present season is as follows. 
Board from  Nov.23, to March  7.  15 weeks  @$2.  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  30.00 
Tuition for four Sub-Terms    $2.62  1/2  •  •  •  •  .....  •  10.50 
Sundry incidentals, as use of  instruments, 
models, lecturing, etc. etc.  • • • •  $1.  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  4.00 
Surveying & Engineering,  text  book   .50 
$25 
For postage, washing, wood &c. I have spent about  $15.- During the summer I shall need Lindley's 
Botany, the wholesale price of which is 16/. The price at Paker's is  191-. Also that Map of the stars
272
you so kindly promised me. I  think, that if God spares my life & health,  that I shall make considerable 
proficiency in the studies pursued here as Geology &c. 
   I have been appointed a kind of  helper  in all things, one whose business is to see to [erased: all] 
 every part. The news of the  wonderful  dealings of God in Utica has givenme cause to celebrate the 
goodness and long suffering of God, as exercised towards all who have been residents of that place, both 
Christians & sinners.  Dwight, I do humbly hope & pray has in reality given himself away in an 
everlasting  covenant. If my poor letter to him did any good, give God the whole  glory, I shall improve 
your directions about writings to Thos., Leward & sister  Sophia. 
   Having arrived here but a short time ago, from Coeymans, & having had a walk of 25 miles in a 
comfortable  rain  & snow storm, Iwill say good night, dear father. 
                                     Inaffection'sbonds/ S. Wells Williams 
 No.  2.  [SWW-father: 1832/06/01] 
                                               Renss. Institute. June 1, 1832 
Dear Father 
   I rec'd your kind letter of the 17th on the 27th and will now  inform you that I have got the books, 
Gray's Chemist &  Dye's  Dictionary. They will be  very serviceable to me during the course of  Chemistry 
which we have just just commenced, and I would thank you  very much for them. I got them at Parkers 
about a week since, and Wednesday I received a letter from Mr. Keeling informing me where they had 
been  left. Does  MHr. K. live  in  Albany? Or is he only on business. 
   If H.  Tyson prefers answering letters by  proxy, let him also, if the comparison is good, get  married 
by  proxy, as Bensparks did. As the chemical course has begun, my funds have all been expended to 
Dana, in buying substances, and the dollar I got  of  [a few illegible words] had lot pay  borrowed money. 
I think from present appearance Nin got thro' the course for 10 dollars, but will try to do so for less. We
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purchase the substances in a lot & can procure them much  cheaper. The number of students is ten at 
present, and three more are expected. 
   I have not yet rec'd the box of clothing, but it is expected in soon. I hope the numbers of the Soc. 
of  U.K were in, as I stand in need of them. I do not think that I suffer Madame Flora to be unattended, 
but her ladyship is very versatile & cap[ri]tious in movements, often compelling me to dance attendance 
at her toilette at the rate of nine or ten miles  every day or two. 
                                        Yoursaffectionately/ S. Wells Williams 
No. 3.  [SWW-father: 1832/07/03] 
                                      Rensselaer Institute, Troy, July  3,  1832 
Dear Father 
   Your kind communications of 22nd and 28th  ult were duly rec'd here. The reason I did not 
immediately reply to the former, was on account of the uncertainty of affairs both in the city and at the 
school. When I received the latter,  I had then determined to write that day; so I would not wish to have 
it supposed that I wished to keep you in any  anxiety, but as soon as the certain truth of affairs could be 
known, to  inform you immediately. From several suspicious cases of cholera morbus having  occurred in 
this city lately, most of the physicians imagine that it is here  in  propeia persona. The cases that  occurred, 
however, have been those who were beastly intemperate, and the  poor and ragged. They terminated 
fatally in twelve or sixteen hours. Still the health of the city is said to be as good as usual, and I do not 
now think that the school will discontinue at present. I should think it would be preferable to continue 
here till it became more decided at  least. 
   With regard to the country thro' which the tours are taken, I have only to say, that they embrace 
every fact in geology & organized remains that is presented in this country of any utility; as well as many 
in engineering, botany, mineralogy & chemistry. The places where they are taken are to the
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Connecticut river, Helderburgh Mts., south of Albany, Carbondale coal beds and New Jersey marl bed of 
the clay deposit[e]. They comprise many interesting localities, well worthy of visiting, and I should 
wish to take them much, believing that they will be useful & instructive. They begin to take the journey, 
on the 12th of September, two weeks  after commencement on the 29th of  August Those two weeks 
were allowed to prepare. 
   The terms will close in six weeks from next Wednesday the  11th of this month, if the school 
continues. I should like to be at home much, but I  think, as I said before, that this is the most profitable 
place for me. I am  very well, and would take occasion to adore & bless our Heavenly Father for  His 
fostering care over me in preserving my unprofitable life yet a little  longer. Since I first came, I have 
not been sick at all; not missing a meal or an exercise. I imagine that it is as healthy here as at Utica. 
                                                  S. Wells Williams
P.S. For what purpose would you wish me to go to New Haven this summer? Mrs .Haynes still 
continues in  very feeble health. The $3 came safe. 
 No.  4.  [SWW-Father: 1832/10/29] 
                                                   Utica,  Oct  29,  1832. 
Dear Father 
   Your esteemed letter was rec'd a short time since, and I shall always prize such, and endeavour to 
follow this advice. I have been constantly at work in the office for the week past the week past, the 
amount of work being so much that the other hands could not accomplish it all. I have not, as yet, 
begun to study; one reason is the  quantity of work in the office, the other, that I wish to have you see at 
home whether it will be best for me to study at Bartlett's or Kingsley's. I think that at Bartlett's I shall 
make the most  progress, but Kingley's is nearer home. However, until after  election, I cannot study at 
all; all the spare time that  I  have, I employ in arranging my plants after the natural method.
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 If you have any spare time,  I should like to have you call at Pike's  the  optician, at the top of Wall St. 
 near Broadway, and see how much he  charges  for microscopes in boxes. I should be pl ased  to earn 
enough to get one, to have the assistance  of  it  in  studying  botany  &c. 
    Dr. Gray at the High School, has  one he paid 1/20 for a most elegant one  for  use. 
    Bible Class was  very full yesterday. Sunday before last, there  were  five teachers away. 
    Miss Brandish to be  married this evening, and Miss Burchardhas gone to Buffalo; two members 
gone from your class. The little folks are all well, and mind your  grandmother  inall things. 
                                        Yours affectionately,/ S.Wells Williams
 Are  there  any  maps  of  the  stars  to  be  had? 
No. 5.  [SWW-Father:  1833/05/02] 
 New  York,  May  2,  1833. 
Dear Father, 
   Having ascertained in Albany, that I  could, together with my charges, come round by N.Y. & 
Providence, about as cheap and much easier than to go across, I address you from this place. Haniet & 
 Cynthia are in good spirits & health. I have ascertained that the  Morrison is to  be  in,  perhaps in a 
week, perhaps in a month, and probably will not sail, under a month at the least  Mr. Olyphant has got 
my passport, but Winston says, he is  not  entirely  determined to  go  to Canton. I shall  go to Providence 
in the in the 5 o'clock boat Boston this P.M. In Albany, I purchased  Ellis' Polynesian Researches of 
Little, and  Carnes lives of eminent missionaries: Wiley says, you was looking Cuvier  &  Bigaloas Shedls, 
but did not purchase. I do not [know] whether to buy them or  not, not  knowing whether you procured 
them elsewhere or not We missed Shepard at Saffords, fifteen minutes, he having gone to Waterford. 
Pray, dear Father, that I may have faith &  grace,  for  I greatly need them. 
                                     Yoursaffectionately/ S. WellsWilliams
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Love to all. 
 No.  6.  [SWW-Friend  (Tibbs):  1833/06/26] 
                  Ship Morrison,Atlantic Ocean,  Lat.34° W. Long  40° W. June,  26,  1833. 
Friend Tibbs. 
   Whenever and wherever this letter of mine should happen to reach you, receive it as a token of 
remembrance. For your  very acceptable letter of last winter, I should have returned you an answer: but 
I had not the time to write one, even as you were, where you begun to answer a previous one of mine. 
But, if our letters are unfrequent in point of time; they will be so much the more prized when  received. 
At least, yours will be so, mine will, I hope, keep you in debt. There I am, rocking away on the blue 
ocean, even as you were once. I have said, My native land, good night, as you also did, and have seen 
nought but sky & water since. 
   We have had pretty pleasant weather since we were out, but have also had more calms than 
 agreeable. Yesterday, were almost stationary, and rolled & rocked in fine style. A flying fish also came 
aboard, and I saw  the  first gull I have yet seen: we have "Portuguese men of  war," sufficient to stock a 
 army and "Mother  Cary's chicken" are not wanting. 
   All these serve to full up thesameness, and occasionally  after a little, variety to the tedium of a sea 
voyage, especially of one so long as ours. But we have a plenty of books, and of all kinds, so that I am 
not at all wearisome. Our mess consists of the captain, three mates, the supercargo and two passengers: 
so you will perceive we are not crowded, neither are we at loss for a  variety. I have about passed the 
ordeal of seasickness. I was some troubled and the day before also. First I had to become accustomed 
to the rolling of the ship by a short, regular course, and then, when I was most well, I was taken on 
another tack, and forced to learn the pitching.  Perhaps I may have a lesson again, when both become 
united. But patience is a  good medicine, in such cases, and I am now nearly over  it for I soon found
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that any other medicine was of but little use. We have had no fishing yet, tho' I did  try to catch 2 small 
rudder fish, but was unsuccessful: they would not be captured. All the big fellows of fish have as yet 
remained out of sight and hearing. So you will learn that we have quite still times,  exceptg. 
[sic/excepting] always when the wind blows. Three flying fish were all that we caught that flew 
aboard. 
   Saturday has come again, making two weeks I have been afloat. We have had a calm, for the last 
three days, and it continues yet, and has been quite warm. All the numirous [sic/numinous] ea polypi 
swarm on the surface, and make a considerable variety from their curious forms We have not spoken any 
ships since the second day, but have seen several. The beauty of sunrise & sunset at sea, is almost 
 worthy alone of a journey, to see. If you could do them justice in an engraving, I have no doubt you 
 would be highly pleased. So rich, so splendidly colored and so evanescent: it is really beautiful. And I 
hear that they are more [sic] handsomer in the eastern seas. 
 For that card you engraved, I had nomeans of getting any to you respecting it except by letter, and I 
 had notime to order.  If  I can find any thing in China, which I think you would be pleased with, you 
 shall have some, as a reward to your taste in the designs, which, allow me  to  say, does you much  credit, if 
your head continues to make such good ones, you ought not to want for customers. I should  like to 
have a letter and anything else you are willing to send me, at least annually.  If you got this in a twelve 
month, you will do well. 
                                  Yours  truly, tho' far  distant / S. Wells Williams. 
[P.S.: one illegible sentence] 
No. 7.  [SWW-Sophia (sister): 1833/07/04] 
     Becalmed  for  2 weeks in Ship  Monison,  Atlantic Ocean,  in  Lat.  31°  56  N.  , Long. 38°48 W. 
                                                     July  4,  1833.
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Dear Sister, 
   "Fourth of July has come!" methinks I can hear you  say, "and  to-day I shall not go to school; and 
we'll see all the sights, and have nuts & cakes in great plenty." How happy you will be, and how much 
you will enjoy yourself I can well imagine, and to-day I shall be thinking of all the little folks at home, 
for it is a quiet, still place on a ship in a calm. A calm is when there is no wind, and the swell of the 
ocean makes the ship rock one side and then the other, as you can hardly stand up. And in the night, 
when the swell is  very heavy, and comes on suddenly, first you know about  it, you are sprawling on the 
floor, and the chairs are all tumbling about at a great rates. And if nobody gets  hurt, we all laugh at the 
sight, and get into bed again. And when at meals, you will be sitting at table quietly, all so nice, and 
 before  you have time to hold on, you will slide along  the cabin into one of the little bedrooms, leaving 
your dinner rather before you have eaten enough. It would be the same,  if while you were eating in the 
dining room, and without any hands, you were to be slidden through the  hall into the drawing room, 
while at the same time, all the others were taking a slide, some with a cup of coffee, some with a plate 
and some without any things. Curious sort of folks they must be, you would say, that can't sit at table 
till they have done eating, and not slide away across the mom in all ways, as if there was a snake on the 
table. 
   But I have forgot what I began to write about, telling such a long  story about sliding away from 
table. By the time you will read this letter, you will have begun almost to think of next Fourth of July, 
so I will tell you what I should wish you to do on such a time. As you know why that is observed, you 
should be  very thankful to our Heavenly Father for letting you enjoy so many blessings, and not putting 
your existence in China or some other heathen country. Just suppose God had made you a little 
Chinese girl instead of a little American one. As soon as you were born, if you was [sic] allowed to live, 
(for in that country they don't consider it criminal to murder infants) you would leave your feet put into 
close bandages, and teeth dyed black as soon as they began to come. Your mother would pretty quick
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 after this be looking out for some little boy, as a husband for you; this boy, however, you would never see, 
neither would you know who it was till married to him. As you grew up, you would be  learned'how to 
say prayers to dumb, paper & wood idols, and would also have to sit and make pictures or roll tea. You 
could not run out doors & play nor could you have any companions, without you had some sisters, for 
your brothers would live separate from you, as you would be all alone, nor could you go to school out of 
the house. Your father could be the only man you would see till you was married, for no other man is 
ever allowed to go into the  women's apartments in the quarters. There would be no L. School, nor 
going to meeting, nor Sabbath day, for the only holiday they have, is one week about New Years. You 
could, as you became older, be instructed in cooking, (if you were not  very rich,) and in learning by 
 hearing the prayers &  forms of  ceremony. No neighbors would come & see you, nor could you get a 
 horse and carriage and take a ride, but would be carried on men's shoulders, shut up close in  a  palanquin. 
 (Yon will find a picture of a palanquin  in Calmet) You could walk about a  very little, your feet would 
 get  so tired, and perhaps then you would get a tumble or two. Now and then, you might hear a little 
 news, but very seldom: no books, no tracts; no newspapers and,  you see, and if you did, a  very small 
chance if you knew how to read them.  "0! I shouldn't like to live in China!" I can almost hear [a few 
missing words], and how  thankful should you be that [a few missing words] do not Pray to the little 
heathen girls in China, and when [you] have any money to spend, think of these little immortal souls, and 
send your money to give them the word of life. Would you not rather do this, than spend it for candy or 
toys, which you use up, and that is an end of them. Supposing you lay up all you get and when there is 
a chance offers, send it to them. Do you not think that you will have more pleasure, than if you had 
spent it? Try & see, and bless God that you have the  opportunity. 
   Begin early to do good, and soon it will become a habit, which will be of great advantage to you. 
Never  throw away your little time idly nor your money uselessly, and you will have nothing to blame 
yourself for. And when any of your little playmates are going to spend their money as before, tell them
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how much it is to save and give it to the little heathen girls. Why you don't know how much good you 
may be the means of doing by beginning earlier. A dollar that you may send will buy a Chinese 
testament, and this will be for a whole family, who, after have read it thro' would copy it and then send it 
to their neighbor, who would do the same. They would "teach it to their children, and it might be the 
means of the conversion of a family or lives of fifteen or twenty souls. Would you have throwing away 
your dollar, or would you be  sorry you sent it to the Heathen? If it did any good you would know it in 
eternity if you did not in their world, and if you did it from a vague motive, God would reward you. I, 
about whom you bring to God a memo written them & your affectionate brother also. 
                                                   S.Wells Williams
 [P.S.] This letter is for you and Edward, and when you write an answer, you must have something to 
me: all that you have to write, must be done carefully, and not scribbled. See how carefully you can 
keep those, two bows I gave you, till I shall come back?  And then I can see how much you care about 
me. Remember to set a good example before the younger children, for you are with them  very much 
and have a great influence over them. Help mother all that you can, and learn at school all your lessons. 
And as you grow older, endeavor to grow more & more useful, that all may see that you are indeed a 
disciple of Jesus. Remember all of the counsels of the mother who is in glory, and let her example do 
you good. You do not know how soon you may be called to follow her, and if young, may you be 
ready,  & if old, let not death find you unprepared: So that  if  I should never see you again the face of my 
dear sister on earth, I may know that she is in the path of the just and that it may be so, I shall always 
 pray. 
[letter sheet enveloped and addressed  to:] Miss  Sophia  W. Williams, Utica, N.Y. 
No. 8.  [SWW-Mother:  1833/11/13] 




   I hope you will not take it as at all implying any dislike to writing or any forgetfulness that I have 
not written to you before this. Indeed, since I have landed, my time has been as much occupied as I could 
wish. And therefore, I have now taken a spare moment, and have produced this. 
   Not having taken an  inventory of my clothes, when I left home, which ought to have been done, 
 an[d] in all future cases I hope will not fail to be done, I have now sent you one. It comprises all that I 
brought from Utica, and not any of those I have had made here. Thin, summer clothes can be procured 
here at prices that put our tailors to the blush, and they are much better adapted for summer wear here; 
but to wear the same in Latitude  43° N. would make one quite chilly. A whole suit from neck to foot 
 can be made that will not weigh much different  from a pound & a  ha11 and be all good clothes, fit to 
 wear, not made of  gauze. 
   The following list may be useful for reference, for consideration or for any other purposes, as the 
wardrobe that was made up for me was, I find, complete in all parts. To wit: 
33 Cotton Shirts not including old ones nor those given to me 
 4  Line Shirts 
3 Flannel Shirts 
2 pair Flannel Drawer* 
2 Flannel Wrappers* 
*Without which I should have almost frozen on the passage, for the cold was  very considerable, and the 
 hail  & snow we had increased it 
5 pair Thin  Pantaloons, every piece of which was made so small that I could hardly wear them and if you 
had not sent some pieces which were  left, would have in a measure useless 4 pair of Satinet Pantaloons 
1 Frock Coat 
1 Straight bodied Coat The black one that  I  had made a short time before I came away, fell to pieces
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during the passage, and is left aboard the ship. 
1 Tustian  Over  All 
1 Linen  Over  All or my old fireman's  coat 
1 Velvet Vest. 
18 pa Cotton Stockings. 
3 pair Woollen stockings. If you should ever be  struck with the fancy of sending me any clothes, let 
woollen stockings be one of the items; for it is often cold enough for them. Send nothing cotton or 
linen, for you might as aptly send a cargo of ice to Greenland. 
7 Summer Vests of many divers colors. 
18 Towels, enough to supply the whole family for any indefinite period. Some are of good capacities, 
dimensions, and in case of necessity & poverty would answer for pillow cases. 
4 Linen round-abouts. Grass-cloth is used here  for  that purpose, and it most admirable. 
23 Loose collars: a most bountifully abundant supply as I perhaps do not wear one oftener than once in a 
month. But they will be good to tack on to my shirts in case of  necessity. There are of imaginable 
widths and sizes, but those that Mrs. Lightbody fit me the  best. Give my sincere and respectful thanks to 
her for those and all her other kind attentions, which I blame myself now much for not having done in 
person. Hoping that she will continue still to remember me, notwithstanding my short-comings in 
respect to her, give her this acknowledgement of my sincere & hearty thanks. 
8 False Bosoms, which will probably last me many years. 
8 Pocket Bandana Handkerchiefs 
1 White Linen one. 
9 Linen Pillow Cases which together with 
9 pair of Linen Sheets was furnished in the New York, and most  terrible cold things they were too on the 
voyage.
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 7 Bombazine and Linen Stocks. 
 2 Gowns, which I hope not to have any use for this long time, & which completes a descriptive list of all 
 that was  furnished me. For a voyage of the length of mine, these enough of all things, except 
 handkerchief sheets, pillow cases, thin coats &  pantaloons  I had to wear a coat till, it was hardly  fit., and 
 moreover collecting so much dirt, rots the clothes before they can be  washed. We had not a rag  washed. 
 And if you or any one else in Utica should put up more clothes for whomsoever comes out to the east, 
 never give him a leather trunk or less old than he ever  wear. 
    The more old clothes he has, the lesswill be he  dirty with tar (which is almost unavoidable) & 
 escape having them pulled to pieces in washing. Tar or paint you know is  very difficult to wash  out, 
 and on board ship, either one or the other is constantly about deck. All the cold clothes that can be 
 comfortably worn, should be taken. 
 Notes 
   1. The  Life and Letters of Samuel Wells Williams, Missionary,  Diplomat, Sinologue, by his Son, 
 Frederick Wells Williams. First published in 1889 by  GE Putnam's Sons, New York. Reprinted 
 edition published in 1972 b y Scholarly Resources, Delaware. Translations in Chinese and in Japanese 
 published respectively in 2004 and 2008. 
 FE 2. Williams Family Papers. Yale University Sterling Memorial  Library, Manuscripts and Archives, 
 MS no. 547. Three series with an addition. 
 a 3.  Olyphant, Morrison 
 Fft 4. Jonathan D. Spence, God's Chinese Son, The Taiping Heavenly Kingdom of Hong Xiuquan, 
 New York: W.W. Norton & Co., 1996.
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注5.De-minTao,"YoshidaShoin'sEncounterwithCommodorePerry:AReviewofCultural
InteractionintheDaysofJapan'sO魍nin&"in「東 ア ジ ア 文 化 交 渉 研 究 」 別 冊 第1号(2008年3
丿目),pp.63-79.
注6.GuJuntranslatedtheSWWbiographyinto(;hinese.『衛 三 畏 生 平 及R』(桂 林:広 西 瞞
































































This paper purports to illustrate the development of the Japanese language studies, 
initiated by Robert Morrison and Walter  Henry Medhurst in the early part of the 19th 
Century, carried on by Charles Gutzulaff and S. Wells  Williams, all in Macau and 
Canton, and to be finalized by  S.R. Brown and James C. Hepburn in Yokohama in the 




史を調べ始めて25年 ほどになります。 この間に一つ痛切に感 じたことがあり
ました。二つの国の間の綱引きだけに終始しないで、三角形の力学で見ていき
たいとするTriangleApproachの 必要性でした。横浜 ・長崎 ・鹿児島の近代史に
関わった英国人や米国人れに商社が、来 日前に、上海 ・香港に滞在 して活動し
てお り、中国沿岸の開港都市に横浜形成の原型を求められる、と考えるように
な りました,国 単位では、英米、日本、中国、それから都市単位の視野のなか












といけない、と当然考えるようにな ります。ロン ドン・ボス トン、澳門 ・広東、









は、日本語語研究 とい う限定的なテーマ、それも東アジアに在住 しながら現地
で、独学した宣教師たちに絞ってお話 しさせてください。
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でスター トした。現地とは澳門 ・広東である。 中国語をマスターしたあとに、
同じ漢字を使 うとい う日本語の研究に、現地に居留 していた英米の宣教師たち
数汰が、聖書の翻訳 と伝道活動に先立って、なによりも日本語の習得に情熱を
傾けることになる。中国語研究と日本語研究とは、あい前後 しながらも、阿片














在の目的が違 うというので、モ リソンの現地滞在は歓迎できないとい うのであ
る。残 り二つの障害とは、先に中国入 りしている澳門のカ トリック系神父たち
による妨害が予想 され、最後に中国政府は、外国人に中国語を教授 していけな
い と禁 じていた。モリソンの選んだ対策 とは、米国系商社の地下室にひっそ り














に 日本に届いていたことは、1837年 のモ リソン号 日本渡来に端を発 した天保





上 掲 引用 文 に言 うバ ー ファー は、長 崎 出 島 のオ ラ ンダ商 館 に勤 めて い た 医師
で あ る。 この人 の伝 え て くれ た珍 しい 日本 情報 とは、モ リソ ンの漢 英語 辞 典 を
日本 人 の手 で翻 訳 中で あ る、 との こ とで あ り、そ の翻訳 者 の一 人 が、 引用 文 に
出 て くるGonoskiで あ る よ うだ。
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メッドハース トの編纂 した英和語彙集は、分野別に日本語の単語を収録 した
簡単なノ」・型本に過ぎない。1830年 にBataviaで 、石版刷 りで印刷されている。
明治学院大学図書館の所蔵する同書には、ヘボンの署名入 りで、1859年 の年号
が記 されている。1859年7月1日 に開港された横浜に赴任する途中で立ち寄っ







186前 掲 拙 著、pp.36-7.
・ ・
広東語とマレー語を学び始めた経歴の点で、メッドハース トに後続する宣教師




























シンガポールで印刷 して、1837年 に出版 されているほどである189。
Wウ ィ リア ム ズ(S.WellsWilliams:1812-1884)
日本語研究に関心を示 したこれまでの宣教師たちは、欧州からの派遣者であ












漂流民に言及 した書簡を既に引用 した。その後、 日本人漂流犀や日本語に言及
している書簡は、1837年 モリソン号の 日本渡来の時期に集中するが、ギュツラ
フの 日本語能力に言及 しても、自分の日本語学習についてはなにも述べていな





















1853年 にペ リー提督 から日本遠征に参加 し、首席 日本語通訳をして欲しい と
依頼 されたときに、ウィリアムズは、自分の日本語能力に自信を持てず、最初













































横浜か らわざわざ運んできていた とい うヘボンの馬車に乗 り合い、二人で、
年始の挨拶に知人のご婦人方16名 の自宅を廻ったとい う。愉快な話である。
鶉







  ,71:412 (the Hepburn Sytem of the Romanized
Japanese)
1866年 完成の 『和英語林集林』では、 日本語を横書 きに して、左か ら右 に書
いてお り、その ときに 日本語の読みを英文字につ るために、初期の ローマ字化
が開発 され ている。母 音字(vowelletters)の 「あい うえお」(aiueo)と 、子音
字(consonantletters)、 た とえば 「力哘 」 「さ行」では、それぞれkakikukeko、
sasisuseso、 となる。それが、 「た行 」になると、そ う単純な組み合わせ とな
らない。「た」はtaで あ り、単純 であるが、「ち」は、ヘボ ン式 ローマ字で 「chi」
と表記 されてお り、後年 の文部省作成 ローマ字表記法の 「h」と違 ってい る。
なぜ か。
ヘ ボンの採用 した方法 は、あ くまで も現地学習 に基づいている。現地の使 っ
て い る 日本 語 に 英 語 の ア ル フ ァベ ッ ト(Englishalphabet)を 同 化 させ る
(assimilation)作 業であったのだ。 日本 には英文字表記 で 廿に当たる音の発声
がなかった。
た とえば、つい最近 まで 日本人 は、tissueを 「ちっ しゅ」 とか 「て っしゅ」
と呼んでいた らしい。teaも 「ち一」だ った り、 「テー」 であった りした。 日本
語 には、英文字で 廿とあらわす音や 、それ に発音記号 で[ti:]とあ らわせ る音 が
ない。 「ち」(chi)なので ある。
ヘボ ンは現地 日本で身近 に聴覚す るあいだに、忠実 な表記法 を編み出た。 そ
れには、友人のウィ リアムズをは じめ とする中国在住 の宣教師たちの試みてき








Americans in Macau and the Opening of Japan 
  Olyphant, King, Parker, Williams, and Commodore  Perry ----
1:
                    309 
   Xavier once wrote of the Japanese people that "I know not when to cease in 
speaking of the Japanese. They are truly the delight of my  heart," and that "It seems to 
me that among pagan nations there will not be another to surpass the  Japanese...a 
people who prize honour above all  else..."193 He returned to China in 1551 and died 
the next year at Sanchuan Island,  very near  Macau194. Then, for almost a century, the 
Japanese people continued to delight Portuguese traders of Macau as well, who are said 
to have obtained "the golden marrow of Japan" in exchange for Chinese silk and 
European commodities. 
   Macau thus gloriously began her significant relationship with Japan in the 16th 
century, but later from the 17th century onward, found herself forcibly excluded from 
Japanese trade over the two centuries of the Tokugawa Isolation Policy. This was 
partially incurred by self-defeating jealous rivalry not only among Catholic nations 
(Spanish and Portuguese) but also with the rising Protestant nations (Dutch and English). 
The pivotal position of Macau in Japanese foreign relations looked like being lost for 
ever, until gentlemen of various Protestant countries began to appear on the scene in 
Macau. However different they were in nationality or denomination, they seem to 
have  195more or less shared with each other something resembling a  cooperative or 
193  Schurhammaer, Georg,  SJ  (1982)  Francis  Xavier vol.4 (English translation), quoted by  J.F. 
Moran in his The Japanese and the Jesuits, London and  New  York:  Routledge,  1993. p.97. 
194  c4In 1552 and 1553, the indefatigable Duarte da Gama was again trading with his  carrack  in 
various Kyushu ports, whilst in between his trips he was a witness of the death of his friend Francis 
Xavier who died at Sanchuan (Saint-John's) island where  da  Gama  was wintering in December 1552," 
C.R. Boxer, Fildalgos in the Far East 1550-1770, Fact and Fancy in the  History of Macao, Hague: 
 Martinus  Nijhog 1948. P.30.
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friendly spirit from the beginning. Dr. Robert Morrison's arrival at Macau by way of 
New York foretold a series of cooperative movements among Protestant residents, as the 
evidence of the Protestant  Cemetery at Macau suggests. 
   Unhindered by the jealous  rivalry found among Catholic people of different 
nationality and demonination, Protestant missionaries made another remarkable 
movement toward international cooperation in Macau, inspired by American 
missionaries who edited, printed and ran the monthly English magazine, The Chinese 
Repository. It actually turned out be a rallying point for American freedom and 
democracy for a variety of resident Protestant contributors of different nationality in 
Macau and Canton, such as Morrison, Walter Wedhurst, Ljungstedt, Bridgman, Charles 
Gutzlaff, King, Parker, and  Williams. 
   Having these above-referred marks of cooperative movements in mind, it is much 
easier to understand the leadership  ofAmerican missionaries and merchants residing at 
Macau in  their,first  abortive attempt at opening Japan in 1837, well known in Japan 
under the name of the Ship  Morrison  Affair. In 1853 and 54, ten years after the first 
Opium War opening China to western powers, Macau was ready to offer a helping hand 




The Chinese  Repository  (1832--  1851, Canton  &  Macau) 
        and Its Historical Significance
--- a study  ofJapanese articles & opening  ofJapan
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  The open-mindness among the earliest Protestant missionaries to  China  is one of the 
basic  factors which brought a successful career to this unique journal. Unique, in other 
words, rare and significant, in more than one way. We may call the first English monthly 
specializing in Chinese studies as a very rare phenomenon, on account of its being 
founded, supported and  carried on for so long a period as 20 years in China. It lasted for 
10 years before, and another 10 years after, the Opium War. The place of its publication 
is unique too. It was started and supported on that basis of "patterns of interaction and 
 networks" of open-minded relationships (Rubinstein: The Origins of the Anglo-American 
 Missionary Enterprise in  China,  p.83) which Robert  Morrison had built among Protestant 
missionaries and resident merchants of different nationalities and  denomination& 
   The two American editors of the journal in succession, E.C.  Bridgman and S. Wells 
Williams, came to Canton for a long stay in order to learn the Chinese language on the 
spot, then apply their linguistic knowledge to the study of the Chinese civilization in 
general, and  finally to crystallize their learning into their missionary project, that is the 
 translation of the Bible into Chinese. So this journal is, in a measure, one of important 
by-products of their efforts. The Editor invited many a scholarly merchant as well as 
numerous missionary friends to write for them from the very beginning: among a variety 
of contributors we  find Americans (Bridgman, Williams, C.W King, G. Nye, Dr. 
Hepburn and many others), Englishmen  (Morrison, Medhurst), and other Europeans
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 (Gutzlaff, Bettleheim, and even the Swedish Consul). 
   Among all the contributors, Williams is a central figure as persistent student of the 
Chinese language, culture, society, religion and life. He complained his pen did not 
move so smoothly as he wished, but actually he was a prolific writer of articles, letters, 
and books. His scholarly enthusiasm and diligent approach is reflected in the  veiy 
number of miscellaneous writings for the journal alone, which, as I found, is something 
about 150 pieces. Later on, in 1846, he had a chance to put all of his articles together into 
authorship of a monumental work, The Middle Kingdom. 
   The same scholar and best Williams specialist, Rubinstein, praised the book highly 
by saying that "It was, and remains  to;this day, an excellent introduction to China and its 
 civilisation. The book is now over one hundred years old and has been superceded by 
more modem works but few if any, of these are as an adventurous in scope or as 
comprehensive in coverage as the Williams tome," (Rubinstein, 'S.W Williams and the 
Middle  Kingdom'). It is, therefore, no wonder that the journal has gained an 
ever-increasing attention and higher estimate among international scholars. There have 
been published two reprint editions so far in Japan, one recent edition in American, and 
we should like to welcome the soon coming publication of the first reprint edition in 
China, which has been prepared by Dr. Gu Jun, the Williams scholar in China. 
   Admittedly the Chinese  Repository is a treasure house to international scholars of 
Chinese studies. At the same time, it was a wonderful surprise to find many interesting 
and instructive articles about Japan as well. I have made a comprehensive list of all the 
articles, notes, reviews and references which are relevant to Japan. It turned out to be so 
long a list that I could not  •elp preparing for the today's meeting a selective list, which
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you will fmd appended to this paper. Now shall we have a look at the list for a while and 
see what sort of writings they are? 
   The first mention of Japan in the journal,  Vol. 1, pp. 109-110, was made in the 
review of the Medhurst's Japanese Vocabulary book published in Batavia Interestingly 
enough, the reviewer, who seems to have forgotten his job was to  review a book, 
diverges to another direction, as follows: "In situation, size, and local advantages, Japan 
is not  very unlike Great Britain; and if she speedily receives those precepts of 
righteousness which alone can exalt a nation, she may, ere many generations have 
passed away, prove no mean  rival of that western Queen of Isles"  (p.  110). One of 
prominent features of the  journal in relevance to its Japanese articles is evident  here: 
"divergence" in the way of writing
, the "evangelism" and the "open door policy" in the 
way of thinking, and "prediction of the future  Japan." 
   The first full article on Japan is found in the  Vol. 2,  pp.  318-25. In this connection 
we should notice another feature in the writings of the  journal: the "repetitive 
development in publication." The same theme is to be repeated in later numbers in the 
form of fully developed articles. In this particular case, the same subject, religion in 
Japan, is to be taken up again in Vol. 10,  pp.  309— 20. 
   Recurrence is also remarkable in several specific subjects like the Japanese 
language, products, voyages to Japan,  history of foreign countries' intercourses with 
Japan, Nagasaki, Bonin Islands, Ogasawara,  I,ewchew; the ship  Morrison, ship-wrecked 
sailors and Bettleheim's stay in Lewchew; as the appendix selective list shows. 
   Now; I should like to draw your attention to a couple of successive articles: 
"Remarks on the Japanese  language" (Vol. 6, pp.  105-43) and "Lewchew kwo  che leo:
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a brief  history of Lewchew" (Vol. 6,  113-8). The former article tells us that "It is time, 
however, for foreigners to consider the welfare of a nation so neglected" (p. 106). 
Another divergence here again, but the article indicates an ever-increasing interest of 
foreigners in opening the closed country. The latter informs us that "We may state here, 
however, that much of the information, contained in the preceding article, was obtained 
from those three Japanese.
「中 国叢 報 」の 日本 関連 記事:Articles&Notes　 on　Japan　 and　Japanese　 Culture　 in
the　Chinese　 Repository　 Vol.1,1832～VbL20,1851.
 Vol.  1  (No.  1, May 1832  ^ - No.  12,  April  1833). 
  pp.16-25. Signed  article by  Rev. Charles Gutzlaff. "Journal of a residence in Siam, and of a voyage 
along the coast of China to Mantchou Tartary". 
  pp.45-64. Signed article by  Rev. Charles  Gutzlaff: "Journal of a residence in Siam, and of a voyage 
along the coast  of  China  to  Mantchou  Tartary". (continued from p.25). 
  pp.81-99. Signed article by  Rev. Charles  Gutzlaffl "Journal of a residence in Siam, and of a voyage 
along the coast of China to Mantchou Tartary". (continued from p.64). 
  pp.109-110. Unsigned review ofAn English  and  Japanese,  and  Japanese and English Vocabulary, 
by W.H. Medhurst. 
 pp.122-140. Signed article by  Rev. Charles  Gutzlaff: "Journal of a residence in Siam, and of a 
voyage along the coast of China to Matchou Tartary". (continued from p.99). 
  pp.180-196. Signed article by  Rev. Charles  Gutzlaff "Journal of a residence in Siam, and of a 
voyage along the coast  of  China  to  Matchou  Tartary". (continued from p.140).
                      317 
       pp.364-370, Unsigned article, "Intercourse of the Chinese with Foreign  Nations," in which 
     Japanese ambassies to China are mentioned. 
       p.423. Unsigned briefnotice of Gutzlaff's Christian name, Keale, has been reported to Peking 
       pp.430-446. Unsigned article, "The Roman Catholic mission in China," in which Japan is 
 mentioned. 
 Vol.  2  (No.  1, May 1833  "- No,  12,  Apri11834). 
       pp.20-32. Signd article by Charles  Gutzlag "Journal  of  a voyage along the coast of China from the 
     province of Canton to Leaoutung  in  Mantchou  Tartary,;  1832-23; by the  Rev.Charles  Gutzlaff." 
 pp.318-325. Unsigned  article,  "Religious worship of the  Japanese 
       pp.447-472. Unsigned article (by S. Wells Williams):  "Imports and Exports of Canton", in which 
     Japanese products, such as  ambergris, aniseed stars, camphor, cassia, lacqured ware and Japan canes, are 
 mentioned. 
 pp.  529-553. Unsigned review of the two  books:  "Report of proceedings on a voyage to the 
     northern ports of  China, in the  ship  Lord  Amherst: extracted from papers printed by order of the House 
     of Commons, relating to the trade with China By H.H. Lindsay. London, 1833; Journal of two 
     voyages along the coast  of  China, in 1831 and 1832,  the  first in a  Chinesejunik the second in the British 
 ship  Lord  Amherst, with notices  ofCorea, Lewchew, &c. By Charles  Gutzlaff.  New  York,  1833." 
 Vol.  3  (No,  1, May 1834  "- No. 12,  Apri11835). 
       pp.107-115. Unsigned article, "Early foreign intercourse with China," in which Mendes Pinto's 
     visit to Japan is  mentioned 
       pp.145-160. Unsigned article, "Japan: its geographical situation, extent, and divisions; its 
     mountains, rivers, lakes, climate, and natural  productions; origin of the Japanese, their early  history and
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national character." 
  pp.177-184. Unsigned article,  "Obituary notice of the Reverend Robert  Morrison, D,D., with a 
brief view of his life and  labors,  " 
  pp.193-211. Unsigned article, "Japan: its government, laws, manners, customs, religion, 
   literature, together with brief notices of its intercourse with foreign  nations."  , Sketch of intercourse 
with Japan 
  pp.385-386. Unsigned  literary notice of Select papers on the subject of expressing the languages of 
the East in the English (Roman) character. 
 pp.406-416. Unsigned review of Journal of three voyages along the coast of  China, with notices of 
Siam, Corea, and Lewchew. By Charles  Gutzlaff." 
  pp.485-486. Unsigned article, "Journal of Occurences: Destruction of  St. Paul's church at  Macao, 
by fire." 
 pp.510-516. Unsigned article, "The Bonin Islands: their situation,  production„ &c., as noticed by 
the Japanese in 1675, and subsequently; by Captain Beechey in 1827; more recently by a  correspondent 
of the London Metropolitan; and  in  August,  1834, by Mr. Edwards." 
  pp.516-528. Unsigned article, "Universalpeace; obstacles to it in the character and government of 
nations, particularly of China and Japan; with remarks on the means best fitted to remove the obstacles." 
 Vol.  4 (No.1, May 1835 — No.12, April  l836)p. 
  p.42. Unsigned brief notice of Siebold's Fauna of Japan 
  p.47. Unsigned article, "Journal of occrences; Death of Mowqua." 
  pp.72-82. Signed article, "Memorandom of an excursion to the tea hills, which produce the 
description of tea known in commerce under the designation of Ankoy tea. By GJ. Gordon," in which 
trip Gutzlaffjoined."
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  pp.195-196. Unsigned review of Medhurst's  Translation of a Comparative  Vocabulary of the 
Chinese, Corean, and Japanese languages: to which is added the  Thousand Character Classic, in 
Chinese and Corean; the whole accompanied by copious indices  of  all the Chinese and English words 
occurring in the work By Philosinensis, Batavi [Java]. Printed  at  the  Parapattan  Press,  1835." 
  pp.406-411. Signed  extract "Extract from the manuscript  journal of the Reverend  W.H. Medhurst 
in the Huron, during her voyage along the eastern coast of China,  in  the summer and autumn of  1835." 
 Vol.  5 (No.1, May 1836  –  No.12,  April 1837). 
  pp.22-29. Unisigned article, "System of Orthography for Chinese  words:—that of Morrison's 
 dictionary  imperfect unsuitableness of English, and suitableness of Italian vowels, for an accurate 
orthographical system; application of the Roman  alphabet, as used in  Italy, with some modification, to 
the Chinese language." 
  pp.253-259. Signed extract from C.W. King's pamphlet on British intercourse with  China. 
 pp.373-381. Unsigned article,  "Proceedings relative to the  fonnation of the  Morrison Education 
Society; including the Constitution, names of the Trustees and members, with remarks  explanatory of the 
object of the Institution." 
  p.480 Unsigned article, "Journal of Occurences; arrival of six Japanese at Canton." 
 Vol.  6. (No.1, May 1837 No.12 April 1838). 
  pp.105-113. Unsigned article, "Remarks on the Japanese language: the subject  but little 
 understood; the character of the oral language; its different forms, and grammatical  structure. From a 
Correspondent" 
  pp.113-118. Unsigned article, "Lewchew kwo  the leo: a  brief  history of  Lewchew, containing an 
account of the situated and extent of that country, its inhabitants, their manners, customs, institution, &c."
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  pp.209-229. Signed article by S. Wells Williams,  "Narrative of a voyage the ship  Morrison', 
 captain  D. Ingersoll, to Lewchew and Japan, in the months  of  July  and  August,  1837." 
  p.255.  Unsigned article, "Journal of Occurences. Return of the Morrison from Lewchew and 
 Japan." 
  p.339, Gutzlaff's small work in Japanese is mentioned. 
  pp.353-379. Signed article by S. Wells Williams,  "Narrative of a voyage the ship Morrison, captain 
D. Ingersoll, to Lewchew and Japan in the months of July  and  August,  1837." (continued from p.229). 
  pp.381-387.  Signed article by G Tradescant Lay, "Trade with  China: a letter addressed to the 
British Public on some of the advantages that would result from an occupation of the Bonin Islands. 
By  G Tradesscant Lay. London, 1837." 
  p.400. Unsigned article,"Journal of Occurances. Kingkwa's death." 
  pp.401-406. Signed article by Ingersoll, "Nautical observations, made by captain David Ingersoll, 
during the voyage of the Morrison to Lewchew and Japan, in July  and  August,  1837." 
  pp.406-417. Unsigned aricle (by S. Wells Williams),  "Notices of some of the specimens of natural 
history, which were collected during the voyage of the  Morrison  to Lewchew and Japan." 
  pp.460-473. Unsigned article, "Sketch of Portuguese and Spanish intercourse with Japan, from its 
commencement in 1542 to their expulsion in 1640." 
  pp.553-562. Unsigned article, "Brief sketch of the Dutch intercourse with Japan from its 
commence,  in  AD.  1600, to the present time." 
  pp.583-589. Unsigned article: "Notices of Formosa, gleaned from the works of Francis Valentyn. 
Published  at  Amsterdam, 1729. From a  correspondent." 
 Vol.  7  (No.1, May  1838  —  No.12,  Apri11839). 
  pp.61-89. Unsigned article, "American influence on the destinies of Ultra-Malayan Aisa. From a
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Correspondent (Conclusion ofArticle  ii,  No.1,  voivii.)" 
  p.106. Unsigned ,note of Gutzlaff's  translation Su,  a  poet 
  pp.217-222. Unsigned article, "English intercourse with Japan; a brief sketch of the  attempts which 
have been made to  carry on  a  trade with Japan by the English." 
  pp.290-301. Signed article by C.R., "Sketch of Spanish Colonial  History in Eastern Asia; 
government of Labezares, Sande, Ronquillo, &c.; from A.D. 1573 to 1594. Continued  from vol..vi, 
No.6. By C.R." 
  pp.301-310. Unsigned article, "The Second Annual Report of the Morrison  Education Society: 
read  3rd October, 1838," in which is mentioned Mrs.  Gutzlaff's school  at  Macao. 
  pp.462-477. Unsigned article, "Sketch of Spanish Colonial  History in Eastern Asia; government of 
Das Marinas, De Morga, De Tello, &c. Continued from  A.D. 1595 to 1624," in which are mentioned 
the Japanese pirates. 
  pp.490-499. Unsigned article (by S. Wells Williams). "Remarks on the system of Chinese 
orthography proposed in the  Repository,  vol.  6, page 479." 
  *536, Japanese in Manila 
  *546, Japanese leaves Siam 
  pp.550-551. Unsigned article on Education, in which is mentioned  S.R. Brown reaching. 
  pp.588-594. Unsigned article, "Intercourse with Japan: notices of visits to that  country by the 
Brothers, captain Peter Gordon; the Eclipse; and the Cyprus." 
 Vol.  8  (No.1, May 1839  —  No.12,  Apri11840). 
  pp.70-77. Unsigned article, "Crisis in the opium  traffic; continuation of the  narrative, with official 
papers, &c. (continued from  p37)", in which is mentioned Mr. and Mrs. C.W. King's trip on board the 
ship Morrison on June 17th to see opium destroyed  at  Chimhow.
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  pp.84-94. Unsigned review  (by. S. Wells Williams) of Gutzlaff's "China  Opened,.  or; a Display of 
the topography, history, customs, manners, arts, manufactures, commerce, literature, religion, 
jurisprudence, &c., of the Chinese empire. By the  Rev. Charles  Gutzlaff. Revised by the  Rev. Andrew 
Reed, D.D. Two vols,  pp.510,  570. London: Smith, Elder &  Co.,  1838. 
  pp.132-164. Unsigned article, "Description of the tea  plant; its name; cultivation; mode of curing 
the leaves; transportation to Canton; sale and foreign consumption; endeavors to raise the  shrub in other 
countries," in which is mentioned  tea  used in Japan. 
  pp.225-245. Unsigned article, "Course of tyfoons in the Chinese and Japanese seas, with a chart by 
Mr. Redfield; statistics and philiosophy of storms; Atlantic hurricanes; and observations at the Madras 
 Observatory" 
  pp.273-282. Unsigned article (by S. Wells Williams), "Notice of an embassy sent from the 
Japanese princes to the pope of Rome in  1582." 
  pp.359-372. Unsigned review of "The claims  of  Japan and Malaysia upon  Christendom, exhibited 
in notes of voyages made in 1837, from Canton, in the  ship Morrison and brig  Himmaleh, under the 
direction  of  the  owners. In 2 vols. New York, 1839." 
   p.600, Unsigned article, "Journal of Occurrences. Seven Japanese sailors," taken from a 
shipwreck on June  6', 1839, reported from  Lahainaluna  on  Jan.  24,1840. 
  pp.639-644. Unsigned article (by S. Wells Williams), "Illustrations of passages of Scripture, drawn 
from the manners and customs of the Chinese,  "  in which Luke vi, 38 is  remarked for illustrating the 
dress of the Japanese and  Lewchew. 
 Vol.  9 (No.1, May 1840 — No.12, April 1841). 
 pp.86-101. Unsigned translation (by S. Wells Williams), "Ko Doii Dzu  Roku,  or; A Memoir on 
Smelting  Copper; illustrated  with  plates. Small folio, pp.29. Translated from the original Japanese.
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 pp.291-311. Unsigned article, "Notices of Japan, No. I. Appearance of the coast; regulations 
regarding intercourse with the  Dutch. Derived principally from recent Dutch accounts of Japan, and 
the Gemman of Dr. Von  Siebold." 
  pp.369-389. Unsigned article, "Notices of Japan,  No.  II  . Nagasaki and its environs; visits of the 
Dutch thither, periodical journey to Yedo." 
  p.423. "Journal of  Occurrences. The ship, Indian Oak wrecked  on  Lewchew" 
  pp.489-506. Unsigned article, "Notices of Japan,  No.111 Stay at Yedo; audience with the 
emperor,  return to  Dezima." 
  pp.620-635. Unsigned article,  "Notices  of  Japan,  No.IV: Domestic life and customs of the Japanese, 
relating to births,  marriage,s, funerals, &c." 
Vol. 10.  (No.!, January 1841 No.12, December 1841). 
 pp.10-21. Unsigned article, "Notices of Japan, No.V.; political state of the empire, classes of people, 
laws, prisons, &c." 
  pp.25-37. Unsigned review of  "Memoirs of the life and labours  of  Robert Morrison. Compiled 
by his widow London, 1839. 2 vols. 8vo.  pp.552,  544." 
  pp.72-84. Unsigned article, "Notices of Japan, No.VI.: anecdotes  illustrative  ofJapanese character; 
the visit of the Phaeton; a conspiracy; a wrecked ship; a magistrate's sagacity, &c., &c." 
  p.120. Unsigned article, "Journal of  Occurrences: Shipwrecked Japanese." 
 pp.160-171. Unsigned article, "Notices of Japan, recent attempts by foreigners to open 
relations with Japan;  by  Americans; by Russians; and by  English." 
  p.171n. Unsigned article, "Notices of Japan,  No.VII," in one of whose  footnotes Japanese 
shipqwrecked sailors' many cases are covered." 
  pp.205-221. Unsigned article,  "Notices of Japan,  No.V111.; character of the Japanese language; its
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various syllabaries;  poetry, science, divisions of time, &c." 
  pp.279-285. Unsigned article, "Notices of Japan,  No.IX.; arts and manufactures among the 
Japanese;  lacker-war, paper, commerce, tea, &c." 
  pp.309-320. Unsigned article, "Notices of Japan, No.X.; sketch of the religious sects of the 
Japanese, and principal particulars of the  modern  history  of  Japan. 
  p.688. Unsigned article, "Journal of Occurences: death of an envoy from  Lewchew." 
Vol. 11. (No.1, January 1842  "- No.12, December 1842). 
 *244,. Six Japanese at Canton from Hainan 
 *255, Japan  196visited by the  Morrison 
  p.400. Unsigned article, "Journal of Occurrence: shipwrecked Japanese." 
 *598, Japanese pirates on Chinese coast 
Vol. 12.  (No.1, January 1843  "-• No.12, December 1843). 
   p.56. Unsigned article, "Journal of occurrences: shipwrecked  Japanese." 
 *78-88. Treatment of wrecked in Lewchew 
  pp.109-110. Unsigned article, "Journal of Occurrences: shipwrecked Japanese." 
  pp.258-266. Unsigned review of "The  Life of St.  Francis  Xavier; of the  society of spostle of 
the Indies, and of Japan. Written in French by Father Dominick Bohurs of the same  Society. 
Translated into English by James  Dryden, esq." 
  p.278. "Journal of Occurrences: five Lewchewans shipwrecked on the coast of Chekiang ," of 
whose mention was made on  April  24th. 
 *331, Envoy at Peking from Lewchew
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  p.448. "Journal of Occurences: death  of  the  hon. J.R Morrison, esq." 
  pp.456-464. Signed article by S.R Brown, "The memory of the righteous. A  funeral sermon 
preached on the  10th of  Sept, 1843, on the occasion of the death of the hon. J. Robt Morrison, member 
of the legislative council of Hongkong, and Chinese secretary to H. M.'s government in  China. By the 
 Rev. S.R Brown, Tutor in the school of the  Morrison Education Society at  Victoria, Hongkong." 
  p.500. Unsigned article, "Journal of Occurrences: death of Howqua." 
 Vol. 13. (No.1, January 1844  ^ ' No,12, December 1844). 
 pp.150-161. Unsigned article, "Notes of a visit of  H.M. ship Samarang, under  capt.  Sir  E.  Belcher, 
C.B., to the Batanes and the Madicosima  groups, in 1843-1844." 
  p.168. Unsigned article, "Journal of Occurrences: shipwrecked Japanese." 
  pp.233-238. Signed article by the  Rev. D. Abeel, "Notices of Among and its inhabitants: extracts 
from a Journal of the  Rev.  D.  Abeel,  at  Kulang su," in which mention is made of Dr. Hepburn (p.236). 
  pp.337-357. Signed article by the Rev, W.C.  Milne, "Notices of a seven months' residence in the 
city  of  Ningpo, from December  7th, 1842, to July  7th, 1843. Communicated by the  Rev.  W.C.  Milne," 
in which the Japanese  tribute-bearers and pirates are detailed (pp.353-356). 
  pp.369-377. Siigned article by Alexander Anderson, VP.,  "Proceedings of the Medical Missionary 
Society in China, as exhibited by a report of its general committee of management, with reports of its 
medical officers,  &c.,  " in which Dr, Hepburn opening  a  hospital  in  Amoy is mentioned (pp.372-373). 
Vol. 14. (No.1, January 1845 No.12, December 1845). 
  pp.156-171. Signed article by Robert  Morrison, "Chinese Reminiscences, compiled from notes 
made  by  the  late  Dr.  Morrison,  in  the  years 1826-27." 
 *155. Ambassies from Lewchew
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   pp.465-471. Unsigned article, "The seventh Annual Report of the  Morrison Education Society, 
with minutes of its meeting." 
Vol. 15. (No.1, January 1846  ^ . No.12, December 1846). 
   p.160. Unsigned article, "Journal of Occurences: B.J.  Bettelheim will leave Canton for Liuchiu." 
   pp.172-180. Signed article by  C.F. Winslow,  M.D., "Some account of Captain Mercator Cooper's 
visit to Japan in the whale Ship Manhattan of Sag Harbor. By  C.F. Winslow, M.D." 
   pp.179-180. Unsigned notice of reference to Japan and its inhabitants in the Chinese Repository. 
   pp.181-184. Signed article of J.C. Hepburn, "Report of the Dispensary at  Amoyl8l, Hepburn 
reports hospital in Amoy, from the  1st of February 1844, to the  1s of July 1845. By J.C.  Hepburn, 
 M.D." 
   p.325. Unsigned article, "Journal Occurences: the U.S.A. Squadron," in which commodore James 
Bidlde and the bay of Yedo are mentioned. 
   p.576. Unsigned article, "Journal  of. Occurences: B.J.  Bettelheim", in which is mentioned his letter 
dated Napa Hospital, Oct  17', 1846 as well as two Roman Catholic  missionaryes staying  in  Lewchew. 
Vol. 16. (No.1, January 1847  --- No.12, December 1847). 
   p.54.  Unsigned article, "Journal of Occurences: The  Morrison Education Society", in which is 
mentioned the  Rev., S.R Brown and Mrs. Brown having left Canton on the  January 4th on board the 
Huntress for New York., with their two children Julia and John  Morrison and their three pupils, Ashing, 
Awing  and  Afun. 
   p.55. Unsigned article, "Journal of Occurences: From Dr. Bettleheim," reporting the receipt of his 
letter dated Napa Hospital, Liuchiu, Oct 20th 1846. 
 *120, Japanese sailors in Ningpo
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  pp.569-584. Unsigned review, "Three years' wanderings in the northern provinces of  China, 
 including  a visit to the  tea,  sill; and cotton countries; with an account of the agriculture and horticulture 
of the Chinese new plants, &c. By Robert Fortune, botanical collector for the Horticultural  society of 
London. With illustrations. London; John  Murray, Albemarle Street Pp.406, 8vo." 
Vol. 17. (No.1, January 1848  •-•- No.12, December 1848). 
Vol. 18.  (No,.1, January 1849 —No.12, December 1849). 
  pp.23-32. Unsigned article,  "Bibliogra;phical Notices of Works relating to Siam in the English and 
French languages," in which is noticed  History  of  Japan, by Englebertus Koefer, 2 vols., folio, London, 
1727." 
  pp.48-54. Unsigned article, "Protestant Missions in China." 
  p.224. Unsigned article, "Journal of Occurences: U.S.S., Preble sails for Japan." 
 pp.315-331. Unsigned article,  "Cruise of the U.S. sloop-of-war Preble, commander  James  Glynn, 
 to  Napa  and  Nagasaki." 
  pp.402   111. "List of Works upon China, principally in the English and French languages:  Sect. VII 
(pp.439-444) Works upon Japan, Cochinchina, Corea, &c." 
  p.666. "Journal of Occurences: Englishbark lost near  Lewchew." 
Vol. 19. (No.1, January 1850 No.12, December 1850). 
 pp.17-50. Signed article by B.J. Bettelheim, "Letter from B.J. Bettleheim, M.D., giving an account 
of his residence and  missionary  labours in Lewchew during the  last  three years." 
  pp.57-90.  Signed article by B.J.  Bettlelheim, "Letter from B.J. Bettleheim, M.D., giving an account 
of his residence and  missionary labors in Lewchew during the last three years. Continued from page
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49."
　 pp.135・156.　 Unsigned　 articl(ち``Japan:ATranslahon　 of　lhe　l　2血Chapter　 of血e　 Hai.kwoh　 TU　 Ch廴
海 国 図 志or　 Notices　 of　Foreign　 Countries,　 illustrated　 with　 Maps　 and　Engravings.　 Published　 at　the
city　ofYangchau　 fu　in　Kiangsu,　 in　the　summer　 of　1847."
　 pp.206-220.　 Unsigned　 article,``Japan:ATranslation　 of　the　l2出Chapter　 of　the　H滋 一kwoh　 Tu　 Chi,
海 国 図 誌or　 Notices　 ofForeign　 Countries,　 i皿ustrated　with　Maps　 and　Engravings.　 Published　 at　the　city
o晦chau　 fu　in　Kiangsu,　 in　th-er　 of　1847.一 一一(Continued　 from　 page　 156).:'
　 P285.　 Unsigned　 arti・le,・`Journal・fOccurence・ ・1・ss・f血 ・E・gH・h・hipLarpent・nF・ ㎜ ・皿 ・
　 pp.289-300.　 Unsigned　 article,"Notices　 of　the　Sagalien　 river,　and　the　island　of　Tarakai　 opposite　 its
mouth"
　 pp.404-406.　 Unsigned　 article,."Journal　 ofOccurences:Ameeting　of oreigners';which　 was　 held　to
take　into　consideration　 the　best　means　 ofprocuring　 specimens　 ofthe　 different　 articles　ofthe　 produce　 and
manufac加re　 of(〕 血a　fbr　the　Exhibi亘on　 in　London　 in　1851."
　 pp.509-510.　 U加i騨 面cle,"Journal　 ofOccurences:且B.MS.　M曲er's　 visit to　Japan,"
*567
,Trample　 on　Cross
　 *601,Letter　 to　B.J.　Bettleheim　 from　 Governor
p623.　 Unsigned　 article,"Journal　 ofOccurences:Avisi伽聡wd脚was　 m孤le　 Oct　 3甫,㎞H.B.M.
screw　 sloop,　Reynard.　 Capt.　Cracroft,"which　 refers　to　B.J.　Bettleheim's　 long　 stay　there.
V⊃1.20.(No。1,　 January　 1851～No..2,　 December　 1851)。
　 p.112,Unsigned　 article,"Journal　 of　Occurrences:Loss　 of　the　British　 vessel　 Eamont　 on　the　east
coast　ofJapan.,"
　 p.295.Unsigned　 article,"Paper　 money　 among　 the　Chinese:description　 of　a　bill:historical　 notices
ofthe　 issues　ofnotes,"in　 which　 is　made　 a　briefreference　 to　paper　 money　 in　Japan.
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  pp.500-506. Unsigned article, "Journal of Occurences: Loss of the  French  Narwal on Corea." 
  pp.509-511. Unsigned article, "Death  of  D.W.C.  Olyphant" 
  pp.511-512. Unsigned article, "Death of the  Rev. Charles  Gutz14" 















それに平成年代に入ってからは、年々 「サ トウ研究の研究基盤が次第に整備 さ
れてきた」 と言えるであろう。
つい先 ごろもそうである。サ トウ縁の桜並木、時節柄その美 しい夜景に包ま
れた英国大使館では、『外交官指南』第七版の再版出版を記念す るパーティが








州大学の英人、ラックス トンの近著 とか、横浜開港資料館編纂の 『図録アーネ
ス ト・サ トウ』の家族史からすれば、サ トウ生涯の中の僅かな時期に集中して
いるに過ぎないとも評せるであろう。その辺の事隋を含め、「まえがき」に漏
らした著者の次の言葉から、サ トウ研究者の誰しも感 じている心境が理解でき




健脚家それに健筆家で知 られれるサ トウの足跡を追い、行動 と思考の軌跡を
再現して今 日的な評価 を総括するためには、幾つもの壁を攀 じ登る辛苦や、一
っの高峰立った喜びを味わいつつ、そんな忍耐強い再チャレンジの繰 り返 しが

























の うち、太政官日誌の和訳草稿をリス ト下の後で、著者は、「サ トウの対 日情
意欲的な著者の視線は、各種資料に対して緻密であるうえに、網羅的であろう
として、次にはサ トウの手紙 と、収集 した和書の行方について調査結果を述べ
たあとに、サ トウ関係の英国外務省文書(FO262)の 詳細なチェックリス トを作
成して読者に提供している。














しには、一八七一年九月七 日の日付があり、著者の言 うように、サ トウ日記と
読書ノー トとは、記入 日の上で補足 し合っている。日記では前 日の六 日に、Saigo
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Kichinosukedined.という短い一文だけを記 しているものの、七 日には 日記の記
載がない。それに九月七 日に始まり、第一巻だけの読解を終える十月十一 日ま
での約一ヶ月間、日記の中に 『江戸繁盛記』への言及はない。
数 日間の読書ノー ト中断が二回ほど発生している。旅行 したり、それに月末
の中断理由は別の翻訳に十 日ほど辛苦 したためと推測できる。吉原にっいての
読書ノー トを記す九月十五 目には、料理屋で接客 した芸者の名前を列記 し、容
貌を仔細に日記に書き留めている。いつもの癖である。
勤勉な健筆家サ トウが残 した様々な資料、とりわけ第一次資料を判読しパ ソ
コンに転写テキス トを打ち込む。そんな基盤研究は欠かせない。筆者はサ トウ














(即wet)的 文学青年。他悦,"那 曽是多幺浪漫派的季情嘱!那 是我伯的,不,庇











篇小悦和随箸,瀦 是竹 内好先生。男一版本是垪淡社豪t版 世界文学全集第三
十五巻(昭 和五十一年203刊行),核 需同祥翻 季了短篇小悦和随毟,是 由和田武
197西 村孝次(1907・2004}英 美文学研究者,文 芝評沿家
198指 西村孝次的著作 《休み時間の英文学》(1981年,青 土社)。





























尽可能地将原作者魯迅的意圏佶迭給 日本旗者,,._是 自不必悦的。然而,最 終的
洋文却做不到完全+致,座 如何看待這禾中現象昵?魯 迅的作品在世界文学全集中
只占一册,妥 入整套全集的普通淒者,是 没有迭捍洋文的余地的。而且,除 了魯
迅愛好者,如 果不是大学教)fi,几乎没有淒者会像上面那祥対比鬩漬丙稽 斈文眠。
対于国阮理解,深 本是不可或缺的途径。同吋,即 使是一般凄者,也 有必要
理解澤本之向存在重大的対比。在現実中,身 力儲,当 站在作者的立場上対待
同祥的向題吋,碗 実也会将圦真翻深作力 自己的文各与責任。像送祥,国 阮理解
量然只有四个字,却 也包含了需虞重対待文本的重要一面。
繕然而,当 回到丙人的日犀文本,并 試着対其迸行一些坪槍吋,我 就感到二者
的`X法都是"筒 明"而`敏y"的 。澤者在 自己的日珸澤文中剔除了"洞暢的"、
``wet"的部分,并 和深文保持了一定的距寓。遠是很明碗的。即使如此,如 果硬要
男迭出更力"筒明"的澤文,則 要属竹内好的犀文。其更加筒明,瀦 富有个性的





のお客'、"短い上衣のお客',在 便于理解的同吋,"解 悦味'浤 厚。如果硬要套
342
用"鱒"与``wet"的 対比美系,那 我佃可以判断,竹 内好的1$本当属前者,而
合深本則属后者咀。
美于遠点,汢 我伯迸一歩比較 《凩波》的丙个澤本。合懌本中的"光 線を収
めて、水面には......"被竹内好澤力"収めおわった。水面には......",后者的日
珸表込給人更筒明的印象。特剔是在"収 めおわった"的 表迭中,使 用了接尾洞
"おわった",我 覚得效果很好。此外,"庭 場"的洋法不但比"空 地'更 貼近原文
的"土 場",而 且也辻人感到筒明。
更量著的対比現象出現在英深本中。如今在我所坐的暖炉旁,除 了上述魯迅
作品的兩册 日澤本,込 放着丙不中英`X本 。一狆是大家長期以来所熟悉的魯迅著作






















巻的 《魯迅逸集》写了一篇文章,落 款力十二月三十 日并在今年刊登在i志 上。





































,又`R7*莱 登 大 学 。
206包 朱 史
,原 名LeonardBlusse,荷 差 汳 学 家,隼 併 史 青 家 、著 有 《VisibleCities》(HarvardUnix
Press,2008),浙 江 大 学 出版 社 已于2010年11月 推 出 了i亥弔 的 中'R本 。
207此 句 日文 意 力"正 好 形 成 一 个 三 角 形 ㌔














　軌 九〇年,夏 威夷大学出版部f]推 出了由威廉 莱尓(WilliamLyell)翻 深的魯
迅短篇小悦英譯本。早在一九七六年,垓 犀者就出版了 《魯迅与現実意淑》210一
君。値得一提的是,君 末附最中将魯迅的兩篇作品一 最早的作品之一 《坏旧》





㎜ 藍 侍 玲 ,原 名Julia]Lovell,英 国 恰 敦 大 学 教 授,中 国 文 学 翻 斈家 。姥 翻 深 的 企 鵝 版 魯 迅 作 品
名 力 《TheRealStc》ryofAh-QandOtherTalesofChinatheCompleteFictionofLuXun》(peng血
Classics,2009}0
210垓 需 的英 文 原 名 是 《LuHsun'sVisionofReality》
,本 洋 名 是 根 据 作 者 的 日文 澤 名 翻 斈的 。
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企鵝版英深本 《凩波(APassingStorm)》 中的一貫(位 置同前)・
Thesungatheredupthelastofitsrays,thesurfaceoftheriversteal雌yg鰌㏄ 血gtheirdeparturewith
fresh,coldair.Allalongthemudbank,spinesbeadedwithsweataschopstYCksclatteredonbowls.
首先,当 我佃概括性地対比兩个英操本与前面提到的西个 日澤本吋,会 友現
丙个 日澤本之向差昇不大,襾 个英澤本則差昇明昼。比起使用双字的日悟,要 用
欧洲浩言去淦釋同一中文原文,可 能需要瀦 更多的表拝杷。在遠里中日英沼言
上的三角研究法也是不可或缺的。






《孔乙己》的澤文対比中,首 先,美 于填 口的酒店,企 鵝版深力town,全 四
巻的 《魯迅迭集》則懌力theto㎜ 。可以想児,企 鵝版的瀦 并没有像竹内好一
祥有"鎮'的意沢。如果只槍遠一点,在 日本慎者眼中,竹 内好的`R文是最容易接







添了prized(意 力"珍視")之 美的解絳性洞活,我 覚得遠秤深法效果很好。由此















順便提一句,在 扠珸 字典中,"回"字 除 了可 以加草字訣之外,込 可以加
"虫""負"或"乎"。
下面的一小市澤文是从 《凩波》中引用的,其 鮮明地体現出了丙个新旧英澤







"去りゆく日光 との別れ"(与 漸漸消失的日光告別)逮 神表迭,在 兩个日`R
本及栃先生的英譯本中都看不到。量然遠只是森多表迭中的一个例子,但 可以杁
力,企 鵝版的瀦 藍侍玲那充満侍意的新英洋力世界凄者做出了巨大貢献。邸泊
只看本苓末尾的"茶碗に当たる箸の音'(碗 篌相椪的声音).,_部 分,我 圦力如此
i"价 也是合這的。其他日、英三个悸本,都 只是悍力"茶碗と箸"(碗 与篌)的 声
音,而 薀侍玲却形象且鈿致地澤力"茶碗 に当たる箸の音 ・(碗篌相磁的声音)。遠
租 斈法在企鵝版中四赴可見,据 此也能体会到藍侍玲`wet"且"洞粉'的・表迭效果曜。













212杜 博妃,双 学家 原名Bo㎜iαSMcDougalL曾 在外文出版社工鶴 并翻醐 北島、朱光潜
及毛洋奈等人的作品。
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年推出了王士菁(WangShijing)著 張培基.R的 《LuXunABiography》 。次年,
北京新世界出版社推出了魏瓔侍213所写的 《LuXun--AChineseWriterforAll
Times》。其后,在 二〇〇二年,香 港的中文大学出版社又出版了 卜立徳214的《The




魯迅在上海》(福 建教育出版社,二 〇〇一年刊行),男 一本是魯迅的摯友杵寿










213畑 恃,原 名RuthRWeiss,曾 力中国長期从事対外宣椄工作。1951年 到中国外文局做英文
青家,1955年 加入中国国籍,1965年 到人民画振社任徳文寺家D
214卜立徳,原 名DavidE.Pollard,英 国人,汳 学家
215指作者的著作 《国際理解の四重奏》(2010年
,高 城 書房)。 全弔枸成如下:序 章 英国世鈕末
恃人亜瑟 西蒙斯(ArthurSymons);第 一章 英国外交官蒔道乂(ErnestSatow);第 二章 美国文





































不知力什幺,遠 汢我想起了在激坊湖畔216的温泉浴場"片,217用 道的碗,兩 者
実在很相似。
我深信逮是体詮貂巣酒的千載ヌ縫 的机会,于 是欣然領受館長先生的好意。







216諏坊湖,位 于日本長野具中部,冬 季結冰,色 美車富,以 諏坊神社及温泉同名。
217片食循,建 于1928年 的温泉浴場,最 初由片合鑠壟工蚋 其工人休憩而建。
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魯 迅 翻 訳 雑 感
宮 澤 眞 一
研究発 表 ・時 ・場所:2011年3月11日10時 ～11時
北京 魯迅博 物館


















訳出 してお り、訳者は竹内好(TAKEUCHI)氏 である。もう一つは、講談社豪
華版世界文学全集三十五巻(昭 和五十一年刊)で あり、同じく短編物語 と随筆
を訳 してあり、訳者は和田武司(WADA)氏 と松枝茂夫氏の共訳である。短編物











































取 り組みを自分の義務や責任に課 していることも、現実に存在 している。ひ と
ことで国際理解とは言っても、このように慎重に扱 う重大な側面を含んでいる。
ところで両者の和訳テキス トに戻って、多少のコメン トを試みるなら、両者
ともに 「端的」で 「ドライな」訳 し方であると感 じた。自分の日本語訳文に 「流







を使 っていて、若い読者層の目に、古い 日本語表現 とい う印象を与えるかも知
れない。 しかし同時に、極めて端的で分かり易い、と感 じる読者もいる。和田
武司(WADA)訳 の同じ個所では、それぞれ、「この町」「ボーイ」「長衣のお客」






(TAKEUCHD訳 文の 「収めおわった。水面には … 」 としていて、こちら
の日本語文章表現が、端的なイメージを与える。とりわけ 「収めおわった」の
















































来、北京魯迅博物館に通 う回数はめっき り増えていき、故居 ・書店 ・ベンチ ・
藤野先生胸像のほかに、黄先生の研究室で過 ごすことが多くなった。
中国語の知識がない私のようなものにとって、英語を駆使する学生や大学教
員、それに黄先生のような研究者 と力編 集者の存在 と友1青は測 り知れない。国
際理解 とい う観点で言えば、英文の読み書きばか りに集中してきたここ半世紀
の努力が、このように中国で役に立っている。また逆に、 日本語を使いたい、




互往復関係から成 り立つ構造を考えるようになった。魯迅の短編物語 「明 日」
























二つの和訳では両者 ともに、「ちょうど三角形になっている」 とい う表現で
あ り、楊先生の英訳も、ほぼ和訳 と同 じ英文になっている。それが、新たな英
国ペンギン版では、「三角形の三つの隅になっている」と英訳 してあり、「三っ
の隅」なり 「三つの角」 とい う僅かな追加表現が、具体的なイメージを効果的
に喚起させ る。 「正是一個三角点」 とある原文の 「点」は、単に抽象的な 「三
角形」の意味で終わらずに、具象的なイメージを伝えているように思われて、
この場合に限定 して言之ば、四本の翻訳の うちで、ペンギン版が最 も適切な訳
文である。
中国語の原文、英語の訳文、それに私の 日本語0英 語に頼って魯迅を理解 し
よ う、とする日本人の私には、この三角形が成 り立つ。 どこまで理解できるの
であろうか。読書を楽 しみながら、努力 してみるしか方法はない。











たウィリアム ・ライエルは、すでに一九七六年に魯迅伝記的研究書 『魯迅 と現
実意識』を発表してお り、特記すべきは、同書の巻末付録にペンネームによる
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っている。和訳の対比で言及 した 「ドライ」と 「ウェット」とい う側面は、和
訳以上に英訳書で濃厚に現出していると思われ、この点で和訳 と英訳の間にも
対比が成立することに気付く。
N().4魯 迅著 「孔 乙巳」(上 で 引用 したNo.1と 同 じ原文)
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じに、単に 「十二歳」と訳す。そのような変更は、改訂版になると 「印刷 ミス」
か 「訳者の訂正」 とい うように、読者に受け取られかねないので、避けたいと
ころである。














鵡 で 「ドライ」な訳し方をしているのに対し、ペンギン版では、硫 れる」「ウ
ェー1ト」な訳 し方 と形容できそ うに思われる。 「ウェッ ト」とか 「ドライ」、そ













詞 が欠 けている表現 が幾つか見 られ る。"attheready"と か"thequeuebecamea
greatunmovable."(p.57)こ のほかに、ペ ンギ ン版(LOVELL)に は、Medicineの
なかに"aweepingHuaDania"(p.43)と い う、不定冠詞のよ うな紛 らわ しい表現
もある。
英訳 における 「小僧」「上客」「絆纏 階級」に関す る比較 を更に進 めてい く と、
ペ ンギン版 の方が、当然 のこ となが ら現代 的で、 「流れ」 を感 じさせ る。 それ
に しても、 「上客」のペ ンギ ン版訳では、p血ed「 大事 に している」 とい う説
明的 な言葉 を追加 しているが、効果的 な訳で あると思 う。 ここでも四巻 本選書
の方 が、 どち らか と言 えば 「端的」 「ドライ」であ り、ペ ンギン版 の方 が 「ウ
ェッ ト」な 「流れ」 とい う対比を確認できそ うで ある。
も う一つ、ペ ンギン版 だけが採用 してい る訳法 であるが、なかなか面 白い と
思った点がある。酒 のつ まみに出る茴香豆 の 「茴」 とい う文字を書 けるか 、 と
い う孔 乙己の質問の場 間面である。店 の小僧が次 のよ うに答 えるなかに、訳者
は、漢字を挿入 して分か り易 くしている。他 の短編物語 の訳文に見か けない こ
とである。`Anyway,it'sjust茴hui,thehuifor"reh血",withthegrassradicalontop,
isn'tit?'(pp.34--5)a
茴(ブ イhui)は 「戻 る」とい う意 味の 「回 加幻 に 「草冠thegrassradicalon
top」 を付 ける、 と説 明す るのに、漢字を出ち出 しているのである。個人 的 には
分か り易い と思 うと同時に、北京后海 の中華料理 店 「孔 乙巳」に行 くと、料理
の来 るまでの間待ちに、ビール に合 わせて茴香豆 をいつ も注文するだ けに、 と
て も懐 か しい文字 を挿入 していただ けた、 と喜 んでい る。訳者 の英 国女性 も、
昔懐 か しい味のす る后海 「孔乙己」の茴香豆 を愛用す る人か も知れない。そん
な気 が してな らないのは、私一人だけであろ うか。それか ら孔 乙己は、「回hui」














太陽はその光線の名残 りを集め終わる。川の水面は、去 りゆく日光 と別れの





見 られず、これは一例にすぎないけれ ど、ペンギン版訳者の訳者ジュリア ・ラ
ベルによる詩的なイメージに満ちた新英訳は、世界の読者に大きく貢献 した と
思われる。末尾の 「茶碗に当たる箸の音」とい う部分に焦点を当てるだけでも、
この評価は間違っていないと思 う。他の英訳と和訳の三者が、単に 「茶碗 と箸」
の鳴る音 としているところを、「茶碗に当たる箸の音」とイメージ的に、 しか
も、きめ細やかな訳 し方を散見するにつけても、ジュリア ・ラベルの 「ウェッ
ト」で 「流れる」表現の効果が分かるであろう。




北京市百万庄 大街 の外文出版社は、魯迅作品 と随筆 の英訳出版 につづ き、魯
迅 と許広平 の間で交 わ され た往復書簡集 の英訳書 を二〇〇〇年 に出版 して い
る。ポニー ・S・ マ ック ドガル の訳文は平易で読みやす く、書簡の合間に挿入
された解説 も適切 な長 さの うちに、要点を伝 えている。英文の魯迅伝記は、す
でに四、五点まで発表 され てきた。上記 したWilliamA.Lyell,Jr.のLuHsuns




にはRuthF.Weissに よる 加 漁 η一認c伽 ¢8θ孵舵〃わ尸オ〃鉱〃2ε8が、北京の新世
界出版社から発表された。その後、二〇〇二年になると、香港の中文大学出版












































かな うものである。 「魯避 鋸 」の台所 とか、魯迅寝室、裏庭の 「百草園」、そ
れにいかにも小さな私塾 「三味書屋」を見学できた。読書から得た知識 とか想
像 と、実際の風景が違 うことは多々起きることだ。百聞は一見にしかず、なの
であろうか。少なくとも 「百草園」がそ うであった。 どうしてか近 くに山のあ
る風景を想像 していた し、もっと広大なものを思い描いていた。
それから 「孔乙己」に登場する居酒屋 「咸亨酒店」に、紹興魯迅記念館の館
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No. 1 [Mrs. Clara Hepburn to  SWW  : 1853/  11/  26] 
 New  York,  Nov.  26th, 1853 
My dear Friend 
   I cannot allow our friends  Dr. & Mrs. Kerr to leave us without hearing at least a line 
to tell you that [we] still remember & love you.  — We often think & speak of you as 
[one] of our oldest & dearest friends in China, & [Dr.] Hepburn has often  said he would 
write you, but he is so much taken up [now] all the correspondence devolves upon me, 
 so  if you will be satisfied [with] a line from me occasionally, you will be more likely to 
 hear  from  [  ]. 
   We watch your movements in China with a great deal of interest & any information 
of you is always most acceptable to us --  [  ]  [  ]  there will tell you that we had a report of 
your death, which deeply grieved us  — but our mourning has soon turned into joy. 
Pray you & my dear Mr Williams long be spared to your family &  your  H. 
   We are living  very near the spot we were when you were [in] New York. Dr. 
Hepburn has built a house  nearly  opposite the we then lived in. He had an increasing 
practice, but it is among a [lot] of people that he does not at all like. I often wish he 
could  [  ]  it his duty to return to  China.-- I cannot tell you how much I long to go back 
there. -- My health is so much better that I think  [I] might live, so comfortably there as 
here.  — I trust we are [on] the path of duty in remaining here.  — We certainly have 
enough  missionary work to do  --- I suppose it matters but little to the Chinese when his 
lot is cast, so that he is doing his Master's work  — you have I suppose heard of our 
severe affliction in the death of our dear boys. --- He is nearly 18 months since. Yet our 
hearts still bleed, we have but one child left. Little Samuel whom I suppose you
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remember. He is now nearly two years old. 
   I shall have to refer you to Dr. Kerr for any more particulars about us, as I have a 
very few minutes more to write. I think you will be pleased with these friends, & I 
hope they will  form a great addition to your circle in Canton. -- They are plain, 
unassuming people, but I think improve much on acquaintance. Mr Preston I think not 
seen so much of. Walter Lowrie's brother [Kenben], has just offered himself to our 
Board of Missions, to go to China, or any other field they may prefer. — He is a young 
man of  fine talents, different in many respects from Walter, but a very  fine character.  -- I 
hope my dear friend if you can spare the time from your many duties that you will 
occasionally send us a line; tell us all about  yourself  & your family. --- We do  feel a very 
deep interest in you, and in your [welfare].  -- Will you kindly remember us very 
affectionately to all our missionary friends. -- We have a brother in law in the Japan 
Expedition, Lieut. Brown. He  is in the "Vandalia". He is a fine  fellow. And I hope 
you will become acquainted with him. 
   This is not much of a letter to send so far, but it will show, that we do not forget you. 
May the God of Missions watch over you & yours. And make you the instruments of 
great good in  China. the Doctor sends his best love to you & to Mrs  Williams. Give 
my best love to her & accept a a [sic] large share for yourself from your ever affectionate 
friend. 
                                         Clara [M.] Hepburn
 No.  2 [Mrs Clara Hepburn to  SWW:  1858/  12/  27; New York;  pp.  4] 
                                    New York, Dec. 271 1858
379
My dear Friend 
   If I allowed the sense of shame which I feel to influence me I should  not dare to 
write to you. But the memory of the ready pardon you granted me, & the kind, & good 
letter you wrote to me in reply to one I sent to you acknowledging my remissness as a 
correspondent encourages me to write again. 
   As I promised your good wife the other day that I would do---I wrote to you by my 
 friend, Mr Bobbin, and in my letter recommended him to you good influence, but owing 
to painful circumstances he did not get to China & I suppose the letter never reached 
you. I cannot tell you how many pleasant memories have been revived, by the sight of 
Mrs Williams, & the pleasant talks we have had about China, & China people.  I have 
lived over in memory the pleasant time we spent together in Macao, in the old house 
 near the  Customhouse. How many of the pleasant  fiends then in Macao have passed 
 away. We are almost all that are left. I often wonder how things would  seem to me if 
I could return to China again. There have been so many, & such great changes, that I 
presume I should feel strange enough. You have properly heard of the effort we made 
two years ago to return to our chosen fields of labour. The Doctor thought he did all he 
that he ought to do to get back again. Our Committee thought best not to send us. 
Much to our disappointment--for he had made such arrangements that we could have 
been ready to sail at a very short notice. 
   I have no doubt but they acted conscientiously, whether wisely, I have not felt so 
sure. It seemed to me that the Doctor was far better fitted for usefulness as a 
missionary than some they send. His  former experience--his knowledge of the 
language, & his ripened judgment all combined to prepare him to return, & to labour 
much more usefully than when his first went  out
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   As to my health neither the Doctor nor I had any misgivings about  that. We 
thought, & still think, that it would  have, been as good in  China as in New York. 
Sometimes I think we shall yet go back, but every year I suppose lessens the 
probability---. I shall feel it a great honor, & privilege if our only remaining child, shall 
be fitted for, & permitted to go in our place. I ask for him no greater honor. "The 
field is the world," & wherever we are we may labor for Him who died for us, and I 
suppose if His providence shuts us up to any one feet of that field, it is an duty to 
acquiesce. This I feel that I have been slow to do. I have never felt quite sure that the 
Doctor ought not to have tried some other means of returning. 
   We  are pleasantly enough situated here, as pleasantly perhaps as we could be in the 
 city. The Doctor's practice has never been very lucrative, but it is sufficient to supply 
our necessary wants. Our family is so small & Samuel so large that I have a good deal 
of my  time to devote to [dragged], & Sunday School labor. The former has seemed to 
me more like direct missionary labor than anything I have engaged in since I came 
home. The children, most of them Romanists, are gathered from the dens & hovels of 
this great  city & are too poor to be in the Public schools. We teach them to read write, 
&  sew. Help them to become cleanly, & to fit themselves for a better position—some 
of them have got good situations. You would be surprised how readily they commit 
scripture to memory, & what can amount of it they have stood in their memories. We 
hope it will be as the "seed sewn in good  ground." We are not often interfered with by 
the pristhood. We try not to come in contact with their prejudices. 
   I do not want to have you leave your field of labour. You are now occupying a 
post of usefulness that few are fitted for, or could fill. With you love for the missionary 
work & [desire] to see the kingdom of our blessed Saviour extend I have no doubt you
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will do as much for it in that position as you would if more directly engaged. I trust 
you may be  very useful---I was talking with Mr Walter Lowrie about you on Saturday & 
he said he thought you were where you ought to be. May Lord bless you & make you 
a great blessing to China & her many millions. Should you come to the  N.Y. none will 
give you a more heartful welcome than the Doctor, & I. Do forgive once more my 
seeming negligence, & write such as letter as you used to write. Tell us all about 
 everything that you think would interest us. The Doctor is out or he would join me in 
love to you. We often speak of you. I am ever your affectionate friend. 
 Clara  Hepburn 
 NO  3 [James C. Hepburn:  1859/  11/  02;  Kanagawa;  pp.  4] 
                                         Kanagawa Nov.  2, 1859 
 M3i  dear  Friend--
   We reel a friendly letter from you a few days ago, by the  Powhatan'. I am glad 
you don't forget us, and will take a little trouble on our account, we are always glad to 
hear from you. 
   We are safely housed in Kanagawa. Perhaps you know the place. It is near the 
English Consulate, in the temple occupied a short time ago by the Dutch Consul. Its 
position is good, and as healthy as any in the neighbourhood, soil scanty, and somewhat 
elevate above the houses of the village. 
   The grounds around are beautifully planted with trees, most of them  evergeens of 
the fir species, [astor vita] &c many of them stunted & contorted into various shapes. 
We are now  sojourning in the priest's house attached to the temple. The temple we are
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fitting up for a dwelling, and will be  very comfortable. It is about 45 feet square. The 
grim idols & the paraphernalia of their service we have pushed aside into one  corner. 
We have had many discomforts, and difficulties to meet, and my wife is  very weak, 
most of it comes on her. Teaching our servant is one, ignorance of the language, 
another of our trials. We came poorly provided with furniture, and the house is very 
open & uncomfortable. 
   But with all we get along very well. We find our discomforts gradually lessening, 
and the future s more hopeful. We are beginning to talk some, manage to make our 
wants understood. We were made glad to day by the arrival of our dear old friend 
Brown, with Simmons & Hall. They left their wives in  Y.H. Our house is big 
enough for them and gives them a room apiece. Brown will, I expect, fit up this house 
for  himself  & co. We shall all be in the same compound, a pleasant company, I trust of 
praying men, and mutual help. Wouldn't you like to be with us. We have been here 
only about two weeks. Haven't had time yet to think of study or letter-writing. All 
our time is consumed with servants, we have  four  — two too many, and carpenters. In a 
week, we hope to get into our own dwelling, and I trust will be more  settled. But with 
all we are happy, and quite as comfortable, more so, than we expected, and have much 
to thank our Heavenly Father for. I am strong as ever. 
   My wife has not  recruited as well, and has a poor chance of being any better at 
 present. She is no better for her Shanghai sickness. I hope much from the cool, bracy 
air of the winter. What she needs now is rest, which it seems she cannot  get. I had 
intermittent fever for some 10 days after I left S.H. I hope t may not  return. 
   So far we have been entirely unmolested by  Gov. Some officers made us a 
friendly call. There seems to be no more hindrance to our labors here than in China,
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still we cannot judge from anything we have seen as  yet The officers and people all 
 seem  very  friendly. 
   I hope you may have a pleasant voyage home, and a happy reunion with your 
family. May you soon come out again. We cannot spare you in this part of the world, 
so we mortals judge. May God bless you wherever you are. Write to us as often as 
you can find it  convenient. 
My wife joins me in love 
                                                Yours ever 
                                                  J. C. Hepburn
 No.  3 [Clara, Wife  of  James C. Hepburn to  SWW:  1859/  11/  08;  Kanagawa;  pp.  4] 
                                     Kanagawa,  Nov. 81 1859
My dear Mr Williams] 
   Many many thanks for your kind note to us by the "Powhattan". Dr Hepburn has 
written to you, but I cannot like the letter go without adding a line. 
   Yesterday Mr Brown & company moved their effects here & are staying with us, 
so that I have my herds full, particularly as I have nearly all the cooking &c to do. It 
has been hard to get along & sometimes I have almost given out, but our servants are 
improving & so is our condition, & I think in time we shall live quite comfortably, but it 
will be a long time before we get servants trained as they are in China We are daily 
making some progress in the language. We have been compelled  to speak  it. In a 
few days we shall move into our temple house. It will be very comfortable. Mr 
Brown will have the one we are in now for his family. As soon as we get out of it, he
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will begin fitting it up. It is connected with the one we shall occupy by a covered way. 
How pleasant it will be to have such dear friends so near. 
   I wrote to Mrs Bridgman soon after we arrived here & hoped my letter would reach 
Shanghai before you left. I requested her to ask you to get some [an illegible word], a 
set of such straws & a back gammon board for my boy. The [an illegible word] I do 
not care to spend much money in. If you will get Dr Happer to pay you, I will settle 
the matter with him, & if you will kindly take the things home with you I shall feel  very 
much obliged. I wanted two sets of the such straws, one set for Samuel & one for 
Charly Park. I hope you will have time to see our boy. If he knew when you were in 
N. York he  would come, & see you. I trust you may have a  very pleasant voyage 
home & find your family all well. Love to Mrs Williams. I hope when you return to 
China you will visit us in Japan. I am  very glad I came. I think we have very much 
to encourage us. I hope the day is not distant when the Gospel shall have full course & 
be glorified. Write to us if you have time before you leave. We always love to get 
your letters. 
                                     With much love yours very 
 AffectlY  Clara M. Hepburn
 No.  4  [Hepburn, Dr. and Mrs., to  SWW:  1874/02/16] 
                                     Yokohama Feb.  16,  1874 
My dear Friend, 
   It has been on my mind ever since I returned to Yokohama to write to you, but I so 
soon got my hands all at work, and relapsed into my dog at the wheel manner of life,
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that I left no time to be spent in letter writing, and thus it happens that instead of writing 
to you first as I had intended, your letter anticipated me. I was rejoiced to hear  from 
you, and to know from yourself how you were doing. I am glad you have been able to 
 finish that great work. God had indeed helped you day by day, and strengthened you. 
What a useful man you have been in your generation! all through the grace and love of 
our heavenly Father. May He still be with you, to strengthen comfort and enable you 
to do much more for Him in his vineyard. How pleasant it is for you to have your wife 
and Sophy with you. Nothing in this world so delightful. I know well what it is. 
   I have all my family with me  now My son was married the morning of the day 
 w&  left Penna to return to Japan. We have brought him & his wife with us, and we are 
 now all living in the same house. It is  very pleasant to have them with us. The one 
sorrow, however, that we have is that they do not love Jesus, and that there is this want 
of sympathy between us. Help us in our prayers for them. 
   Sam was doing but little at home, - only making a living for himself and thought he 
could do better out here; so we brought him. He is now a clerk in a mercantile house 
here, of which Robt. Brown is one of the partners. 
   My wife has opened a school for Japanese girls. Teaches from 9 to  1  oclk; is very 
busy and very much interested. We have a nice Sunday school also; yesterday we had 
47 children present, all Japanese. We have got "Jesus lives me" and "There is a happy 
land" in Japanese. It would do you good to hear them sing them. They have become 
so popular that we hear the children in the streets singing them; indeed while I was 
writing the above I heard a little fellow going along the street singing "as Yesu ware wo 
aisu". We have now two churches here organized on the union plan, one on Yokoa. and 
one in Yedo, with, in all about 100 members. My teacher is an elder in the one here,
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and often preaches. He is a true Christian, and a most useful man. We have many 
delightful talks together, as we go through the Epistle to the Romans; which with his 
help I am now engaged in translating. I am now finishing the 15th chapter. It was not 
so difficult as I had expected to find  it. I am going to make the translating of the N.T. 
my principal work; there seems to be no one else, just now, able to give himself to this 
work. Brown, since his leaving the Govt. school, is teaching a private school as a means 
of support, and has very little time or strength left for anything else. The Dutch Board 
to which he made proposals to return, declined to take him back on his terms. He has 
been suffering lately from a some cold, and has not been out of the house for some two 
weeks. He is now 65. His family are pretty well, though all complaining of colds &c. 
We have a very  large missionary corps now in Japan, and still they come. We have in 
Yokohama alone 13 Protestant miss. men all married but 2; and 6 ladies, unmarried; 
Yedo has a large force. The A.B.C.F.M. has some  7 families in Osaka & Kobe. I 
think there are over 100 men & women, all told of Protest. Miss.  in Japan. The 
Romanists have a large force also, of their best men, scattered at all the open ports, and 
what is remarkable, the Greek church, have a missn. in Yedo, under a very able man, 
who numbers over 100 disciples in his flock, so I  hear. All sects & dominations are 
represented. The Am. Methodists have Dr.  MrClay of Fuchow, the Am. Baptists Dr. 
Nathan Brown, [avec] a Miss  in  Assam, and excellent man of, of about 65. 
   I never saw so many grey headed and grey bearded missionaries in any one place. 
The Canadian Wesleyans have also 2 good men, men of years experience. The Scotch 
churches are sending two men. The Ch. Miss. Sc. & Prf. S. of England have several 
men. So you see Japan is not likely to suffer for want of teaching. But we are 
unfortunately all cooped up in these treaty ports, and even there to the foreign quarters
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so that we cannot even rent a room in the native part of the town. We hope this may 
soon be remedied, but as yet there is no prospect of it. We are just now troubled with a 
rumor of war in Kiushiu. There is no doubt a powerful combination amongst some of 
those southern chiefs and old samurai class against this Gov't. Large bodies of troops 
have been set down. There has yet been no fighting, that we have heard of. 
   Syle & family are all well. He still preaches in the Eng. Church, not however I 
believe to their entire satisfaction. He has one of his sons Louis here now, a clerk in 
Smith, Baker & Co's house. 
   My letter has become long, and yet I have not told you all about ourselves, nor 
anything about our delightful trip home. I will lean this to my wife, who wants to write 
some in this letter. 
   I believe we were to exchange with each other a copy of  our Dictionaries. I shall 
 be  very glad to get yours, which I know will be more useful to me than mine could be to 
you. While in New York I brought out an abridged edition of my  Diet. It is 
beautifully got up, in paper, type, size & binding. I also while there brought out 
through the A. Bible Soc. a bilingual copy of the Gospel  of  John, in the Roman letter for 
the Japanese. We have all the Gospels now translated, & three of them printed. Luke 
is nearly ready for the press. Brown is in Acts, Thompson has done the 5 books of 
Moses. 
   The Baptists are translating for themselves; they are hard put to it for a word with 
which to translate "immerse." I believe they have fixed upon hitasu which means not 
only to dip into water, but to soak! 
   Good bye my dear friend. May our covenant God and Father bless you & spare 
you yet to work many years longer in His vineyard. Give my love to Mrs Williams,
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and Sophy, whom I have not seen, of whom I have heard much. Remember me to 
Martin,  Blodget. By the way did you ever hear what a dunce your man  Edkins made 
of himself when here by reading a paper on the Japanese Language before the Asiatic 
Society of this place? It is an extraordinary production. I have a notion that he was 
stirred up to it, by finding that the Japs. used the word Shin  VI for God. He advised us 
instead of Kami, to use the English word God, for the Divine Being, saying that Kami 
meant "the soul of ancestors".  !!! 
                                    As every your attached friend 
                                                   J.C. Hepburn
My dear Doctor & Mrs Williams 
   It was  truly pleasant to hear directly from you once more, & to know that you were 
well, & once more settled in your home in Peking. Two years ago dear Dr., we were in 
Shanghai, & you & my good husband were working hard — how you are both through 
the great works which then occupied you.  Truly our dear Father in Heaven has been 
very kind to you both, & to your families. I many times feared you would both sink 
under the work you had in hand, but in this, as in many other things, our Heavenly 
Father has been better to me than my fears. You have had your wife & daughter 
restored to you, & we are once more settled down, an unbroken family, in our little 
 snuggery. We have a daughter now, a sweet young thing but little past 18. She is a 
member of the Pres. Church. Sam seems very happy, & we are happy in having these 
children with us. Our trip home was most delightful. The Hitchcocks & Mrs. Collins 
proved charming travelling companions. I enjoyed India very  much; should have been 
only too happy to have spent another month there. We visited Singapore, Penang,
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Calcutta, Seramore. In this latter place I was deeply interested. We stood in the pulpit 
where Marshmare & Cary had preached, but I must not linger. We visited Benares, 
Allahabad, Counpore, Luchnow, Agga & Delhi. Spent several days at each place, & 
greatly enjoyed visiting the beautiful ruins which speak so plainly of the wealth & 
greatness of India centuries ago. From Delhi we returned to Allahabad, & from thence 
went to Bombay, where we spent a week, then Imbarbred for  Suez We did intend 
going to Palestine, but Doctor H. had such a severe attach of diarrhea going up the Red 
Sea, which so weakened him that we feared to have him risk the  fatigue & exposure. 
We went to Cairo, & spent a few days, & then to Alexandria, from whence we 
embarked for Naples. Here we spent ten days, & then went to Rome. We parted 
from our kind friends in Rome. They had to  hurry on to Paris. The day after they  left 
 Dr:  H. was taken quite sick, which marred our pleasure. I cannot touch upon all, or 
even a small part of what we saw, & enjoyed. From Rome to Florence & Turin, & 
then to Geneva. We spent a month in Italy, & a week in Geneva. It was too cold, & 
 too  foggy to go about much, still we managed to see  everything of interest around this 
old  city. Doctor Hepburn gained strength rapidly in that quiet spot. We went from 
thence to Paris. Mrs Hitchcock, her nurse & little girl were awaiting us here. Mr. H. 
having gone to New York with Mrs. Collins. We spent over  two weeks in Paris. 
Truly it is a fascinating place. We  found many old friends living there. Augustus 
Heard & family, Mr. & Mrs. Hunter & family  &c. the time of our sojourn here slipped 
by all rapidly. We spent nearly a month in England, paid a visit to Edinburgh, but it 
was so cold we could only stay three or four days. Everywhere we found the kindest 
friends. In London we saw much of the Alcocks. They seem very happy, & haven't 
changed one bit. Amy Lowder looks delicate. Her mother says she has never
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seemed well since the Conoly's death. We  arrived in New York the latter end of April, 
& were kept constantly on the go until the 16th of Oct. When we started on our long 
journey until the  16th of  Oct, when we started on our long journey the end of which we 
reached on the 30th of  Nov. We had traveled since leaving our home in Yokohama 
some 30,000 miles, & had not met with a single accident. Do you wonder that we 
entered heartily into the spirit of the  103d Psalm? We spent three days with our dear 
old friend Mrs.  Perit in New Haven. It was an unfortunate time for seeing many 
people for nearly everybody was away to the seaside or mountains. I trust you are both 
quite well, since your return to your Northern home. You must see many changes 
there, & was much  grieved, to hear  of our dear Doctor Johnstones sad bereavement  — 
hardly one year of bliss ere he was called to part with the treasure which made his home 
so bright. Please remember me  affect'' to Mr & Mrs Blodget, Dr & Mrs Martin, & any 
other friends. Accept much for yourselves & Sophy from 
                                          Yours affectionately 
 Clara [M] Hepburn
 No.  5 [Hepburn to SWW: 1874/08/17] 
 Yokohama  Aug  17,  1874 
My dear old Friend, 
   I received your very good letter from near Singapore, and did not think I should be 
so long in answering it. It came just before my wife & made a tour into the country for 
health & recreation of some three weeks, and since I came back my hands have been 
more than full.
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   First about Mateer's Bill - I never  recd. any other acct. for making my book, than 
the item for "Printing and binding 3000 copies of  Diet."  -  $5,110.00"  . He did  any 
work by contract, at so much a copy. I really forget how  much that was, but it must 
have been $1.70 a copy, there was no bill for the different kinds of work included in the 
contract. 
   I was not in Yokohama when our account were closed, or it is likely some hot 
words would have passed between us. As he charged me for binding 100 copies 
which I sent in sheet to England & U.S. besides the many copies spoiled & returned on 
my hands by bad making up through omission of a whole form &c. But when I 
returned to  Yoka I found my agent here had settled with him, and concluded to bear the 
loss as well for peace sake as perhaps the hopelessness of convincing him that he should 
refund the Amount to me. I am  sorry that you should have any trouble with him, or 
anything to complain of. I have no doubt that intends to act honestly and fairly to all. 
   You are about getting home, according to the time you mentioned to me. I  trust 
you have  had a pleasant journey all round. Sophy no doubt had enjoyed it greatly, & 
you have been happy in seeing it, as well as in meeting so many of our fellow workers 
in the Lords vineyard. 
   You will not find much rest a [sic: at] home, indeed your labors will now 
commence, for the Christian people of America have itching ears in the subject of 
Missions, and have not yet got rid of the old feeling of "romance" about Missions & 
Missionaries, a modest man like myself has a hard time at home, he must either surprise 
or offend people at home whom he would fain have as his friends.  I  was indeed glad 
to get back again amongst the heathen, and enjoy myself much more in talking in 
Japanese to a heathen audience than I did in English to an American. You perhaps can
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hardly sympathise with me in the matter, as you are already ready for every good word 
as well as work. 
   I am kept very busy, having to discharge the duties of both physician & clergyman. 
I preach two or three times a week in Japanese, besides doing my Dispensary work, and 
translating. 
   We — the S.S. translating Co. — have just got Romans ready for the press. 
Hebrews will also soon be ready. We have adopted a different plan in our work and 
will get on faster. We found the  Com' worked very slow, - being nearly one whole 
year on Luke, and seven months on Romans, - so we take the  work of individual 
translators, give it a slight revision of and have it published under the name of the 
translator.  In this way we hope to get the whole Scriptures out in three or five years. 
  The evangelistic work is going on even more rapidly than we could expect, under 
the disabilities we labor under. — There are now nearly 600  baptized Prot. Christians in 
the country, and there are constant additions. If the  Govt would give religious liberty to 
its people, and allow missionaries to live outside of the For. Concession, the work would 
go on much more rapidly. That old edict against Christians has never been formally 
rescinded, - though pretty much a dead letter. 
   I do not know how your Dictionary is selling in the  country. I did what I could 
with Whetmore here to get home to import it He seemed very backward about, why I 
could not  surmise.. I think all t he Missionaries have copies of it. It ought to have a 
good sale amongst the native scholars. I doubt whether the Chinese character was ever 
more used  in this country than it is now, although the Japs affect to despise Chinese 
literature and everything thing else Chinese. 
   Dr. S.R. Brown & family have been out amongst the Hakone mountains for two
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months. His health I believe is much better than it was a year ago. Mr Wylie made 
us a visit this summer. Mrs Muirhead is in Hakodate spending the summer. Miss Fay, 
Mrs Yates, Mr & Mrs Seward are also here, expecting to return to Shanghai in a few 
days. 
   My wife keeps pretty well, often complaining, we are neither of us a  [sic/ as] strong 
as we were 5 years ago. My wife joins me in kind regards to Mrs Williams and Sophy, 
and much love to  yourself— 
                               I remain your  [sic  /  yours] sincerely 
                                                 J. C. Hepburn
[P.S.] Syle has given up his chaplaincy here and is now teaching a  Govt.  in  Yedo. 
 No-. 6 [Hepburn to SWW: 1874/10/01] 
                                       Yokohama,  Oct 1, 1874 
My dear Friend 
   I recd some time ago your  very good and welcome letter of July  66 written among 
the hills. Your letters are like yourself always loving and  cheery, and come to us as a 
strain of delightful music, warming and elevating the heart. I must confess that I am 
naturally of a gloomy disposition with my thought and feelings too much concentrated 
upon myself and have not enjoyed the good gifts of our Heavenly Father as I should nor 
been grateful for the many blessings which He has so liberally bestowed upon me. I 
suppose you would be horrified to know that the happiest moment of all my journey 
around the world, was that in which I set my foot again in my little cottage in 
Yokohama! After the satisfaction of seeing places and things about which I had long
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been reading and recalling the historical associations, my most abiding impression was 
one of disappointment and sadness, and I was always saying mentally, "vanity of 
vanities all is  vanity"; and, "God only is great". The more I saw of man and the best he 
could do, the more weak and despicable he became in my eyes. So I am now quite 
satisfied, I have seen many of those works of man about which the world has boasted 
and exulted. I was not able to go into raptures over them, but turned away rather in 
disappointment at the weakness of man; and drawn nearer to God, who endured forever 
and who only does great things. This is just how I felt, and I was glad to get to New 
York, bury myself in the old Mission House for about 3 months, working hard to get out 
an abridgment of my dictionary, and then to get back to my work in Japan, all to the 
great disgust of my dear wife, who I believe now regards me as a kind of unnatural 
monster. 
   I recd. a copy of your  dictionaq from Mateer, for which I return you many thanks. 
It is a valuable  book  and will doubtless superseded all other Chinese dictionaries. I am 
rejoiced that you were enabled to finish  it. You ought now to take a good  rest. Are 
you going home this fall? I have heard rumors to this effect, that you are going home, 
through Europe, without the expectation of coming back. What Mr Avery or any other 
N.S. Minister can do without your help or of some other missionary, is very little. 
   We are all filled with  anxiety, and uncertainty as yet, about this war that seems so 
imminent between China & Japan. It will all depend upon the result of Okubo's 
Mission. You likely know what this is. We all regard it here, as most foolish. It is 
however in [wise] hands, and with one who makes the wrath of man to praise Him. 
   Our friend Brown has lately had a serious attack of Angina Restoris. He had been 
spending  the  summer on the top of the Hakone mountains, living for some two months
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in the clouds and rain. He was taken with the above complaint soon after he got back 
to Yokohama, and is now at  KObe, where the climate is drier than here, hoping to get 
well; but I hear the Drs there say he has fatty degeneration of the heart; if so, I fear we 
may not hope for much more work from him. 
   Our work goes on with good success. We have lately organized a church in 
connection with this mission, of 18 members. The other church under Ballagh, of the 
Dutch Mission, numbers some 70 members. 
   I am busy, being one of a S.S. translating committee which meets four afternoons 
in a week; have my Dispensary open twice a week, which I always open with a talk on 
some Gospel subject; and two services on Sunday. I feel as if I were doing now true 
 Missionaiy work, though I have reason to know  I  am also working and helping my Miss. 
brethren through my  dictionary, and translations. I lately translated the "sweet sad 
story of the cross", into Japanese. It takes well and is much read by them. 
   We are longing for the day when we shall be permitted to scatter, and live amongst 
 the people wherever we please. We are still  confined to the foreign quarters of the 
treaty ports. We have not by any means as much liberty as the missionaries in China. 
Dr  McClay of Fuchow China, now resides amongst us, the head of the M.E.  Mission, 
and Dr. Nathan Brown, an old missionary from Assam. Few mission fields have so 
many old grey heads men. We get on very harmoniously. The only difficulty has 
arisen from some of our hot headed and not wise members, trying to force us all into one 
world of  union, - a hopeless task, and one only attended thus  far  with the opposite  result. 
With kind remembrances to Mrs Williams, & love to Sophy, I remain as ever your 
affectionate friend 
                                                J.  C. Hepburn
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 No.  7 [Mrs. Clara Hepburn to SWW:  1877/  04/  28 &  1877/  05/04; Atami & Yokohama; 
 pp.  6] 
                                    Atami April 28th 1877 
My dear friend 
   I always wonder how it is you write such neat, nice looking letters with your 
nervous hand, & weak eyes—mine, with a hand weak, but not weak as yours, are 
always such scrawls--never mind they serve to assure my friends of my love for them, 
& the delight I take in the  letters I receive from  them—one thing or another has obliged 
me to defer answering your most welcome letter of Jan.  22nd, until  now When we 
were getting ready to come out here I bundled up all the unanswered letters which have 
been accumulating for some time past, & brought them, & greater freedom from 
interruption than I can have in Yokohama. The pile is growing beautifully less, & it 
has been pleasant to have quiet chats with dears, & far off friend. Among the letters I 
sent out by our son since we have been here was one from your brother in Utica, asking 
Doctor Hepburn to make some purchases for them. This he will be  very happy to do 
when he returns, & feels strange. Will you please, drop a line to your brother, & ask 
him to send a Bill of Exchange for just the Amount he would like expended, & assure 
him we will try, & use the money to the  very best  advantage—just before leaving 
Yokohama I had an order for four hundreds dolls worthy of things. The gentleman 
send me a hill to cover that amount, & I hope to sell it to such good advantage as to pay 
for some pretty things not mentioned in his list. Dr. Hepburn will feel greatly obliged if 
you will advise your brother in this matter. He wants to write, but is not at all well.
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 We are here hoping the rest, change, & baths, may improve his general health, which is 
 far from what it ought to be. He has sufficient much all winter with his back. We 
 thought it was rheumatism, & that as the spring came on it would wear away, but on the 
 contrary it seemed to get worse, & he had numbness in his legs & other symptoms 
 which gave us no little  anxiety. The Doctors now fear there is some serious spinal 
 trouble, an affection of the spinal cord, & ordered him to give up work. As this is not 
 easy to do when in the midst of it, we persuaded him to  try three or four events in this 
 country. We come here about fifty miles from Yokohama, because it was the most 
 quiet, comfortable place we could find at this season of the year. Atami is quite 
 celebrated for the hot spring, or geysers. Perhaps you remember the description of it in 
 Sir Ruther Alcock's book. I feel  very much as  if  I was living over a boiling pot. The 
 stone which Sir Rutherford had elected over the parincipal geyser, as a monument of his 
 visit still remains. Mr Green, of our mission in Tokyo, is with us, & he, the Doctor 
 have talked, & preached to  large audiences of Japs, nearly every evening since they 
 came here. The last time there must have been 175 or 200 people—all eager, attentive 
 listeners. We have distributed many copies of the gospels, & many  tracts, both here & 
 in a neighbouring town, to which we were invited by the Mayor, who, spending a night 
 here, heard for the first time the blessed gospel. There is no difficulty now in finding 
 work wherever the missionary may travel over this land. The greatest  bather now is 
 the difficulty of speaking this language correctly & intelligently. I often say oh for the 
 gift of tongues. I often have to let the printed page say what I long to say, but which 
 my imperfect knowledge of the language debars me from doing. 
     I was so pleased with what you told me of the pleasant home your good wife had 
 made ready for you in New Haven & of your all being once more after your long
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separation a united family under the roof. I suppose ere this one building has flown 
from the nest as your brother mentioned in his letter that Sophy was, to be married in 
April. I think your lot dear friend has been cast in an pleasant place. I love New 
Haven. I know you will find work to do there for the Master may our dear Father in 
Heaven bless you in all things & ways. He has allowed you many years & China & 
made you there the instrument of great blessing. You can & I hope will be made the 
same where you now are, even if the chair we have sometimes talked about should 
never have a bottom put in  it.
Yokohama May  4th. [1877] 
   I returned home  a  few days since. Dr Hepburn & Mr Green are still in the  county. 
They have gone to a more mountainous region, & find the air much more invigorating. 
I am already beginning to look about for the curios your brother wishes. I hope we 
shall have them ready to send home by the June ships, & he will then get them in the 
Fall & much cheaper than if sent by  mail steamer. Tell him we will let the amount of 
the bill he sends cover the expenses of boxing, shipping &c. Olyphant & Co. have no 
house here. He is evidently under the impression that they have. Do you ever go to 
see my dear old friend, Mrs.  Perit? She will be so glad to talk with you. She is 83 or 
84 years of age, but unless very much broken since I saw her, wonderfully bright, 
intelligent & springtly for her years. I want you & Mrs. Williams to see much of 
her--please remember Dr. H. & me most kindly &  affectlY  to her & her brother Mr Coit, 
who lives with her. Accept much love for your dear wife & yourself from me & mine 
& believe me as I always am your old & long tried friend 
 Clara. M Hepburn
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Sam & Clara are well & send much love to you. 
[P.S.] The Mr. Barter's left to day for Shanghai. He  takes  place in the consulate. 
We hear Mr Seward is likely to be sent to Eng. as  minister---won't he like that?
No. 8 [Mrs Clara M. Hepburn to SWW: 1877/  07/  04 &  1878/  01/  05; Yokohama; pp. 
5] 
                                    Yokohama Sept  41  1877 
 My  dear Friend 
   I thought the last mail could certainly have taken my reply to your most welcome 
letter of June  291, but I was unavoidably prevented from writing, & I dare say had I 
written long letter could have shared the fate of one Dr Hepburn wrote to your brother, 
as well as others that were ready, & yet never  left. As the Doctor was starting to  the. P. 
Office with the letter a lady friend came in & said the steamer had  gone—to our dismay 
we learned afterwards that it did not get off for another twelve  hours,--that had he 
posted the letters, as he was starting to do, they would have been in ample time. I hope 
your brother will like the purchases we have made for him. There were not at the time 
any  great variety of bronzes, for the price we named to select from. The porcelain was 
the greatest we could find after looking through many shops. The box which Doctor 
"Hepburn" carefully packed with his own hands
, is now on board of the "Etta Laring". 
She will shortly sail for New York. Your letters dear friend are always a real comfort to 
 us--they are always the bearer of bright, cheering words. The Doctor, & I often this 
last year have felt that inability you speak of to do much that we would like to so. I 
was much amused a  [  ] morning since, when Dr. H. said to me so soberly "it seems to
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me Wife you have aged  very fast of  late." I did not deny the fact, for I could not have 
done so truthfully had I been inclined, but I asked if he thought he looked, & felt as as 
[sic] young or younger---I ask him if he don't look in the glass now & then. He does 
not deny doing that, but says he forgets immediately how he  looked. I have always 
loved to repeat to him Brown's lines--Would some gift could get ye, "&c. I am happy 
to say his health is much better than it was. He has done a good amount of work this 
summer. Has translated the  14 & 2nd Epistles to the Corinthians, & on dispensing days 
has seldom had less than one hundred & eighty patients to prescribe for. This is  very 
fatiguing, & he always comes home looking  very weary. He preaches in Japanese in 
nearby every Sunday. There has been a perfect exodus of missionaries this summer, & 
we have been almost the only left in town. Some have not returned yet. Some have 
not returned  yet. The Bible comdisbanded in June & Dr Hepburn has worked alone 
with the native assistants. Dr. S.R. Brown went off in May in the U.S. Alast," which 
was sent by the Admiral to look after a ship wrecked crew in Damssice Straits. The 
vessel was back long ago, but Dr. B. is making a tour of China from Hong Kong to 
Peking. His family rented their house furnished & have been in Nikko all summer. 
D.C. Greene & family went to Kioto & Arima in June & have not yet returned. I 
sometimes wonder if this dropping all of one's work for two or three months in the year 
is necessary in a healthy climate like this. We have had a most delightful cool summer, 
& a very healthy one. Mr Fisher has brought & moved into a very comfortable house 
on the bluff not far from us. 
    Your pleasant mention of the commencement & of old familiar names called up 
many memories of the friends of bygone days--just think of your meeting  Gni 
Dickenson. If you see him again please give our love to him.  DrElepbum & I wish to
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express our hearty congratulations on your appointment as professor in Yale college. 
Yale, we think, is most fortunate in having such a man. I hope the chair you are to 
occupy is bottomed strong with gold. Mercy you be spared to occupy it many years. 
   Thank you for telling us so much of your dear Sophie's marriage & reception in 
England. I am sure but Grosvenor's family must love her. Mrs Yates made me quite 
jealous by writing to me that you had sent her a photo. of Sophia, taken in her bridal 
attire. Please crush the green eyed monster by sending me one too? I don't like to 
envy any one. Won't you send me one of Mrs. Williams to put besides yours? I 
never separate in thought, & don't like to in my Album. I hope your son is doing well. 
I hope he will study a profession--even if he don't follow yrs. I believe if I had a 
dozen sons I should want them all to be doctors. Sam & his wife are  very well & 
happy. They move back to their own little cottage next month. I must lay down my 
pen. My hand has quite given out to write when you can. Dr Hepburn joins me in 
expressions of warmest love for Mrs. W. & yourself. 
                                    Always yours affectionately 
 Clara  M. Hepburn 
[P.S.] I wrote to dear Mrs  Perit ten weeks ago. Please remember us most  affect'' to 
Mr & Mrs. Burrows if you see them. Did their little one live—I have never 
 heard--Mrs. B. promised to write & let me  know. Tell them we enjoy the Shaker 
rocking chairs ever so much.
 No.  9 [Mrs Clara Hepburn to  SWW:1878/  01/  25;  Yokohama;  pp.  6] 
                                                                 th    Yokohama Jan. 251878
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My dear Friend 
 I do not often attempt letter writing in the evening, but it is so quiet & as we are not 
likely to have any interruptions I am tempted to have a quiet chat with you. We are 
sitting in our cozy dining room. A cheerful fire in the grate makes the room warm, 
notwithstanding the cold  without. Doctor Hepburn has on his slippers, & is sitting in 
the Shaker rocking  chair, given to us by Mr Burrowes. He greatly enjoys this chair. 
It is one of the luxuries of our home. My heart is often filled with grateful emotions as 
I enjoy this pleasant, quiet home. How kind our Heavenly Father is, & how faithful to 
all his promises. I am so glad you have seen us in this home, & I wish Mrs. Williams 
could have been with you when you made us that little visit, which we so much enjoyed. 
I think when I last wrote to you that Sam, & Clara were living in Tokio. To their 
delight, Sam's office was removed to Yokohama early in September. 
   They stayed with us a month while their house was being repaired. Now they are 
again  in it, &  every happy they seem to be. We are all so glad you were able to take 
one mean with them. If we could see them humble, devoted Christians our cup of 
blessing would overflow I often ask & wonder why that quiet blessing is withheld. I 
cannot doubt [the] the covenant keeping God. His promises cannot fail, & thought my 
faith is often sorely tried because this desire of my heart is delayed I will  trust Him to the 
end. 
   I think it must be the fullness of joy to see one's children not only professing 
Christians, but real earnest workers in the [one illegible word] vineyard. Our lives here 
move on with little change, or variety from month to month. Our work is always about 
the same. Doctor Simmons insisted so strongly that Doctor Hepburn should close his 
dispensary for the winter that he most reluctantly yielded about three weeks ago. I
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think he has suffered less pain in his back since. During the year 1877 he treated over 
six thousand patients in his  dispensary. Most of them very poor people. It is a sore 
trial to him to give up even for a season. This department of his work. It is a source of 
unceasing gratitude to him that his head is no way affected & that he can go on with the 
translating work. The committee is now revising the translation he made last summer 
of the Epistles to the Corrinthians. They work at this in the morning—in the afternoon 
he translates by himself with the help  of  his  native assistant He has just finished that 
Epistles to the Thessalonians & is now working on Ephesians. He still has the 
preaching service in our native church. Our hearts have been greatly cheered by the 
large reinforcement of young missionaries we have had within two or three months. 
 Al14able men, &  women, who give promise of being  faithful, efficient workers. Three 
married men, & one single lady. Mr Knox, son of Dr Knox of Elmira, is to be our 
colleague. Mr  Winn, a nephew of  Y. S.R. Brown, & Mr Alexander are for the Tokio 
 Mis-sion. We have now eight organized churches in connection with our mission, & 
two ordained native pastors. We need more. The work, & new fields open up almost 
more rapidly than we are prepared to occupy. 
 DI. Brown has quite recovered from the illness he had after his long journey. He is 
now a grandfather. Robert's wife has a little daughter born this evening. They have 
been living for some months here in Yokohama,  but  I think as soon as  Mrs. Brown is 
well enough they intend returning to China. Did you know Mr Robt Lilley, Agent for 
the Scotch Bible Society? He has been living in Japan for sometime past About a 
year ago he married & brought here a  very nice American lady. She gave birth about a 
week ago to a little  daughter, took cold the day after its birth, & died this morning of 
Pneumonia. It will be  very sad for her father for his heart was bound up in her. Her
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remains are to be sent home to him. 
   I want to thank you ever so much for the picture of Sophy. What a lovely looking 
bride she must have been. I am glad she is so happy in her marriage. I should like 
ever too much to have a photo of your dear wife & son, & then I should have the whole 
family. 
   My heart has ached for my friends, the  Gilmans, & dear Mrs  Perit, in the great 
sorrow which has  just come upon them. I cannot comprehend how one brought up by 
such godly parents, & making such professions as  he W.C.G did could have been so 
carried away. All his sisters are my friends.  If  I can I will write a little note, & ask 
you to hand it to Mrs.  Perit. 
   There is an old book I have long been wanting to get. Will you kindly make 
enquiries whether it can be had in New Haven, Tales of the Regicides, I think, by Miss 
Bacon. I believe it was published in the "Tales of the Puritans". I shall be so glad if 
you  can  get, & send it to me, & will gladly pay whatever the price may be. I have been 
often in the house occupied by Governor Leet, & in the cellar where he concealed the 
"Regicides" from their pursuers. My father was a direct descendant of the Governor. 
 Dr Bacon's family was not in New Haven when we were at home. We saw them for a 
few moments in Guilford, where they were spending the summer. 
   Doctor Hepburn joins me in much love to Mrs. Williams & 
                                           Yours affectionately 
                                            Clara M. Hepburn
[RS.] Please remember us most kindly to Mr & Mrs Burrowes when you see them, & 
their little one a son, or daughter?
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No. 10 [Mrs Clara Hepburn and Hepburn to SWW:  1878/  05/ 18; Yokohama; pp. 4; 
"Hoping
,  working"] 
                                   Yokohama May  181  1878 
My dear  Dr- Williams 
   I have two favors from you to acknowledge, both of which gave me, & mine great 
 pleasure--the first, your good letter of March  19th---the  2'4, the book I have so long been 
wishing to own. Your letters are always read by the Doctor & myself with the greatest 
 interest--whatever concerns you, & yours, dear old friend, & all that you write us we 
shall always love to  heat We love to hear of your children, & their happiness. I trust 
 yofir dear Sophie may long adorn the position she is called to fill, & make happy the 
 hoine, of which I am sure hr worthy husband considers her the  light. I trust your Fred, 
& these may be gathered in answer to your prayers into the fold of Jesus. That is the 
  — onegreat blessing we are daily asking for our children. They are all children of the 
 convent, & God's promises are sure--sometimes my heart sinks at the  delay. I long to 
see no children spending & being spent for Him who has done so much for them. I 
long to have them enjoy what only the Christian can enjoy, the love of God in their 
hearts, & a sense of His favor & blessing. 
   For the book you kindly sent me I am more grateful than I can tell you. I read it 
first when I was about eleven years old, but have never been able to get it since. The 
 Gov. Leet spoken of in the tale of the Regisides, was my puritan ancestor. The house 
in which he lived is still standing, or the cellar of it. It was sold when he removed to 
"Leet's Island", & has been in possession of the family to whom it was sold ever since. 
When I was in school in Guilford I often visited there & when I was at home five years
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ago I went to see the  two maiden ladies who are living in it. Accept many thanks for 
the book of the trouble you must have taken to get it for me. With much love to Mrs W. 
                                          Yourself Yours  affectlY
 C. M.  H.
Dear Dr. 
   My wife has come to me holding up her poor hand that scratches of so many letters 
and saying "that it has completely given out," and that "I must  finish this letter to you." 
Well! for her sake as well as for yours I come to rescue, but I have as little space left to 
say anything in, I don't know how to being,-- You will see by the papers, that a set of 
fanatical Japs. out of love to  t  heir country and from patriotic motives, have assassinated 
Okubo, Minister of the Interior, and one of the best men in the Council after they had 
committed the deed, they went singing a national hymn, & delivered themselves up for 
punishment!---some 6 or 8 men. They tried to kill  Iwakuma some 3 years ago, but 
failed, and about the same time they killed Kido. 
   The Govt. is dismissing all their foreign employers. They have now but few left. 
Dr. Murray goes at the end of the year, [Beeder] this summer. Syle holds on a little 
longer, his contract not being up.  McCarter is now attached to the Chinese Legation in 
Yedo at a good  salary, and  I  think, not much to do. 
   Christian work in this  country is prospering rapidly. The Presbyterian bodies have 
united--viz. The Scotch, Am. Reformed, and our own,---into a strong body, called  /ITS 
        Jesu itchi  kiyOkai,--The Presbytery is called chiu-kai,  41*, the  sho-kai 
 44 being the session and the  # the synod,--thus following the Jap. mode. The
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 Episcopal bodies of the Am. Apisola, the S.P.G's & C.M.S. have also united, and bring 
 out one prayer book. Connected with our Chiu-kai we have 4 ordained native pastors, 
 and some  13  licentiates, and some 25 theolog. students---and some 800 nat. Christians! 
    The N.T. testament translation gets on slowly---Brown,Greene & myself are still 
 hammering away at it, 4 days in the week. We are just  finishing 2d Corinthians, and 
 hope to finish the whole in 18 mos. or 2 years. 
    Brown's health is  bad,—suffers much with some cardiac  trouble,--his working 
 days as well as my own are drawing to a close; and oh, then to be able to say with that 
 glorious apostle, "I have fought a good fight, I have finished my course, I have kept the 
 faith, henceforth there is laid up for me a crown of righteousness which the Lord shall 
     i  givein that day." 
                Good bye, my dear old friend; may God bless & comfort you 
 J.C. Hepburn 
 P.S. Give our untied love to  Mrs Williams and your son.
No. 11 [J.C. Hepburn to SWW: 1879/ 06/ 09;  Yokohama; pp. 6; "Translation nearly 
 done"] 
                                      Yokohama June  9th  79 
My dear Friend, 
   I received your  very welcome letter of May 6th on the  6th  inst., just a month after it 
was written! how the world moves! What will it be 100 years hence? I am 
exceedingly  sorry for the loss of your  plates--what a heavy loss and trouble inflicted on 
you, for so little gained to themselves. What a revelation of poor human nature, how
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low it has got! I  recd. some time ago the pamphlets on the "term question" & the paper 
on the "Chinese question," and return you my thanks for them, and for your kind 
remembrance of me. I have no doubt you are doing a good work, for the Master 
still,---I hope your eyes are holding out. 
   I am still at work on the N.T. Our  come still meets as usual at Brown's study. 
It's numbers are reduced to day to two only,  Dr*  McCalay & myself with two native 
assistants. The two other members of the  Come Brown & Greene are both absent. 
Greene has gone down to Osaka to attend the annual meeting of their mission and will 
be absent a month,--our old friend  S.R. Brown is a great invalid. He has been 
suffering and troublesome affection of the bladder. He suffers almost constant pain and 
uneasiness; which interferes with his sleep; and unfits him for any kind of work. 
   He has not been in  Comb for some months. He is just now in Yedo, spending a 
few days with a friend. He has become very thin, and pale,--I expect his work is 
nearly done.  Mrs. Brown keeps very  well,---as also Hattie who is the only child now 
with them, except Robert's wife & child. Robert is in China, what he is doing we don't 
 know. We are now revising my translation of "Jude". After that we have only 
Revelations--translated by Brown &  Collasian by Green, to revise, and we shall have 
 finished the N.T. We hope to  finish before the  1st of  Sep`. Greene expects to make a 
visit to U.S. this fall with his family. I am also preparing a Romanized edition of the 
N.T., writing  off in the roman letter. This will be a great convenience, not only to all 
missionaries, but I doubt not to many  Jai,' It brings the N.T. into so small a compass 
compared with what is possible in the Jap. character. I have had to give up my 
Dispensary, owing to lameness in my legs. You know what a great walker I used to be; 
but alas! that is all past, walking is now  painful to me,--I force myself to  walk as far as
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Browns, but have to ride home, & this is the most I can  do,— In all other respects I am 
as well as ever. My trouble is purely nervous, and affection of the lower part of the 
spiral marrow & seiatic nerves. I hope to get well of it, under favorable climatic 
conditions. I think it is owing to this peculiar climate. 
   I may come home e're long, or go off to Europe, or someplace else; haven't made 
up my mind yet, and don't want  to--there is so much to do here, our young men, 
however, are coming on in the language finely, and Mr Knox, who took the place of 
Loomis, helps me much, having taken the church off my shoulders. 
   Annie Washington was married a few  [weeks] ago to a young Scotchman by the 
name of  Ewing—a very good match for both. He is a teacher in the Jap.  Govt. school 
 in  Yedo. 
   Lyle's contract with the  Jap' has expired. They have offered him another 
engagement to teach at Kioto, at $100 a month. I have not heard whether he will 
 acCept. If not, he will likely return to U.S. He & Mrs L. are well.  MeCartee goes 
home this summer. He has been, as you probably know, connected with the Chinese 
Legation at Yedo, as English  assistant. He has had but little to  do,--& his relations are 
not the most pleasant with his fellow officers. His going home will be mutually 
satisfactory. What can he do at home? 
   The Christian work is progressing rapidly in this country. I think our being 
confined to the treaty ports, has been no serious disadvantage. It has compelled us to 
centralize our work, and carry it on through native agency for the most part--in and out 
stations. That old samurai-military class, thrown out of employment, or rather 
deprived of their means of subsistence, by the restoration of the Mikado, we find 
wonderfully prepared by the Providence of God, for our  work—most, of not all, our
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native pastors & preachers & students are of this class. Both in social position and 
education & ability they are the best class of people. They are still the governing 
 power,--and they are the most ready to hear and embrace the gospel. How different 
from the corresponding class, the literati in China! They are a turbulent set of men, 
restless  agjtators, and progressive withal who have controlled and given character to the 
political & social changes which have taken place in late years in this country. There 
are more daily newspapers published in Yedo now, than there are in London! The old 
samurai are at the  head of all this---they are fast driving this government into a 
democracy. The Govt. has had to fetter the press, fetter public debating and popular 
assemblies--they were running wild, heading into anarchy and ruin. I don't think any 
government has had so many grave and difficult questions to face, and settle  in  so short 
a time, as the Jap  Govt. and come out of  it  so well. 
   But dear old friend, there would be no end of my talk---so I must stop. 
   My dear old wife, is not very well. We are both getting old, and beginning to 
think our work is nearly done. 
   My Dictionary will ere long be wanting a new edition, but I shrink from the labor, 
of  it. I would like to get some younger man associated with me in it--but who can I 
get? 
   Verbeck is still in  Car. Ballagh, Miller & Stout of the Dutch Mission are all at 
home, but intending to return. 
   My son & wife are well & living nearby. My wife joins me in kindest 
remembrance to Mrs Williams, and yourself. 
                                       Affectionately yours, 
                                                 J.C. Hepburn
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 [ES.] I send you a Yokohama paper, to supplement my letter.
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    The Western Hills near Beijing 
-- A Study of S. Wells Williams & other Foreign Residents 
  Resorting There in the Summers of  1860s and 70s ---
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 (  1  ) 
   This is an unusually hot summer, they say; we are suffering from  the heat in almost 
any part of the globe. On his arrival from New York at Macau in  the  autumn, 1833, S. 
Wells Williams  (1812-84) found the climate there comfortable. He came to like the 
southern China climate  very much,  telling his father in one of his early letters, dated 
Canton December  16,  1833, that: 
    "Here
, the  therm°. hardly below  50° yet it is considerably cool, and the Chinese 
have just begun to pile on clothes as their way is, one above another, till they got so stiff 
with cotton-stuffing, & batting, buckram & fur & woollen, that they can hardly walk; 
here also, brown & blue have been exchanged for white and a small fire is more 
comfortable than none at  all.”218 
   In another letter, dated Canton  September, 1835, Williams tells us his way of 
spending the summer in Canton, commenting on the summer temperature there: 
   "Our  'below zero'  country [Utica
, New York, his native place up in the north] as 
you say, is contrasted sure enough with this climate. Here all our dress does not weight 
more than a couple of pounds or  so; we sleep between two coolness; and then take a fan 
to bed, inside of the musquito curtains, which are hung around the bed for  safety. The
 218SWW (SWW) to father
, dated Canton 1833/12/16; the  SWW. Family  Papers of the Yale  Univ. 
Archive.
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thermon. is about 88° or 92° the twenty-four hours:'219 
   Much later on, in 1847, SWW tried his best to persuade his  fiancé, Sarah, whom he 
wanted to take to the southern part of China as his wife, reassuring her of much 
comfortable climate there in this way: 
   "You speak of the heat affecting you
, & prostrating your energies so as to render 
you useless or at least unwilling to make any exertion, and so I have it here. I never felt 
it so hot in Canton as I have in New York... The heat at Canton is, to be sure, longer 
continued, but it seldom rises above 86° or 88° in summer, in winter falls about to 35° & 
 40°, rendering fires & warm clothing agreeably pleasant, but not changing the color of 
vegetation.... The ladies who have gone to China have usually enjoyed health, and 
almost none of those who have died have been  carried off by any disease  referable to 
the climate...., but so far as my own experience & observation goes, the climate is good. 
Mrs. Diell was there some time, & can speak on this  head"2". 
   As late as in 1853, just before his departure to Japan accompanying the 
Commadore Perry's Expedition to Japan, he had made  arrangements for his wife and 
children a house in Macau, and told her in his letter dated May 10, 1853, that "Perhaps 
you may  find it too hot to stay in Canton till June  1st & inclined to leave  earlier."221 S. 
Wells Williams who wrote these letters was one of the early Protestant missionaries sent 
out to the southern part of China by the American Board (ABCFM) as a missionary
219 SWW to father, dated Canton 1835/09/25; the SWW Family Papers. 
 22° SWW' letter to  fiance
, Sarah Walworth, dated  1847/  07/  14; the SWW Family Papers. 
 221  SWW  to wife Sarah
, dated On board  ship,  1853/05/10; the SWW Family Papers.
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printer in 1833. He stayed on in Canton and Macau, for nearly 20 twenty years. He 
studied the Cantonese first of all while printing and editing the English monthly, the 
Chinese Repository. When he got a sabbatical leave in 1845, he stayed in New York 
76 months, in order to write the well-known book of his, The Middle Kingdom, the  very 
first and lasting authority of the American studies of China and her people. 
   After the  intermediate period in the mid-1850s, while first serving Commodore 
 Perry as the chief Japanese interpreter to open the door of Japan in  1853-54, and then 
accompanying the American mission in  1858-9 to the Chinese court as an Chinese 
interpreter, Williams was invited finally to move to Beijing in 1860 as the Chinese 
Interpreter and  Secretary of the first American Legation in Beijing, and resided there for 
another twenty years. His life-long stay in China over 40 years, therefore, can best 
reflect the ways of early foreign residents' acclimatization and their life style, especially 
in summer, in the northern as well as the southern parts of China.
 (  2  )
   Although Williams found his life of Canton comfortable, he much preferred Macau 
to Canton, for a number of reasons. One of them was due to the climatic difference. 
In Macau he could enjoy the cooling breeze from the  sea. He used to enjoy walking 
early in the morning there. Another was the social climate, for he could have benefits 
of the foreign community, including female residents' society as well as the Portuguese
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cultural environment. 
   The foreign residents of Canton, all of them being male merchants, they were likely 
to regard Macau fondly as a comfortable summer resort in order to escape their more or 
less confined way of living within the narrow lot of foreign factories (±E.--MI). In 
their minds there seemed to be more benefits of the freedom and soft breeze in Macau 
than in Canton. 
   When Williams started living in Beijing in early 1860s, he found a number of 
disadvantages there. One of them was relevant to the foreign community. The then 
Chinese Government allowed nobody but missionaries and diplomats to live in Beijing. 
Williams used to enjoy the company of such American merchants as  Nye, Olyphant, 
King in Macau. No foreign merchants in Beijing. Another disadvantage was a 
housing. Williams had to buy a lot and build a huge house on his own money, thus 
preparing the American Legation house for the first resident  plenipotentiary, Anson 
Burlingame, as well as his own house. Another disadvantage was  due to his residence 
in the midst of Chinese citizens. 
   Now let's listen to his early reactions to all these disadvantageous aspects when he 
turned a leave from the life of Macau and Canton to that of Beijing.  In one of his 
letters to his younger brother Robert in Utica, he wrote in the midst of the summer of 
1862: 
   "You think I ought to tell you something about Peking
, but descriptions fail 
 woefully where there is so little in common with what you've seen.... But the noisome 
streets, stinking pits and scavengers, dusty ways and lothsome beggars, seen when one
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descends from the wall and goes thro'  other [enceinte], takes, away the pleasure of the 
impression and brings one back to the reality of heathenism: it also makes one more 
thankful for what Xty has done for  us."222 
  Another reference to the experience of his first summer in Beijing is found in his 
letter to his wife Sarah written just a week later as follows: 
   "We are still living at the French Legation, but  Mt  Burr. intends to going up the 
Hills to relieve Kleczkowski of some of us for a few weeks, while I stay to look after the 
house repairs; however, I think B. will never go there, he is too inert. As soon as the 
house is habitable, I shall leave, if I am alive & well, and go south. I have  every 
inducement to  hurry the workmen therefore. The cholera is nearly gone, and all 
foreigners have been spared, of whom there are 80 in Peking."223 
   This letter is an interesting documentin more than one way, but especially in the 
sense that our subject today, the Western Hills, was first mentioned by Williams in his 
unpublished  letters. 
   Further reference to the summer resort near Beijing can be found in a book, The 
 Attaché at Peking (1900), written by A.B. Freeman-Mitford, whose memoir of his 
experiences at the British Legation in the 1860s Beijing contains many interesting 
descriptions of his "temple life"  224ill the Western Hill. 
   We see that, just as foreign residents of Canton had resorted to Macau habitually
 222  SWW  to brother Robert, dated Canton 1862/08/01; the SWW Family Papers. 
223  SWW  to wife Sarah, dated Peking 1862/08/07; the SWW Family Papers. 
224 A.B.  Freeman-Milford: The  Attaché  at Peking (Macmillian, London, 1900), p.99.
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during their summers in 1830s, 40s and 50s, the  first resident corps de diplomatique 
looked for a likely summer resort in 1860s and 70s, and found it in the eight temples of 
the Western Hills, 14 miles away from Beijing, so that they might evade the heat, dust, 
epidemic cholera and squalor, which mostly likely disturbed them in the Old Peking life 
during summer time.
 (  3  )
   At the beginning of each summer in 1860s and 70s, resident foreign diplomats and 
missionaries used to haunt the Western Hills. Williams apparently missed a chance to 
stay in one of the temples there in 1862, but from 1863 on almost  every summer he 
went up to Hills with his family and missionary colleagues, such as  Rev. Blodgett and 
Mrs. Bridgman, to stay at one of the eight temples there. His summer life there 
eventually became one of the most cherished memories of his long stay in China. In 
order to illustrate the typical way of life he came to develop at this particular temple, let's 
listen to what he said in his words. As early as in the summer of 1864, he wrote in his 
letter to his brother Frederick, dated "Temple west of Peking called Chang-ngan-sz, or 
Monastery of Perpetual Quiet, Aug. 12, 1864: 
   "We are spending a month or two at a temple about 14 miles W. of Peking, situated 
at the base of the Hills, which commence the plateau of central Asia It forms one of a 
group of eight separate monasteries cared for by 20 priests or more in all, and in the
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 lowest  down; the Russian, Am. & French ministers occupy others higher up the hill, 
 embosomed in groves of trees and affording extensive views of the plain toward Peking. 
 Ours is spacious & clear, but not so new as some of the others; it contains three  terraces 
 within the wall, & has 8 or 10 different buildings altogether arranged around two 
 courtyards that contain many  trees... 
    "Among the trees in the compound
, are six specimens of the white pine, of which 
 is, I am told, over 500 years old; this tree is covered with a white bark nearby in the 
 outmost branches, as white as if the whole trunk had been white washed like the bit I 
 send you; the bark flakes off like the shellark  hickory, & this keeps the tree constantly 
 white, and fresh. It is truly a fine tree, & has been introduced into England & France, 
 where I am inclined to think it will not show such a white trunk, because of the humid 
 climate compared to this. Other trees are jujube plums (here called dates) persimmons, 
 peaches, docurts (Sophora) arbor  vitae, crape myrtle (Lagerstroemia) walnuts, and firs, 
 besides flowers and pots containing gold fishes. It is a pleasant summer retreat from 
 the dust & smell of Peking, & we have rejoiced in clambering the hillsides and breathing 
 fresh air for six weeks. The region hereabouts is nearly bare of woods on the hills, but 
 the groves of trees around the graveyards are large. All this region is cultivated like a 
 garden."225 
    A special feature of the temple,  R'_4-C founded in 1504226, is its spaciousness, 
 while it has such an unique tree as Williams noticed it in the above-quoted letter, a white 
 fir tree. His botanical pursuit is noticeable as well, and we know that he found a few
225  SWW  to  brother  Frederick, dated 864/08/12; the  SWW Family Papers. 
226 See the guidebook,  XI  SHAN  DA  GHU, published by the 4L,TMiliAtWza.
422
new　 species　 of　 fUllgi　 an4　 plants,　 such　 as``Sambucus〃 皺o卿 ε∫f'and``Panたz〃7Z
剛 伽5ガ,血 血esummer　 of　1864,　 near　 Beij　ing227.　 We　 may　 be　allowed　 to　make　 a
further　 remark　 here　 on　his　botanical　 interest　belonging　 to　his　earlier　period:during　 his
visit　to　Japan　 he　had　 discovered　 a　few　 new　 species,　 such　 as``Clemantis聡 〃IQ79ZShc"on
April　 20由,1854,　 in　Simondaa2s
　 　 It　took　 a　few　 summers,　 however,　 before　 he血ally　 spotted　 his　favorite　 temple.
Eventually,　 among　 the　eight　temples　 he　developed　 his　fondness　 to　a　particular　 temple,　 a
rather　small　 one　 in　size,　 named三 山 庵founded　 in　l　I　S　1,which　 he　liked　to　rename　 in
English　 as　Tremont　 Monastery.　 The　 letter　was　 addressed　 to　Olypant,　 and　 dated
Tremont　 Temple　 among　 the　Hills　Wesf　 ofPeking,　 June　 10,1867:
　 　 "We　 have　 called　 the　old　monastery,　 where　 I　am　 spending　 a　few　 weeks　 with　 my
family,-the　 Tremont　 Temple,　 because　 its　Chinese　 name　 has　 that　 meaning,　 the
Sanspan-ngan　 exactly　 corresponding　 to　Tremont　 Monastery.　 It　forms-one　 of　eight
Budhistic　 establishments　 which　 the　 devotion　 of　former　 generations　 has　 left　on　 this
hillside,　ris辻Lg　one　 above　 the　other　to　a　height　 of　6000r　 800　 ft.　above　 the　plain;they　 are
now　 neglected　 or　just　kept　 up　by　a　few　 devotees　 who　 make　 a　holiday　 in　the　spring　 time
or　other　time,　and　 call　it　religion.　 Some　 ofthem　 were　 endowed　 by　imperial　 bounty　 and
show　 a　lavish　expenditure　 where　 every　 brick　and　peck　 ofmortar　 must　 be　carried　 high　 up
the　h皿;but　 no　emperor　 or　grandee　 has　been　 here　to　stay　fc)r　a　long　 time,　and　this　year&
last　every　 available　 room　 has　been　 taken　 up　by　foreigners,　 who　 escape　 the　dust&heat
227 Emile  Bretschneider: History of European Botanical Discoveries in  China, 2 vols. 
(Sampson Low, Marston Co., London, 1898).  Vol.  2, p.680. 
228 Ibid., vol. 1,  p. 389.
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of the  city. Mr. Burlingame occupies the large one above this, & Alcock the one below, 
while the Spanish minister de Mas has taken another. The climate is so  dry that there is 
little decay, and the walls remain much as they did 150 or 200 years ago. The few 
repairs needed are done usually by foreigners, and we pay something for rents besides. 
Altogether, the advantages of these secluded retreats are numerous, and we are happy to 
avail ourselves of them."229
    The above quotations from the letters written by Williams in Beijing tell us that not 
 only his boss, Anson Burlingame, but also the French Legation represented by 
 Kleczkowski, the Russian minister, the Spanish minister and the British minister, 
 Rutherford Alcock, all resorted to the Western Hills, which became something like a 
 summer resort of our age. 
    Williams is not the only one foreigner who fondly remembered about their sojourn 
 there. A.B.  Freeman-Mitford was a member of the Alcock's British Legation, and 
 before ending this paper I should like to invite you to listen to what he wrote in a 
 charming way: 
 "Pi  Ytin  Ssit  7th  July 1865 
    "You will see by the date of this that we have beaten a retreat from the d
ust, heat,
229  SWW  to friend
, GT.  Olyphant, dated Tremont Temple 1867/06/10; the  SWW Family Papers.
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and filth of the  city, and that our  `villegiatura' has begun. Indeed, Peking was 
becoming insupportable. The thermometer when we left was at  108°in the shade, the 
highest  degree which it has reached these three years, and I was heartily glad to turn my 
back upon the Legation gates. 
   "The plain between these hills and the town is  very beautiful. It is thickly studded 
with  farmsteads, knolls of trees, and tombs, which are always the prettiest spots in China, 
for as a balance against the dirt and squalor in which they pass their lives, the Chinese 
choose the most romantic and delightful places for their final habitations. The soil is 
wonderfully fertile, and yields two crops in the year, so that usually the plain bears  every 
appearance of prosperity; but this year, owing to the excessive heat and drought, the first 
crop has failed, and the fields are parched and burnt up. 
   "The hills west of Peking are the Switzerland of Northern China
,. They are not 
very high nor extraordinarily beautiful, but there are some very pretty gorges and valleys, 
richly wooded, and at any rate the air is fresh and pure. Every gorge has a perfect nest 
of temples, built by the pious emperors of the Ming dynasty and the earlier Tartars, for 
which good deeds the Corps  diplomatique at Peking cannot be too grateful. Properly 
speaking, according to the rules of their order, the Buddhist monks are forbidden to 
receive any money for hospitality which they offer to strangers, so when the Chinese go 
to stay at a temple they restore or beautify some part of it as a return; but we prefer 
paying a few dollars, and in spite of their statutes the arrangement seems to suit the 
monks as well it does  us."23°
 230 A.B. Freeman-Mitford's The  Attache  at  Peking  (1900), pp. 87-9.
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1 Robert Morrison  (1782-'4834)
   Mrs. Eliza Morrison, who compiled her husband's biography out of miscellaneous 
sources, writes that "The Journal of the voyage  from New York to Canton appears to 
have been  lost The defect is tolerably well supplied by the following extracts from 
letters, which were probably copies, or nearly so, of his daily journal."  [Mrs.  Morrison's 
Memoirs, Vol. I, p.140]. One of the letters, though addressed to an unknown recipient, 
announces his approach to Macau: "August 29, Chinese  Sea--You perceive that I now 
approach the land to which I am  sent. We hoped that we should today have reached 
the island of Macao; but very light winds and calms have detained us." [Ibid.,  p.151]. 
   After so vast a expanse of space and time as 113 days from the time of leaving 
New York, Robert Morrison finally set his first step on the peninsula of Macau on Friday, 
the 5th of September, 1807, "and unexpectedly found there Sir George  T[homas]. 
Staunton  [1781-1859]." [Ibid., p.153]. When he waited on Staunton, with the Sir 
Joseph Banks' letter of introduction in hand, Sir George "reminded me that the [British 
East India] Company forbade any person to stay [in Canton and Macau] but on account 
of trade, but promised that he would do what was in his power. The residence in 
Macao is especially difficult, owing to the jealousy of the Romish bishop and priests." 
[Ibid., p.153]. 
   So Morrison had no choice but to move on to Canton under the title of an
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American merchant as well as in the disguise of a Chinese costume, and arrived at the 
American  Factory there on September  8fil. All the difficulty he experience on his 
destination in China indicates his mission. The London  Missionary Society had given 
Morrison, their first missionary to China, the general instructions dated London, January 
20,  1807, before his departure to China by way of New York.
   "We  trust that no objection will be made to your continuing in Canton
, 
till you have accomplished your great object of  acquiring the language. 
When this is done, you may probably, soon afterwards begin to turn this 
attainment into a direction which may be of extensive use to the world: 
perhaps you may have the honour of forming a Chinese Dictionary, more 
comprehensive and correct than any preceding ones; or the still greater 
honour of translating the sacred Scripture into a language spoken by a third 
part of the human race.  If  it should be expedient that you remove to Canton, 
the place to which you may remove may be decided by your discretion." 
[Ibid.,  96]
   Among many testimonies written or carved, the Morrison graveyard [Ride, 
pp.229-233] at one corner of the Protestant Cemetery in Macau bears an important 
testimony to his accomplishment of three major duties during over 25 years' stay in 
China:  et, his mastery of the Chinese language;  2ndly, his application of it to the 
compiling a Chinese Dictionary;  Ply, his translation of the Bible into Chinese. 
   As for the first duty, namely, his learning of the Chinese language on the spot, 
Morrison owed much to Staunton, who eventually turned out to be his predecessor in
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two ways: the  mastery of the Chinese language and the job of interpreting and 
translating for the British East India Company. As early as 12th October, 1797, when 
he signed his book, A Complete  View  of  the Chinese Empire, for publishing next year in 
London, Staunton had  written his observations of the Chinese language on the spot:
  "It is evident that the Chinese language has neither been derived from
, nor 
mixed with any other. At Canton, indeed, it has been found necessary to publish 
an English vocabulary in Chinese characters, for the use of the native merchants, 
who thereby learn the sounds of English  words... 
   "The Chinese characters are so many sketches
, or abridged figures, and a 
sentence consequently becomes a string of metaphors. The auxiliary particles of 
colloquial conversation are, however, excluded, and on these accounts the study of 
the language is difficult. As it is made up of hieroglyphics, we may easily 
conceive how the acquisition of Chinese words can engross most of the time of 
their men of learning. But enough of the language may be acquired by 
foreigners for ordinary purposes and converse; and further improvements must be 
the result of capacity and application."  [Staunton,  p.447]
   A modem reader may perhaps wonder why almost no mention was made of ways 
how to print the results of their hard labours either by Staunton or the London 
Missionary Society or Morrison. This is the first stage of missionary activities in 
China, and the way of printing belongs to the second stage in the 1820s.
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2 William Milne  (1785^-1822) 
                                                                                                                                                                                                                                  • 
   When the London Missionary Society decided to send their second missionary to 
China, their choice was William  Milne, who grew up as an orphan since 6 years  old. 
 Milne had picked up those rustic skills of a shepherd and carpenter which he was to take 
the best advantage of in his later missionary work in China, especially in the practical 
field of labour, printing. Ten years after his early death in Malacca, E.C.  Bridgman, the 
first American missionary in China, commemorated him by writing a lengthy sketch of 
the life and labours of the late Milne in one of the early issues of the English monthly, 
the Chinese  Repository:
  "Respecting his [Milne's] first application to the committee [of the London 
Missionary Society] at Aberdeen, who were to decide whether he should be 
accepted, and should prepare for the [missionary] work,  there is an authentic 
anecdote told, too characteristic of his life spirit to be suppressed. When he first 
came before them, his appearance was so rustic and unpromising, that a leading 
member of the committee said,  'he object to recommend him as a missionary, but 
would not object to recommend him as a servant to some mission, provided he 
were willing to go in that  capacity' When this proposal was made to  Milne, and 
he questioned upon it, he immediately replied with a most animated countenqance, 
 `Yes
, Sir, most certainly; I am willing to be anything so that I am in the work." 
(Bridgman, p.318)
"In fact he became a helping hand to Robert Morrison
, especially in working
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out the method of printing his predecessor's labourious works. William  Milne 
with his newly-married wife arrived at Macau opn July 4th, 1813. The same fate 
with Morrison awaited them: "After a few days's residence, to leave Macao in 24 
hours... 
   "According to views which had long been cherished by Dr. Morrison, a 
station was needed for the mission, as a centre of communication and action, and 
where Christian books might be safely published, Dr. Milne was selected to locate, 
at Malacca, the hitherto unsettled mission."  (Ibid„ p.320)
 Milne's valuable work in Malacca was the translation of thirteen historical books 
from the Old Testament as well as writing tracts in Chinese: "He wrote also in Chinese 
 nofless than fifteen tracts, varying ten to sevnty [sic] leaves" (Ibid.,  p.323). The more 
important work that he accomplished there, unmolested by the Chinese authorities, was 
relevant to printing.  Milne printed the Chinese  works of his own by means of the 
traditionally Chinese method of wood-block printing. This is why we may rightly like 
to honour him as the first  missionaiy-printer in China. Joseph P, McDermott of 
Cambridge  University, in his recent study on A Social History of the Chinese Book 
(2006) seems to guarantee this this idea: "My interest in  Milne's work is not due to its 
rarity and originality but to the quality of analysis of issues that have long bedeviled the 
study of Chinese book  history." [McDermott, p.14] 
 Milne believed in the  availability, efficiency and economy of adopting the 
traditional wood-block printing, which led him set up his Malacca press in that style. 
He took the trouble to take a number of Chinese carvers and workers including Leang 
Afa from Macau to Malacca His life was too short for experimenting with new forms
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of printing.
3  Walter Henry Medhurst  (1796-4857)
     Walter Henry Medhurst was sent out to China by the London Missionary Society 
  in 1816. According to McDerment, Medhurst was "a missionary-printer successor to 
 Milne." (Ibid., 16). Medhurst appears to have been chosen on account of his 
  professional skills and experience as printer, though he shared with his two predecessors, 
  Morrison and  Milne,  the difficult situation of staying in Canton and Macau as well as the 
  three given duties. Medhurst stayed on in Batavia on the Java island, where he lived 
  among Chinese immigrants to study their language on the spot and to evangelize 
  Christian doctrines to them. In 1837 the missionary press of the Chinese Register 
  printed for publication one of the  results of his hard study, "Huk-keen  Dictionary", 
  whose printing process S. Wells Williams, a newcomer, was in charge of. Medhurst' 
  second duty was to apply the linguistic knowledge for useful purposes, and he is now 
  most prominently remembered for his patient attempt at improving  Morrison's Bible 
 translation. 
     Alexander Wyle  (1815-1887) in his informative article, "The Bible in China", left 
  us with a rare description of Medhurst's devotion to the new Chinese version of the 
  Bible, especially in connection with the inter-denominational Committee of Delegates.
  "In the summer of 1847
, the work of the several local Committees being in an 
advanced stage, a general Committee of Delegates from the several ports was
433
convoked and met at the house of Dr. Medhurst at Shanghai in June. With the 
exception of a few months the same year, during which there was a cessation, the 
work was continued without intermission till the 24th July, 1850, when the New 
Testament was brought to a complion, and the labours of the  Committee ended. 
Day after day the Committee met at the house of Dr. Medhurst, the President, 
aided by the co-operation of four or five native scholars, some of  them men of 
superior  qualifications... 
  "Our sessions occurred daily
, opened with reading a portion of the Sacred 
Scriptures and prayer, and extending from 10 o'clock A.M. to  half-past 3 o'clock 
P.M. The method of proceeding in Committee was to consider verse by verse, 
word by word, allowing each individual opportunity to propose any alteration that 
he might deem desirable. The several members of the delegation had their 
native tutors with them, three of whom continued with us for six years in our daily 
sitting, rendering most valuable assistance. Each day before adjournment, the 
portion of the Scripture to be considered at the next meeting was specified, and a 
rough draught of its translation offered by the Chairman, so that each member 
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